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1
Essbase Studioの概要
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Essbase Studio の紹介
Oracle Essbase Studio は、データのモデリング、キューブの設計、分析アプリケー

ションの構築などに関連するタスクを実行するための単一の環境を提供すること

により、キューブの構築を容易にします。Essbase Studio は、キューブの構築アク

ティビティを単一のインタフェースに統合することで、アウトラインの構築およ

びデータのロードに一貫したプラットフォームを提供します。

Essbase Studio では、ウィザード主体のユーザー・インタフェースを使用して、様々

なデータ・ソース・タイプのモデリングをサポートします。Oracle Essbase アプリ

ケーションは通常そこから構築されるため、Essbase Studio をすべてのキューブ関

連データのモデリングを実行できる単一ポイントにすることができます。

共通のメタデータ・リポジトリ、つまりカタログでは、企業で構築されるすべて

の Essbase アプリケーションに関連するすべてのメタデータが取り込まれ、 低限

の粒度でメタデータを再使用できます。これらのカタログは、Essbase Studio に共

通のメタデータに関する情報を提供し、それらを企業全体の様々なアプリケーショ

ン間で共有します。

Essbase Studio では、リレーショナル・データベース、Oracle Business Intelligence

Enterprise Edition、URL、カスタム SQL および Java メソッドなど、いくつかのド

リルスルー・オプションがサポートされています。ドリルスルーの機能は、デー

タ・セルおよびメンバー・セルでサポートされており、一致するメタデータ・コ

ンテキストを持つキューブに動的にリンクします。

また、Essbase Studio では、メタデータ関係の豊富なグラフィック表示を使用した

系列の追跡もサポートされています。これにより、ユーザーはアプリケーション

の系列を、メタデータ・コンポーネントからその元となるデータ・ソースまでた

どることができます。
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Essbase Studio ワークフロー
表 1 は、Essbase Studio を使用するときのワークフローを示してます。

表 1 Essbase Studio ワークフロー

手
順

タスク 詳細情報

1. データ・ソース接続を作成します。接続ウィザードを使用し
て、各種のデータ・ソースに接続します。データ・ソースは、
リレーショナル・データベース、Oracle BI EE ソース、Oracle
Hyperion EPM Architect アプリケーションまたはテキスト・ファイ

ルのデータ・ソースなどです。

l 88 ページの「接続ウィザードを使

用した接続の作成」

l 90 ページの「リレーショナル・

ソースへの接続の作成」

l 102 ページの「Performance
Management Architect データ・ソース

への接続の作成」

l 104 ページの「テキスト・ファイル

のデータ・ソースへの接続の作成」

l 111 ページの「データ・ソース接続

の同期」

l 118 ページの「データ・ソース接続

の操作」

l 126 ページの「ユーザー定義テーブ

ルの作成」

2. メタデータ要素を作成または編集。メタデータ要素は、デー
タ・ソース接続の作成時またはその後に作成できます。メタ
データ要素は、Essbase Studio での使用を目的としてすでに保管

およびカタログが作成されている他のメタデータから作成す
ることもできます。

l 154 ページの「メタデータ要素の作

成または編集」

l 166 ページの「メタデータ要素の操

作」

3. 別名セットの操作。別名セットを使用すると、1 つのメンバー

に対して複数の別名を指定できます。別名セットは、特定の
名前付き別名セットをメンバー名にマッピングします。

l 170 ページの「別名セットの操作」

l 172 ページの「別名セットの編集」

l 175 ページの「別名セットの管理」

4. 階層の作成。Essbase Studio では、階層を使用して次元をモデリ

ングします。任意の次元を使用して、レポート用のデータを
集計できます。階層のレベルは、次のいずれかの方法で結合
されている異なるソース・データベース・テーブルから取得
できます。

l リレーショナル・データ・ソースの物理結合単位。

l Essbase Studio のミニスキーマで作成された結合単位。

l 180 ページの「標準階層およびメ

ジャー階層の作成」

l 189 ページの「カレンダ階層の作

成」

l 197 ページの「階層の編集」

5. キューブ・スキーマの作成または編集。キューブ・スキーマ
では、階層、メジャーおよびメジャー階層を選択し、階層に
ある個々のメンバーのデータ・ロードの上書きを指定します。
また、キューブ・スキーマから Essbase モデルを作成するため

のオプションもあります。

l 199 ページの「キューブ・スキーマ

の作成または編集」

l 206 ページの「既存のキューブ・ス

キーマからの Essbase モデルの作成」
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タスク 詳細情報

6. Essbase プロパティの操作。

カスタマイズした Essbase アプリケーションを作成するには、

Essbase のモデル・プロパティ、次元プロパティおよびメン

バー・プロパティを編集します。

l 207 ページの「モデル・プロパ

ティ」

l 224 ページの「次元のプロパティ」

l 245 ページの「メンバーのプロパ

ティ」

l 280 ページの「Essbase モデル・プ

ロパティの操作」

7. キューブの配置。キューブ・スキーマ・ウィザードを使用し
て構築した Essbase モデルは、Essbase サーバーへのキューブの

配置に使用されます。キューブ配置は、アウトラインを構築
して、アプリケーションおよびデータベースにデータをロー
ドするためのロード・オプションを設定するプロセスです。
構築するアウトラインは、管理サービス・コンソールで編集
できます。作成したアプリケーションおよびデータベースに
は、Oracle Hyperion Smart View for Office からアクセスできます。

l 295 ページの「キューブの配置」

8. 配置したアプリケーションの表示およびキューブ・リンケー
ジの更新。Essbase モデルの配置履歴を表示して、Essbase サー

バーの様々なインスタンスに配置されたすべての子キューブ
のリストを表示できます。キューブ・リンケージは、Essbase
キューブに格納される次の情報を意味します:

l キューブの配置に使用される Essbase Studio サーバーとポー

ト

l キューブのベースとなったモデル

l キューブ構築の基になったデータ・ソースのログイン情報

l 307 ページの「配置履歴の表示」

l 308 ページの「キューブ・リンケー

ジの更新」

9. ドリルスルー・レポートの作成および操作。ドリルスルー・
レポートを使用して、外部リレーショナル・データ・ソース
から直接取得したデータを表示するスプレッドシート・レポー
トを作成します。

l 318 ページの「ドリルスルー・レ

ポートの操作」

l 319 ページの「ドリルスルー・レ

ポートの作成」

l 340 ページの「ドリルスルー・レ

ポートと Essbase モデルの関連付け」

Essbase Studio ユーザー・インタフェース
Essbase Studio ユーザー・インタフェースは、次の固定できる 3 つのメイン領域で

構成されます:

l 「データ・ソース・ナビゲータ」(24 ページの「データ・ソース・ナビゲー

タ」で説明)

l 作業領域(25 ページの「作業領域」で説明)

l 「メタデータ・ナビゲータ」(25 ページの「メタデータ・ナビゲータ」で説

明)

さらに、コンソール・メッセージが表示または固定されるように選択できます。
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データ・ソース・ナビゲータ
「データ・ソース・ナビゲータ」は、デフォルトで Essbase Studio コンソールの右

ペインに表示され、作成した接続の宛先の物理データ・ソースがリストされます。

この構造は、物理ツリーと呼ばれます。ここから、データ・ソース接続を作成す

るための「接続ウィザード」を起動できます。各データ・ソース接続について、

関連付けられているミニスキーマも表示されます。ミニスキーマとは、1 つ以上

のデータ・ソース接続から選択したテーブルをグラフィカルに表示したものです。

ミニスキーマは、データ・ソース接続の作成時に作成したり、後で作成したりで

きます。

データ・ソースに対して実行できるその他のタスクは次のとおりです:

l データ・ソースにある選択したテーブルのサンプル・データの表示

l データ・ソース、テーブルおよび列の基本プロパティの表示

l Microsoft SQL Server データ・ソースにあるテーブルのわかりやすい名前の表示

l データ・ソース接続の削除

l データ・ソース・リストのリフレッシュ

l イントロスペクション、階層候補を識別するためのデータ・ソース接続の分

析

l 既存のデータ・ソースの増分更新

l ユーザー定義テーブルの作成

l ミニスキーマの作成、編集および管理。

ミニスキーマは、作成した接続の接続先となるデータ・ソースをグラフィカ

ルに表示したものです。ミニスキーマは、データ・ソース接続の作成時に作

成したり、後で作成したりできます。ミニスキーマには、データ・ソース接

続のテーブルのサブセットまたはすべてのテーブルを含められます。また、

ミニスキーマには、複数のデータ・ソースのテーブルを含めることもできま

す。

m ソース、テーブルおよび列のプロパティなどのミニスキーマのプロパティ

の表示

m 物理データ・ソースにあるテーブルのサンプル・データの表示

m 1 つ以上のデータ・ソース接続のテーブルを追加または削除する場合のミ

ニスキーマの編集

m 結合の追加または編集

m ミニスキーマの削除

m ミニスキーマ・リストのリフレッシュ

データ・ソース接続およびミニスキーマの詳細は、次を参照してください:

l 第 4 章「データ・ソース接続」

l 第 5 章「ミニスキーマ」
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作業領域
デフォルトで Essbase Studio コンソールの中央ペインにある作業領域は、メタデー

タ要素と、ソースおよびメタデータ要素のグラフィックの表示および操作に使用

します。

作業領域に表示されるオブジェクトは次のとおりです:

l 129 ページの「ミニスキーマについて」で説明するミニスキーマ

l 第 11 章「Essbase プロパティ」で説明する Essbase モデル

l 第 15 章「系列」で説明する系列ビュー

l 第 16 章「ドリルスルー・レポート」で説明するドリルスルー・レポート

l 第 9 章「階層」で説明する階層エディタ

l 123 ページの「サンプル・データの表示」の第 4 章「データ・ソース接続」ト

ピックで説明するサンプル・データ

l 307 ページの「配置履歴の表示」で説明する配置履歴

メタデータ・ナビゲータ
「メタデータ・ナビゲータ」は、デフォルトで Essbase Studio コンソールの左ペイ

ンに表示され、次の内容を含みます:

l データ・ソース接続を作成するときに物理データ・ソースから導出したメタ

データ要素。

新しいデータ・ソース接続を作成するたびに、接続したデータ・ソースの物

理要素からメタデータ要素を作成できます。これらのメタデータ要素は、デ

フォルトで、データ・ソースのテーブルと列を模したフォルダ構造に表示さ

れます。

「メタデータ・ナビゲータ」では、複数のデータ・ソース接続からメタデータ

要素を表示し、さらにサポートされているタイプのデータ・ソースからもオ

ブジェクトを表示します。たとえば、リレーショナル、テキスト・ファイル、

Oracle BI EE、Performance Management Architect など様々なソースからのデータ

にアクセスする必要があるとします。これらのソースへの接続を作成すると、

各データ・ソースから導出したメタデータ要素が「メタデータ・ナビゲータ」

のツリー構造に表示されます。デフォルトの各フォルダが作成されて、デー

タ・ソースごとにメタデータ要素が格納されます。さらにオプションで、デー

タ・ソース作成プロセス時にフォルダを作成し、メタデータ要素をツリー形

式で詳細に整理できます。

l 「メタデータ・ナビゲータ」で、導出したメタデータ・アーティファクトから

作成したメタデータ要素。

導出したメタデータ・アーティファクトから、さらに次のようなメタデータ

要素を作成できます:

m フォルダ

m 次元要素

m 導出テキスト・メジャー
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m 標準階層

m メジャー階層

m カレンダ階層

m テキスト・リスト

m キューブ・スキーマ

m Essbase モデル

m ドリルスルー・レポート

メタデータ要素は、Essbase で操作するキューブ・スキーマとモデルの作成に

使用されます。Essbase モデルは、Essbase キューブの作成と配置に使用されま

す。

Essbase Studio へのログイン
Essbase Studio を開始すると、「ログイン」ダイアログ・ボックスが表示されます。

ä Essbase Studio にログインするには:

1 「サーバー」に、Essbase Studio サーバーがインストールされているコンピュータの

名前を指定します。例:

            aspen3

         

2 「ユーザー」名と「パスワード」を入力します。

3 オプション: 「このユーザーを記憶する」を選択します。

後続のログインでは、ドロップダウン・リストからユーザー名を選択できま

す。

4 「ログイン」をクリックします

ログインすると、Essbase Studio コンソール・ウィンドウのタイトル・バーに次の

情報が表示されます:

l ユーザー名

l サーバー名

l ユーザーの役割

これで、Essbase Studio の操作を開始する準備ができました。

Essbase Studio サーバーへの再接続
Essbase Studio サーバーと Essbase Studio コンソール間の接続は、コンソールのアイ

ドル状態が 1 時間(または第 2 章「管理」の説明に従って指定した長さの時間)を

超えると、失われる可能性があります。
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ä Essbase Studio サーバーと Essbase Studio コンソール間の接続を復元するには:

1 Essbase Studio コンソールで、「ツール」>「サーバーへの再接続」を選択して、「ロ

グイン」ダイアログ・ボックスを表示します。

「サーバー」フィールドと「ユーザー」フィールドは読取り専用です。

2 「パスワード」にパスワードを入力して、「ログイン」をクリックします。
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管理の概要
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System インストーラを使用して

Essbase Studio をインストールした後、Oracle Hyperion Enterprise Performance

Management System コンフィグレータを構成します。構成を変更する必要があると

きは常に EPM System コンフィグレータを使用してください。ただし、一部の

Essbase Studio 構成ファイルは手動で編集できます。

Essbase Studio カタログ・データベースの設定
Essbase Studio を使用する前に、Essbase Studio カタログ・データベース(カタログと

も呼ばれる)を設定する場所を決定する必要があります。カタログ・データベース

は、すべての Oracle Enterprise Performance Management System 製品に対して機能す

る 1 つのデータベース・インスタンス内に含めることができます。または、デー

タベース・サーバー・コンピュータにカタログ用の特別な専用リレーショナル・

データベースを作成することもできます。
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カタログは、Essbase Studio のメタデータ・リポジトリです。Essbase Studio ユー

ザーが Essbase Studio でどのような種類のメタデータ要素(次元要素、階層、キュー

ブ・スキーマおよび Essbase モデルなど)を作成しても、これらの要素のメタデー

タは Essbase Studioカタログに保管されます。

構成プロセス(インストール後)では、EPM System コンフィグレータを使用して、

指定したカタログ・データベースを使用するように Essbase Studio を構成します。

カタログ・データベースは、すべての EPM System 製品用の 1 つのデータベース・

インスタンスの一部であっても、Essbase Studio カタログを保持するために特別に

作成されたデータベースであっても構いません。

カタログ・データベースについての情報は、MIDDLEWARE_HOME/user_projects/

EPM_ORACLE_INSTANCE_NAME/BPMS/bpms1/binディレクトリ内の

server.propertiesに保管されます。このファイルには、このカタログ・データ

ベースの名前、場所、ユーザー名および暗号化されたパスワードが含まれます。

Essbase Studio を起動すると、server.propertiesが読み取られ、カタログ・デー

タベースの場所およびセキュリティ・ログイン情報が特定されます。

どのサポートされているリレーショナル・データベースを使用しても、Essbase

Studio カタログ・データベースを保持できます。

注意:

l 構成プロセスにおいて、カタログ・データベース・ユーザーを指定する必要

があります。カタログ・データベース・ユーザーは、少なくとも Essbase Studio

カタログ・データベースへの書込み権限を持っている必要があります。

l 各 Essbase Studio サーバー・インスタンスに独自のカタログ・データベースが

必要です。

l Essbase Studio カタログ・データベースに Oracle を使用する場合は、カタログ・

データベースへの接続に使用するユーザーに次の権限を設定することをお薦

めします。

            open_cursors=nnn SCOPE=MEMORY

         

nnn >= 300 です。

すべての EPM System 製品に対して 1 つのデータベース・インスタンスを使用して

いる場合、このデータベースの設定の詳細は、Oracle Hyperion Shared Services のド

キュメントを参照してください。

カタログに専用データベースを使用している場合、次の手順を完了します。

ä Essbase Studio の専用カタログ・データベースを設定するには:

1 RDBMS で、空のデータベース・スキーマを作成します。

このデータベース・スキーマは、Essbase Studio カタログ・データベースとな

ります。

構成後は、これが server.propertiesファイルの catalog.dbプロパティで

指定されるデータベースとなります。
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2 RDBMS で、カタログのデータベース・ユーザーに指定されるユーザーに少なくと

も書込み権限を与えます。

構成後、このユーザーは、server.propertiesファイルの catalog.username

および catalog.passwordプロパティで指定されるユーザーになります。この

ユーザーは、少なくとも catalog.dbプロパティで指定されるデータベースへ

の書込み権限を持つ必要があります。これらのプロパティは、構成プロセス

で設定されます。

カタログ・データベースに Shared Services リポジトリを使用している場合、同

じ権限の要件が適用されます。

3 Essbase Studio のインストール後に、EPM System コンフィグレータを実行して、カ

タログ・データベースに必要な情報を提供します。

4 構成後に、MIDDLEWARE_HOME/user_projects/EPM_ORACLE_INSTANCE_NAME/

BPMS/bpms1/binで、カタログ・データベースに関連する情報を確認します:

l catalog.db-手順 1 で作成したカタログ・データベースの名前です。

注： IBM DB2 または Microsoft SQL Server データベースのカタログ・デー

タベースを構成した場合、データベース名にスキーマ名を付加する

必要があります。たとえば、catalog.db=esbstudio.dboのように

指定します。ここで、esbstudioはデータベース名、dboはスキー

マ名です。

l catalog.username-カタログ・データベースに対して少なくとも書込み権

限を持つユーザーです。40 ページの「catalog.username」を参照してくだ

さい。

l catalog.password-カタログ・データベース・ユーザー用の暗号化された

パスワードです。40 ページの「catalog.password」を参照してください。

終了したら server.propertiesを閉じます。

Essbase Studio サーバーでは、起動時に server.propertiesファイルが読み取ら

れ、このカタログ・データベースの情報が取得されます。構成オプションの詳細

は、33 ページの「サーバー・プロパティ・ファイルの構成」を参照してくださ

い。

Essbase Studio カタログおよびデータのアップ
グレード
Essbase Studio をリリース 11.1.1.x から現在のリリースに移行するには、アップグ

レードを実行します。リリース 11.1.2.x から現在のリリースに移行するには、メン

テナンス・リリースを適用します。

Essbase Studio のアップグレードまたはメンテナンス・リリースの手順は EPM System

の構成プロセスの一部です。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management

System インストールおよび構成ガイドを参照してください。ガイドに記載されて

いる順序で、使用している環境に適用可能なタスクを実行してください。
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構成後、Essbase Studio で次のタスクを実行してください:

1. アップグレードまたはメンテナンス・リリースの適用を実行するには、

reinitコマンドを実行する必要があります。reinitコマンドの実行の詳細

は、Oracle Enterprise Performance Management System インストールおよび構成

ガイドを参照してください。

2. Essbase サーバーを移動した場合は、Essbase 接続が新しいサーバーの場所を指

定するように、81 ページの「再ホストされた Essbase サーバーへの参照の更

新」の説明に従って再ホスト手順を実行します。

3. Essbase Studio サーバーを移動した場合は、古いサーバーの場所を参照してい

る配置済アプリケーションのために、308 ページの「キューブ・リンケージの

更新」の説明に従ってキューブ・リンケージを更新します。

4. テキスト・ファイル・データ・ソースの場合:

l EPM System コンフィグレータに指定されているデフォルトの

EPM_ORACLE_INSTANCE/BPMS/bpms1/datafilesの場所を変更することで、

以前のリリースからの場所、または Essbase Studio データ・ファイルのレ

プリケートされた場所を指定します。詳細は、Oracle Enterprise Performance

Management System インストールおよび構成ガイドを参照してください。

l 118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」で説明されている

ように、任意のテキスト・ファイル接続の接続プロパティを編集して、テ

キスト・ファイルの新しい場所を指すようにします。

l 構成後、テキスト・ファイルを別の場所に移動する場合は、

server.propertiesファイルの server.datafile.dirプロパティを編集

し、テキスト・ファイルの新しい場所を指すように、任意のテキスト・

ファイル接続の接続プロパティを編集します。41 ページの

「server.datafile.dir」および118 ページの「データ・ソース接続プロパティ

の編集」をそれぞれ参照してください。

5. Performance Management Architect 次元サーバーを移動した場合は、データ・

ソース接続プロパティの編集の説明に従って、古いサーバーの場所を指定す

る118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」次元サーバー接続の

接続プロパティを編集します。

Essbase Studio に対して SSL を使用可能にする
Essbase は、Secure Socket Layer (SSL)モードおよび非 SSL モードで動作するよう配置

されています。SSL モードでは、Essbase サーバーと Essbase Studio サーバー間のす

べての通信がデータ・セキュリティを確保するために暗号化されます。Essbase コ

ンポーネントのデフォルトの配置では、自己署名の証明書がインストールされ、

主にテスト目的で SSL 通信が使用可能になります。本番環境では SSL 対応の Essbase

に、よく知られたサードパーティ認証局(CA)の証明書を使用することをお薦めし

ます。詳細は、Oracle Enterprise Performance Management System インストールおよ

び構成ガイドを参照してください。
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サーバー・プロパティ・ファイルの構成
インストール時に作成されたデフォルトの server.propertiesファイルには、

Essbase Studio の実行に必要なサーバー・プロパティが含まれています。

構成時に、EPM System コンフィグレータによって、選択したサーバー構成設定が

Essbase Studio の server.propertiesファイルに書き込まれます。

インストール後に、サーバー・プロパティを編集または追加できます。

注： server.propertiesファイルは、MIDDLEWARE_HOME/user_projects/

EPM_ORACLE_INSTANCE_NAME/BPMS/bpms1/binにあります。

MIDDLEWARE_HOME については、Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Readme を参照してくださ

い。

ä server.propertiesファイルを編集するには:

1 Windows のメモ帳など、任意のテキスト・エディタを使用して、ファイルをテキス

ト・フォーマットで編集します。

2 ファイルの個別の行に各設定を入力します。

各行をセミコロンで終了する必要はありません。

3 ファイル名が server.propertiesであることを確認します。

4 Essbase Studio の serverディレクトリにファイルを保存します。

5 サーバー・プロパティ・ファイルを変更したら、Essbase Studio サーバーを停止し

て再起動します。

Essbase Studio サーバーによって起動時に一度プロパティ・ファイルが読み込

まれます。

server.propertiesで構成できるプロパティの例を次に示します。各プロパティ

の説明と例は、35 ページの「サーバー・プロパティ」を参照してください。

      catalog.url=

      database tag

      \://

      host

      :

      port

      /

server.css.URL=server.css.URL=http\://

      server

      .us.abcxyzco.com\:

      port

      /interop/framework/getCSSConfigFile

catalog.db=

      catalog database name

      

catalog.username=

      catalog user ID
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catalog.password=

      encrypted catalog password

      

server.hss.bpmApplication=BPM\:

      BPM application ID

      

server.datafile.dir=

      path to flat file directory

      

server.essbase.streamingCubeBuilding=

      true|false

      

server.timeoutPeriod=

      number of seconds

      

server.queueSize=

      size of the task queue

      

server.threadCount=

      number of worker threads

      server.resourceCount=

      number of tasks that can be executed concurrently

      

server.sql.fetchSize=

      fetch size

      

server.tempDir=

      path to temporary directory

      

server.charset=

      charset

      

server.readLockTimeOut=

      number of seconds

      

server.writeLockTimeOut=

      number of seconds

      

server.essbase.TPTapi=

      true|false

      

server.essbase.disableDistinct=

      true|false

      

server.httpPort=

      port number

      

transport.port=

      port number

      

server.runInBackground=

      true|false

      

server.essbase.blindShare=

      true|false
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oracle.jdbc.ReadTimeout=

      milliseconds

      

      data-source-type

      .pool.maxsize=

      maximum size of the connection pool

      

      data-source-type

      .cache.size=

      cache size

      

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=

      true|false

      

catalog.pool.size=

      connection pool size for catalog connection

   

注： RDBMS によって異なりますが、この構文には例外が存在します。54 ペー

ジの「サーバー・プロパティ・ファイルの例」を参照してください。

サーバー・プロパティ
構成可能なサーバー・プロパティは次のとおりです:

l 36 ページの「catalog.url」

l 38 ページの「server.css.URL」

l 39 ページの「catalog.db」

l 40 ページの「catalog.username」

l 40 ページの「catalog.password」

l 40 ページの「server.hss.bpmApplication」

l 41 ページの「server.datafile.dir」

l 42 ページの「server.essbase.streamingCubeBuilding」

l 43 ページの「server.timeoutPeriod」

l 43 ページの「server.queueSize」

l 43 ページの「server.threadCount」

l 44 ページの「server.resourceCount」

l 44 ページの「server.sql.fetchSize」

l 45 ページの「server.tempDir」

l 45 ページの「server.charset」

l 46 ページの「server.readLockTimeOut」

l 46 ページの「server.writeLockTimeOut」
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l 47 ページの「server.essbase.TPTapi」

l 47 ページの「server.essbase.disableDistinct」

l 48 ページの「server.httpPort」

l 48 ページの「transport.port」

l 49 ページの「server.runInBackground」

l 50 ページの「server.essbase.blindShare」

l 50 ページの「oracle.jdbc.ReadTimeout」

l 51 ページの「server.jdbc.teradata.properties」

l 51 ページの「data-source-type.cache.size」

l 52 ページの「data-source-type.pool.maxsize」

l 53 ページの「server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding」

l 53 ページの「server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding」

l 54 ページの「catalog.pool.size」

catalog.url

カタログ・データベースの URL。

構文

      catalog.url=

      database_tag

      \://

      host

      :

      port

      /

   

hostは、要件に応じてサーバー名またはサーバー名にドメイン名を加えた名前に

なります。

注意

l 次のデータベース・タグがサポートされます:

m oracle-Oracle

m db2-IBM DB2

m sqlserver-Microsoft SQL Server

l カタログ・データベースが Oracle ID (SID)を使用する Oracle の場合、次のよう

に Oracle SID が catalog.urlパラメータに追加されます:

            catalog.url=oracle\://

            host

            \:

            port
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            \:

            OracleSID

         

l カタログ・データベースが Oracle サービス名を使用する Oracle の場合、次の

ように Oracle サービス名が catalog.urlパラメータに追加されます:

            catalog.url=oracle\://

            host

            \:

            port

            /

            OracleServiceName

         

l カタログ・データベースが Oracle RAC インスタンス内にある場合、

catalog.urlパラメータは次のようになります:

            catalog.url=

oracle\:// (DESCRIPTION=(LOAD_BALANCE=on)

(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=

            host1

            )(PORT=

            port-of-host1

            

[ (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=

            host2

            )(PORT=

            port-of-host2

            ))

[ (ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=

            hostN

            )(PORT=

            port-of-hostN

            )) ]...]

(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=

            service

            )))

         

l カタログ・データベースが IBM DB2 の場合は、次の構文を使用してデータベー

ス名が catalog.urlパラメータに追加されます:

            database tag

            ://

            host

            :

            port

            ;databaseName=

            database name

         

例

l SID を使用している Oracle:
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            catalog.url=oracle\://sequoia.efgco.com\:1521\:bpm

         

            catalog.url=oracle\://sequoia\:1521\:bpm

         

l Oracle サービス名を使用している Oracle:

            oracle://aspen123.us.xyzco.com\:1521/epmdb.us.xyzco.com

         

            oracle://aspen123\:1521/epmdb.us.xyzco.com

         

l Oracle RAC:

            catalog.url=oracle\://(DESCRIPTION=(LOAD_BALANCE=on)(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)

(HOST=host1)(PORT=1521))(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=host2)(PORT=1521))

(CONNECT_DATA=(SERVICE_NAME=service)))

         

l IBM DB2:

            catalog.url=db2\://cypress.abcco.com\:50000;databaseName=EPM_Db

         

            catalog.url=db2\://cypress\:50000;databaseName=EPM_Db

         

l Microsoft SQL Server:

            catalog.url=sqlserver\://aspen3.us.abcxyzco.com\:1433

         

            catalog.url=sqlserver\://aspen3\:1433

         

特定の RDBMS の例については、54 ページの「サーバー・プロパティ・ファイ

ルの例」を参照してください。

server.css.URL

Shared Services サーバーの URL です。

構文

      server.css.URL=http\://

      hostname

      .
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      domain name

      .com\:

      port

      /interop/framework/getCSSConfigFile

   

例

      server.css.URL=http\://aspen3.us.abcxyzco.com\:28080/interop/framework/

getCSSConfigFile

   

catalog.db

Essbase Studio のメタデータ・リポジトリに設定されているリレーショナル・デー

タベースの名前です(カタログ・データベースまたはカタログとも呼ばれます)。

構文

      catalog.db=

      catalog database name

   

注： カタログ・データベース名またはスキーマ名が数字で開始している場合、

catalog.dbのプロパティの設定時に、データベース名を引用符(" ")で囲む

必要があります。

例

      catalog.db=esbstudio

   

IBM DB2 ユーザーおよび Microsoft SQL Server ユーザーの場合、次の構文を使用し

て catalog.dbパラメータにスキーマ名を含める必要があります:

      catalog.db=

      catalog database name

      .

      schema name

   

カタログ・データベース名またはスキーマ名が数字で開始している場合、データ

ベース名が引用符(" ")で囲まれていることを確認してください。カタログ・デー

タベース名の正しい定義と誤った定義の例を次に示します。

誤った例-catalog.db=123a

正しい例-catalog.db="123a"

誤った例-catalog.db=123a.user1

正しい例-catalog.db="123a".user1
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誤った例-catalog.db=a123.1user

正しい例-catalog.db=a123."1user"

catalog.username

カタログ・データベースのユーザーのユーザー ID です。このユーザーには少なく

ともカタログへの書込みアクセス権必要です。

構文

      catalog.username=

      catalog user ID

   

例

      catalog.username=root

   

catalog.password

catalog.usernameで指定されるユーザーの暗号化パスワードです。

注： 暗号化パスワード文字列は、EPM System コンフィグレータにより生成され

ます。このプロパティを編集する場合は、暗号化パスワード文字列を使用

する必要があります。

構文

      catalog.password=

      encrypted catalog password

   

例

      catalog.password=A627FC9A6DEA834C1FA777217871D09E

   

server.hss.bpmApplication

EPM System の構成プロセスで Shared Services により Essbase Studio サーバーに割り

当てられるアプリケーション ID 番号です。

EPM System コンフィグレータでは、このプロパティは Essbase Studio サーバーの

登録時に自動的に設定されます。Shared Services の別のインスタンスを指定するよ

うに server.hss.bpmApplication のプロパティを変更するには、EPM System コンフィ
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グレータを実行して、新しい Shared Services のインスタンスを登録する必要があ

ります。

構文

      server.hss.bpmApplication=BPM\:

      application identifier

   

例

      server.hss.bpmApplication=BPM\:29696

   

server.datafile.dir

Essbase Studio Server のデータ・ソースとして機能するフラット・ファイルのルー

ト・ディレクトリを定義します。テキスト・ファイルのデフォルトの格納場所は

次のとおりです:

      EPM_ORACLE_INSTANCE

      /BPMS/bpms1/datafiles

   

フラット・ファイルがある場所へのフル・パスを指定して、デフォルトのディレ

クトリを上書きできます。

構文

      server.datafile.dir=

      path to flat file directory

   

例

l Windows:

テキスト・ファイルはローカルの Essbase Studio Server マシンに格納されます:

            server.datafile.dir=C:\\EssbaseStudio\\text_file_sources

         

テキスト・ファイルは UNC (汎用命名規則)のパスに格納されます:

            server.datafile.dir=\\\\svr33\\cedar5\\EssbaseStudio\\text_file_sources

         

円記号(バックスラッシュ)(\)は特殊文字であるため、その前に円記号(バック

スラッシュ)(エスケープ・シーケンス)を付ける必要があります。

l UNIX:
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            server.datafile.dir=/vol1/cedar5/EssbaseStudio/text_file_sources

         

注意

l テキスト・ファイルのデータ・ソース・ディレクトリのパスの長さには、次

の制限があります:

m ネイティブ・モード: 121 バイト

m Unicode モード: 1028 バイト

l server.datafile.dirが変更された場合、変更を有効にするには Essbase Studio

サーバーを再起動する必要があります。

server.essbase.streamingCubeBuilding

TRUE に設定すると、Essbase キューブ配置がストリーミング・モードで実行され

ます。

デフォルト値は FALSE で、この場合、Essbase Studio は非ストリーミング・モード

で動作します。

構文

      server.essbase.streamingCubeBuilding=

      true|false 

   

注意

非ストリーミング・モードとは、キューブ配置時に Essbase Studio サーバーが ODBC

接続を使用して外部データ・ソースをクエリーすることを意味します。

ストリーミング・モードとは、キューブ配置時に Essbase Studio サーバーが外部

データ・ソースを直接クエリーすることを意味します。

server.essbase.streamingCubeBuildingが FALSE に設定されている場合、

キューブ配置ウィザードで配置時にストリーミング・モードを選択できます(297

ページの「キューブ配置のための接続情報の提供」の手順 5 を参照)。

IBM DB2 ユーザー: 接続ウィザードの「接続の定義」ページで、データ・ソースに

「暗号化なし」以外の認証メソッドを指定した場合、

server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティを true に設定し、ストリー

ミング・モードでの配置を有効にする必要があります。認証メソッドの指定の詳

細は、91 ページの「リレーショナル・ソースの接続パラメータの定義」を参照

してください。

例

      server.essbase.streamingCubeBuilding=true
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server.timeoutPeriod

Essbase Studio コンソールがアイドル状態を保つことができる総時間数(秒)です。

この時間が経過すると Essbase Studio サーバーへの接続が解除されます。

デフォルト値は、3600 秒(1 時間)です。

構文

      server.timeoutPeriod=

      number of seconds

   

例

      server.timeoutPeriod=7200

   

server.queueSize

キュー・サイズは、タスク数で設定します。このキューには、Essbase Studio サー

バーでの実行を待機しているタスクが保持されます。

デフォルトのキュー・サイズは、200 タスクです。

構文

      server.queueSize=

      size of the task queue

   

例

      server.queueSize=250

   

server.threadCount

Essbase Studio サーバーに割り当てられるワーカー・スレッドの数。

構文

      server.threadCount=

      number of worker threads

   

注意

次のワーカー・スレッドがあります:

l リスナー。Essbase Studio クライアントからの要求があるかどうかリスニング

するスレッド。
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l クライアントからタスクを取得するスレッド。

l タスクそのもの。Essbase Studio サーバーで実行されるタスク。

デフォルトのスレッド数は 30 です。

注： Essbase Studio クライアントからタスクをリスニングし、取得するワーカー・

スレッド数を決定する際、ワーカー・スレッド数に44 ページの

「server.resourceCount」で設定されたリソース数よりも大きい数値を設定す

る必要があります。

例

      server.threadCount=40

   

server.resourceCount

リソースの 大数を設定します。リソース数によって、Essbase Studio サーバーが

同時に実行できるタスクの数が定義されます。

デフォルトのリソース数は 20 です。

構文

      server.resourceCount=

      number of tasks that can be executed concurrently

   

例

      server.resourceCount=35

   

server.sql.fetchSize

JDBC ドライバのフェッチ・バッファのデフォルト・サイズのサイズをレコード数

で再定義します。

Essbase Studio サーバーのデフォルトのバッファ・サイズは 1000 レコードです。

構文

      server.sql.fetchSize=

      fetch size in number of records
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例

      server.sql.fetchSize=500

   

server.tempDir

ルール・ファイルやエラー・ファイルなど、Essbase Studio サーバーで作成された

一時ファイルのディレクトリを指定します。このディレクトリは必ず存在してい

る必要があります。

デフォルト値によって、ディレクトリ./ess_japihome/dataへの相対パスが定義

されます。これは、Essbase Studio のインストール時に作成されます。

構文

      server.tempDir=

      path to temporary directory

   

キューブの配置時に「名前が長すぎます」というエラーが戻される場合、

server.tempDirプロパティのエントリを server.propertiesファイルに追加し

て、より短いディレクトリ・パスを指定します。例:

      server.tempDir=C:\\studiotemp

   

例

      server.tempDir=$USER_HOME/Temp

   

server.charset

サーバー・ログ・ファイルにあるすべてのメッセージを変換するために Essbase

Studio サーバーによって使用される文字セットを指定します。

デフォルトの文字セットは utf-8です。

構文

      server.charset=

      charset

   

例

      server.charset=US-ASCII
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server.readLockTimeOut

Essbase Studio カタログ・データベースの情報の読取り要求を行った場合に、プロ

セスが待機するタイム・アウトまでの秒数を指定します。

デフォルト値は 120 秒です。

このプロパティは、46 ページの「server.writeLockTimeOut」で説明されている

server.writeLockTimeOutプロパティと連動します。

構文

      server.readLockTimeOut=

      number of seconds

   

注意

複数のユーザーが同じ Essbase Studio カタログ・データベースにアクセスしている

場合、ユーザーのアクションによっては、別のユーザーがカタログ・データベー

スにアクセスできなくなる場合があります。そのようなユーザーのアクションは

次のとおりです:

l メタデータ要素の作成

l メタデータ要素の変更

l データ探索(テーブルの選択やメタデータ要素の作成などデータ・ソース接続

の作成、またはデータ・ソースの増分更新など)

前述のリストにあるアクションのいずれかをユーザーが実行すると、Essbase Studio

サーバーにより、他のユーザーの同じカタログ・データベースへの要求が、

server.readLockTimeOutで設定した期間ブロックされます。この期間が経過し

てもサーバーが要求を実行できない場合、要求の処理が中断したことをユーザー

に通知するメッセージが表示されます。

Essbase Studio がキャッシュからオブジェクトをフェッチすることで要求を実行で

きる場合は、その処理を試みます。たとえば、ユーザーが表示する階層を選択し

て、その階層がキャッシュにある場合、Essbase Studio はユーザーにその階層を表

示します。

例

      server.readLockTimeOut=90

   

server.writeLockTimeOut

Essbase Studio カタログ・データベースへの書込み要求を行うときに、プロセスの

待機がタイム・アウトになるまでの秒数を指定します。

デフォルト値は 120 秒です。

このプロパティは、46 ページの「server.readLockTimeOut」で説明されているよう

に、server.readLockTimeOutプロパティとともに動作します。
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構文

      server.writeLockTimeOut=

      number of seconds

   

注意

46 ページの「server.readLockTimeOut」の注意セクションを参照してください。

例

      server.writeLockTimeOut=150

   

server.essbase.TPTapi

Teradata ユーザーのみを対象とします。

TRUE に設定すると、Teradata Parallel Transporter API が使用可能になり、ODBC 接

続と比較してより高速なデータ・ロードのパフォーマンスを得られます。

デフォルト値は FALSE です。

Teradata Parallel Transporter の詳細は、『Oracle Essbase SQL インタフェース・ガイ

ド』を参照してください。

構文

      server.essbase.TPTapi=

      true|false

   

例

      server.essbase.TPTapi=true

   

server.essbase.disableDistinct

TRUE に設定すると、ユーザーはメンバー・ロード・クエリーの DISTINCT フィ

ルタを使用不可にできます。

デフォルト値は FALSE です。

構文

      server.essbase.disableDistinct=

      true|false
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注意

l デフォルトでは、メンバー・ロードの実行時に、Essbase Studio サーバーによっ

て DISTINCT キーワードが追加され、重複レコードが除外されます。

l IBM DB2 ユーザー: SELECT DISTINCT ステートメントでの LONG VARCHAR

データ型の処理における IBM DB2 の制限により、キューブの配置が失敗しま

す。これを回避するには、server.essbase.disableDistinctを true に設定

します。

例

      server.essbase.disableDistinct=true

   

server.httpPort

Essbase Studio サーバーがリスニングする HTTP ポート。HTTP ポートは、Essbase

Studio サーバーが Performance Management Architect と通信を行うために使用され

ます。

デフォルトの HTTP ポート番号は 12080 です。

Essbase Studio サーバーのコンピュータ上で稼動する他のアプリケーションまたは

プログラムとポートが競合する場合は、競合するアプリケーション側のポート番

号を変更することをお薦めします。

ただし、server.httpPortの設定の変更が必要な場合は、server.httpPortプロ

パティのエントリを server.propertiesファイルに追加することで変更が可能に

なります。

構文

      server.httpPort=

      port number

   

例

      server.httpPort=12080

   

transport.port

Essbase Studio サーバーがリスニングする TCP ポートを指定します。

デフォルトのポート番号は 5300 です。

Essbase Studio サーバーのコンピュータ上で稼動する他のアプリケーションまたは

プログラムとポートが競合する場合は、transport.portプロパティのエントリ

を server.propertiesファイルに追加することで Essbase Studio サーバーのポー

ト番号を変更できます。
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構文

      transport.port=

      port number

   

例

この例では、ポート番号がポート 3000 に変更されます。

      transport.port=3000

   

注意

ポートの競合が発生した場合は、EPM System コンフィグレータを実行して、Essbase

Studio サーバーへのポートの割当てを変更することをお薦めします。

EPM System コンフィグレータを実行せずに transport.portプロパティを手動で

変更する場合は、コンソールへのログイン時に Essbase Studio サーバーのポート番

号を入力する必要があります。

たとえば、aspen という名前のマシン上で稼働する Essbase Studio サーバーのイン

スタンスについて、ポートの割当てをデフォルトからポート番号 1234 に変更した

場合は、Essbase Studio コンソールへのログイン時に「ログイン」ダイアログ・ボッ

クスの「サーバー」フィールドに次のように入力します:

      aspen:1234

   

server.runInBackground

true に設定されている場合、Essbase Studio サーバーはバックグラウンドで実行さ

れます。サーバー・コンソールのコマンドの表示およびサーバー・コンソールの

ヒントはブロックされ、ユーザーはサーバー・コンソールでコマンドを入力でき

ません。

デフォルト値は false です。ただし、UNIX 上で Essbase Studio サーバーを実行する

場合、このプロパティはインストール時に自動的に true に設定されます。

構文

      server.runInBackground=true|false

   

例

      server.runInBackground=true
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注： UNIX 上で Essbase Studio サーバーをフォアグラウンドで実行する方法につ

いては、68 ページの「UNIX 上におけるフォアグラウンドでの Essbase

Studio サーバーの開始」を参照してください。

server.essbase.blindShare

server.essbase.blindShareプロパティを true に設定すると、重複メンバーを共

有メンバーとして追加できるようになります。

また、true に設定すると、次のような特殊なケースにおいての、重複メンバーの

共有メンバーとしての追加が可能になります:

l 重複メンバーがプライマリ・メンバーと同じ列からのメンバーではない場合

l 重複メンバーがレベル 0 以外のクラスからのメンバーである(ただし、アウト

ライン内ではレベル 0 にある)場合

デフォルト値は FALSE です。

重複メンバーを共有メンバーとして追加するには、server.essbase.blindShare

プロパティのエントリを server.propertiesファイルに追加します。

構文

      server.essbase.blindShare=true|false

   

例

      server.essbase.blindShare=true

   

oracle.jdbc.ReadTimeout

ソケットからの読取り時の読取りタイムアウトです。ミリ秒単位で指定します。

Oracle データ・ソースを使用していてタイムアウトが頻繁に発生する場合は、

server.propertiesファイルにエントリを追加することで、このオプションの値

を増加できます。

デフォルト値は 600000 ミリ秒です。

構文

      oracle.jdbc.ReadTimeout=

      milliseconds

   

例

      oracle.jdbc.ReadTimeout=900000
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server.jdbc.teradata.properties

Teradata データ・ソースへの接続プロパティを設定する場合。

構文

      server.jdbc.teradata.properties=property1=value1,property2=value2...

   

例

      server.jdbc.teradata.properties=charset=UTF16

   

注： 文字セット UTF16 を指定します

data-source-type.cache.size

接続プール内の物理接続の内部キャッシュ。内部キャッシュは、常に開いている

物理接続から構成されます。一部またはすべての接続を同時に使用できます。

data-source-type.cache.sizeプロパティと data-source-type.pool.maxsize

プロパティが連携して、データ・ソース接続の接続プーリングを制御します。接

続プールにより、複数のタスクが同じデータ・ソース接続を同時にクエリーでき

ます。

接続のキャッシュのデフォルト・サイズは 5 です。

52 ページの「data-source-type.pool.maxsize」も参照してください。

構文

      data-source-type.

      cache.size=

      number of physical connections in connection pool

   

data-source-typeに対して有効な値は次のとおりです:

l Oracle - oracle

l IBM DB2 - db2

l Microsoft SQL Server - sqlserver

l MySQL - mysql

l Netezza - netezza

l Oracle BI EE - obiee

l Teradata - teradata

データ・ソース・タイプ別の例

      oracle.cache.size=15
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db2.cache.size=10

sqlserver.cache.size=15

mysql.cache.size=20

netezza.cache.size=25

obiee.cache.size=5

teradata.cache.size=15

   

data-source-type.pool.maxsize

接続プールの 大接続数。必要な接続数が data-source-type.cache.sizeで指

定した接続数を超えている場合、Essbase Studio サーバーは、data-source-

type.pool.maxsizeで指定した値に達するまで、一時的な接続を開きます。必要

な接続数が減ると、一時接続が破棄されます。

data-source-type.pool.maxsizeプロパティと data-source-type.cache.size

プロパティが連携して、データ・ソース接続の接続プーリングを制御します。接

続プールにより、複数のタスクが同じデータ・ソース接続を同時にクエリーでき

ます。

接続プール内の接続の 大数のデフォルトは 10 です。

51 ページの「data-source-type.cache.size」も参照してください。

構文

      data-source-type.

      pool.maxsize=

      maximum size of the connection pool

      

   

data-source-typeに対して有効な値は次のとおりです:

l Oracle - oracle

l IBM DB2 - db2

l Microsoft SQL Server - sqlserver

l MySQL - mysql

l Netezza - netezza

l Oracle BI EE - obiee

l Teradata - teradata

データ・ソース・タイプ別の例

      Oracle.pool.maxsize=20
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db2.pool.maxsize=20

sqlserver.pool.maxsize=20

mysql.pool.maxsize=20

netezza.pool.maxsize=20

obiee.pool.maxsize=10

teradata.pool.maxsize=20

   

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding

true に設定されている場合、Essbase にメンバーをロードする際に、一意のメン

バー名がキャプション・バインディングから取得されます。デフォルトは false で

す。

キー・バインディングとキャプション・バインディングが異なり、

uniqueMemberFromCaptionBindingが false に設定されている場合、ドリルス

ルー・レポートが正しく機能するには、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアロ

グ・ボックスの「全般」タブで「重複するメンバー名のサポート」チェック・ボッ

クスが選択されている必要があります。

構文

      server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=

      true

      |

      false

   

注意

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=falseの場合にキューブを

配置する際、Essbase にメンバーをロードするときには次の動作がデフォルトで

す:

l 一意のメンバー名のアウトラインの場合、メンバー名はキー・バインディン

グ式から取得されます。

l 重複するメンバー名のアウトラインの場合、メンバー名はキャプション・バ

インディング式から取得されます。

l 一意および重複するメンバー名のアウトラインの場合は、次のようになりま

す:

m メンバー名の変換(接頭辞/接尾辞など)は指定どおりに行われます

m データ・ロード 適化(別名の 適化)は指定どおりに行われます
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server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=trueの場合に次元要素の

キャプション・バインディングとキー・バインディングが異なると、この次元要

素を含むキューブからドリルスルー・レポートを実行できません。

例

      server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=true

   

catalog.pool.size

Essbase Studio カタログ接続の接続プール・サイズ。

このプロパティは、Essbase Studio カタログ・インスタンスに接続する際、Essbase

Studio サーバーがリレーショナル・データベースに対して開く物理接続の数を定

義します。

デフォルトのプール・サイズは 10 です。

構文

      catalog.pool.size=

      connection pool size for Essbase Studio catalog connection

   

例

      catalog.pool.size=10

   

サーバー・プロパティ・ファイルの例
次のような例があります:

l 54 ページの「Oracle の例」

l 55 ページの「IBM DB2 の例」

l 56 ページの「Microsoft SQL Server の例」

Oracle の例

Oracle ID(SID)を使用している場合は、次の構文を使用して catalog.urlパラメー

タに Oracle SID を追加する必要があります:

      catalog.url=oracle\://

      host

      \:

      port

      \:

      OracleSID
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Oracle サービス名を使用している場合は、次の構文を使用して、Oracle サービス

名を catalog.urlパラメータに追加する必要があります:

      catalog.url=oracle\://

      host

      \:

      port

      /

      OracleServiceName

   

Oracle データベースと Oracle SID を使用した server.propertiesファイルの構成

例を次に示します:

      catalog.url=oracle\://sequoia.xyzco.com\:1521\:bpm

server.css.URL=http\://spruce.xyzco.com\:28080/interop/framework/getCSSConfigFile

catalog.db=esbstudio

catalog.username=root

catalog.password=A627FC9A6DEA834C1FA777217871D09E

server.hss.bpmApplication=BPM\:29696

server.datafile.dir=./data/flatfiles

server.essbase.streamingCubeBuilding=true 

server.timeoutPeriod=7200

server.queueSize=250

server.threadCount=40

server.resourceCount=30

server.sql.fetchSize=100

server.tempDir=C:/Windows/Temp

server.charset=windows-1251

server.readLockTimeOut=90

server.writeLockTimeOut=150

oracle.pool.maxsize=20

oracle.cache.size=15

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=true

   

IBM DB2 の例

DB2 データベースをカタログ・データベースとして使用する場合、次の構文を使

用してデータベース名を catalog.urlパラメータに追加する必要があります:

      database tag

      ://

      hostname

      :

      port

      ;databaseName=

      database name

   

また、DB2 ユーザーは次の構文を使用して、スキーマ名を catalog.dbパラメー

タに追加する必要もあります:
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      catalog.db=

      catalog database name

      .

      schema name

   

DB2 データベースを使用した server.propertiesの構成例を次に示します:

      catalog.url=db2\://cypress\:50000;databaseName=BPM_Db

server.css.URL=http\://aspen2.xyzco.com\:28080/interop/framework/getCSSConfigFile

catalog.db=bpm.ROOT

catalog.username=root

catalog.password=A627FC9A6DEA834C1FA777217871D09E

server.hss.bpmApplication=BPM\:29696

server.datafile.dir=$USER_HOME/data/FlatFileDir

server.essbase.streamingCubeBuilding=true 

server.timeoutPeriod=7200

server.queueSize=250

server.threadCount=50

server.resourceCount=35

server.sql.fetchSize=500

server.tempDir=$USER_HOME/Temp

server.readLockTimeOut=150

server.writeLockTimeOut=150

db2.pool.maxsize=20

db2.cache.size=15

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=true

   

Microsoft SQL Server の例

Microsoft SQL Server ユーザーの場合、次の構文でスキーマ名を catalog.dbパラ

メータに含める必要があります:

      catalog.db=

      catalog database name

      .

      schema name

   

SQL Server データベースを使用した server.propertiesの構成例を次に示しま

す:

      catalog.url=sqlserver\://aspen3.us.abcxyzco.com\:1433

server.css.URL=http\://pine4.us.abcxyzco.com\:28080/interop/framework/

getCSSConfigFile

catalog.db=esbstudio.root

catalog.username=root

catalog.password=A627FC9A6DEA834C1FA777217871D09E

server.hss.bpmApplication=BPM\:29696

server.datafile.dir=C:/FlatFileSource

server.essbase.streamingCubeBuilding=true 

server.timeoutPeriod=7200
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server.queueSize=200

server.threadCount=35

server.resourceCount=25

server.sql.fetchSize=500

server.tempDir=C:/Windows/Temp

server.charset=windows-1251

server.readLockTimeOut=150

server.writeLockTimeOut=150

sqlserver.pool.maxsize=20

sqlserver.cache.size=15

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBinding=true

   

ロギングの構成
Essbase Studio のロギングでは、Oracle Diagnostic Logging (ODL)フレームワークが

使用されます。

リリース 11.1.2 以降、ロギングに関連する次の Essbase Studio サーバー・プロパ

ティは非推奨になりました:

l logger.file

l logger.limit

l logger.count

l com.hyperion.cp.handlers=com.hyperion.cp.util.LoggerFileHandler

プロパティ com.hyperion.cp.levelは、ODL に付属の logging.xmlファイルで

設定されるようになり、Essbase Studio の server.propertiesファイルでは設定さ

れなくなりました。

Essbase Studio およびその他の EPM System 製品のロギングの構成の詳細は、Oracle

Technology Network で入手可能な Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Troubleshooting Guide を参照してください。

Essbase Studio サーバーの起動ファイルの操作
Essbase Studio サーバーの起動ファイルには、Essbase Studio サーバーを起動するた

めに必要なコマンドが含まれています。

構成プロセスの際、EPM System コンフィグレータによって、Essbase Studio がイン

ストールされているコンピュータに関する情報が起動ファイルに書き込まれます。

その結果、Essbase Studio サーバーを正しく起動できます。起動ファイルを手動で

編集しないでください。

起動ファイルは、デフォルトで次の場所にインストールされます:

      MIDDLEWARE_HOME

      /user_projects/

      EPM_ORACLE_INSTANCE_NAME

      /BPMS/bpms1/bin
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Windows では、ファイル名は startBPMS_bpms1_Server.batです。UNIX では、

startBPMS_bpms1_Server.shです。

例

Windows 2003 オペレーティング・システムの startBPMS_bpms1_Server.batファ

イルの例を次に示します:

      pushd "C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\bin"

call setEnv.bat

set JAVA_OPTIONS=-DESSBASE_STUDIO_INSTANCE="C:\Oracle\Middleware\user_projects

   \epmsystem1/BPMS\bpms1" -DsuppressAPSProductInfo=true

set JAVA_HOME=C:\Oracle\Middleware\jdk160_11\jre

call %EPM_ORACLE_HOME%/products/Essbase/EssbaseStudio/Server/startServer.bat

   

Oracle ユーザーの場合

Oracle のカタログ・データベースまたはリレーショナル・ソースを使用していて、

Essbase Studio サーバーから Oracle RDBMS への物理接続を開けない場合は、タイ

ム・ゾーン構成に問題がある可能性があります。

ä タイム・ゾーン構成の問題を解決するには:

1 Essbase Studio サーバーを起動するバッチ・ファイルまたはシェルスクリプトを探

します。

l 11.1.1.x の場合、このファイルは次の場所にあります:

                  HYPERION_HOME

                  /products/Essbase/EssbaseStudio/Server/startServer.bat|sh

               

l 11.1.2.1.x の場合、このファイルは次の場所にあります:

                  EPM_ORACLE_HOME

                  /products/Essbase/EssbaseStudio/Server/startServer.bat|sh

               

l 11.1.2.2.x の場合、このファイルは次の場所にあります

                  MIDDLEWARE_HOME

                  /user_projects/

                  EPM_ORACLE_INSTANCE_NAME

                  /BPMS/bpms1/bin/start_BPMS_bpms1_Server.bat|sh

               

2 ファイルを手動で更新し、JVM パラメータ user.timezoneを追加します。

たとえば、元のエントリが次のようであるとします:

            %JAVA_HOME%\bin\java" -Xms128m -Xmx768m %JAVA_OPTIONS% -jar server.jar

         

更新後、このエントリは次のとおりです:

58 管理



            %JAVA_HOME%\bin\java" -Xms128m -Xmx768m -Duser.timezone="2:00"  %JAVA_OPTIONS

% -jar server.jar

         

3 Essbase Studio サーバーを再起動します。

UNIX システムでの ODBC の構成
Windows 環境では、ODBC 管理者を使用してデータ・ソースへの ODBC 接続を構

成します。UNIX システムでは ODBC 管理者を使用できないため、手動で構成を

行う必要があります。AIX、HP-UX、Solaris および Linux で ODBC を構成するに

は、次の手順を実行する必要があります。

l 60 ページの「.odbc.ini へのシンボリック・リンクの作成」

Essbase Studio でデータ・ソースとして使用されるすべてのデータベースに対

して、.odbc.iniへのシンボリック・リンクを作成します。

l 60 ページの「odbcinst.ini へのドライバ記述子の追加」

UNIX 上で MySQL Enterprise、Netezza または Teradata をデータ・ソースとして

使用している場合は、ODBC ドライバをインストールして odbcinst.iniにド

ライバのエントリを追加する必要があります。サポートされているその他の

データ・ソースの場合は、ODBC ドライバがインストールされ、

odbcinst.iniに構成されています。

l 61 ページの「odbc.ini ファイルへの DSN の追加」

Essbase Studio でデータ・ソースとして使用されるすべてのデータベースに対

して、odbc.iniに ODBC 接続を構成する必要があります。

注： Oracle BI EE ユーザー: UNIX および Linux 用の ODBC 構成の手順は、Oracle

Enterprise Performance Management System インストールおよび構成ガイドに

記載されています。

注： MySQL ユーザー: MySQL Enterprise バージョンがサポートされています。

MySQL Community バージョンはサポートされていません。

注： Essbase Studio では、スペースやピリオド(.)などの特殊文字を含むデータ・

ソース・テーブル名および列名はサポートされていません。サポートされ

ていない文字の完全なリストは、付録 B「Essbase Studio の命名規則」を参照

してください。

フラット・ファイル・データ・ソース: Essbase Studio では、フラット・ファイル・

データ・ソースに ODBC 構成は不要です。
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.odbc.ini へのシンボリック・リンクの作成

ä .odbc.iniへのシンボリック・リンクを作成するには:

1 UNIX ユーザー・ホーム・ディレクトリから$ESSBASEPATH/bin/.odbc.iniへの

シンボリック・リンクを作成します; 次に例を示します:

            ln -s 

            $EPM_ORACLE_HOME

            /common/ODBC/Merant/x.x/odbc.ini /home/myfolder/.odbc.ini

         

2 MySQL、Netezza および Teradata の場合: 60 ページの「odbcinst.ini へのドライバ記述

子の追加」を続行します。

odbcinst.ini へのドライバ記述子の追加

EPM System とともにインストールされる ODBC ドライバの場合、ドライバ記述子

は odbcinst.iniに自動的に追加されます。EPM System によってインストールさ

れないドライバの場合は、ドライバ記述子を odbcinstに手動で追加する必要が

あります。

ä MySQL、Netezza および Teradata の場合: odbcinst.iniにドライバ記述子を

追加するには:

1 適切な odbcinst.iniを探します。

32 ビットの場合:

            $EPM_ORACLE_HOME

            /common/ODBC/Merant/6.1/odbcinst.ini

         

64 ビットの場合:

            $EPM_ORACLE_HOME

            /common/ODBC-64/Merant/6.1/odbcinst.ini

         

2 適切なドライバ記述子エントリを追加します。

例:

MySQL

            [ODBC Drivers]

MySQL ODBC 3.51 Driver =Installed

...

[MySQL ODBC 3.51 Driver]

Description = ODBC 3.51 for MySQL

DRIVER = /usr/lib/libmyodbc3.so

SETUP = /usr/lib/libmyodbc3S.so
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UsageCount = 2

         

Netezza

            [ODBC Drivers]

Netezza=Installed

[Netezza]

Driver=/usr/local/nz/lib/libnzodbc.so

Setup=/usr/local/nz/lib/libnzodbc.so

         

Teradata

            [ODBC Drivers]

Teradata=Installed

[Teradata]

Driver=/usr/odbc/drivers/tdata.so

Setup=/usr/odbc/drivers/tdata.so

         

3 ファイルを保存し、61 ページの「odbc.ini ファイルへの DSN の追加」を続行しま

す。

odbc.ini ファイルへの DSN の追加

データ・ソース・データベースのデータ・ソース名(DSN)は odbc.iniファイルに

構成します。ファイルのあるセクションに、ODBC データ・ソースの名前と説明

を追加します。ファイルの新しく作成された別のセクションに、ODBC ドライバ

のパス、ファイル名およびその他すべての必要なドライバ設定を指定します。

EPM System のインストール・プログラムにより、products/common/ODBC/

Merant/6.1および products/common/ODBC-64/Merant/6.1ディレクトリにサン

プルの odbc.iniファイルがインストールされます。このファイルには、サポー

トされている ODBC ドライバの汎用 ODBC 接続と構成情報が含まれます。この

ファイルを開始ポイントとして使用し、データ・ソース・データベースに対して

使用する ODBC ドライバをマップします。

ヒント： この項の手順では、odbc.iniファイルを手動で編集して DSN を構成す

る方法を示します。

ä odbc.iniファイルに ODBC データ・ソースを追加するには:

1 EPM System の共通コンポーネントがインストールされているコンピュータで、適

切な odbc.iniファイルを探して開きます。
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vi $ODBCINI コマンドを使用して odbc.iniファイルとステートメントを編集

します:

32 ビットの場合:

            $EPM_ORACLE_HOME

            /common/ODBC/Merant/6.1/odbc.ini

         

64 ビットの場合:

            $EPM_ORACLE_HOME

            /common/ODBC-64/Merant/6.1/odbc.ini

         

2 [ODBC Data Sources]で始まるセクションを探し、データ・ソース名と説明の新

しい行を追加します; 次に例を示します:

            mydata=DataDirect 6.1 Oracle Wire Protocol

         

3 かっこで囲んだ新規 DSN で新しい行を作成し、ファイルに新しいセクションを追

加します; 次に例を示します:

            [mydata]

         

4 データ・ソース名に続く行に、このデータ・ソースに必要な ODBC ドライバのフ

ルパスとファイル名、およびその他に必要なデータベース情報を追加します。

特定の RDBMS のガイドラインとして、次の項に記載されている例を使用しま

す。

注： ODBC ドライバ・ファイルが、"Driver="設定に指定した場所に実際に存

在することを確認します。

5 odbc.iniの編集が終了したら、ファイルを保存してテキスト・エディタを終了

します。

構成の検証のヒント

l ivtestlib (32 ビット)または ddtestlib (64 ビット)を実行して、環境が適切

な ODBC ドライバ・ファイルを実行するように設定されていることを検証で

きます。

たとえば、ivtestlibを実行し、編集した odbc.iniファイルの Driver=の後

にパスとファイル名を貼り付けます。

l odbc.iniファイルの[ODBC]ヘッダーの下で、次のパラメータ設定が指定どお

りに行われていることを確認します:

m InstallDir - ドライバのインストール・ディレクトリへのフルパス。この

設定に、<installDir>などの変数記述子を使用することはできません。

m TraceDll - /libディレクトリへのフルパス。この設定に、<traceDll>な

どの変数記述子を使用することはできません。
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特定の RDBMS のガイドラインとして、次の項に記載されている例を使用しま

す。

各 RDBMS またはフラット・ファイル・データ・ソースの odbc.iniファイルおよ

び ODBC ドライバ設定の詳細は、products/common/ODBC/Merant/6.0/booksま

たは products/common/ODBC-64/Merant/6.0ディレクトリの DataDirect Connect

ODBC Reference を参照してください。ベンダーから提供された ODBC ドライバ設

定の詳細は、ベンダーから提供された ODBC ドライバのインストール・ガイドを

参照してください。

フラット・ファイル・データ・ソース: Essbase Studio では、フラット・ファイル・

データ・ソースに ODBC 構成は不要です。

Oracle の ODBC 設定の例

次の例では、Oracle (Solaris)の oradata という名前のデータ・ソース・データベー

スに接続するために、DataDirect Wire Protocol ドライバを使用して odbc.iniを編

集する方法を示します。

      [ODBC Data Sources]

oradata=DataDirect 6.1 Oracle Wire Protocol

...

[oradata]

Driver=<$EPM_ORACLE_HOME>/common/ODBC/Merant/6.1/lib/ARora25.so

HostName=oraclehost

SID=ORADB

PortNumber=1521

   

IBM DB2 UDB の ODBC 設定の例

次の例では、IBM DB2 (AIX)の db2data という名前のデータ・ソース・データベー

スに接続するために、DataDirect Wire Protocol ドライバを使用して odbc.iniを編

集する方法を示します。

      [ODBC Data Sources]

db2data=DataDirect 6.1 DB2 Wire Protocol

...

[db2data]

Driver=<$EPM_ORACLE_HOME>/common/ODBC/Merant/6.1/lib/ARdb225.so

Database=DB2DB

IpAddress=db2host

TcpPort=50000
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MySQL の ODBC 設定の例

次の例では、MySQL の ODBC_MySQL という名前のデータ・ソース・データベー

スに接続するために、ベンダーから提供された ODBC ドライバを使用して

odbc.iniを編集する方法を示します。

      [ODBC Data Sources]

ODBC_MySQL=MyODBC 3.51 Driver DSN

...

[ODBC_MySQL]

Driver = /usr/local/lib/libmyodbc3.so

Description = Connector/ODBC 3.51 Driver DSN

SERVER = localhost

PORT = 3306

USER = root

Password =

Database = test

OPTION = 

SOCKET =

   

Microsoft SQL Server の ODBC 設定の例

次の例では、Microsoft SQL Server 2005 (HP-UX)の sqldata というデータ・ソース・

データベースに接続するために、DataDirect Wire Protocol ドライバを使用して

odbc.iniを編集する方法を示します。

      [ODBC Data Sources]

sqldata=DataDirect 6.1 SQL Server Wire Protocol

...

[sqldata]

Driver=<$EPM_ORACLE_HOME>/common/ODBC/Merant/6.1/lib/ARsqls25.so

Database=SQLDB

Address=mssqlhost,1433

EnableQuotedIdentifiers=1

   

Netezza の ODBC 設定の例

次の例では、Netezza の NZSQL という名前のデータ・ソース・データベースに接

続するために、ベンダーから提供された ODBC ドライバを使用して odbc.iniを

編集する方法を示します。

      [ODBC Data Sources]

NZSQL = NetezzaSQL
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...

[NZSQL]

Driver = /usr/local/nz/lib/libnzodbc.so

Description = NetezzaSQL ODBC

Servername = <123.4.5.6>

Port = 5480

Database = system

Username = admin

Password = password

ReadOnly = false

ShowSystemTables = false

LegacySQLTables = false

LoginTimeout = 0

QueryTimeout = 0

DateFormat = 1

NumericAsChar = false

SQLBitOneZero = false

StripCRLF = false

   

Teradata の ODBC 設定の例

次の例では、Teradata の terasource という名前のデータ・ソース・データベースに

接続するために、ベンダーから提供された ODBC ドライバを使用して odbc.ini

を編集する方法を示します。

Solaris および AIX

      [ODBC Data Sources]

terasource=Teradata data source

...

[terasource]

Driver=/usr/odbc/drivers/tdata.so #teradata installation path of .so file

DBCName=abcd0072.us.xyzco.com

PortNumber=1025

   

HP-UX

      [ODBC Data Sources]

terasource=Teradata data source

...

[terasource]

Driver=/usr/odbc/drivers/tdata.sl #teradata installation path of .sl file

DBCName=abcd0072.us.xyzco.com

PortNumber=1025
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JDBC ドライバの構成
キューブの配置中に、Essbase Studio をストリーミング・モードで実行すると、

Essbase Studio サーバーは JDBC ドライバを使用して外部データ・ソースにクエリー

を直接実行します。

Oracle、Oracle BI EE、IBM DB2 および Microsoft SQL Server 用の JDBC ドライバは、

Essbase Studio のインストール時にインストールされます。

MySQL、Netezza および Teradata の場合は、次の項の説明に従って、製造元から

JDBC ドライバを入手し、インストールする必要があります。

注： Essbase Studio をインストールして構成したら、適用可能な JDBC ドライバに

対して、この項のタスクを実行します。

MySQL

ä MySQL JDBC ドライバを設定するには:

1 MySQL の Web サイトから、適切なバージョンのファイルを次のディレクトリにダ

ウンロードします:

            EPM_ORACLE_HOME

            /products/Essbase/EssbaseStudio/Server

         

ダウンロードするドライバ・ファイルの名前は、ダウンロードしたバージョ

ンにより異なります。

2 ファイル mysql-connector-java.jarの名前を変更します。

名前を変更するまで、Essbase Studio はドライバ・ファイルを認識しません。

Netezza

ä Netezza JDBC ドライバを設定するには:

1 Netezza の Web サイトから、適切なバージョンのファイルを次のディレクトリにダ

ウンロードします:

            EPM_ORACLE_HOME

            /products/Essbase/EssbaseStudio/Server

         

ダウンロードするドライバ・ファイルの名前は、ダウンロードしたバージョ

ンにより異なります。

2 ファイル nzjdbc3.jarの名前を変更します。

名前を変更するまで、Essbase Studio はドライバ・ファイルを認識しません。
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Teradata

ä Teradata ドライバを設定するには:

1 Teradata の Web サイトから、Teradata JDBC ドライバのライブラリ・ファイル

tdgssconfig.jarおよび terajdbc4.jarをダウンロードします。

2 次のディレクトリにファイルを抽出します:

            EPM_ORACLE_HOME

            /products/Essbase/EssbaseStudio/Server

         

注： 互換性の問題や不明な点は、直接 Teradata にお問い合せください。

注： キューブを非ストリーミング・モードで配置する場合は、Essbase サー

バーを実行しているマシンにデータ・ソース ODBC ドライバをインス

トールする必要があります。

Essbase Studio サーバーおよび Essbase Studio
コンソールの開始と停止
EPM System コンフィグレータを使用した構成が完了し、server.propertiesファ

イルの手動構成を実行したら、Essbase Studio サーバーおよびコンソールを開始で

きます。

スクリプトを使用して Essbase Studio サーバーを起動または停止するときは、

EPM_ORACLE_INSTANCE/binにある.batまたは.shスクリプトのみを使用してくだ

さい。

EPM_ORACLE_HOME/products/Essbase/EssbaseStudio/Serverにある.batまた

は.shファイルを使用して Essbase Studio サーバーを起動または停止しないでくだ

さい。

Essbase Studio サーバーおよびコンソールを含むすべての EPM System 製品の開始

と停止に関する情報は、Oracle Enterprise Performance Management System インス

トールおよび構成ガイドに記載されており、Oracle Technology Network (OTN)にあ

る EPM System のドキュメント・ライブラリで入手できます:

http://www.oracle.com/technology/documentation/epm.html

UNIX 上で Essbase Studio サーバーをフォアグラウンドで実行する方法は、68 ペー

ジの「UNIX 上におけるフォアグラウンドでの Essbase Studio サーバーの開始」を

参照してください。
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UNIX 上におけるフォアグラウンドでの Essbase
Studio サーバーの開始
UNIX 上では、デフォルトで Essbase Studio サーバーはバックグラウンドで実行さ

れます。フォアグラウンドで Essbase Studio サーバーを実行するには、次の項目を

編集します:

l サーバー・プロパティ server.runInBackground。

l 次の環境変数:

m EPM_ORACLE_HOME=<value>

m EPM_ORACLE_INSTANCE=<value>

m JAVA_HOME=$EPM_ORACLE_HOME/../jdk160_11/jre

m JAVA_OPTIONS=-DESSBASE_STUDIO_INSTANCE\=

$EPM_ORACLE_INSTANCE/BPMS/bpms1 -DsuppressAPSProductInfo=<T|F>

l Essbase Studio の起動シェル・スクリプト startServer.sh。

ä UNIX 上において、Essbase Studio サーバーをフォアグラウンドで開始するに

は:

1 Essbase Studio の server.propertiesファイルで、server.runInBackgroundプ

ロパティを false に設定するか、コメントアウトします。

このプロパティはデフォルトで true に設定されます。

server.propertiesファイルは、Oracle/Middleware/user_projects/

epmsystem1/BPMS/bpms1/bin/server.propertiesにあります。

注： このプロパティの詳細は、49 ページの「server.runInBackground」を参照

してください。

2 startServer.shを実行する環境で、次の変数を表示されているとおりに設定し

ます:

            EPM_ORACLE_INSTANCE=/<install path>/Oracle/Middleware/user_projects/

epmsystem1

         

            EPM_ORACLE_HOME=/<install path>/Oracle/Middleware/EPMSystem11R1

         

            JAVA_HOME="${EPM_ORACLE_HOME}/../jdk160_11/jre"

         

            JAVA_OPTIONS="-DESSBASE_STUDIO_INSTANCE=${EPM_ORACLE_INSTANCE}/BPMS/bpms1 
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-DsuppressAPSProductInfo=true"

         

3 Essbase Studio の startServer.shシェルを次のように編集します。

startServer.shファイルは$EPM_ORACLE_HOME/products/Essbase/

EssbaseStudio/Server/startServer.shにあります。

1. ファイルの 後の行を見つけます:

                  nohup "${JAVA_HOME}/bin/java" -Xms128m -Xmx768m $JAVA_OPTIONS

  –jar "${EPM_ORACLE_HOME}/products/Essbase/EssbaseStudio/

  Server/server.jar" >/dev/null &

               

2. 行の先頭にある nohup、行の 後にある NULL への出力である STDOUT 命

令(>/dev/null)、およびバックグラウンド処理コマンド(&)を削除します。

次はその例です:

                  "${JAVA_HOME}/bin/java" -Xms128m -Xmx768m $JAVA_OPTIONS -jar "$

{EPM_ORACLE_HOME}

  /products/Essbase/EssbaseStudio/Server/server.jar"

               

4 次のステートメントを実行して Essbase Studio サーバーを開始します:

            ./startServer.sh

         

Essbase Studio サーバーのコマンド
Essbase Studio サーバー・コマンドは、要求マネージャの観点から、サーバーが実

行中のタスクに関する情報およびサーバーのステータスを通知します。要求マネー

ジャは、Essbase Studio サーバーへのタスク・フローとタスクの実行を制御します。

また、タスク・フローを変更するコマンドもあります。

Essbase Studio サーバー・コマンドのリストは、起動時にサーバー・ウィンドウに

表示されます。これらのコマンドを直接サーバー・ウィンドウに入力すると、必

要な応答を得られます。

一部のコマンドは、server.propertiesでデフォルトのサーバー設定を変更した

り、指定した設定値を上書きする場合に使用します。サーバー・コマンドを使用

して設定を変更しても、次の Essbase Studio サーバー・セッションで無効になりま

す。サーバーの再起動後、変更したコマンド設定はデフォルトの値または

server.propertiesで指定した設定値に戻ります。

サーバー・ウィンドウで[Enter]キーを押すと、使用可能なコマンドのリストが表

示されます。

Essbase Studio サーバー・コマンドについて、次に説明します。

サーバー・コマンド

l version-画面上の Essbase Studio サーバーのバージョン情報を印刷します。
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コマンド

version

例

version

戻り値

            Oracle Essbase Studio Server version 11.1.2.0.00 Build Number 1206

         

l dumps-サーバー・スレッドのスタック・トレースを表示します。このコマン

ドは、主に開発環境で使用されます。

コマンド

dumps

例

dumps

戻り値

dumpsコマンドを実行すると戻される情報部分の例を次に示します:

            thread: Finalizer        at java.lang.Object.wait(Native Method)       at 

java.lang.ref.ReferenceQueue.remove(Unknown Source)       at 

java.lang.ref.ReferenceQueue.remove(Unknown Source)       at java.lang.ref.Finalizer

$FinalizerThread.run(Unknown Source) thread: Reference Handler       at 

java.lang.Object.wait(Native Method)       at java.lang.Object.wait(Unknown Source) 

      at java.lang.ref.Reference$ReferenceHandler.run(Unknown Source) thread: Signal 

Dispatcher thread: Thread-1       at java.lang.Object.wait(Native Method)       at 

com.sun.jndi.ldap.pool.PoolCleaner.run(Unknown Source)

         

l pconf-指定したワーカー・スレッドの数、割り当てられたリソースの数、使

用可能なリソースの数、キューのサイズ、使用中のキューの数など、Essbase

Studio サーバーの要求マネージャ・パラメータの状態を表示します。

ワーカー・スレッドについての説明は、43 ページの「server.threadCount」を

参照してください。

コマンド

pconf

例

pconf

戻り値

pconfコマンドを実行すると戻される情報の例を次に示します。

            Request manager configuration:    Threads: 10, Resources: 5 (4 avail), Queue 

Size: 100 (10 in use)
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l squeue-タスクの数の観点からキューのサイズを設定します。Essbase Studio

サーバーによる実行待ちのタスクがキューに入れられます。

キューのデフォルトのタスクの数は 200 です。

コマンド

squeue

このコマンドを実行すると、新しいキュー・サイズの入力を要求されます。

例

            squeue

            new queue size:

             250

         

注： この設定を変更しても、次の Essbase Studio サーバー・セッションで無効

になります。サーバーの再起動後、33 ページの「サーバー・プロパ

ティ・ファイルの構成」で説明するように、squeueパラメータはデフォ

ルトまたは server.queueSizeで指定した値に戻ります。

l sthd-Essbase Studio サーバーに割り当てるワーカー・スレッドの数を設定しま

す。

ワーカー・スレッドについての説明は、43 ページの「server.threadCount」を

参照してください。

注： リスニングするワーカー・スレッドを考慮して Essbase Studio クライアン

トからタスクを取得するには、ワーカー・スレッドの数をリソースの数

よりも大きく設定する必要があります。

デフォルト設定は 30 スレッドです。

コマンド

sthd

このコマンドを実行すると、新しいスレッド数の入力を要求されます。

例

            sthd

            new thread count:

             45

         

注： この設定を変更しても、次の Essbase Studio サーバー・セッションで無効

になります。サーバーの再起動後、33 ページの「サーバー・プロパ

ティ・ファイルの構成」で説明するように、sthdパラメータはデフォル

トまたは server.threadCountで指定した値に戻ります。
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l sres-リソースの数を設定します。これにより、同時に実行できるタスクの数

が定義されます。

デフォルト設定は 20 リソースです。

コマンド

sres

このコマンドを実行すると、新しいリソース数の入力を要求されます。

例

            sres

            new resource count:

             30

         

注： この設定を変更しても、次の Essbase Studio サーバー・セッションで無効

になります。サーバーの再起動後、33 ページの「サーバー・プロパ

ティ・ファイルの構成」で説明するように、sresパラメータはデフォル

トまたは server.resourceCountで指定した値に戻ります。

l exit-Essbase Studio サーバーを停止してサーバー・ウィンドウを閉じます。

コマンド

exit

例

exit

Essbase Studio カタログ・データベースのエク
スポートとインポート
Essbase Studio は、カタログ・データベースまたは選択したカタログ・データベー

ス・アーティファクトを XML ファイルにエクスポートするメカニズムを提供しま

す。カタログを再作成するために、その XML ファイルを別のコンピュータにイン

ポートできます。詳細は、次の各トピックを参照してください:

l 72 ページの「カタログのエクスポートおよびインポートについて」

l 73 ページの「XML ファイルへのカタログ・データベースのエクスポート」

l 76 ページの「カタログ XML ファイルのインポート」

カタログのエクスポートおよびインポートについ
て
Essbase Studio カタログ・データベースをあるコンピュータから別のコンピュータ

に移動する必要がある場合があります。Essbase Studio では、カタログ・データベー
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スをファイルにエクスポートし、そのファイルを別のマシンにインポートしてカ

タログを再作成することが可能です。

プロセスは、エクスポート操作から開始します。「ファイル」メニューの「エクス

ポート」オプションを使用して、次の操作を実行できます:

l カタログ全体のエクスポート

l データ・ソース接続、次元要素、階層、別名セット、キューブ・スキーマ、

Essbase モデル、ドリルスルー・レポートなど、個々のカタログ・アーティファ

クトをエクスポートします。

次のように分類した個々のカタログ・アーティファクトをエクスポートしま

す。

m 共通メタデータ—次元要素、階層、別名セット、キューブ・スキーマ、ド

リルスルー・レポートなどのアーティファクト。

m 配置ベースのメタデータ—Essbase モデルや配置履歴などのアーティファク

ト。

「データ・ソース・ナビゲータ」または「メタデータ・ナビゲータ」で個々または

複数のカタログ・アーティファクトを右クリックし、ショートカット・メニュー

から「エクスポート」オプションを選択することもできます。

選択するエクスポート方法にかかわらず、カタログ・データベースまたは選択し

たアーティファクトは XML ファイルにエクスポートされます。

次に、新しい場所またはマシンで XML ファイルをインポートします。ファイルの

コンテンツ全体をインポートする必要があります。ファイルからアーティファク

トを選択してインポートすることはできません。

注意

l Essbase Studio カタログ・データベースのエクスポート/インポートを実行する

には、ユーザーが Shared Services に管理者としてプロビジョニングされている

必要があります。

l 特定のカタログ・アーティファクトがエクスポートされた場合、作成される

XML ファイルには、選択したカタログ・アーティファクトの子孫が含まれま

す。たとえば、階層が選択された場合は、その階層の系列にある次元要素と

データ・ソース接続もエクスポートされます。

l データ・ソース接続をエクスポートする際、ソース・データベースに対する

パスワードは生成される XML ファイルに含まれません。XML ファイルをイン

ポートした後で、118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」の説

明に従って、接続を編集してパスワードを追加し直します。

XML ファイルへのカタログ・データベースのエク
スポート
カタログ・データベース全体をエクスポートすることも、選択したカタログ要素

のみをエクスポートすることも可能です。手順は、次のトピックを参照してくだ

さい:

l 74 ページの「カタログ・データベース全体のエクスポート」
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l 74 ページの「選択したカタログ要素のエクスポート」

カタログ・データベース全体のエクスポート

共通メタデータと配置固有メタデータの両方が含まれる、カタログ・データベー

ス全体のエクスポートを実行するには、次の手順を使用します。

ä Essbase Studio カタログ・データベースを XML ファイルにエクスポートするに

は:

1 Essbase Studio コンソールで、「ファイル」>「エクスポート」を選択します。

2 「エクスポート」ダイアログ・ボックスで、「参照」をクリックし、エクスポート

したカタログ XML ファイルを置く場所に移動します。

3 「ファイルの場所」に、XML ファイルの名前を入力します。

4 オプション: 「ファイルの説明」にわかりやすいテキストを入力します。

5 「ファイル・コンテンツ」で、オプションを選択します:

l 「カタログ全体のエクスポート」

カタログ全体には、共通メタデータと配置固有メタデータの両方が含まれ

ます。

カタログ全体をエクスポートするには、手順 6 に進みます。

l 「一部のカタログのエクスポート」

一部のカタログには、選択した共通メタデータに加えオプションの配置固

有メタデータが含まれます。

選択したカタログ要素をエクスポートするには、74 ページの「選択した

カタログ要素のエクスポート」を参照してください。

6 「OK」をクリックしてエクスポートを完了します。

カタログ・データベース全体が、手順 3 で指定した名前の XML ファイルにエ

クスポートされます。

注： エクスポート中にエラーが発生した場合は、メッセージ・ボックスにエ

ラーの詳細が表示されます。

7 カタログ・データベース XML ファイルが、手順 2 で指定した場所に存在すること

を確認します。

これで、XML カタログ・データベースを新しい場所にインポートできます。76

ページの「カタログ XML ファイルのインポート」を参照してください。

選択したカタログ要素のエクスポート

選択した共通メタデータに加えオプションの配置固有メタデータが含まれる、一

部のカタログのエクスポートを実行するには、次の手順を使用します。
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ä 選択したカタログ要素(一部のカタログ)を XML ファイルにエクスポートする

には:

1 次のいずれかのアクションを行います:

l 73 ページの「XML ファイルへのカタログ・データベースのエクスポート」

の手順 1 から手順 5 までを実行し、手順 5 で「一部のカタログのエクス

ポート」を選択します。

l 「メタデータ・ナビゲータ」で要素を右クリックするか、「データ・ソー

ス・ナビゲータ」でデータ・ソースを右クリックし、ショートカット・メ

ニューから「エクスポート」を選択します。

「一部のカタログのエクスポート」・オプションが選択され、「追加」ボタンが

有効になっている「エクスポート」ダイアログ・ボックスが表示されます。

一部のカタログのエクスポートには、選択した共通メタデータに加え関連付

けられているオプションの配置固有メタデータが含まれます。

カタログ全体をエクスポートするには、74 ページの「カタログ・データベー

ス全体のエクスポート」の手順 6 に進みます。

2 「追加」をクリックして、オプションを選択します:

l 「メタデータの追加」

「エクスポートする要素の選択」ダイアログ・ボックスに、「メタデータ・

ナビゲータ」の内容が表示されます。次の手順を実行します:

1. エクスポートするアイテムに移動します。

2. 選択が終了したら、「OK」をクリックします。

l 「データ・ソースの追加」

「エクスポートするデータ・ソースの選択」ダイアログ・ボックスに、「デー

タ・ソース・ナビゲータ」の内容が表示されます。次の手順を実行しま

す:

1. エクスポートするデータ・ソースを選択します。

2. 選択が終了したら、「OK」をクリックします。

エクスポートに対して選択したメタデータ要素とデータ・ソースは、「エクス

ポート」ダイアログ・ボックスの「ファイル・コンテンツ」部分の表にリス

トされます。

各要素のフルパスは、「名前」の下に表示されます。接続や階層などの要素の

タイプは、「タイプ」の下に表示されます。

3 オプション: 「キューブ・スキーマに関連付けられた Essbase モデルを含める」

チェック・ボックスを選択します。

注： このオプションは、「一部のカタログのエクスポート」のオプションが

選択されている場合のみ使用可能です。

キューブ・スキーマを持つ Essbase モデルをエクスポートすると、配置固有オ

ブジェクトや配置履歴など、エクスポート・ファイルに大量の情報が追加さ
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れます。配置情報は含めずに論理メタデータのみをエクスポートするには、

「キューブ・スキーマに関連付けられた Essbase モデルを含める」オプション

を選択解除します。

4 オプション: エクスポートを実行する前に、「ファイル・コンテンツ」リストから

アイテムを削除するには、「削除」 をクリックします。

5 エクスポートするすべてのメタデータおよびデータ・ソース要素について、この

手順を繰り返します。

6 「OK」をクリックします。

カタログから選択したアイテムが、手順 2 から手順 5 で指定した XML ファイ

ルにエクスポートされます。

注： エクスポート中にメモリー不足エラーが発生した場合は、78 ページの

「仮想メモリーの構成」の説明に従って、Essbase Studio コンソールの仮

想メモリー設定を増やします。

これで、XML カタログ・データベース・アーティファクトを新しい場所にイン

ポートできます。76 ページの「カタログ XML ファイルのインポート」を参照し

てください。

カタログ XML ファイルのインポート

インポートの準備

ä カタログ XML ファイルのインポート手順を開始する前に、次のタスクを実行

します:

1 選択した方法を使用して、73 ページの「XML ファイルへのカタログ・データベー

スのエクスポート」または 74 ページの「選択したカタログ要素のエクスポート」

で作成したカタログ XML ファイルをインポート先の場所またはコンピュータに移

動します。

たとえば、FTP プログラムを使用して、ファイルを別のコンピュータのター

ゲットの場所に移動できます。

2 server.propertiesの catalog.dbプロパティで、ターゲット・カタログ・デー

タベースの場所が指定されていることを確認します。

39 ページの「catalog.db」を参照してください。

新規のカタログの場合は、Essbase Studio のインストールに含まれている

catalog_schema.sqlスクリプトを使用して、ターゲット・カタログ・データ

ベースとして機能する空のデータベースを作成します。スクリプトは次の場

所にあります:

            EPM_ORACLE_HOME

            /products/Essbase/EssbaseStudio/server/database/common/

            your_RDBMS

         

76 管理



注： このタスクでは、カタログ RDBMS プログラムがターゲット・マシンに

インストールされていることを前提とします。

インポート

この手順を開始する前に、インポートの準備のタスクを完了してください。

ä Essbase Studio カタログ・データベース XML ファイルをインポートするには:

1 Essbase Studio コンソールで、「ファイル」>「インポート」を選択します。

2 「インポート」ダイアログ・ボックスで、「参照」をクリックし、「ファイルのイン

ポート」で、エクスポートしたカタログ XML ファイルの場所に移動します。

3 インポートする XML ファイルを選択し、「開く」をクリックして「インポート」ダ

イアログ・ボックスに戻ります。

「ファイル名」、「ファイルの説明」および「ファイル・コンテンツ・タイプ」

フィールドには、エクスポート・プロセスで入力した情報が移入されます。

4 「カタログ・グループへのインポート用オプション」で、オプションを選択しま

す:

l 「要素を確認して上書きする」-要素がカタログ・データベースにすでに存

在する場合は、XML ファイルの新しい要素で上書きされます。

注： 「要素を確認して上書きする」オプションを選択して Essbase Studio

カタログ XML ファイルをインポートする場合に、インポートする

XML ファイルに含まれるデータ・ソース接続がターゲット・カタロ

グにも存在する場合、ミニスキーマおよび他のオブジェクト(表や

ビュー、シノニムなど)はインポートされません。

回避策: エクスポートされたデータ・ソースと既存のデータ・ソース

に相違がある場合は、次のタスクを完了します: データ・ソース接続

を右クリックして、「増分更新」を選択します。「増分更新」ダイア

ログ・ボックスで、データ・ソース接続に追加する表、ビューおよ

びシノニムを選択します。次に、データ・ソース接続内の個別の表、

ビューおよびシノニムを右クリックして「リフレッシュ」を選択し、

列を追加または削除してプロパティを更新します。

l 「要素を確認するが上書きしない」-要素がカタログ・データベースにすで

に存在する場合は、その要素が保持され、XML ファイルの重複する要素は

使用されません。

l 「要素を確認しないで、すべて新しい要素にする」-XML ファイルを使用し

てカタログ・データベースが作成されます。

5 「OK」をクリックして、XML ファイル内の要素をカタログ・データベースにイン

ポートします。

XML ファイルは、server.propertiesファイルの catalog.dbで指定された

カタログ・データベースへの移入を行います(39 ページの「catalog.db」を参

照)。

インポート中にエラーが発生した場合は、詳細が記載されたエラー・メッセー

ジ・ボックスが表示されます。
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注： インポート中にメモリー不足エラーが発生した場合は、78 ページの

「仮想メモリーの構成」の説明に従って、Essbase Studio コンソールの仮

想メモリー設定を増やします。

6 新しくインポートしたデータ・ソース接続に、パスワードを追加し直します。

データ・ソース接続をエクスポートする際、ソース・データベースに対する

パスワードは生成される XML ファイルに含まれません。XML ファイルのイン

ポート後、Essbase Studio コンソールにログインし、インポートした要素がホ

ストされている Essbase Studio サーバーに接続します。次に、118 ページの

「データ・ソース接続プロパティの編集」の説明のとおり、接続を編集してパ

スワードを追加し直します。

仮想メモリーの構成
大規模なカタログ・データベースのエクスポートや非常に複雑なキューブ配置な

どの操作では、使用される仮想メモリーの量が、Essbase Studio コンソールを実行

しているマシンの仮想メモリー設定に限りなく近くなる可能性があります。

仮想メモリー設定は、オペレーティング・システムで指定されている範囲で増加

させることが可能です。たとえば、Windows 32 ビット・プラットフォームでは、

大仮想メモリー設定は 2048MB です。

仮想メモリー設定を変更するには、次の手順を実行します。

ä Essbase Studio コンソールの仮想メモリーを構成するには:

1 EPM_ORACLE_HOME/products/Essbase/EssbaseStudio/Consoleで

EssbaseStudio.iniを開きます。

EssbaseStudio.iniファイルには、デフォルトで次の 2 行が含まれています:

            -vmargs

-Xmx1024m

         

2 行目には仮想メモリー設定が指定されています。デフォルトで、仮想メモ

リーは 1024MB に設定されています。

2 仮想メモリー設定を増やしてメモリーを増加します; 次に例を示します:

            -Xmx1536m

         

この例では 1536MB の仮想メモリーを指定しています。

3 変更した EssbaseStudio.iniファイルを保存します。

4 Essbase Studio コンソールを再起動します。
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配置履歴の消去
Essbase モデルを配布するたびに、配置履歴データが収集され、Essbase Studio カタ

ログに格納されます。カタログを別のリリースに移行する場合、Essbase Studio サー

バーはカタログに含まれている配置履歴データを使用します。カタログ内の履歴

が大きすぎる場合、移行を完了できません。

Essbase Studio では、モデルの配置履歴ファイル cleanModelHistoryを消去する

ユーティリティが提供されています。

このコマンドを使用する前に、ファイルが何度も再配置されたモデルなどの大量

の配置履歴ファイルがあるモデルを識別する必要があります。操作するモデルを

特定したら、Essbase Studio のコマンド・ライン・クライアントから

cleanModelHistoryユーティリティを実行します。

ä cleanModelHistoryユーティリティを実行するには:

1 MIDDLEWARE_HOME/user_projects/epmsystem1/binに移動します。

2 start_BPMS_bpms1_CommandLineClient.bat|shを呼び出して、Essbase Studio

コマンド・ライン・クライアントを開始します。

CPL Shell というコマンド・ウィンドウが表示されます。

3 プロンプトで、有効な Essbase Studio 管理者ユーザー名およびパスワードを入力し

ます。

注： Essbase Studio の cleanModelHistoryユーティリティを使用するには、

Essbase Studio の管理者権限を持っている必要があります。

4 次の構文を使用して、cleanModelHistoryコマンドを実行します。

            call 'util'::'cleanModelHistory'("MODEL_NAME", dataset:\'DATASET_NAME'); 

         

"MODEL_NAME"は、消去する履歴のモデル名です。

'DATASET_NAME'は、このモデルの構築に使用したキューブ・スキーマ名です。

例:

            call 'util'::'cleanModelHistory'("ProdMktModel1", dataset:\'ProdMktCS');

         

指定したキューブの現在の@ "in-sync"エントリ以外の、モデルの配置履歴にあ

るすべてのエントリが消去されます。すべての失敗と現在以外の@成功が削除

されます。

配置履歴の消去 79



再ホストされた EPM System 製品への参照の更
新
EPM System 製品を(アップグレード後などに)新しいホスト・マシンに移動する際

は必ず、新しいホスト名とポート番号を反映させるために一部の製品に対する参

照を更新する必要があります。

注： Essbase Studio を含むその他の EPM System 製品の再ホスト手順を実行する前

に、Essbase の再ホスト手順を実行する必要があります。

l 再ホストされた Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタには、81 ペー

ジの「再ホストされた Essbase サーバーへの参照の更新」の手順を使用しま

す。

l 再ホストされた Essbase Studio サーバー・インスタンスには、308 ページの

「キューブ・リンケージの更新」の手順を使用します。

l 再ホストされた Performance Management Architect データ・ソースには、118

ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」の手順を使用します

EPM System 製品の再ホストに関する完全な情報については、Oracle Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイドを参照してくださ

い。

再ホストされた Essbase サーバーへの参照の更新
について
Essbase サーバー接続および配置されたキューブは、基礎となる Essbase サーバー・

インスタンスまたはクラスタに対するホスト、ポートまたはデータ暗号化情報の

変更に影響されます。

再ホストされた Essbase サーバー・インスタンスおよびクラスタへの参照は、

「Essbase 接続の再ホスト」・ダイアログ・ボックスで更新します。81 ページの

「再ホストされた Essbase サーバーへの参照の更新」の説明に従って、新しいホス

トまたはクラスタ、ポートおよびデータ暗号化方法(必要な場合)を指定します。

注： Essbase Studio を含むその他の EPM System 製品の再ホスト手順を実行する前

に、Essbase の再ホスト手順を実行する必要があります。

再ホストに関するその他のトピック

l 再ホストされた Essbase Studio サーバー・インスタンスには、308 ページの

「キューブ・リンケージの更新」の手順を使用します。

l 再ホストされた Performance Management Architect データ・ソースには、118

ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」の手順を使用します
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EPM System 製品の再ホストに関する完全な情報については、Oracle Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイドを参照してくださ

い。

再ホストされた Essbase サーバーへの参照の更新

注： Essbase Studio を含むその他の EPM System 製品の再ホスト手順を実行する前

に、Essbase の再ホスト手順を実行する必要があります。

ä 再ホストされた Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタへの参照を更

新するには:

1 Essbase Studio コンソールで、「ツール」、「Essbase 接続の再ホスト」の順に選択し

ます。

2 「Essbase 接続の再ホスト」において、「Essbase 接続」で再ホストする接続を選択し

ます。

「カタログのホスト/ポート/暗号化」に、古いクラスタ名または Essbase ホスト

とポート番号、該当する場合はデータ暗号化方法が表示されます。

3 「新しいホスト/ポート/暗号化」に、新しいクラスタ名、または新しいホスト名、

ポート番号およびデータ暗号化方法(該当する場合)を入力します。

注： Essbase サーバー・クラスタの場合、必要なものはクラスタ名のみです。

ポート番号は必要ありません。デフォルトで、「新しいホスト/ポート/暗

号化」列に新しいクラスタ名が表示されます。

次の構文を使用します:

l Essbase サーバー・インスタンスで暗号化なしの場合は、次のように入力し

ます:

                  host

                  :

                  port

               

l Essbase サーバー・インスタンスで暗号化を使用する場合は、次のように入

力します:

                  host

                  :

                  port

                  :ssl

               

l Essbase サーバー・クラスタで暗号化なしの場合は、次のように入力しま

す:
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                  cluster_name

               

4 オプション: 「新しいホスト/ポート/暗号化」に入力したエントリを検証するに

は、「接続のテスト」をクリックします。

注： Essbase Studio では、エントリを入力しても検証されません。手順 3 で入

力した情報を検証するには、「接続のテスト」をクリックする必要があ

ります。

5 現在選択されている Essbase サーバー接続に対して、「配置履歴の更新」オプショ

ンを選択します:

l 「すべての配置履歴のホスト名およびポート番号を更新」 - 古い Essbase サー

バー・ホストおよびポートのすべての参照を、手順 3 で指定した新しいホ

ストとポートに置き換えます。

これがデフォルトのオプションです。

l 「 後に成功した配置履歴を複製してコピーのみを更新」 - 後に成功した

配置履歴のリストのコピーを作成し、そのコピーを新しいホストとポート

の情報および再ホストの日時で更新します。

ヒント： 複製のオプションを選択した場合、更新が完了すると、「メタ

データ・ナビゲータ」に再ホストされた各 Essbase モデルが 2 つ

ずつ表示されます: 1 つは古い host:port 情報とともに、もう 1 つ

は新しい host:port 情報とともに表示されます。

注： 配置履歴は、正常に再ホストされた Essbase サーバー接続に対してのみ

更新されます。

6 「更新」をクリックします。

7 再ホストされた各 Essbase サーバー接続の再ホスト・ステータスは、「Essbase 接続

の再ホスト」・ダイアログ・ボックスの「ステータスの更新」列で確認します。

再ホストに成功すると、「カタログのホスト/ポート/暗号化」列が新しいクラ

スタまたはホストとポート情報、および暗号化情報(該当する場合)で更新され

ます。再ホストに失敗すると、エラー・メッセージが表示されます。

注： その他の Essbase サーバー接続に同一の古い host:port が設定されている

場合、1 つのインスタンスを再ホストするとその他すべてのインスタン

スも再ホストされます。
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3
ユーザー管理およびセキュリ

ティ

この章の内容

Shared Services と Essbase Studio の併用について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83

Shared Services の Essbase Studio の役割 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 83

Shared Services Console の起動およびログイン . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 84

Shared Services ユーザーへのアクセス権の割当て. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 85

Shared Services と Essbase Studio の併用につい
て
Essbase Studio のユーザー管理とセキュリティは、Shared Services で実現されます。

Shared Services によって、ユーザー管理、ユーザー・プロビジョニングおよび外部

認証が提供されます。プロビジョニングとは、役割およびアクセス権を Essbase

Studio ユーザーに割り当てるプロセスのことです。

Shared Services 機能を実装している製品には、Shared Services クライアントとサー

バー・ソフトウェアを実行している Shared Services サーバーへのアクセス、およ

び Shared Services 専用のデータベースへのアクセスが必要です。

Shared Services の Essbase Studio の役割
役割により、ユーザーが実行できるタスクが決まります。役割は次の方法でグルー

プ化できます:

l 製品固有の役割

Essbase の役割の例は、データ・ソース管理者とメタデータ管理者です。これ

らの役割により、ユーザーが Essbase Studio アーティファクトと行う対話の種

類を決定できます。特定のアーティファクトと行う各役割の対話は、Oracle

Enterprise Performance Management System User Security Administration Guide の

付録 Essbase Studio の役割を参照してください。

l Shared Services の役割

Shared Services の役割の例は、プロジェクト・マネージャまたはプロビジョニ

ング・マネージャです。Shared Services の役割の多くはグローバルです(役割が

すべての Shared Services アプリケーションに適用されます)。Shared Services 役

割の詳細は、Oracle Enterprise Performance Management System User Security

Administration Guide を参照してください。
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次の Essbase Studio の役割により、Essbase Studio でタスクを実行する権限の様々な

レベルを提供します。

l 管理者 - キューブの配置とドリルスルー・レポートの実行を含む、すべての

Essbase Studio タスクを実行します

l メタデータ管理者 - メタデータ要素の作成および維持に関連するすべてのタス

クを実行します; キューブを配置します; ドリルスルー・レポートを実行します

l データ・ソース管理者 - データ・ソース接続の作成および維持に関連するすべ

てのタスクを実行します; ドリルスルー・レポートを実行します

l ビューア - すべての Essbase Studio データ・ソースおよびメタデータ要素を表

示します; ドリルスルー・レポートを実行します

管理者およびメタデータ管理者は、Essbase へのキューブの配置を行う責任がある

ため、さらに次の役割のプロビジョニングが必要です:

l Shared Services 管理者(オプション)

l Shared Services プロジェクト・マネージャ(必須)

キューブを配置するには、少なくともプロジェクト・マネージャの役割が必

要です。

l Essbase 管理者(オプション)

l Essbase アプリケーションの作成/削除(必須)

キューブを配置すると、情報が Essbase に書き込まれるため、Essbase への書込

みを行うには、少なくとも「アプリケーションの作成/削除」の役割が必要で

す。

キューブの配置後、新規の Essbase アプリケーションおよびデータベースにア

クセスするために、Essbase Studio ユーザーのプロビジョニングを行う必要は

ありません。Essbase Studio から Essbase に配置するキューブ用に権限が継承さ

れます。ただし、Essbase Studio で作成されるアプリケーションおよびデータ

ベースにアクセスするには、Essbase ユーザーのプロビジョニングが必要です。

Shared Services Console の起動およびログイン
Oracle Hyperion Shared Services Console を起動する手順は、Oracle Enterprise

Performance Management System User Security Administration Guide の Shared Services

Console の起動のトピックを参照してください。

Shared Services Console を起動する場合、適切なユーザー権限でログインする必要

があります。たとえば、Essbase Studio ユーザーのプロビジョニングを行うには、

Shared Services 管理者としてログインする必要があります。
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Shared Services ユーザーへのアクセス権の割
当て
インストールおよび構成の後で、Essbase Studio の役割を Shared Services Console の

ユーザーおよびグループに割り当てます。

Oracle Hyperion Shared Services Console の Essbase Studio ユーザーを管理するには、

Shared Services プロビジョニング・マネージャの役割がプロビジョニングされてい

るユーザーとしてコンソールにログインする必要があります。

ユーザーをプロビジョニングするときに、Essbase Studio サーバーのプロジェクト

の下に Essbase Studio の役割がリストされます。

注： キューブ配置を実行する Essbase Studio ユーザーまたはグループには、少な

くとも Shared Services プロジェクト・マネージャ役割も割り当てられている

必要があります。ユーザーにはアプリケーションまたは管理者の作成/削除

などの Essbase サーバー役割も必要です。

Oracle Hyperion Shared Services では、親グループに 1 つ以上のサブグループが含ま

れる集約グループがサポートされています。サブグループでは、親グループの役

割が継承されます。たとえば、親グループに Essbase Studio メタデータ管理者の役

割をプロビジョニングした場合、サブグループ(およびそのグループのユーザー)

は、メタデータ管理者の役割を継承します。

ユーザーとグループへのアクセス権の割当ての詳細は、Oracle Enterprise Performance

Management System User Security Administration Guide のユーザーおよびグループの

プロビジョニングのトピックと Essbase のプロビジョニングの章を参照してくださ

い。
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4
データ・ソース接続

この章の内容

概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87

接続ウィザードを使用した接続の作成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88

接続パラメータの定義 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 88

接続に含めるテーブルの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 89

ミニスキーマ・オプションの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 89

ミニスキーマの移入 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 90

メタデータ要素の作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 90

リレーショナル・ソースへの接続の作成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 90

Essbase への接続の作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 101

Performance Management Architect データ・ソースへの接続の作成 . . . . . . . . . . . . . . . . 102

テキスト・ファイルのデータ・ソースへの接続の作成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 104

データ・ソース接続の同期. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 111

データ・ソース接続の操作. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 118

ユーザー定義テーブルの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 126

概要
Essbase Studio では、「接続ウィザード」を使用して様々なタイプのデータ・ソース

に接続します。データ・ソースは、リレーショナル・データベース、Oracle BI EE

ソース、Performance Management Architect アプリケーションまたはテキスト・ファ

イルのデータ・ソースなどです。「接続ウィザード」により、モデリングを行う

データ・ソースを定義したり、オプションでミニスキーマを移入したり、カタロ

グのメタデータ要素を作成したりできます。

また、「接続ウィザード」を使用して、後でキューブの配置時に使用できる Essbase

サーバー・インスタンスへの接続を設定することもできます。

「Essbase Studio」をインストールしたら、まず接続ウィザードでデータ・ソースの

設定を行います。メタデータ要素、階層、キューブなどのアプリケーション・オ

ブジェクトを作成する前に、それらのデータ・ソースを定義する必要があります。

「接続ウィザード」の 初のページで、データ・ソースの情報(データ・ソース・

タイプ、ユーザー名、パスワード、サーバー名など)が収集されます。次にデー

タ・ソースがスクレーピングされて、データ・ソース・テーブル、列およびカタ

ログの結合に関する情報が保管されます。ウィザードの後続の手順では、ミニス

キーマの作成や移入を行ったり、カタログのメタデータ要素を作成したり、これ

らのメタデータ要素をデータ・ソースの物理要素にバインドしたりできます。
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データ・ソース接続が作成されると、この接続は、削除するまで Essbase Studio に

常に表示されます。次に Essbase Studio サーバーおよびコンソールにログインする

ときに、データ・ソースに再接続する必要はありません。

注： データ・ソース接続を作成または編集する場合、データ・ソースのデータ

ベース・ユーザー名およびパスワードが必要になります。少なくとも接続

先のデータ・ソース(データベース)への読取り権限を持つユーザー名を入力

する必要があります。

開始方法は、88 ページの「接続ウィザードを使用した接続の作成」を参照して

ください。

接続ウィザードを使用した接続の作成
リレーショナルやテキストなどの様々なタイプのデータ・ソースへの接続を作成

するには、「接続ウィザード」を使用します。「接続ウィザード」を使用すると、

次のいくつかのタスクを完了できます:

l データ・ソース接続パラメータを定義する。

88 ページの「接続パラメータの定義」を参照してください。

l オプションで、接続に含めるソース・テーブルまたはファイルを選択する。

89 ページの「接続に含めるテーブルの選択」を参照してください。

l このデータ・ソースのミニスキーマを作成するかどうか選択する。

89 ページの「ミニスキーマ・オプションの選択」を参照してください。

ミニスキーマの作成を選択した場合、ミニスキーマの移入もできます。

90 ページの「ミニスキーマの移入」を参照してください。

l データ・ソース要素からメタデータ要素を作成する。

90 ページの「メタデータ要素の作成」を参照してください。

これらの手順により、次元要素、階層などのカスタマイズされたメタデータ要素

を作成する基盤が提供されます。これらのメタデータ要素は、キューブ・スキー

マや Essbase モデルの作成、およびキューブ配置の実行に使用できます。

注： 「接続ウィザード」の 初のページでデータ・ソース・パラメータを定義し

たら、ウィザードのその他のページの設定はオプションです。

接続パラメータの定義
「接続ウィザード」の 初のページで接続パラメータを定義します。定義するパラ

メータは、接続先となるデータ・ソースのタイプによって異なります。

l リレーショナル・データ・ソース - Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、

MySQL、Netezza、Oracle BI EE (「プレゼンテーション層」または「ビジネス・

モデル」オプション)、Oracle Real Application Clusters (Oracle RAC)、Teradata な
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どのリレーショナル・ソースが含まれます。91 ページの「リレーショナル・

ソースの接続パラメータの定義」を参照してください。

l Essbase サーバー・インスタンス-101 ページの「Essbase への接続の作成」を参

照してください。

l 次元サーバー・ソース-Performance Management Architect ソースに使用されま

す。102 ページの「Performance Management Architect データ・ソースへの接続

の作成」を参照してください。

l フラットまたはテキスト・ファイルのデータ・ソース-105 ページの「テキス

ト・ファイル・ソースの接続パラメータの定義」を参照してください。

接続に含めるテーブルの選択
リレーショナル・データ・ソースへのデータ・ソース接続を作成するとき、デー

タ・ソースからすべてのテーブル、ビュー、別名およびシノニムを含めるか、ま

たはテーブルのサブセットのみを含めることができます。

リレーショナル・データ・ソースには、Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、

MySQL、Netezza、Oracle BI EE、Oracle RAC、Teradata などのリレーショナル・ソー

スが含まれます。91 ページの「リレーショナル・ソースの接続パラメータの定

義」を参照してください。

ミニスキーマ・オプションの選択
ミニスキーマは、データ接続プロセスで作成できます。リレーショナル・データ・

ソースから作成されるミニスキーマには、テーブル間の結合が含まれます。Oracle

BI EE、次元サーバーまたはテキスト・ファイル・ソースから作成されるミニス

キーマには、テーブル間の結合は含まれません。ただし、これらのソースから作

成されるミニスキーマは、便利な視覚ツールになります。

l リレーショナル・データ・ソース - Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、

MySQL、Netezza、Oracle BI EE、Oracle RAC、Teradata などのリレーショナル・

ソースが含まれます。95 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキー

マ・オプションの選択」を参照してください。

l Essbase サーバー・ソース-101 ページの「Essbase への接続の作成」を参照して

ください。

l 次元サーバー・ソース-Performance Management Architect ソースが含まれます。

102 ページの「Performance Management Architect データ・ソースへの接続の作

成」を参照してください。

l フラットまたはテキスト・ファイルのデータ・ソース-108 ページの「テキス

ト・ファイル・ソースのミニスキーマ・オプションの選択」を参照してくだ

さい。
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ミニスキーマの移入
データ・ソース接続プロセス中にミニスキーマを作成する場合、ミニスキーマの

移入に使用するソース要素を選択します。ビジネス・ニーズに応じて、すべての

要素または要素のサブセットを選択できます。

l リレーショナル・データ・ソース - Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、

MySQL、Netezza、Oracle BI EE、Oracle RAC、Teradata などのリレーショナル・

ソースが含まれます。96 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキーマ

への移入」を参照してください。

l フラットまたはテキスト・ファイルのデータ・ソース-109 ページの「テキス

ト・ファイル・ソースのミニスキーマの移入」を参照してください。

メタデータ要素の作成
データ・ソース作成プロセス時に、データ・ソースの物理要素からメタデータ要

素を作成できます。このメタデータ要素は、一般にデータ・ソースのテーブルと

列を表し、カスタマイズした次元要素や階層など、後で他のメタデータ要素を作

成するための基礎となります。

特定のデータ型に関するメタデータ要素の作成の詳細は、次のトピックを参照し

てください:

l リレーショナル・データ・ソース - Oracle、IBM DB2、Microsoft SQL Server、

MySQL、Netezza、Oracle BI EE (「プレゼンテーション層」のみ)、Oracle RAC、

Teradata などのリレーショナル・ソースが含まれます。98 ページの「リレー

ショナル・ソースのメタデータ要素の作成」を参照してください。

Oracle BI EE (「ビジネス・モデル」のみ)については、98 ページの「Oracle BI

EE 次元の作成」を参照してください。

l 次元サーバー・ソース-Performance Management Architect ソースが含まれます。

103 ページの「Performance Management Architect ソース用のメタデータ要素の

作成」を参照してください。

l フラット・ファイルまたはテキスト・ファイルのデータ・ソース-110 ページ

の「テキスト・ファイル・ソースからのメタデータ要素の作成」を参照して

ください。

注： このアクティビティは、Essbase データ・ソースには該当しません。

接続を作成したら、その接続情報は常に Essbase Studio に存在します。これ以降、

Essbase Studio サーバーと Essbase Studio コンソールにログインするときにデータ・

ソースに再接続する必要はありません。

リレーショナル・ソースへの接続の作成
リレーショナル・データ・ソースへ接続するには、このセクションの手順を使用

します。
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次のリレーショナル・データ・ソースへの接続が可能です:

l Oracle

l Oracle RAC

l IBM DB2

l Microsoft SQL Server

l MySQL

l Netezza

l Teradata

リレーショナル・ソースと同様に、Oracle BI EE ソース(「プレゼンテーション層」

または「ビジネス・モデル」)への接続も可能です。

l プレゼンテーション層接続の場合、ソース内のすべての対応する物理テーブ

ルを表示できません。かわりに、ビューを表示できます。

l ビジネス・モデル接続の場合は、OBI 次元が表示されます。

注： 適切な JDBC ドライバをインストールすると、MySQL、Netezza および

Teradata をデータ・ソースとして使用できます。66 ページの「JDBC ドライ

バの構成」を参照してください。

次のトピックでは、リレーショナル・データ・ソースへの接続を作成するワーク

フローについて説明しています:

l 91 ページの「リレーショナル・ソースの接続パラメータの定義」。

l 94 ページの「リレーショナル・ソースのテーブルの選択」。

l 95 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキーマ・オプションの選択」。

l 96 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキーマへの移入」。

l 98 ページの「リレーショナル・ソースのメタデータ要素の作成」。

Oracle BI EE ソースに接続する場合は、98 ページの「Oracle BI EE 次元の作

成」を参照してください。

リレーショナル・ソースの接続パラメータの定義

ä データ・ソースのパラメータを定義するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」を右クリッ

クして「新規」を選択し、「データ・ソース」を選択します。

「接続ウィザード」の「パラメータの定義」ページが表示されます。

2 「接続名」に入力します。

3 オプションの「説明」を入力します。

4 適切な「データ・ソース・タイプ」を選択します。
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たとえば、Microsoft SQL Server データ・ソースへの接続を作成する場合は、ド

ロップダウン・リストから Microsoft SQL Server を選択します。

5 Oracle BI EE ユーザー: 次のデータ・ソース接続には Oracle BI EE レイヤーを選択しま

す:

l 「プレゼンテーション層」 - ビジネス・モデルのカスタマイズされたメタ

データのビューです。

l 「ビジネス・モデル」 - メタデータに対する物理データ・ソースのオブジェ

クトのマッピングです。

6 Oracle RAC ユーザー: 「RAC サーバー・ノードの追加」ボタンをクリックし、Oracle

RAC 接続の少なくとも 1 つのノードに対して次の情報を指定します。

l 「サービス名」 - 新規の Oracle サービス名を入力するか、以前に入力した

サービス名をドロップダウン・リストから選択します。

l 「サーバー名」 - 新規の Oracle RAC サーバー名を入力するか、以前に入力

したサーバー名をドロップダウン・リストから選択します。

l 「ポート」 - 新規の Oracle RAC ポート番号を入力するか、以前に入力した

ポート番号をドロップダウン・リストから選択します。

データ・ソース接続に追加するすべての Oracle RAC サーバー・ノードについ

て、この手順を繰り返します。

7 「サーバー名」で、データベースが常駐するサーバーの名前を入力するか、以前に

入力したサーバー名をドロップダウン・リストから選択します。

注： この手順は、Oracle RAC ユーザーには適用されません。

8 Oracle ユーザー: Oracle データベースに接続する場合、「Oracle SID/サービス名」グ

ループで、Oracle インスタンスの「SID」または「サービス名」に次のように入力

します。

9 オプション: デフォルト以外のポート番号を使用するには、「ポート」の横にある

「デフォルト」チェック・ボックスの選択を解除して、テキスト・ボックスに正し

いポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号を使用する場合は、この手順を省略できます。

10 選択したデータ・ソースの「ユーザー名」および「パスワード」を入力します。

11「データベース名」で、接続先となるデータベースの名前を選択します。

接続先のデータベースの名前がわからない場合は、「データベース名」の横に

ある「データベースのフェッチ」ボタンをクリックします。手順 7 で指定し

たサーバーで使用できるデータベースのリストからデータベースを選択しま

す。

IBM DB2 ユーザーのみ: データベース名を入力する必要があります。選択対象

のデータベースのリストは表示されません。

12 IBM DB2 ユーザーのみ: 「認証メソッド」で、オプションを選択します:

l 「暗号化なし」

l 「パスワードの暗号化」
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l 「ユーザー ID とパスワードの暗号化」

l 「クライアント」

注： データ・ソースの認証メソッドを暗号化なし以外に指定した場合、キュー

ブ配置をストリーミング・モードで実行する必要があります。ストリー

ミング・モードでの配置を有効にするには、

server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティを true に設定し

ます。このプロパティの詳細は、42 ページの

「server.essbase.streamingCubeBuilding」を参照してください。

13 オプション: 「接続プール」の設定を変更します。

「プールの 大サイズ」と「キャッシュ・サイズ」が連携して、データ・ソー

ス接続の接続プーリングを制御します。接続プールにより、複数のタスクが

同じデータ・ソース接続を同時にクエリーできます。

1. 「プールの 大サイズ」に、接続プールの 大接続数を変更する値を入力

します。

「プールの 大サイズ」は、接続プールの 大接続数を示します。必要な

接続数が「キャッシュ・サイズ」で指定した接続数を超えている場合、

Essbase Studio サーバーは、「プールの 大サイズ」で指定した値に達する

まで、一時的な接続を開きます。必要な接続数が減ると、一時接続が破棄

されます。

「プールの 大サイズ」に表示されているデフォルト値を変更するには、

52 ページの「data-source-type.pool.maxsize」の説明に従って、サーバー・

プロパティ pool.maxsizeを変更します。

2. 「キャッシュ・サイズ」に、接続プール内の物理接続の内部キャッシュを

変更する値を入力します。

内部キャッシュは、常に開いている物理接続から構成されます。一部また

はすべての接続を同時に使用できます。

「キャッシュ・サイズ」に表示されているデフォルト値を変更するには、

51 ページの「data-source-type.cache.size」の説明に従って、サーバー・プロ

パティ cache.sizeを変更します。

14 オプション: 「接続のテスト」をクリックします。

ウィザードに入力した情報が正しい場合、正常に接続されたことを示すメッ

セージが表示されます。

ウィザードに入力した情報が正しくない場合、ログイン情報が無効であるこ

とを示すメッセージが表示されます。エラーを修正して、正常に接続される

まで再テストしてください。

15「次へ」または「終了」をクリックします。

「次へ」をクリックすると、94 ページの「リレーショナル・ソースのテーブ

ルの選択」の説明のように、ウィザードの「テーブルの選択」ページに進み

ます。
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リレーショナル・ソースのテーブルの選択
リレーショナル・ソースのデータ・ソースへの接続を作成するときに、すべての

使用可能なテーブルまたはテーブルのサブセットをデータ・ソース接続に含める

ことができます。すべての使用可能なビュー、別名テーブルおよびシノニム、ま

たはそれらのオブジェクトのサブセットを含めることもできます。選択が完了し

たら、Essbase Studio によってデータ・ソースからテーブル、列および結合に関す

る情報が取得されます。

注： この手順では、「テーブル」は、テーブル、ビュー、別名およびシノニムを

表します。

注： Oracle BI EE データ・ソースの場合、この手順を使用するのはプレゼンテー

ション層ソースのみです(ビジネス・モデル・ソースでは使用しません)。

ä リレーショナル・データ・ソース接続のテーブルを選択するには:

1 「接続ウィザード」の「テーブルの選択」ページで、「使用可能なテーブル」の左

にある 1 つ以上のボタンをクリックして、「使用可能なテーブル」ボックスに表示

されるコンテンツを制御します:

l 「テーブルの表示」

l 「ビューの表示」

l 「別名の表示」

l 「シノニムの表示」

これらはトグル・ボタンです。特定のテーブルのグループを非表示にするに

はもう一度ボタンをクリックします。たとえば、「ビューの表示」をクリック

してデータベース・ビューを表示している場合、もう一度「ビューの表示」

をクリックすると非表示になります。

2 オプション: 「使用可能なテーブル」に表示されるテーブルを制限するには、「フィ

ルタ」を入力して「適用」をクリックします。

たとえば、データベース・テーブルに、業績を示す perf など、特定のビジネ

ス領域を表す接頭辞が付いている場合、次のようにフィルタを入力すれば、

その領域のテーブルのみが戻されます:

            perf*

         

フィルタは、表示するために選択したすべてのテーブル、ビュー、別名また

はシノニムに適用されます。

3 次のいずれかのアクションを行います:

l データ・ソース接続に含めるテーブルを選択し、「選択したテーブルをデー

タ・ソースに追加」ボタンをクリックします。

「データ・ソースのテーブル」ボックスに選択したテーブルが表示されま

す。
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l 「データ・ソースのテーブル」ボックスにすべてのテーブルを追加するに

は、「すべてのテーブルをデータ・ソースに追加」ボタンをクリックしま

す。

「データ・ソースのテーブル」ボックスにすべてのテーブルが表示されま

す。

4 オプション: 「データ・ソースのテーブル」ボックスからテーブルを削除するに

は、次のいずれかのタスクを実行します:

l データ・ソース接続から除外するテーブルを選択し、「選択したテーブル

をデータ・ソースから削除」ボタンをクリックします。

「使用可能なテーブル」ボックスに選択したテーブルが表示されます。

l 「データ・ソースのテーブル」ボックスからすべてのテーブルを削除する

には、「すべてのテーブルをデータ・ソースから削除」ボタンをクリック

します。

「使用可能なテーブル」ボックスにすべてのテーブルが表示されます。

5 オプション: データ・ソースの作成プロセス中に他のユーザーによるカタログ・

データベースへの書込みを禁止するには、「参照時にカタログをロック」を選択し

ます。

注： データ・ソースの作成には、データベースの取得も含まれるため、プロ

セスが完了するまで、他のユーザーによるソースまたはメタデータ要素

の追加、変更または削除は禁止します。

6 「次へ」または「終了」をクリックします。

注： 「次へ」または「終了」をクリックすると、データ・ソースのスクレー

ピング・プロセスが開始します。多数のテーブルを接続に追加する場

合、スクレーピング・プロセスに数分かかることがあります。

「次へ」をクリックすると、ウィザードの「ミニスキーマの選択」ページに移

動します(95 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキーマ・オプショ

ンの選択」を参照)。

注： 後でテーブルのサブセットのみが含まれているデータ・ソースにテーブル

を追加する場合、データ・ソースの増分更新を実行して追加することもで

きます。111 ページの「データ・ソース接続の増分更新の実行」を参照して

ください。

リレーショナル・ソースのミニスキーマ・オプショ
ンの選択
「接続ウィザード」の「ミニスキーマの選択」ページで、次のアクションを実行で

きます:

l 新しいミニスキーマ・ダイアグラムの作成
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注： リレーショナル・データ・ソースにアクセスしている場合、新しいミニ

スキーマ・ダイアグラムを作成するときに「イントロスペクションを使

用した階層の検出」オプションを選択することもできます。このオプ

ションを選択すると、データ・ソースが細部まで検査され、階層情報な

どのより詳細な情報が戻されます。フラット・ファイルまたはテキス

ト・ファイルのデータ・ソースにアクセスしている場合「イントロスペ

クションを使用した階層の検出」オプションは使用できません。

l ミニスキーマ・ダイアグラムの作成のスキップ

96 ページの「リレーショナル・ソース用のミニスキーマ作成のスキップ」を

参照してください。

l イントロスペクションを使用してデータ・ソース接続プロセスを完了します。

注： Oracle BI EE のデータ・ソースにアクセスしている場合、ミニスキーマを作

成できますが、含めることができるのは自己結合(1 つのファイル内の列間

の結合)のみです。

リレーショナル・ソースのミニスキーマの作成

ミニスキーマの作成方法は、イントロスペクション・オプションを選択する方法

としない方法があります。このトピックでは、両方の手順を説明します。

ä イントロスペクションを使用しないで新しいミニスキーマを作成するには:

1 「ミニスキーマの選択」で、「新規スキーマ・ダイアグラムを作成します」を選択

します。

2 ミニスキーマの名前を入力するか、表示されるデフォルトの名前を使用します。

3 「次へ」または「終了」をクリックします。

「次へ」をクリックすると、96 ページの「リレーショナル・ソースのミニス

キーマへの移入」で説明されているように、ウィザードの「ミニスキーマの

移入」ページに移動します。

リレーショナル・ソース用のミニスキーマ作成のスキップ

ä ミニスキーマの作成をスキップするには:

1 「ミニスキーマ・ダイアグラムをスキップ」を選択します。

2 「次へ」または「終了」をクリックします。

「次へ」をクリックすると、ウィザードの「メタデータ要素の作成」ページに

移動します。このページの説明は、98 ページの「リレーショナル・ソースの

メタデータ要素の作成」に記載されています。

リレーショナル・ソースのミニスキーマへの移入
ミニスキーマへの移入対象は、データ・ソースで使用可能なテーブルのリストか

ら選択します。また、ミニスキーマ用に選択したテーブルにフィルタを適用した

り、関連オブジェクトを追加したりすることもできます。
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注： 94 ページの「リレーショナル・ソースのテーブルの選択」でデータ・ソー

スに含めるために選択したテーブルは、デフォルトで、接続ウィザードの

「ミニスキーマの移入」ページにある「スキーマのテーブル」リストに含ま

れています。

ä ミニスキーマを移入するには:

1 「ミニスキーマの移入」で、ミニスキーマからテーブルを削除するには、「スキー

マのテーブル」リストから、ミニスキーマに含めないテーブルを選択し、「選択し

たテーブルをスキーマから削除」ボタンをクリックします。

テーブルが「使用可能なテーブル」リストに移動されます。

すべてのテーブルを「使用可能なテーブル」リストに移動するには、「スキー

マからすべてのテーブルを削除」ボタンをクリックします。

2 ミニスキーマにテーブルを追加するには、「使用可能なテーブル」リストから追加

するテーブルを選択し、「選択したテーブルをスキーマに追加」ボタンをクリック

します。

テーブルが「スキーマのテーブル」リストに移動されます。

3 オプション: 「使用可能なテーブル」にリストされているテーブルにフィルタを適

用するには、「フィルタ」テキスト・ボックスにフィルタを入力し、「適用」をク

リックします。

注： フィルタは、「使用可能なテーブル」リストにリストされているテーブ

ルのみに適用されます。

4 オプション: ミニスキーマに関連オブジェクトを追加するには、「スキーマのテー

ブル」リストでテーブルを 1 つ以上選択し、「関連オブジェクトの追加」ボタンを

クリックします。

たとえば、テーブルを「スキーマのテーブル」リストに追加した場合、その

テーブルを選択して「関連オブジェクトの追加」をクリックすると、そのテー

ブルに結合されているテーブルがあればすべてリストに追加されます。

5 オプション: 別のデータ・ソースからミニスキーマにテーブルを移入するには:

1. 「接続」で、接続先とするデータ・ソースを選択します。

2. 「データベース」でデータベースを選択して、このミニスキーマ用にどの

データベースからテーブルを選択するかを指定します。

3. ミニスキーマへのテーブルの追加元であるすべてのデータ・ソースに対し

て、手順 1 から手順 4 までを繰り返します。

6 「次へ」または「終了」をクリックします。

「次へ」をクリックすると、ウィザードの「メタデータ要素の作成」ページに

移動します。このページの説明は、98 ページの「リレーショナル・ソースの

メタデータ要素の作成」に記載されています。
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リレーショナル・ソースのメタデータ要素の作成
データ・ソースのテーブルと列からメタデータ要素を作成します。これらのメタ

データ要素は、後で次元要素および階層の作成に使用でき、さらにそれらを使用

してキューブ・スキーマの構築できます。

注： この手順は、「プレゼンテーション層」オプションを選択して作成された

Oracle BI EE データ・ソースに適用されます。Oracle BI EE のデータ・ソース

を「ビジネス・モデル」オプションを使用して作成した場合は、98 ページ

の「Oracle BI EE 次元の作成」を参照してください。

ä メタデータ要素を作成するには:

1 「メタデータ要素の作成」の「使用可能なソース・オブジェクト」リストで、「メ

タデータ・ナビゲータ」のこのデータ・ソースのフォルダに追加するテーブルと

列を選択します。

l すべてのテーブル内のすべての列に対してメタデータ要素を作成するに

は、「使用可能なソース・オブジェクト」リストの一番上のデータ・ソー

ス名の横にあるチェック・ボックスを選択します。

l 選択したテーブルのすべての列に対してメタデータ要素を作成するには、

追加するテーブルの名前の横にあるチェック・ボックスを選択します。

l 1 つのテーブルで選択した列に対してメタデータ要素を作成するには、そ

のテーブルを展開し、追加する列の名前の横にあるチェック・ボックスを

選択します。

2 オプション: デフォルト・フォルダ以外のフォルダにメタデータ要素を保管するに

は:

1. 「参照」をクリックします。

2. 「フォルダの選択」で、メタデータ要素を保管するフォルダに移動し、必

要に応じてフォルダを展開します。

または、「新規フォルダ」をクリックしてテキスト・ボックスにフォルダ

名を入力し、「OK」をクリックします。

3 「終了」をクリックします。

「メタデータ・ナビゲータ」にリストされた新しいメタデータ要素を表示しま

す。

ミニスキーマを作成した場合、Essbase Studio コンソールのミニスキーマ作業

領域に新しいミニスキーマが表示されます。

Oracle BI EE 次元の作成

「ビジネス・モデル」オプションを選択した場合、Oracle BI EE 接続の作成時に、

Essbase Studio は次元のソース・データベースを参照します。Essbase Studio は、選

択された次元から階層と階層に含まれる次元要素を導出し、「メタデータ・ナビ

ゲータ」に追加します。
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注： Essbase Studio が、作成された次元要素のキー・バインディング式とキャプ

ション・バインディング式を生成する方法の詳細は、365 ページの「Oracle

BI EE のビジネス・モデル次元要素のキー・バインディングとキャプショ

ン・バインディングの生成ルール」を参照してください。

ä 次元要素と階層を含むメタデータ要素を作成するには:

1 ウィザードの「OBIEE 次元の作成」ページで、「使用可能な OBI 次元」リストから、

メタデータ要素を作成する次元(階層およびそれに関連する次元要素を含む)を選

択します。

l 「使用可能な OBI 次元」リストの一番上のデータ・ソース名の横のチェッ

ク・ボックスを選択すると、データ・ソース内のすべての使用可能な OBI

次元からメタデータ要素を作成します。

l メタデータ要素を作成する OBI 次元の横のチェック・ボックスのみを選択

してください。

選択した次元は、「メタデータ・ナビゲータ」でこのデータ・ソースのフォル

ダに追加されます。

2 「OBI ファクト・テーブルの選択」で、ファクト・テーブルとして指定するテーブ

ルを選択します。

l 「OBI ファクト・テーブルの選択」リストの一番上のデータ・ソース名の

横のチェック・ボックスを選択すると、すべてのファクト・テーブル候補

を指定します。

l ファクト・テーブルとして指定するファクト・テーブル候補の横のチェッ

ク・ボックスのみを選択してください。

注： Oracle BI EE バージョン 11.1.1.6 以降のソースを取得すると、「OBI ファ

クト・テーブルの選択」パネルにファクト・テーブルのみがリストされ

ます。11.1.1.6 より前の Oracle BI EE バージョンでは、すべてのテーブル

(標準テーブルおよびファクト・テーブル)がリストされます。

3 オプション: デフォルト・フォルダ以外のフォルダにメタデータ要素を保管するに

は:

1. 「参照」をクリックします。

2. 「フォルダの選択」で、メタデータ要素を保管するフォルダに移動し、必

要に応じてフォルダを展開します。

または、「新規フォルダ」をクリックしてテキスト・ボックスにフォルダ

名を入力し、「OK」をクリックします。

4 オプション: 「キューブ・スキーマと Essbase モデルの作成」チェック・ボックス

を選択します。

Oracle BI EE のファクト・テーブルおよび次元を使用すると、メジャーと階層

を指定して、キューブ・スキーマおよび Essbase モデルを作成できます(100

ページの「Oracle BI EE のキューブ・スキーマおよび Essbase モデルの作成」を

参照)。
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5 「次へ」をクリックして Oracle BI EE 要素からキューブ・スキーマを作成するか、「終

了」をクリックします。

「メタデータ・ナビゲータ」にリストされた新しいメタデータ要素(次元要素お

よび階層)を表示します。

ミニスキーマを作成した場合、Essbase Studio コンソールのミニスキーマ作業

領域にミニスキーマが表示されます。

Oracle BI EE のキューブ・スキーマおよび Essbase
モデルの作成
98 ページの「Oracle BI EE 次元の作成」の手順 4 でキューブ・スキーマおよび

Essbase モデルを作成するように選択した場合は、ウィザードのこのページで、作

成した Oracle BI EE 次元要素および階層を使用してキューブ・スキーマを設定し

ます。これにより Essbase モデルが自動的に作成されます。

キューブ・スキーマおよび Essbase モデルの詳細は、第 10 章「キューブ・スキー

マ」および第 11 章「Essbase プロパティ」を参照してください。

ä Oracle BI EE のファクト・テーブルと次元を使用してキューブ・スキーマおよ

び Essbase モデルを設定するには:

1 ウィザードの「OBIEE キューブ・スキーマの作成」ページで、「使用可能なファク

ト・テーブル」リストから Oracle BI EE ファクト・テーブルを展開し、列を選択し

て「メジャー」リストに移動し、右矢印をクリックします。

ファクト・テーブル・レベルで選択を行うことはできません。ただし、リス

トされたファクト・テーブルから 1 つ以上の列を選択することはできます。

注： また、ドラッグ・アンド・ドロップを使用して、「使用可能なファクト・

テーブル」リストと「メジャー」リストの間で次元を移動することもで

きます。

2 「使用可能な次元要素」リストで、Oracle BI EE 次元を選択して「階層」リストに移

動し、右矢印をクリックします。

注： また、ドラッグ・アンド・ドロップを使用して、「使用可能な次元要素」

リストと「階層」リストの間で次元を移動することもできます。

3 「終了」ボタンをクリックします。

「メタデータ・ナビゲータ」にリストされた新しいメタデータ要素(次元要素、

階層、キューブ・スキーマおよび Essbase モデル)を表示します。これらは、メ

タデータ要素のデフォルト・フォルダか、98 ページの「Oracle BI EE 次元の作

成」の手順 3 で指定したフォルダのいずれかにあります。

注： この手順で作成した Essbase モデルでは、モデル・プロパティ「ASO ス

トレージ・モデル」および「重複するメンバー名のサポート」がデフォ

ルトで有効になっています。
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これらの要素は、他のリレーショナル・ソースから作成した要素と同じよう

に操作できます。

Essbase への接続の作成
特定の Essbase サーバー・インスタンスまたは Essbase サーバー・クラスタへの接

続を作成し、後でキューブ配置プロセス時に使用できます。

SSL データ暗号化オプションを選択することも可能です。SSL を使用すると、Essbase

Studio サーバーと Essbase 間の通信が保護されます。

ä Essbase インスタンスまたはクラスタへの接続を定義するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」を右クリッ

クして「新規」を選択し、「データ・ソース」を選択します。

2 「接続名」に入力します。

3 オプション: 「説明」を入力します。

4 「データ・ソース・タイプ」で、「Essbase サーバー」を選択します。

5 「パラメータ」の下にある「Essbase サーバー」に、この Essbase サーバー・インス

タンスが存在するコンピュータの名前を入力するか、Essbase サーバーのクラスタ

名を入力します。

注： クラスタ名では大文字と小文字が区別されます。デフォルトのクラスタ

名は EssbaseCluster-1です。

6 オプション: デフォルト以外のポート番号を使用するには、「ポート」の横にある

「デフォルト」チェック・ボックスの選択を解除して、テキスト・ボックスに正し

いポート番号を入力します。

デフォルト・ポート番号を使用する場合は、この手順を省略します。

7 オプション: Essbase サーバー・クラスタに接続している場合は、「クラスタ」チェッ

ク・ボックスを選択します。

注： Essbase サーバー・クラスタは、Essbase 接続の作成前に設定しておく必

要があります。クラスタの設定の詳細は、Oracle Enterprise Performance

Management System インストールおよび構成ガイド、および Oracle

Enterprise Performance Management System High Availability and Disaster

Recovery Guide を参照してください。

8 Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタの「ユーザー名」と「パスワー

ド」を入力します。

9 「データ暗号化」方法を選択します:

l 「暗号化なし」 - Essbase Studio サーバーと Essbase サーバー・インスタンス

またはクラスタ間の通信のデフォルト・モード。

l 「SSL」 - 接続中の Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタが、TCP/

IP 経由の Secure Socket Layer (SSL)プロトコルに対応するよう構成されてい

る場合はこの方法を選択します。
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SSL を使用すると、Essbase Studio サーバーと Essbase 間の通信が保護されま

す。

注： SSL を選択し、Essbase サーバーが SSL をサポートするように構成さ

れていない場合は、接続が確立されず、エラー・メッセージが表示

されます。

10「接続のテスト」をクリックします。

ウィザードに入力した情報が正しい場合、正常に接続されたことを示すメッ

セージが表示されます。

ウィザードに入力した情報が正しくない場合、ログイン情報が無効であるこ

とを示すメッセージが表示されます。エラーを修正して、正常に接続される

まで再テストしてください。

11「終了」をクリックします。

「データ・ソース・ナビゲータ」に接続名が表示されます。後でキューブ配置

時に、この名前を「Essbase サーバー接続」として選択できます。

Performance Management Architect データ・ソー
スへの接続の作成
次のトピックでは、Performance Management Architect データ・ソースへの接続を

作成するためのワークフローを説明します:

l 102 ページの「Performance Management Architect ソースの接続パラメータの定

義」。

l 103 ページの「Performance Management Architect ソース用のメタデータ要素の

作成」。

Performance Management Architect ソースの接続パラ
メータの定義

ä Performance Management Architect データ・ソースへの接続を定義するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」を右クリッ

クして「新規」を選択し、「データ・ソース」を選択します。

2 「接続名」に入力します。

3 オプション: 「説明」を入力します。

4 「データ・ソース・タイプ」で「次元サーバー」を選択します。

Performance Management Architect は、次元サーバーの例の 1 つです。

5 「パラメータ」の下にある「サーバー名」に、Performance Management Architect 次元

サーバーが存在するコンピュータの名前を入力します。
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6 オプション: デフォルト以外のポート番号を使用するには、「ポート」の横にある

「デフォルト」チェック・ボックスの選択を解除して、テキスト・ボックスに正し

いポート番号を入力します。

デフォルト・ポート番号を使用する場合は、この手順を省略します。

7 この Performance Management Architect 次元サーバー・インスタンスの「ユーザー名」

および「パスワード」を入力します。

8 「データ暗号化」方法を選択します:

l 「暗号化なし」 - これが、Essbase Studio サーバーおよび Performance

Management Architect 次元サーバー間の通信のデフォルト・モードです。

l 「SSL」 - 接続中の Performance Management Architect 次元サーバー・インス

タンスが、TCP/IP 経由の Secure Socket Layer (SSL)プロトコルに対応するよ

う構成されている場合はこの方法を選択します。

SSL を使用すると、Essbase Studio サーバーと Performance Management

Architect 次元サーバー間の通信が保護されます。

注： 「SSL」を選択していて、Performance Management Architect 次元サー

バーが SSL をサポートするよう構成されていない場合は、接続が確

立されず、エラー・メッセージが表示されます。

9 「接続のテスト」をクリックします。

ウィザードに入力した情報が正しい場合、正常に接続されたことを示すメッ

セージが表示されます。

ウィザードに入力した情報が正しくない場合、ログイン情報が無効であるこ

とを示すメッセージが表示されます。エラーを修正して、正常に接続される

まで再テストしてください。

10「次へ」または「終了」をクリックします。

103 ページの「Performance Management Architect ソース用のメタデータ要素の

作成」で説明されているように、「次へ」をクリックすると、ウィザードの

「メタデータ要素の作成」ページに移動します。

「終了」をクリックした場合、「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソー

ス名を展開すると、このデータ・ソースの次元およびメンバーが表示されま

す。

Performance Management Architect ソース用のメタ
データ要素の作成
データ・ソース内の Performance Management Architect 物理テーブルからメタデー

タ要素を作成します。これらのメタデータ要素は、後で次元要素および階層の作

成に使用でき、さらにそれらを使用してキューブ・スキーマの構築できます。

ä メタデータ要素を作成するには:

1 「使用可能なソース・オブジェクト」リスト内の「メタデータ要素の作成」で、「メ

タデータ・ナビゲータ」内の、このデータ・ソース用フォルダに追加するオブジェ

クトを選択します。
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l すべてのオブジェクトを「メタデータ・ナビゲータ」に追加するには、「使

用可能なソース・オブジェクト」リスト上部のデータ・ソース名の横にあ

るチェック・ボックスを選択します。

l 選択した要素のみを「メタデータ・ナビゲータ」に追加するには、追加す

る要素の名前の横にあるチェック・ボックスを選択します。

l または、オブジェクトの特定の子を「メタデータ・ナビゲータ」に追加す

るには、要素を展開して、追加する子オブジェクトの横にあるチェック・

ボックスを選択します。

2 オプション: デフォルト・フォルダ以外のフォルダにメタデータ要素を保管するに

は:

1. 「参照」をクリックします。

2. 「フォルダの選択」で、メタデータ要素を保管するフォルダに移動し、必

要に応じてフォルダを展開します。

または、「新規フォルダ」をクリックしてテキスト・ボックスにフォルダ

名を入力し、「OK」をクリックします。

3 「終了」をクリックします。

「メタデータ・ナビゲータ」に、新しいメタデータ要素がリスト表示されてい

ることを確認します。また、「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソー

ス名を展開すると、このデータ・ソースの次元およびメンバーが表示されま

す。

テキスト・ファイルのデータ・ソースへの接
続の作成
テキスト・ファイルのデータ・ソースの作成プロセスは、リレーショナル・デー

タ・ソースの作成プロセスと少し異なります。フラット・ファイル・ソースへデー

タ・ソース接続を作成するには、104 ページの「テキスト・ファイルのデータ・

ソースについて」を確認し、次の手順を完了します:

l 105 ページの「テキスト・ファイル・ソースの接続パラメータの定義」。

l 107 ページの「テキスト・ファイルのモデリング」。

l 108 ページの「テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマ・オプションの選

択」。

l 110 ページの「テキスト・ファイル・ソースからのメタデータ要素の作成」。

テキスト・ファイルのデータ・ソースについて
テキスト・ファイルのデータ・ソースは、データベース管理者またはシステム管

理者が事前定義された場所に置くフラット・テキスト・ファイルから構成されま

す。指定されたフォルダから開始する 1 つの場所にテキスト・ファイルのソース

を保持することで、管理者はユーザーがサーバー上の他のファイルにアクセスす

るのを制限して、セキュリティの手段を提供できます。

テキスト・ファイルのデフォルトの場所は、次の通りです:
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EPM_ORACLE_HOME/products/Essbase/EssbaseStudio/Server/datafiles

注： server.propertiesファイルの server.datafile.dirプロパティは、テキ

スト・ファイルの場所を定義するために使用します。テキスト・ファイル

のデフォルトの場所を使用しない場合は、server.datafile.dirプロパティ

の指定について 41 ページの「server.datafile.dir」を参照してください。

テキスト・ファイルは、server.datafile.dirで指定された場所の個々のディレ

クトリに格納されています。各テキスト・ファイル・ディレクトリはテキスト・

ファイルのデータ・ソースとみなされ、任意の数の個別テキスト・ファイルを含

むことができます。

Essbase Studio は、データ・ソースの作成時にテキスト・ファイルの場所にアクセ

スします。「テキスト・ファイルの場所」ダイアログ・ボックスで、/<root>は

server.datafile.dirで定義されたディレクトリの場所と等価です。このディレ

クトリ内のフォルダはテキスト・ファイルのデータ・ソースであり、ユーザーは

ここから選択できます。

テキスト・ファイル・ソースの接続パラメータの
定義
ウィザードのこのページで、テキスト・ファイルのデータ・ソース接続パラメー

タを定義します。

注： Essbase Studio では、Microsoft Excel ファイルはデータ・ソースとしてサポー

トされていません。

ä フラット・ファイルのデータ・ソースを作成するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」を右クリッ

クして「新規」を選択し、「データ・ソース」を選択します。

2 「接続名」に入力します。

3 オプション: 「説明」を入力します。

4 「データ・ソース・タイプ」として「テキスト・ファイル」を選択します。

5 テキスト・ファイルのデータ・ソースの「場所」を指定し、「参照」をクリックし

ます。

テキスト・ファイルのデータ・ソースの場所は、server.propertiesファイ

ルの server.datafile.dirプロパティを使用して指定されます。詳細は、104

ページの「テキスト・ファイルのデータ・ソースについて」を参照してくだ

さい。

6 「テキスト・ファイルの場所」ダイアログ・ボックスで、アクセスするテキスト・

ファイルのデータ・ソースを含むディレクトリを選択します。
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注： データ・ソースごとに選択できるディレクトリは 1 つのみです。Essbase

Studio では、同じディレクトリの異なるサブディレクトリにあるテキス

ト・ファイルはサポートされていません。

注： テキスト・ファイルのデータ・ソースのディレクトリ名と、個々のテキ

スト・ファイル名にスペースを含めることはできません。

7 「選択したディレクトリのコンテンツ」の下にリストされたファイルを見直し、そ

れが目的のテキスト・ファイルのデータ・ソースであることを確認します。

8 「テキスト・ファイルの場所」ダイアログ・ボックスでの選択が終了したら、「OK」

をクリックして「接続ウィザード」の「接続パラメータの定義」ページに戻りま

す。

9 オプション: 「レコードのスキップ」で、データ・ソースのテキスト・ファイルご

とに、先頭からスキップするレコードの数を入力します。

たとえば、データ・ソースのテキスト・ファイルには、各ファイルの先頭 3

行に識別コメントが含まれる場合があります。この場合、「レコードのスキッ

プ」に 3と入力します。

ここで選択した項目は、「接続ウィザード」の「テキスト・ファイルのモデリ

ング」でファイル単位で上書きできます。

10 オプション: スキップしたレコードの次の行に列名が含まれる場合、「 初の行の

列名」を選択します。

このチェック・ボックスの選択を解除すると、「接続ウィザード」によりデ

フォルトの名前(Col_0、Col_1 など)が各ファイルの列ごとに割り当てられま

す。この列名は、107 ページの「テキスト・ファイルのモデリング」の説明に

従って、テキスト・ファイルをモデリングする場合にファイル単位で後から

変更できます。

11 次のいずれかの「区切り記号」を選択します:

l 「カンマ」

l 「タブ」

l 「スペース」

l 「カスタム」-データ・ソースでカンマ、タブまたはスペース以外の区切り

記号が使用されている場合、その区切り記号を指定します。

指定した区切り記号は、以降はテキスト・ファイル接続のデフォルトとして

使用されます。ただし、ウィザードの「テキスト・ファイルのモデリング」

ページで、特定のテキスト・ファイルのデータ・ソースに対してこの設定を

変更できます。

12「次へ」をクリックしてウィザードの「テキスト・ファイルのモデリング」ページ

に戻ります(107 ページの「テキスト・ファイルのモデリング」を参照してくださ

い)。
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テキスト・ファイルのモデリング
ウィザードのこのページで、データ・ソース用にモデリングするテキスト・ファ

イルを選択します。各ファイルのレコードを個別に表示したり、ファイル単位で

モデリング・タスクを実行したりできます。

ä テキスト・ファイルをモデリングするには:

1 テキスト・ファイル名の横にあるチェック・ボックスを選択し、名前をハイライ

トして下部のテキスト・ボックスにサンプル・レコードを表示します。

Essbase Studio によって 大 19 レコードが下部のテキスト・ボックスに表示さ

れます。

また、「すべて選択」ボタンをクリックしてデータ・ソースのファイルをすべ

て選択し、各ファイルの名前をハイライトしてレコードを表示することもで

きます。

注： すべてのチェック・マークの選択を解除するには、「全消去」をクリッ

クします。選択されているチェック・ボックスをクリックして選択を解

除することもできます。

2 オプション: 「フィルタ」テキスト・ボックスで、テキスト・ファイル・セットの

フィルタを入力します。

たとえば、接頭辞が prodのテキスト・ファイルをフィルタするには、

prod*.txtと入力します。prod で始まるテキスト・ファイルのリストが表示

されます。

3 オプション: 必要に応じて該当のファイルにモデリングを実行し、テキスト・ファ

イルの横にあるチェック・ボックスを選択してファイル名をハイライトします。

1. 「レコードのスキップ」で、データ・ソースの各テキスト・ファイルの先

頭からスキップするレコードの数を入力します。

たとえば、データ・ソースのテキスト・ファイルには、各ファイルの 初

の 3 レコードに識別用のコメントが含まれていることがあります。この場

合、「レコードのスキップ」に 3と入力します。

注： スキップできるレコード数は、 大 1000 行までです。

2. レコードをスキップした後の 初の行に列名が含まれている場合、「 初

の行の列名」を選択します。

このチェック・ボックスを選択しない場合、接続ウィザードによって、デ

フォルト名が各ファイルの各列に割り当てられます。

3. 次のいずれかの「区切り記号」を選択します:

l 「カンマ」

l 「タブ」

l 「スペース」

l 「カスタム」-データ・ソースでカンマ、タブまたはスペース以外の区

切り記号が使用されている場合、その区切り記号を指定します。
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4 オプション: 列のデータ型を上書きするには、作業領域の列のヘッダーをクリック

して、新しいデータ型を選択するためのコンテキスト・メニューを表示します。

使用可能なデータ型は次のとおりです:

l テキスト

l 整数

l 大きい整数

l 小数

5 オプション: 列を非表示にするには、作業領域の列のヘッダーをクリックしてコン

テキスト・メニューを表示し、「列を非表示」を選択します。

作業領域のすでに非表示になっている列を表示するには、コンテキスト・メ

ニューから「非表示列を表示」を選択します。

6 オプション: 選択したファイルの複数列の列名およびデータ型を変更するには:

1. 初の列のヘッダーをクリックして、コンテキスト・メニューから「プロ

パティ」を選択し、「列のプロパティ」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2. 列名を変更するには、新しい名前を「名前」テキスト・ボックスに入力し

ます。

3. 「データ型」グループから、選択した列の列タイプを選択します。

注： データ型をテキストから整数に変更すると、サンプル・データを表

示するときにエラーになりますが、キューブの配置は正常に完了し

ています。

4. 「次へ」をクリックして、ファイルの次列のプロパティを表示します。

5. 必要な列のデータ型をすべて変更するまで、手順 6.2 から手順 6.4 を繰り

返し、「OK」をクリックして「テキスト・ファイルのモデリング」ダイア

ログ・ボックスに戻ります。

7 108 ページの「テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマ・オプションの選択」

で説明されているように、「次へ」をクリックして「接続ウィザード」の「ミニス

キーマの選択」ページを表示します。

テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマ・オ
プションの選択
テキスト・ファイルのデータ・ソースのミニスキーマを作成できます。サポート

されるのはファイル内の自己結合のみですが、テキスト・ファイルのデータ・ソー

スのミニスキーマはファイルの表示に便利です。

「接続ウィザード」の「ミニスキーマの選択」ページで、次のアクションを実行で

きます:

l 新しいミニスキーマ・ダイアグラムの作成; ミニスキーマには、自己結合(1 つ

のファイル内の列間の結合)のみ含まれます。ファイル間の結合は含まれませ

ん。
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109 ページの「テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマの作成」を参照し

てください。

l ミニスキーマ・ダイアグラムの作成のスキップ

109 ページの「テキスト・ファイル・ソース用のミニスキーマ作成のスキッ

プ」を参照してください。

注： テキスト・ファイルでは、「イントロスペクションを使用した階層の検出」

オプションはサポートされません。

テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマの作成

ä ミニスキーマを作成するには:

1 「ミニスキーマの選択」で、「新規スキーマ・ダイアグラムを作成します」を選択

します。

2 ミニスキーマの名前を入力するか、表示されるデフォルトの名前を使用します。

3 「次へ」または「終了」をクリックします。

「次へ」をクリックすると、ウィザードの「ミニスキーマの移入」ページへ移

動します。このページの説明は、109 ページの「テキスト・ファイル・ソース

のミニスキーマの移入」を参照してください。

テキスト・ファイル・ソース用のミニスキーマ作成のスキッ
プ

ä ミニスキーマの作成プロセスをスキップするには、「ミニスキーマの選択」の

「ミニスキーマ・ダイアグラムをスキップ」オプションが選択されているこ

とを確認し、「次へ」をクリックします。

110 ページの「テキスト・ファイル・ソースからのメタデータ要素の作成」で説

明されているように、「接続ウィザード」の「メタデータ要素の作成」ページが表

示されます

テキスト・ファイル・ソースのミニスキーマの移
入
テキスト・ファイルのデータ・ソース用にミニスキーマを作成したら、データ・

ソース内の使用可能な物理テーブル(ファイル)のリストから選択して、ミニスキー

マに移入します。また、ミニスキーマ用に選択したファイルにフィルタを適用し

たり、関連オブジェクトを追加することもできます。

ä ミニスキーマを移入するには:

1 「ミニスキーマの移入」で、「スキーマのテーブル」リストから、ミニスキーマに

含めないテーブルを選択します。次いで「選択したテーブルをスキーマから削除」

ボタンをクリックして、テーブルを「使用可能なテーブル」リストに移動します。
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すべてのテーブルを「使用可能なテーブル」リストに移動するには、「スキー

マからすべてのテーブルを削除」ボタンをクリックします。

2 「スキーマのテーブル」リストにテーブルを追加するには、追加するテーブルを

「使用可能なテーブル」リストから選択し、「選択したテーブルをスキーマに追加」

ボタンをクリックします。

すべてのテーブルをミニスキーマに追加するには、「スキーマにすべてのテー

ブルを追加」ボタンをクリックします。

3 オプション: 「使用可能なテーブル」にリストされているテーブルにフィルタを適

用するには、「フィルタ」テキスト・ボックスにフィルタを入力し、「適用」をク

リックします。

注： フィルタは、「使用可能なテーブル」リストにリストされているテーブ

ルのみに適用されます。

注： 「関連オブジェクトの追加」ボタンは、テキスト・ファイルのデータ・

ソースのファイルには適用されません。

4 オプション: ミニスキーマに別のデータ・ソースからオブジェクトを移入するに

は:

1. 「接続」で、接続先とするデータ・ソースを選択します。

2. 「データベース」で、ミニスキーマへのオブジェクトの移入元になるデー

タベースを選択します。

3. このミニスキーマへのオブジェクトの追加元になるデータ・ソースすべて

に対して、手順 1 から手順 4 までを繰り返します。

5 「次へ」または「終了」をクリックします。

110 ページの「テキスト・ファイル・ソースからのメタデータ要素の作成」で

説明されているように、「次へ」をクリックすると、ウィザードの「メタデー

タ要素の作成」ページに移動します。

テキスト・ファイル・ソースからのメタデータ要
素の作成
テキスト・ファイルのデータ・ソースのファイルのコンテンツからメタデータ要

素を作成します。これらのメタデータ要素は、後で次元要素および階層の作成に

使用でき、さらにそれらを使用してキューブ・スキーマの構築できます。

ä テキスト・ファイルのデータ・ソースの物理オブジェクトから次元要素を作

成するには:

1 「メタデータ要素の作成」で、要素を選択して、「メタデータ・ナビゲータ」にあ

るこのデータ・ソースのフォルダに追加します。

l すべてのテーブル内のすべての列に対してメタデータ要素を作成するに

は、「使用可能なソース・オブジェクト」リストの一番上のデータ・ソー

ス名の横にあるチェック・ボックスを選択します。
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l 選択したテーブルのすべての列に対してメタデータ要素を作成するには、

追加するテーブルの名前の横にあるチェック・ボックスを選択します。

l 1 つのテーブルで選択した列に対してメタデータ要素を作成するには、そ

のテーブルを展開し、追加する列の名前の横にあるチェック・ボックスを

選択します。

2 オプション: デフォルト・フォルダ以外のフォルダに次元要素を保管するには:

1. 「参照」をクリックします。

2. 「フォルダの選択」で、「メタデータ・ナビゲータ」を使用して次元要素を

保管するフォルダを選択します。必要に応じてフォルダを展開します。

または、「新規フォルダ」をクリックしてフォルダ名を入力し、「OK」を

クリックします。

3 「終了」をクリックします。

メタデータ要素を作成した場合、「メタデータ・ナビゲータ」にメタデータ要

素が表示されます。

次元要素や階層などのその他のメタデータ要素を作成する準備が整いました。

データ・ソース接続の同期
個々のデータ・ソース接続に対して次のタスクを実行します:

l 111 ページの「データ・ソース接続の増分更新の実行」

l 115 ページの「データ・ソース接続からのテーブルの削除」

l 116 ページの「データ・ソース接続のテーブルのリフレッシュ」

データ・ソース接続の増分更新の実行
物理データ・ソースで使用可能なテーブルのサブセットのみ含むようにデータ・

ソース接続を設定できます。この接続にさらにデータ・ソース・テーブルを追加

することを後で決定した場合は、データ・ソースの増分更新を実行して、テーブ

ルを接続に追加できます。

リレーショナルまたはテキスト・ファイルのデータ・ソースに対して増分更新を

実行できます。次のトピックで説明されています:

l 111 ページの「リレーショナル・データ・ソースの増分更新の実行」

l 113 ページの「テキスト・ファイルのデータ・ソースの増分更新の実行」

リレーショナル・データ・ソースの増分更新の実行

この手順は、リレーショナル・データ・ソースにのみ適用されます。テキスト・

ファイルのデータ・ソースを処理する場合は、113 ページの「テキスト・ファイ

ルのデータ・ソースの増分更新の実行」を参照してください。
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注： この手順では、「テーブル」は、テーブル、ビュー、別名およびシノニムを

表します。

ä リレーショナル・データ・ソースの増分更新を実行するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下の、

テーブルを追加するリレーショナル・データ・ソースを右クリックして、「増分更

新」を選択します。

「増分更新」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2 「使用可能なテーブル」の左にあるボタンをクリックして、「使用可能なテーブル」

ボックスに表示されるコンテンツを制御します:

l 「テーブルの表示」

l 「ビューの表示」

l 「別名の表示」

l 「シノニムの表示」

これらはトグル・ボタンです。特定のテーブルのグループを非表示にするに

はもう一度ボタンをクリックします。たとえば、「ビューの表示」をクリック

してデータベース・ビューを表示している場合、もう一度「ビューの表示」

をクリックすると非表示になります。

3 「使用可能なテーブル」ボックスで、次のいずれかのアクションを実行します:

l データ・ソース接続に含めるテーブルを選択して、「選択したテーブルを

データ・ソースに追加」をクリックします。

「データ・ソースのテーブル」ボックスに選択したテーブルが表示されま

す。

l 「データ・ソースのテーブル」ボックスにテーブルを追加するには、「すべ

てのテーブルをデータ・ソースに追加」をクリックします。

「データ・ソースのテーブル」ボックスにすべてのテーブルが表示されま

す。

注： 多数のテーブルを接続に追加する場合、増分更新プロセスに数分かかる

ことがあります。

4 オプション: データ・ソースに追加したテーブルを削除するには、「データ・ソー

スのテーブル」ボックスで、次のいずれかのアクションを実行します:

l データ・ソース接続から除外するテーブルを選択して、「選択したテーブ

ルをデータ・ソースから削除」をクリックします。

削除するために選択したテーブルが「使用可能なテーブル」ボックスに表

示されます。

l 新規に追加したすべてのテーブルをデータ・ソースから除外するには、「す

べてのテーブルをデータ・ソースから削除」をクリックします

これで、追加したテーブルがデータ・ソース接続から削除されます。
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注： 現在の増分更新セッションで追加したテーブルのみを削除できます。す

でにデータ・ソースに含まれているテーブルは削除できません。「デー

タ・ソースのテーブル」ボックスで使用不可になっているテーブルは削

除できません。

5 オプション: 使用可能なデータ・ソース・テーブルの一部のみを表示するには、

「フィルタ」を入力します。

たとえば、データベース・テーブルに、Performance を表す perf など、特定の

ビジネス領域の接頭辞が付いている場合、次のようなフィルタを入力して、

その領域のテーブルのみを戻すことができます:

            perf*

         

6 データ・ソースへのテーブルの追加が終了したら、「OK」をクリックします。

テキスト・ファイルのデータ・ソースの増分更新の実行

この手順はテキスト・ファイルのデータ・ソースのみに適用されます。リレーショ

ナル・データ・ソースで作業する場合、111 ページの「リレーショナル・データ・

ソースの増分更新の実行」を参照してください。

注： この手順はテキスト・ファイルのデータ・ソースのみに適用されます。

ä テキスト・ファイルのデータ・ソースの増分更新を実行するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下の、

テーブルを追加するテキスト・ファイル・データ・ソースを右クリックして、「増

分更新」を選択します。

「増分更新」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2 オプション: 「フィルタ」テキスト・ボックスで、テキスト・ファイル・セットの

フィルタを入力します。

たとえば、接頭辞が prodのテキスト・ファイルをフィルタするには、

prod*.txtと入力します。prod で始まるテキスト・ファイルのリストが表示

されます。

3 テキスト・ファイルのリストで、データ・ソースに追加するテキスト・ファイル

の横にあるチェック・ボックスを選択します。

4 次の手順に従って、選択したファイルで必要に応じてモデリングを実行します:

1. リストで選択したテキスト・ファイルの名前の 1 つをハイライトします。

2. 「レコードのスキップ」で、データ・ソースの各テキスト・ファイルの先

頭からスキップするレコードの数を入力します。

たとえば、データ・ソースのテキスト・ファイルには、各ファイルの 初

の 3 レコードに識別用のコメントが含まれていることがあります。この場

合、「レコードのスキップ」に 3と入力します。

注： スキップできるレコード数は、 大 1000 行までです。
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3. レコードをスキップした後の 初の行に列名が含まれている場合、「 初

の行の列名」を選択します。

このチェック・ボックスを選択しない場合は、Essbase Studio によって、デ

フォルト名が各ファイルの各列に割り当てられます。

5 次のいずれかの「区切り記号」を選択します:

l 「カンマ」

l 「タブ」

l 「スペース」

l 「カスタム」-データ・ソースでカンマ、タブまたはスペース以外の区切り

記号が使用されている場合、その区切り記号を指定します。

6 オプション: 列のデータ型を上書きするには、作業領域の列のヘッダーをクリック

して、新しいデータ型を選択するためのコンテキスト・メニューを表示します。

使用可能なデータ型は次のとおりです:

l テキスト

l 整数

l 大きい整数

l 小数

7 オプション: 列を非表示にするには、作業領域の列のヘッダーをクリックしてコン

テキスト・メニューを表示し、「列を非表示」を選択します。

作業領域のすでに非表示になっている列を表示するには、コンテキスト・メ

ニューから「非表示列を表示」を選択します。

8 オプション: 選択したファイルの複数列の列名およびデータ型を変更するには:

1. 初の列のヘッダーをクリックして、コンテキスト・メニューから「プロ

パティ」を選択し、「列のプロパティ」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2. 列名を変更するには、新しい名前を「名前」テキスト・ボックスに入力し

ます。

3. 「データ型」グループから、選択した列の列タイプを選択します。

注： データ型をテキストから整数に変更すると、サンプル・データを表

示するときにエラーになりますが、キューブの配置は正常に完了し

ています。

4. 「次へ」をクリックして、ファイルの次列のプロパティを表示します。

5. 必要な列のデータ型がすべて変更されるまで手順 6.2 から手順 6.4 を繰り

返し、「OK」をクリックして「増分更新」ダイアログ・ボックスに戻りま

す。

9 データ・ソースに追加するテキスト・ファイルの選択とモデリングが終了したら、

「OK」をクリックして「増分更新」ダイアログ・ボックスを閉じます。
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データ・ソース接続からのテーブルの削除
使用しなくなったテーブルまたは特定のデータ・ソース接続で使用しないテーブ

ルの削除を検討します。

テーブルは、そのテーブルに依存している Essbase Studio メタデータ要素がないか

ぎり、データ・ソース接続から削除できます。たとえば、テーブルが、Essbase

Studio カタログに格納されている階層の構築に使用されている場合は、先に依存

階層およびその要素を削除してからでないと、そのテーブルを削除できません。

注： 削除できるのは、Oracle BI EE データ・ソースを含むリレーショナル・デー

タ・ソースのテーブルと、フラット・ファイル・データ・ソースのファイ

ルのみです。

ä データ・ソース接続からテーブルを削除するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下のデー

タ・ソース接続に属するテーブルを選択します。

複数のテーブルを選択するには、「[Shift]」キーまたは「[Ctrl]」キーを使用し

ます。

注： データ・ソース接続からすべてのテーブルを削除する場合は、データ・

ソース接続を削除して(125 ページの「接続の削除」を参照)、新規の接

続を作成することをお薦めします。

2 右クリックして「削除」を選択します。

3 メタデータ要素で使用されているテーブルまたは他のテーブルへの結合があるテー

ブルがない場合は、「削除の確認」ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックし

ます。

選択したテーブルに依存しているメタデータ要素がない場合は、「削除の確

認」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4 選択したテーブルが他のメタデータ要素で使用されているか、他のテーブルへの

結合がある場合は、次のアクションを実行します:

1. 「削除」ダイアログ・ボックスの「配置エラーおよび警告」セクションに

リストされているメタデータ要素を確認し、「取消し」をクリックします。

ヒント： 「取消し」をクリックする前に、「エラー/警告の保存」ボタンを

クリックし、テーブルのリストをテキスト・ファイルとして保

存します。このファイルは、手順 4.2 で参照用として使用できま

す。

2. 示されているメタデータ要素およびすべての関連メタデータ要素を削除し

ます(167 ページの「メタデータ要素の削除」を参照)。

注： 系列ビューアを使用すると、Essbase モデルおよびキューブ配置な

ど、依存しているメタデータ要素を簡単に確認できます。「削除」ダ

イアログ・ボックスを閉じたら、「メタデータ・ナビゲータ」でメタ

データ要素を右クリックし、「系列の表示」を選択します。
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3. 依存しているメタデータ要素をすべて削除したら、「データ・ソース・ナ

ビゲータ」で削除するテーブルを選択して「削除」を選択し、プロセスを

繰り返します。

4. 選択したテーブルに、他のテーブルとの結合が含まれている場合、「削除」

ダイアログ・ボックスの「テーブル・ステータス」で、削除するテーブル

名の横のチェック・ボックスを選択し、「削除」をクリックします。

依存しているメタデータ要素が他にない場合、選択したテーブル、および

選択したテーブルにリストされている結合は削除されます。

5 「データ・ソース・ナビゲータ」でテーブルが削除されていることを確認します。

データ・ソース接続のテーブルのリフレッシュ
データ・ソース接続の作成後にデータ・ソースで行われたスキーマ変更を検出す

るには、テーブルをリフレッシュします。リフレッシュで検出されるスキーマ変

更には、次のものがあります:

l 新しい列

l 削除された列

l 列のデータ型の変更; たとえば、varchar から integer など

テーブルは、接続レベルとテーブル・レベルでリフレッシュできます。テーブル・

レベルでリフレッシュした場合、リフレッシュは選択したテーブルでのみ実行さ

れます。

注： リフレッシュできるのは、Oracle BI EE データ・ソースを含むリレーショナ

ル・データ・ソースのみです。

次のトピックでは、リフレッシュ・プロセスについて説明します:

l 116 ページの「テーブルのリフレッシュ」

l 117 ページの「結合の追加」

テーブルのリフレッシュ

注： この手順は、Oracle BI EE データ・ソースを含むリレーショナル・データ・

ソースにのみ適用されます。

ä データ・ソース接続テーブルをリフレッシュするには:

1 次のいずれかのアクションを行います:

l データ・ソース接続の 1 つ以上のテーブルを右クリックします。

複数のテーブルを選択するには、「[Shift]」キーまたは「[Ctrl]」キーを使

用します。

l データ・ソース接続名を右クリックします。
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2 ショートカット・メニューから「リフレッシュ」を選択します。

物理データ・ソースと同期していないテーブルには、「リフレッシュ」ダイア

ログ・ボックスでフラグが設定されています。

注： 選択したテーブルまたは接続が物理データ・ソースとすでに同期してい

る場合は、メッセージが表示され、リフレッシュ・アクションは実行さ

れません。

3 「リフレッシュ」ダイアログ・ボックスで、次の手順を実行します:

1. 「変更されたテーブル」で、テーブルを選択します。

2. 「テーブルの列を変更しました」で、情報を確認します:

l 「列名」

l 「状態」 - 列が新規、更新などのいずれであるか

l 「データ型」

l 「変更の詳細」

3. 「変更されたテーブル」にリストされている各テーブルの変更を確認した

後で、リフレッシュするテーブルを選択し、「リフレッシュ」をクリック

します。

注： 旧列がまだ Essbase Studio メタデータ要素で使用されている場合は、

テーブルをリフレッシュできません。テーブルをリフレッシュする

前に、そのような要素を削除する必要があります。「リフレッシュ」

ダイアログ・ボックスに、リフレッシュできないテーブルが、影響

を受けるメタデータ要素とともに表示されます。

4. いずれかの結合がリフレッシュ後に無効になる場合は、「リフレッシュ」

ダイアログ・ボックスで確認します。

5. 削除する結合が含まれているテーブルを選択し、「OK」をクリックしま

す。

テーブルに関連付けられているすべての結合が削除されます。結合を個別

に選択することはできません。

または、「すべての結合を選択」チェック・ボックスを選択します。

注： 削除する結合を含むテーブルは明示的に選択する必要があります。

リフレッシュ時に自動的には削除されません。

4 117 ページの「結合の追加」の手順を実行して、プロセスを完了します。

結合の追加

116 ページの「テーブルのリフレッシュ」の手順を完了した後で、結合を追加で

きます。データ・ソースがリフレッシュされた後、Essbase Studio は選択する潜在

的な結合のリストを表示します。

注： この手順は、Oracle BI EE データ・ソースを含むリレーショナル・データ・

ソースにのみ適用されます。
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ä リフレッシュ・プロセスの一部として新しい結合を追加するには:

1 116 ページの「テーブルのリフレッシュ」の手順を実行します。

リフレッシュ手順を実行した後で、「新規結合」ダイアログ・ボックスに、潜

在的な新しい結合のリストが表示されます。

2 「新規結合」ダイアログ・ボックスで、データ・ソース接続のリフレッシュ・プロ

セスの一部として追加する結合を選択します。

3 「OK」をクリックします。

更新されたテーブルを示す成功メッセージが表示されます。

データ・ソース接続の操作
「データ・ソース・ナビゲータ」で次のタスクを実行します:

l 118 ページの「データ・ソース接続でのイントロスペクションの実行」。

l 118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」。

l 125 ページの「接続リストのリフレッシュ」。

l 125 ページの「接続の削除」。

l 125 ページの「わかりやすい名前の表示」

データ・ソース接続でのイントロスペクションの
実行
イントロスペクションは、物理データ・ソースにメタデータ要素があるかどうか

を検査する方法です。イントロスペクションを実行するとき、データ・ソースの

構造情報が検査され、ファクト・テーブル、次元テーブル、階層、別名および属

性が検出されます。イントロスペクションから導出されたメタデータ要素は、

キューブ・スキーマの作成と、オプションで Essbase モデルの作成に使用されま

す。

イントロスペクションは、データ・ソース接続の作成プロセス中に実行できます。

また、イントロスペクションは、既存のデータ・ソース接続で実行できます。

ä 既存のデータ・ソース接続に対するイントロスペクションを開始するには、

「データ・ソース・ナビゲータ」で物理ツリーの「データ・ソース」から、イ

ントロスペクションを実行するデータ・ソースを右クリックして「イントロ

スペクション」を選択します。

イントロスペクション実行の手順は、第 6 章「イントロスペクション」を参照し

てください。

データ・ソース接続プロパティの編集
データ・ソース接続情報を編集できます。

118 データ・ソース接続



注： 次に示す個々の手順はすべてオプションです。変更する情報によって実行

するタスクが異なります。

ä データ・ソースのプロパティを編集するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下の編集

するデータ・ソースを右クリックして、「プロパティ」を選択します。

2 データ・ソース接続名を変更するには、新しい名前を「接続名」に入力します。

3 データ・ソースの説明を変更するには、新しい説明を「接続の説明」に入力しま

す。

4 ダイアログ・ボックスの「パラメータ」セクションで、データ・ソース・タイプ

に応じて次のタスクを実行します。

リレーショナル・ソース:

注： データベース名は変更できません。

1. 「サーバー名」で、データベースが存在するサーバーの名前を変更します。

注： サーバーの接続情報を変更する場合、新しいサーバーでは、元のデー

タベースと同じタイプ、名前およびテーブル構造のデータベースを

ホストする必要があります。

2. Oracle ユーザーのみ: Oracle データベースに接続する場合、「Oracle SID/サー

ビス名」グループで、Oracle インスタンスの「SID」または「サービス名」

に次のように入力します。

3. ポート番号を変更するには、「ポート」の横にある「デフォルト」チェッ

ク・ボックスの選択が解除されていることを確認し、新しいポート番号を

入力します。

4. データベースの「ユーザー名」および「パスワード」を変更します。

5. 「接続のテスト」をクリックします。

ダイアログ・ボックスで入力した情報が正しければ、接続成功の確認メッ

セージが表示されます。

ダイアログ・ボックスで入力した情報に誤りがある場合、無効なログイン

情報が入力されたことを示すメッセージが表示されます。エラーを修正し

て、正常に接続されるまで再テストしてください。

6. 手順 5 に進みます。

Essbase サーバー接続:

1. 「Essbase サーバー」で、Essbase サーバーが存在するコンピュータの名前を

変更します。

2. ポート番号を変更するには、「ポート」の横にある「デフォルト」チェッ

ク・ボックスの選択が解除されていることを確認し、新しいポート番号を

入力します。

3. オプション: Essbase サーバー・クラスタに接続している場合は、「クラス

タ」チェック・ボックスを選択します。
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注： Essbase サーバー・クラスタは、Essbase 接続の作成前に設定しておく

必要があります。クラスタの設定の詳細は、Oracle Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイド、お

よび Oracle Enterprise Performance Management System High Availability

and Disaster Recovery Guide を参照してください。

4. この Essbase サーバー・インスタンスの「ユーザー名」および「パスワー

ド」を変更します。

5. 「データ暗号化」方法を選択します:

l 「暗号化なし」 - Essbase Studio サーバーと Essbase サーバー・インスタ

ンスまたはクラスタ間の通信のデフォルト・モード。

l 「SSL」 - 接続中の Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタが、

TCP/IP 経由の Secure Socket Layer (SSL)プロトコルに対応するよう構成

されている場合はこの方法を選択します。

SSL を使用すると、Essbase Studio サーバーと Essbase 間の通信が保護

されます。

注： Essbase サーバーが SSL をサポートするように構成されていない

場合は、接続が確立されず、エラー・メッセージが表示されま

す。

6. 「接続のテスト」をクリックします。

ダイアログ・ボックスで入力した情報が正しければ、接続成功の確認メッ

セージが表示されます。

ダイアログ・ボックスで入力した情報に誤りがある場合、無効なログイン

情報が入力されたことを示すメッセージが表示されます。エラーを修正し

て、正常に接続されるまで再テストしてください。

7. 手順 5 に進みます。

次元サーバー・ソース:

1. 「サーバー名」で、Performance Management Architect が存在するコンピュー

タの名前を変更します。

2. ポート番号を変更するには、「ポート」の横にある「デフォルト」チェッ

ク・ボックスの選択が解除されていることを確認し、新しいポート番号を

入力します。

3. この Performance Management Architect インスタンスの「ユーザー名」およ

び「パスワード」を変更します。

4. 手順 5 に進みます。

テキスト・ファイル・ソース:

1. テキスト・ファイルのデータ・ソースの「場所」を変更するには、「参照」

をクリックします。

2. 「テキスト・ファイルの場所」ダイアログ・ボックスで、アクセスするテ

キスト・ファイルのデータ・ソースを含むディレクトリを選択します。
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注： データ・ソースごとに選択できるディレクトリは 1 つのみです。

Essbase Studio では、同じディレクトリの異なるサブディレクトリに

あるテキスト・ファイルはサポートされていません。

3. 「選択したディレクトリのコンテンツ」の下にリストされたファイルを見

直し、それが目的のテキスト・ファイルのデータ・ソースであることを確

認します。

4. 手順 5 に進みます。

5 「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。

6 データ・ソース名を変更した後、更新した名前を「データ・ソース・ナビゲータ」

で表示する場合は、変更したデータ・ソース接続名を右クリックして「リフレッ

シュ」を選択します。

物理ツリーに新しい名前が表示されます。

ソース・テーブルおよび列のプロパティの表示
ミニスキーマ・テーブル、リレーショナル・データ・ソース、テキスト・ファイ

ルのデータ・ソースおよびユーザー定義テーブルのテーブル・プロパティや列プ

ロパティを表示できます。詳細は、次のトピックを参照してください:

l 121 ページの「リレーショナル・ソース・テーブルおよびユーザー定義テーブ

ルのプロパティの表示」

l 122 ページの「テキスト・ファイルのソース・ファイルのプロパティの表示」

リレーショナル・ソース・テーブルおよびユーザー定義テー
ブルのプロパティの表示

ä リレーショナル・ソース・テーブルまたはユーザー定義テーブルのプロパティ

を表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下の適切

なデータ・ソース接続を展開し、プロパティを表示するリレーショナル・ソース・

テーブルまたはユーザー定義テーブルに移動します。

2 テーブルを右クリックして「プロパティ」を選択し、「全般」プロパティを表示し

ます。

次のようなプロパティが表示されます:

l 物理ソース・テーブル名

l データ・ソース接続名

l プライマリ・キー(ある場合)

l コメント

テーブルの列のプロパティを表示するには、「列」タブをクリックします。122

ページの「リレーショナル・ソース列およびユーザー定義テーブル列のプロ

パティの表示」を参照してください。また、122 ページの「ユーザー定義テー

ブルの基となるステートメントの表示」も参照してください。
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3 オプション: ミニスキーマ・ダイアグラムからミニスキーマ・テーブルのプロパ

ティを表示している場合、「コメント」を入力します。

注： リレーショナル・テーブルまたはユーザー定義テーブルのプロパティを

表示している場合は、「コメント」フィールドを使用できません。

ミニスキーマ内のテーブルおよび列のプロパティを表示するには、133 ページの

「ミニスキーマ・テーブルおよび列のプロパティの表示」を参照してください。

リレーショナル・ソース列およびユーザー定義テーブル列の
プロパティの表示

ä リレーショナル・ソースの列またはユーザー定義テーブルの列のプロパティ

を表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下の適切

なデータ・ソース接続を展開し、プロパティを表示するリレーショナル・ソース

列またはユーザー定義テーブル内の列に移動します。

2 列名を右クリックして「プロパティ」を選択し、「列」タブを選択します。

次の列のプロパティが表示されます:

l 列がキー列かどうか

l 列名

l 列タイプ

l NULL が許可されているかどうか

ミニスキーマ内のテーブルおよび列のプロパティを表示するには、133 ページ

の「ミニスキーマ・テーブルおよび列のプロパティの表示」を参照してくだ

さい。

ユーザー定義テーブルの基となるステートメントの表示

ä ユーザー定義テーブルの基となる SQL 文を表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下のユー

ザー定義テーブルに移動します。

2 テーブルを右クリックして「プロパティ」を選択し、「ユーザー定義ステートメン

ト」タブを選択します。

ユーザー定義テーブルの基となる SQL 文が表示されます。

テキスト・ファイルのソース・ファイルのプロパティの表示

ä ソース・テキスト・ファイルのプロパティを表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下のテキ

スト・ファイルに移動します。
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2 ファイル名を右クリックし、「プロパティ」を選択して、「全般」プロパティを表

示します。

ファイルの列プロパティを表示する方法は、123 ページの「テキスト・ファイ

ル・ソースの列のプロパティの表示」を参照してください。

次のようなプロパティが表示されます:

l 物理ソース・ファイルの名前

l データ・ソース接続名

l テキスト・ファイル名

l ファイル内の列の名前およびそれらの列のデータ型

テキスト・ファイル・ソースの列のプロパティの表示

ä テキスト・ファイル・ソースの列のプロパティを表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「データ・ソース」の下のテキ

スト・ファイル・ソース列に移動します。

2 列名を右クリックして「プロパティ」を選択し、「列」タブを選択します。

次の列のプロパティが表示されます:

l 物理列の名前

l データ・ソース接続名

l テキスト・ファイル名

l 列のデータ型

サンプル・データの表示
「データ・ソース・ナビゲータ」で、データ・ソースのテーブルの使用可能なサン

プル・データを 200 行まで表示できるようになります。また、テーブル内のソー

ス列からサンプル・データを表示することもできます。

また、「メタデータ・ナビゲータ」でも、次元要素に関連する使用可能なサンプ

ル・データを 大 200 行まで表示できます。

「データ・ソース・ナビゲータ」からのサンプル・データの表示

ä データ・ソースのサンプル・データを表示するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソースに移動し、データ・ソースを展

開します。

2 次のいずれかまたは両方のアクションを実行します:

l データ・ソースのテーブルのデータを表示するには、テーブルを右クリッ

クして、「サンプル・データの表示」を選択します。

l データ・ソースのテーブルにある 1 つの列のデータを表示するには、テー

ブルを展開し、列を右クリックして、「サンプル・データの表示」を選択

します。
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または、テーブル内の 1 つ以上の列のデータを表示するには、「[Ctrl]」キー

を押したままデータを表示する列をクリックします。次に右クリックし

て、「サンプル・データの表示」を選択します。

サンプル・データが、コンソールの作業領域の新しいタブに表示されます。

注： 大 200 行のサンプル・データが戻されます。

3 サンプル・データのウィンドウを閉じるには、ウィンドウのタブの「X」をクリッ

クします。

注： サンプル・データの表示ウィンドウが開いている間にソース・データが追

加、編集または削除されても、開いているウィンドウ内のデータは自動的

にはリフレッシュされません。変更されたデータを表示するには、ウィン

ドウを閉じて、「サンプル・データの表示」コマンドを再発行する必要があ

ります。

メタデータ・ナビゲータからのサンプル・データの表示

ä 次元要素のサンプル・データを表示するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、サンプル・データを表示する次元要素に移動しま

す。

2 要素を右クリックして、「サンプル・データの表示」を選択します。

選択した要素のキャプション・バインディング式とキー・バインディング式

が同一の場合は、「サンプル・データの表示」のみが表示され、サブメニュー

は表示されません。

選択した要素のキャプション・バインディング式とキー・バインディング式

が異なる場合は、「キャプション・バインディングを使用」オプションと

「キー・バインディングを使用」オプションの両方が、「サンプル・データの

表示」のサブメニュー項目として表示されます。

要素のキー・バインディング式が「遅延」の場合、「キー・バインディングを

使用」オプションは使用不可になります。

要求したサンプル・データが、コンソールの作業領域の新しいタブに表示さ

れます。

注： 大 200 行のサンプル・データが戻されます。

たとえば、TBC サンプル・データベースを使用して、キャプション・バイン

ディング式が connection : \'tbcSource'::'tbc.region'.'REGION' .

toString ; キー・バインディング式が connection :

\'tbcSource'::'tbc.region'.'REGIONID' . toStringの REGION テーブル

の REGION 列に基づいて次元要素を作成するとします。

「キャプション・バインディングを使用」オプションを選択すると、サンプ

ル・データの結果は次のようになります:
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                REGION

1   East

2   West

3   South

4   Central

         

「キー・バインディングを使用」オプションを選択すると、サンプル・データ

の結果は次のようになります:

                REGIONID

1   1

2   2

3   3

4   4

         

3 サンプル・データのウィンドウを閉じるには、ウィンドウのタブの「X」をクリッ

クします。

接続リストのリフレッシュ

ä「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソース接続のリストをリフレッ

シュするには、物理ツリーのルートにある「データ・ソース」を右クリック

して「リフレッシュ」を選択します。

接続の削除
データ・ソース接続から作成されたメタデータ要素がない場合にのみ、データ・

ソース接続を削除できます。

ä データ・ソース接続を削除するには、「データ・ソース・ナビゲータ」で、削

除するデータ・ソースの名前を右クリックして「削除」を選択します。

注： メタデータ要素の作成に使用された接続は、関連付けられているメタデー

タ要素が削除された後でのみ削除できます。

わかりやすい名前の表示

注： この機能は、Microsoft SQL Server データ・ソース接続のみに適用されます。

デフォルトでは、Microsoft SQL Server データ・ソースに接続すると、「データ・

ソース・ナビゲータ」にデータベース・テーブル名が次のようなわかりやすい

フォーマットで表示されます:

      schema_name

      .
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      database_name

      .

      table_name

   

「わかりやすい名前の表示」オプションを使用不可にし、次のフォーマットでテー

ブルのフル・ネームを表示できます:

      database_name

      .

      table_name

   

ä Microsoft SQL Server データ・ソース接続のテーブルのフル・ネームを表示する

には、「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソース接続名を右クリック

して「わかりやすい名前の表示」を選択します。

チェック・マークの選択が解除されます。

ä Microsoft SQL Server データ・ソース接続のテーブルのわかりやすい名前を表示

するには、「データ・ソース・ナビゲータ」でデータ・ソース接続名を右ク

リックして「わかりやすい名前の表示」を選択します。

チェック・マークは、「わかりやすい名前の表示」が選択されていることを示して

います。

ユーザー定義テーブルの作成
このダイアログ・ボックスを使用して 1 つ以上のユーザー定義テーブルを定義し

て、データベースからデータの仮想ビューを作成します。

127 ページの「ユーザー定義テーブルについて」および127 ページの「ユーザー

定義テーブルの例」を参照してください。

ä「ユーザー定義テーブル」ダイアログ・ボックスにアクセスするには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で適切なデータ・ソースの名前をハイライトしま

す。

2 「新規」>「ユーザー定義テーブル」を選択します。

3 新しいユーザー定義テーブルを定義します:

l 「接続」-テーブルの追加先のデータ・ソースを選択します。

l 「テーブル名」-テーブルの名前を入力します。

l 「テーブル定義」-データ・ソースにより必要とされる SQL 構文を使用し

て、ユーザー定義テーブルを作成するための SQL ステートメントを入力し

ます。このステートメントにより仮想ビュー内のテーブル名が定義されま

す。また、ステートメントには任意の数のソース列名を含めることができ

ます。テーブル定義は、データ・ソース内の論理テーブルの基準となりま

す。
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注： Oracle では、データベース・テーブルを指定するときにフル・パス

を含めることをお薦めします。

ユーザー定義テーブルについて
ユーザー定義テーブルは、RDBMS ではなく Essbase Studio で作成する論理テーブ

ルです。標準の RDBMS ビューとして機能するこれらの仮想テーブルは、標準の

RDBMS テーブルまたはビューが使用される場所であればどこでも使用できます。

ユーザー定義テーブルにより、リレーショナル・スキーマや、Essbase Studio で生

成された SQL を変更することなくモデルを作成および編集できます。データベー

ス・スキーマが Essbase Studio の使用に適した構造になっていない場合は、ユー

ザー定義テーブルを使用して、データベース・スキーマを変更することなくモデ

ルやアウトラインを構築できます。

Essbase Studio によってユーザー定義テーブルの作成に使用する SQL コマンドが確

認され、データベース・スキーマの仮想ビューの確立が可能になります。

注意:

l ユーザー定義 SQL は実行時まで検証されません。詳細は、364 ページの「ユー

ザー定義 SQL の検証」を参照してください。

l Essbase Studio におけるユーザー定義 SQL に対する権限は、データ・ソース・

ユーザーに割り当てられている権限から継承されます。詳細は、364 ページの

「ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権限」を参照してください。

l Oracle では、ユーザー定義テーブルの SQL 文でデータベース・テーブルを指

定するときにフル・パスを含めることをお薦めします。

l テキスト・ファイルのデータ・ソースでは、ユーザー定義テーブルを作成で

きません。

127 ページの「ユーザー定義テーブルの例」も参照してください。

ユーザー定義テーブルの例
Essbase Studio では、「ユーザー定義テーブルの定義」ダイアログ・ボックスの「テー

ブル定義」テキスト・ボックス内に SQL 構文を入力することにより、RDBMS

ビューと同様のユーザー定義テーブルを作成します。このトピックの例では、

RDBMS で使用する SQL 文と Essbase Studio で使用する SQL 文間の相違点を示しま

す。

次の例は、RDBMS 内のビューを作成する SQL 文を示しています:

      CREATE VIEW

      

View_Prod_Proddim 

(Caffeinated, FamilyID, Ounces, PackageType,

ProductID, SKU, Family) as 

      SELECT
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a.caffeinated, a.familyid, a.ounces, a.pkgtype, 

a.productid, a.sku, b.family

      

FROM

       tbc.product a, tbc.productdim b

      

WHERE

       a.sku=b.sku

   

前述の例を使用して Essbase Studio でユーザー定義テーブルを作成する場合、SQL

構文には前述の SQL 文の CREATE VIEW 部分は含まれません。作成する SQL テー

ブル定義の構文は、SELECT から始まる文の部分から開始されます。

注： Oracle では、データベース・テーブルを指定するときにフル・パスを含める

ことをお薦めします。

次のユーザー定義テーブルの SQL 例は、テーブル名が catalog.tableフォーマッ

トで表されるデータベース用に記述されています:

      SELECT

      

a.caffeinated,

a.familyid, a.ounces, a.pkgtype,

a.productid, a.sku, b.family

      WHERE

       a.sku=b.sku

      FROM

       tbc.product a, tbc.productdim b

   

次は、テーブルが catalog.schema.tableフォーマットで表されるデータベース

用に記述された同じ例です:

      SELECT

      

a.caffeinated,

a.familyid, a.ounces, a.pkgtype,

a.productid, a.sku, b.family

      WHERE

       a.sku=b.sku

      FROM

       tbc.user1.product a, tbc.user1.productdim b
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ミニスキーマについて
ミニスキーマは、1 つ以上のデータ・ソース接続内のテーブルまたはテキスト・

ファイルのグラフィカル・モデルです。ミニスキーマは、データ・ソース接続の

作成プロセスで作成できます。または、後で接続済のデータ・ソースからミニス

キーマを作成することもできます。

多くのデータ・ソースのタイプでは、ミニスキーマはエンティティの相関図の論

理モデルと同様に表示されます。テーブル間の結合が表示され、ソース・データ

ベース内の値が次元として分類されます。

ミニスキーマによって、今後のモデリングの基盤となる関連領域を作成するため

に、すべてのテーブルまたはテーブルのサブセットをデータ・ソース接続に使用

できます。

ミニスキーマでは次のタスクを実行できます:

l 手動による、または適用可能な結合のリストから結合を選択する検査を使用

したテーブル間の結合の追加または削除

注： Oracle BI EE またはテキスト・ファイルのデータ・ソースにアクセスし

ている場合、ミニスキーマを作成できますが、ファイル内でサポートさ

れるのは自己結合のみです。

l テーブルまたは列からのサンプル・データの表示

l メタデータ要素の作成

l 視覚的な手段として役立つ、ミニスキーマ・ダイアグラムのテーブル見出し

への色の追加

ミニスキーマは、95 ページの「リレーショナル・ソースのミニスキーマ・オプ

ションの選択」で、データ・ソース作成プロセスの一部として説明されています。

図 1 はサンプルのミニスキーマです。
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図 1 ミニスキーマの例

データ・ソースごとに任意の数のミニスキーマを作成できます。複数のミニスキー

マは、データ・ソースの別ビューを作成する方法として便利です。別のミニスキー

マには、たとえばデータ・ソース内のテーブルと列のサブセットや、追加の結合

を含めることができます。

ミニスキーマの作成または編集
ミニスキーマを作成または編集するには、次のタスクを実行します:

l 130 ページの「ミニスキーマの全般プロパティの設定」の説明に従って、新規

のミニスキーマに名前を付けて接続を設定し、コメントを入力または編集し

ます。

l 131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」に従って、ミニ

スキーマのテーブルを追加または削除し、オプションでフィルタを追加しま

す。

ミニスキーマの全般プロパティの設定

ä ミニスキーマの全般プロパティを設定するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」でアクションを実行します:
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l 適切なデータ・ソース接続に移動して「ミニスキーマ」フォルダを右ク

リックし、「新規」、「ミニスキーマ」の順に選択し、「ミニスキーマ・ウィ

ザード」を起動します。

注： また、物理ツリーの 上位にある「データ・ソース」を右クリック

して、「新規」、「ミニスキーマ」の順に選択することもできます。

l 適切なデータ・ソース接続に対して、「ミニスキーマ」フォルダを展開し、

ミニスキーマを右クリックして「プロパティ」を選択します。

2 新しいミニスキーマの場合、「ミニスキーマ名」を入力します。

ミニスキーマを変更する場合、「ミニスキーマ名」フィールドは編集できませ

ん。

3 新しいミニスキーマの場合、ドロップダウン・リストから「接続」を選択してこ

のミニスキーマと関連付けます。

「データベース」フィールドには、このデータ・ソース接続に関連付けられて

いるデータベース名が表示されます。このフィールドは編集できません。

既存のミニスキーマの場合、「接続」フィールドは編集できません。

注： 物理ツリーの「データ・ソース」を右クリックしてこの手順を開始した

場合は、データ・ソース接続を選択してこのミニスキーマと関連付ける

必要があります。データ・ソース接続名を右クリックしてこの手順を開

始した場合は、「接続」フィールドにその接続名が移入されます。

4 オプション: 「説明」の入力または編集を行います。

5 次のいずれかのアクションを行います:

l 新しいミニスキーマを作成する場合、「次へ」をクリックします。

131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」で説明され

ているように、ミニスキーマ・ウィザードの「テーブルの追加/削除」ペー

ジが表示されます。

l ミニスキーマを編集する場合、「テーブルの追加/削除」タブをクリックし、

131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」の説明に従

います。

また、ドラッグ・アンド・ドロップを使用して、グラフィカルな表示形式

の既存のミニスキーマにテーブルを追加することもできます。138 ページ

の「ミニスキーマでのテーブルの追加」を参照してください。

ミニスキーマでのテーブルの追加または削除
130 ページの「ミニスキーマの全般プロパティの設定」の説明に従ってミニスキー

マに名前および接続を設定したら、このトピックの操作を完了します。

注： ミニスキーマ作業領域内で右クリックして「テーブルの追加/削除」を選択

することで、既存のミニスキーマから「追加/削除」ダイアログ・ボックス

にアクセスすることもできます。
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ä ミニスキーマ・ダイアグラムのテーブルを追加または削除するには:

1 「テーブルの追加/削除」ページで、「使用可能なテーブル」リストの内容を確認し

ます。このリストには、選択したデータ・ソース接続からのすべてのテーブルが

移入されています。

2 「使用可能なテーブル」から、ミニスキーマに含めるテーブルを選択し、「選択し

たテーブルをスキーマに追加」ボタンをクリックして「スキーマのテーブル」リ

ストに移動します。

すべての使用可能なテーブルを「スキーマのテーブル」リストに移動するに

は、「スキーマにすべてのテーブルを追加」ボタンをクリックします。

3 オプション: 「スキーマのテーブル」リストに移動する前にテーブルにフィルタを

適用する場合、「フィルタ」テキスト・ボックスにフィルタを入力します。

4 オプション: リレーショナル・ソースに基づくミニスキーマの場合、ミニスキーマ

に関連テーブルを追加するには、「スキーマのテーブル」リストからテーブルを選

択し、「関連テーブルの追加」ボタンをクリックします。

データ・ソース接続を作成したとき、スキーマの移入時にすべての使用可能

なテーブルを選択していなかった場合は、関連するテーブルを追加できます

(90 ページの「ミニスキーマの移入」を参照)。

5 ミニスキーマからテーブルを削除するには、「スキーマのテーブル」リストから削

除するテーブルを選択し、「選択したテーブルをスキーマから削除」ボタンをク

リックします。これにより、テーブルが「使用可能なテーブル」リストに移動さ

れます。

スキーマのすべてのテーブルを「使用可能なテーブル」リストに移動するに

は、「スキーマからすべてのテーブルを削除」ボタンをクリックします。

ミニスキーマ・ダイアグラムからテーブルを削除しても、そのミニスキーマ

の基となるデータ・ソース接続からはテーブルが削除されません。

注： ユーザー定義結合を含むミニスキーマ・テーブルを削除する場合は必

ず、その結合を 初に削除してから、ミニスキーマ・テーブルを削除す

ることをお薦めします。

6 「終了」をクリックします。

7 Essbase Studio コンソールのミニスキーマ作業領域で、新しいミニスキーマ・ダイ

アグラムを確認します。

8 オプション: Essbase Studio でミニスキーマのテーブルを自動的に配置するには、

ツールバーの「スキーマのレイアウト」ボタンをクリックします。

注： ミニスキーマ作業領域内を右クリックしてテーブルを自動的に配置する

こともできます。

ミニスキーマの操作
ミニスキーマを作成したら、次のタスクを実行できます。

l 133 ページの「ミニスキーマの保存」

l 133 ページの「ミニスキーマを開く」

132 ミニスキーマ



l 134 ページの「ミニスキーマからの要素の削除」

l 134 ページの「ミニスキーマでの結合の追加または削除」

l 138 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加」

l 138 ページの「サンプル・データの表示」

l 139 ページの「ミニスキーマ・テーブルへの色の適用」

l 139 ページの「ミニスキーマ・オブジェクトからのメタデータ要素の作成」

l 140 ページの「ミニスキーマの表示」

l 144 ページの「ミニスキーマのプロパティの編集」

l 145 ページの「ミニスキーマ・リストのリフレッシュ」

l 145 ページの「ミニスキーマの削除」

ミニスキーマの保存

ä ミニスキーマを保存するには、ミニスキーマ作業領域で右クリックして、「ミ

ニスキーマの保存」を選択します。

または、「ファイル」>「保存」を選択するか、「[Ctrl]+[S]」を押します。

ミニスキーマを開く

ä 編集するミニスキーマを開くには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、適切なデータ・ソース接続を展開し、「ミニ

スキーマ」フォルダを展開します。

2 ツリーのミニスキーマ名を右クリックして、「編集」を選択します。

ミニスキーマ・テーブルおよび列のプロパティの
表示

ä ミニスキーマ・テーブルおよび列のプロパティを表示するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 ミニスキーマ作業領域で、プロパティを表示するテーブル・オブジェクトを右ク

リックして、「プロパティ」を選択します。

テーブルのプロパティが、「プロパティ」ダイアログ・ボックスの「全般」タ

ブに表示されます。

3 「列」タブをクリックして、次の列プロパティを表示します:

l 列がキー列かどうか

l 列名

l 列タイプ
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l NULL が許可されているかどうか

ミニスキーマからの要素の削除
ミニスキーマからテーブルまたは結合を削除して、ミニスキーマを変更できます。

131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」で説明するダイア

ログ・ボックス・ベースの手順に従って、ミニスキーマからテーブルを削除でき

ます。また、次に説明するプロセスを使用して、テーブルまたは選択した結合を

削除することもできます。

注： ユーザー定義結合を含むミニスキーマ・テーブルを削除する場合は必ず、

その結合を 初に削除してから、ミニスキーマ・テーブルを削除すること

をお薦めします。

ä ミニスキーマからテーブルまたは結合を削除するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 オプション: ミニスキーマ作業領域で、削除するテーブル・オブジェクトを右ク

リックし、「削除」を選択します。

削除するすべてのテーブルに対して、この手順を繰り返します。

3 オプション: 結合を削除するには、ミニスキーマ作業領域で結合を右クリックし、

「削除」を選択します。

削除するすべての結合に対して、この手順を繰り返します。

4 ミニスキーマを保存するには、ミニスキーマ作業領域で右クリックし、「ミニス

キーマの保存」を選択します。

ミニスキーマでの結合の追加または削除
ミニスキーマ・テーブルに結合を手動で追加したり、Essbase Studio でデータ・ソー

スを検査し、可能な論理結合を判断したりできます。

l 結合を手動で追加するには、134 ページの「手動での結合の追加または編集」

を参照してください。

l 検査により結合を追加するには、137 ページの「検査による結合の追加」を参

照してください。

手動での結合の追加または編集

Essbase Studio では同一のダイアログ・ボックスを使用して、結合を手動で作成お

よび編集します。

「ミニスキーマ結合のプロパティを編集」ダイアログ・ボックスで、次の結合操作

を実行できます:

l リレーショナル・テーブル間の結合の追加または編集
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l 単一のリレーショナル・テーブルまたはフラット・ファイル内の自己結合の

追加または編集

結合ペアで使用されている列を変更したり、結合ペアをさらに追加したり、その

他の条件を変更したりして、結合を編集できます。

ä 結合を追加または編集するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 次のタスクを実行します:

l 結合を追加するには、ミニスキーマ内の結合の追加先テーブルを選択して

右クリックし、次に「結合の追加」を選択します。

選択したテーブルが、「ミニスキーマ結合のプロパティを編集」ダイアロ

グ・ボックスの左の「テーブル」ドロップダウン・リストに表示されま

す。

注： Oracle BI EE とテキスト・ファイルのデータ・ソースから作成された

ミニスキーマでは自己結合のみを作成できるため、選択したテーブ

ルは左右両方の「テーブル」テキスト・ボックスに表示され、両方

とも編集できません。

または、ミニスキーマの背景を右リックして「結合の追加」を選択できま

す。ただし、この場合、どちらかの「テーブル」ドロップダウン・リスト

にはテーブルの名前が表示されません。結合するテーブルを選択します。

注： Oracle BI EE またはテキスト・ファイルのデータ・ソースから作成さ

れたミニスキーマ内の自己結合の場合は、左の「テーブル」ドロッ

プダウン・リスト・ボックスのみがアクティブになります。左の

「テーブル」ドロップダウン・リスト・ボックスでテーブルを選択す

ると、右の「テーブル」テキスト・ボックスにもそのテーブル名が

表示されます。

l 結合を編集するには、ミニスキーマ内の結合線をダブルクリックして、「ミ

ニスキーマ結合のプロパティを編集」ダイアログ・ボックスを表示しま

す。

注： 自己結合の場合、左右の「テーブル」テキスト・ボックスは選択で

きません。

3 右の「テーブル」ドロップダウン・リストで、結合の確立先のテーブルを選択し

ます。

注： Oracle BI EE またはテキスト・ファイルのデータ・ソースから構築され

たミニスキーマの場合は、自己結合のみを実行できます。そのため、

「テーブル」ドロップダウン・リスト・ボックスは選択できません。

4 結合を追加する場合は、「+」ボタンをクリックします。
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注： 結合を編集するか、 初の結合を追加する場合は、この手順をスキップ

して、手順 5.1 に進みます。

または、「列」グリッドから結合ペアを選択し、赤い「X」ボタンをクリック

して、リストから結合を削除できます。

5 たとえばリレーショナル・データ・ソースからの結合を操作するには:

1. 「列」グリッドで、 初の空白行の左のセルをマウスでポイントし、クリッ

クしてそのテーブルに関連付けられている列名のリストを表示します。

または、既存の結合を編集する場合、編集する結合ペアの左のセルをク

リックして、列名のリストを表示します。

2. 結合を開始する列を選択します。

3. 「列」グリッドで、グリッドの同じ行の右のセルをマウスでポイントし、

クリックしてそのテーブルに関連付けられている列名のリストを表示しま

す。

または、既存の結合を編集する場合、編集する結合ペアの右のセルをク

リックして、列名のリストを表示します。

4. 結合を完了する列を選択します。

5. オプション: 外部結合の場合、「外部」チェック・ボックスを選択してか

ら、オプションを選択します:

l 「左」 - 左側のテーブルからすべての行を戻し、右側のテーブルから

一致する行を戻します。

l 「完全」 - 左右の両方のテーブルから、すべての一致する行および一

致しない行を戻します。

l 「右」 - 右側のテーブルからすべての行を戻し、左側のテーブルから

一致する行を戻します。

「外部」チェック・ボックスを選択しない場合、デフォルトで内部結合が

作成されます。内部結合がある場合、両方のテーブルから一致する行のみ

が戻されます。

6. オプション: 作成する結合の組合せごとに、手順 2 から手順 5.5 までを繰り

返します。

7. オプション: 現在選択されているテーブルのペアに追加する結合ごとに、

手順 4 から手順 5.5 までを繰り返します。

6 たとえば、リレーショナル、Oracle BI EE またはテキスト・ファイルのデータ・ソー

スからの自己結合を処理するには:

1. 左の「列」ドロップダウン・リストで、結合を開始する列名を選択しま

す。

2. 右の「列」グリッドで、結合を完了する列名を選択します。

3. オプション: 外部結合の場合、「外部」チェック・ボックスを選択して、次

のいずれかのオプションを選択します:

l 左
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l 完全

l 右

結合オプションについては、手順 5.5 で説明しています。

4. オプション: 作成する新しい自己結合ペアごとに、手順 2 から手順 6.3 まで

を繰り返します。

5. オプション: 現在選択されているテーブルに追加する自己結合ごとに、手

順 5.1 から手順 6.3 までを繰り返します。

7 結合の追加および編集を保存するには、ミニスキーマ作業領域で右クリックして、

「ミニスキーマの保存」を選択します。

注： マウスを使用して、ミニスキーマの 2 つのテーブルの列間に結合線を描いて

も結合を追加できます。次に、結合線をダブルクリックして「ミニスキー

マ結合のプロパティを編集」ダイアログ・ボックスを開くと、結合のプロ

パティを編集できます。

検査による結合の追加

Essbase Studio でデータベースを検査し、可能な結合ペアのリストが戻されるよう

にすることができます。

ä 検査による結合を追加するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 ミニスキーマの背景を右クリックし、「検査により結合を追加」を選択します。

「検査による結合の作成」ダイアログ・ボックスが表示され、Essbase Studio に

よって検出された可能な結合ペアがリストされます。

3 オプション: テーブルまたは列で結果をフィルタするには、次のタスクを実行しま

す:

l フィルタ対象のテーブルの名前を「テーブル名フィルタ」に入力します。

テーブル名では大文字と小文字が区別されます。

入力したテーブル名が結合ペアの「結合ソース」側または「結合ターゲッ

ト」側のいずれかに含まれている場合は、そのペアが表示されます。

l フィルタ対象の列の名前を「列名フィルタ」に入力します。

列名では大文字と小文字が区別されます。

入力した列名が結合ペアの「結合ソース」側または「結合ターゲット」側

のいずれかに含まれている場合は、そのペアが表示されます。

4 ミニスキーマに追加する結合ペアを選択するタスクを実行します:

l 結合ペアの結果をすべて選択するには、「すべてのアイテムを選択します」

チェック・ボックスを選択します。

l 結合ペアの結果を選択するには、結果グリッドで結合ペアの横にあるチェッ

ク・ボックスを選択します。
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5 「OK」をクリックします。

6 選択した結合ペアがミニスキーマ・ダイアグラムに追加されたことを確認します。

7 変更内容を保存するには、ミニスキーマ作業領域内で右クリックし、「ミニスキー

マの保存」を選択します。

ミニスキーマでのテーブルの追加
物理ソースからテーブルをミニスキーマに追加することでミニスキーマを変更で

きます。

131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」のダイアログ・ボッ

クス・ベースの手順に従うか、次のプロセスを使用できます。

ä テーブルをミニスキーマに追加するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 「データ・ソース・ナビゲータ」で、データ・ソース接続名の下の追加するテーブ

ルを選択して、ミニスキーマ作業領域にドラッグします。

結合が物理データ・ソースに存在する場合、結合は自動的に作成されます。

注： 同じ物理テーブルを 2 回以上ミニスキーマに追加することはできませ

ん。

3 ミニスキーマに追加するすべての物理テーブルについて、手順 2 を繰り返します。

4 変更内容を保存するには、ミニスキーマ作業領域内で右クリックし、「ミニスキー

マの保存」を選択します。

サンプル・データの表示
ミニスキーマ内または個別の列から、テーブルの使用可能なサンプル・データを

表示できます。

ä ミニスキーマでサンプル・データを表示するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 次のタスクのいずれか、または両方を実行します:

l ミニスキーマ内のテーブルのデータを表示するには、ミニスキーマ・ダイ

アグラムでそのテーブルを右クリックして、「サンプル・データの表示」

を選択します。

l ミニスキーマ内のテーブルから単一列のデータを表示するには、ミニス

キーマ・ダイアグラムで列を右クリックして、「サンプル・データの表示」

を選択します。

要求したサンプル・データが、コンソールの作業領域の新しいタブに表示さ

れます。
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注： サンプル・データの表示ウィンドウが開いている間にソース・データが

追加、編集または削除されても、開いているウィンドウ内のデータは自

動的にはリフレッシュされません。変更したデータを表示するには、

ウィンドウを閉じ、テーブルまたは列を再選択して、「サンプル・デー

タの表示」コマンドを再発行する必要があります。

3 サンプル・データのウィンドウを閉じるには、ウィンドウのタブにある「X」をク

リックします。

ミニスキーマ・テーブルへの色の適用
色を使用して、ミニスキーマの様々なテーブルを示すことができます。たとえば、

複数のファクト・テーブルを含む大きなミニスキーマがあるとします。これらの

ファクト・テーブルをミニスキーマ作業領域で見つけやすいように、赤や他の色

に設定できます。

さらに、ミニスキーマで事前に設定された色を変更することもできます。

ミニスキーマ・テーブルに色を適用すると、その色はテーブル要素の 上位のタ

ブ部分に適用されます。ミニスキーマの色の例は、図 1 を参照してください。

ä ミニスキーマ・テーブルに色を適用するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 色を追加するテーブル要素を選択します。

複数のテーブルを選択するには、「[Ctrl]」キーを押したまま、色を追加する

テーブルをクリックします。

注： まだ色が追加されていなテーブル(薄いグレーで表示)、またはすでに色

が適用されているテーブルを選択できます。

3 右クリックし、「色」を選択して、使用できる色を表示します。

4 リストから色を選択します。

5 ミニスキーマ作業領域でミニスキーマ・ダイアグラムに対する効果を表示します。

6 変更を保存するには、ミニスキーマ・ビューを右クリックし、「ミニスキーマの保

存」を選択します。

ミニスキーマ・オブジェクトからのメタデータ要
素の作成
メタデータ要素をミニスキーマのオブジェクトからすばやく簡単に作成して、デー

タ・ソースまたはソースの特定要素の代替ビューを作成できます。

ä メタデータ要素をミニスキーマ・オブジェクトから作成するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 メタデータ要素の作成元のミニスキーマからオブジェクトを選択します。例:
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l メタデータ要素をミニスキーマの 1 つのテーブルから作成するには、テー

ブルを選択して右クリックし、次に「メタデータ・ナビゲータに追加」を

選択します。

l メタデータ要素をミニスキーマの複数のテーブルから作成するには、

「[Shift]」キーを押したままテーブルをクリックして選択し、右クリックし

てから「メタデータ・ナビゲータに追加」を選択します。

l メタデータ要素をミニスキーマ・テーブルの 1 つの列から作成するには、

列を選択して右クリックし、次に「メタデータ・ナビゲータに追加」を選

択します。

l メタデータ要素を 1 つ以上のミニスキーマ・テーブルの複数の列から作成

するには、「[Ctrl]」キーを押したままミニスキーマ・テーブルの列をクリッ

クして選択し、右クリックしてから「メタデータ・ナビゲータに追加」を

選択します。

前述のリストのアクションを実行すると、「フォルダの選択」ダイアログ・

ボックスが表示されます。

3 「フォルダの選択」で、メタデータ要素を保管するフォルダに移動してから「OK」

をクリックします。

注： この時点で、メタデータ要素を保管する新しいフォルダを作成できま

す。「フォルダの選択」ダイアログ・ボックスで「フォルダの作成」ボ

タンをクリックし、ポップアップ・ダイアログ・ボックスで「新規フォ

ルダ名」を指定します。「OK」をクリックしたら、「フォルダの選択」

ダイアログ・ボックスで新規フォルダに移動してから「OK」をクリッ

クします。

4 指定したミニスキーマ要素が「メタデータ・ナビゲータ」に追加されていること

を確認します。

5 作成するすべてのメタデータ要素について、手順 2 と手順 4 を繰り返します。

注： ドラッグ・アンド・ドロップを使用して、メタデータ要素を作成すること

もできます。手順 2 の説明に従ってミニスキーマから要素を選択しますが、

右クリックはしません。かわりに、選択した要素を「メタデータ・ナビゲー

タ」の適切なフォルダにドラッグします。この方法を使用する場合は、プ

ロセス中にフォルダを作成するオプションはありません。

ミニスキーマの表示
一部のミニスキーマ・ダイアグラムは、非常に大きくなることがあるため、Essbase

Studio コンソールでは、ミニスキーマ・ダイアグラムを移動するツールとコマン

ドが提供されています。

l サムネイル・サイズのビューで、フォーカスするミニスキーマの場所に移動

するには、サムネイル・ビューアを使用します。

141 ページの「ミニスキーマ作業領域の使用」を参照してください。
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l 大化するとミニスキーマ作業領域が画面全体に広がります。サムネイル・

ビューアを併用すると、フォーカスするミニスキーマ作業領域の場所を簡単

に指定できます。

143 ページの「ミニスキーマ作業領域の 大化と 小化」を参照してくださ

い。

l 作業領域のミニスキーマ要素のサイズを拡大または縮小するには、ズーム・

コマンドを使用します。

143 ページの「ミニスキーマ作業領域のズーム・インおよびズーム・アウト」

を参照してください。

ミニスキーマ作業領域の使用

サムネイル・ビューアを使用して、ミニスキーマ作業領域でフォーカスする領域

を指定します。

注： サムネイル・ビューアは、作業領域のミニスキーマを 小化している場合

でも 大化している場合でも使用できます(143 ページの「ミニスキーマ作

業領域の 大化と 小化」を参照)。

ä サムネイル・ビューアを使用するには:

1 ミニスキーマがまだ開いていない場合は開きます(133 ページの「ミニスキーマを

開く」を参照)。

2 サムネイル・ビューアを起動するには、ミニスキーマ作業領域の右下にあるビュー

ア・アイコン をクリックします。

サムネイル・ビューアがミニスキーマ作業領域の右下隅にポップアップされ

ます。サムネイル・ビューアには、メイン・ミニスキーマ作業領域に表示さ

れているミニスキーマと同じ部分が縮小フォーマットで表示されます。小さ

い方の透明な青いポインタがミニスキーマの部分を覆います。

図 2 サムネイル・ビューア

3 表示するミニスキーマ作業領域の場所の方向にポインタをドラッグします。
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図 3 サムネイル・ビューアおよびミニスキーマ作業領域のフォーカス位置

4 サムネイル・ビューアを閉じるには、サムネイル・ビューアの右上隅にある「X」

をクリックします。

ミニスキーマ作業領域のフォーカスは、サムネイル・ビューアで選択した部

分に設定されています。
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図 4 サムネイル・ビューアを閉じた後のミニスキーマ作業領域のフォーカス位置

ミニスキーマ作業領域の 大化と 小化

Essbase Studio コンソールのデフォルト・レイアウトでは、ミニスキーマ作業領域

は、「メタデータ・ナビゲータ」と「データ・ソース・ナビゲータ」の間に 小化

された状態で表示されます。ミニスキーマ作業領域を拡大すると、大きなミニス

キーマ・ダイアグラムで移動できます。

注： 小化および 大化されたミニスキーマ作業領域の両方でサムネイル・

ビューアを使用できます(141 ページの「ミニスキーマ作業領域の使用」を

参照)。

ä ミニスキーマ作業領域を 大化するには、ミニスキーマ作業領域の右上隅に

ある「 大化」ボタン をクリックします。

ä ミニスキーマ作業領域を 小化するには、ミニスキーマ作業領域の右上隅に

ある「 小化」ボタン をクリックします。

ミニスキーマ作業領域のズーム・インおよびズーム・アウト

ズーム・インおよびズーム・アウトのコマンドを使用してミニスキーマ・オブジェ

クトの表示サイズを変更できます。オブジェクトのサイズを拡大するには、ズー

ム・インします。オブジェクトのサイズを縮小するには、ズーム・アウトします。
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ä ミニスキーマ内のオブジェクトを拡大するには、 ミニスキーマ作業領域を右

クリックして「ズーム・イン」を選択します。

ä ミニスキーマ内のオブジェクトを縮小するには、 ミニスキーマ作業領域を右

クリックして 「ズーム・アウト」を選択します。

ズーム・インおよびズーム・アウト・コマンドは、必要な表示サイズになるまで

何度でも繰り返すことができます。

ミニスキーマでのテーブルの配置
ミニスキーマ作業領域の任意の場所にミニスキーマ・テーブルを手動で配置する

ことも、Essbase Studio によってテーブルを配置することもできます。

ä 作業領域に表示されているミニスキーマ・テーブルを自動的に配置(レイアウ

ト)するには、「スキーマのレイアウト」ボタン をクリックします。

注： また、ミニスキーマ作業領域を右クリックし、「スキーマのレイアウト」を

選択することでも、テーブルを自動的に配置できます。

ミニスキーマのプロパティの編集
ミニスキーマのプロパティを編集する場合、ミニスキーマ・ウィザードで「プロ

グラムの追加と削除」ダイアログ・ボックスの完了時に指定したプロパティを変

更することになります。

次の編集タスクを実行できます:

l ミニスキーマでのテーブルの追加と削除

l フィルタの作成

l 関連テーブルの追加

ä ミニスキーマ・プロパティを編集するには:

1 オプション: ミニスキーマが開いていない場合は、ミニスキーマを開きます(133

ページの「ミニスキーマを開く」を参照)。

2 「データ・ソース・ナビゲータ」で、物理ツリーの「ミニスキーマ」を展開し、編

集するミニスキーマを右クリックして「プロパティ」を選択します。

3 131 ページの「ミニスキーマでのテーブルの追加または削除」のミニスキーマ・

プロパティの編集手順に従います。

注： ミニスキーマ・プロパティの編集手順は、131 ページの「ミニスキーマ

でのテーブルの追加または削除」に記載されている手順と同じです。
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ミニスキーマ・リストのリフレッシュ

ä データ・ソース接続の「ミニスキーマ」フォルダ内のミニスキーマのリスト

をリフレッシュするには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、データ・ソース接続を展開します。

2 「ミニスキーマ」フォルダを右クリックして、「リフレッシュ」を選択します。

ミニスキーマの削除

ä ミニスキーマを削除するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、データ・ソース接続を展開し、「ミニスキー

マ」フォルダを展開します。

2 削除するミニスキーマの名前を右クリックして、「削除」を選択します。

ミニスキーマを削除しても、そのミニスキーマの基となるデータ・ソース接続は

削除されません。

注： ユーザー定義結合が含まれるミニスキーマを削除する際は常に、その結合

を 初に削除してから、ミニスキーマを削除することをお薦めします。
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6
イントロスペクション

この章の内容

イントロスペクションの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 147

イントロスペクション・ウィザードでのミニスキーマ・オプションの選択
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 148

イントロスペクション・ウィザードでのファクト・テーブルの選択. . . . . . . . 148

イントロスペクション・ウィザードでの次元テーブルの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . 149

イントロスペクション・ウィザードでの階層の選択. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150

イントロスペクションの概要
イントロスペクションは、物理データ・ソースにメタデータ要素があるかどうか

を検査する方法です。イントロスペクションを実行するとき、データ・ソースに

存在する構造情報が検査され、ファクト・テーブル、次元テーブル、階層、別名

および属性が検出されます。イントロスペクションから導出されたメタデータ要

素は、キューブ・スキーマの作成と、オプションで Essbase モデルの作成に使用さ

れます。

イントロスペクションは、データ・ソースの作成プロセス中に実行できます。ま

たは、既存のデータ・ソースに対してイントロスペクションを実行して、そのデー

タ・ソースをスクレーピングしてメタデータ要素を取得できます。

注： イントロスペクションは、Oracle BI EE またはテキスト・ファイルのデータ・

ソースに対してはサポートされません。

イントロスペクションを実行すると、プロセスはデータ・ソースを分析し、次の

候補を検出して提示します:

l ファクト・テーブル

l 次元テーブル

l 階層

イントロスペクション・プロセス中に、ミニスキーマを作成することもできます。

イントロスペクション・ウィザードに従ってプロセスを進めます。ウィザードで

は、選択候補を表示し、保持するアイテムを選択できます。次の各トピックでは

このプロセスについて説明しています:

l 148 ページの「イントロスペクション・ウィザードでのミニスキーマ・オプ

ションの選択」
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l 148 ページの「イントロスペクション・ウィザードでのファクト・テーブルの

選択」

l 149 ページの「イントロスペクション・ウィザードでの次元テーブルの選択」

l 150 ページの「イントロスペクション・ウィザードでの階層の選択」

イントロスペクション・ウィザードでのミニ
スキーマ・オプションの選択
確認するデータ・ソースを選択してから、ミニスキーマ・オプションを選択する

ことで、イントロスペクションを開始します。

ä イントロスペクションを開始して、ミニスキーマ・オプションを選択するに

は:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、イントロスペクションの実行対象のデータ・

ソースを右クリックし、「イントロスペクション」を選択します。

2 次のいずれかのオプションを選択します:

l 「新規スキーマ・ダイアグラムを作成します」-このオプションを選択した

場合は、新規ミニスキーマの名前を入力します。

l 「ミニスキーマ・ダイアグラムをスキップ」 - このオプションを選択した場

合、ミニスキーマ・ダイアグラムを作成せずに、イントロスペクション・

プロセスを続行します。

注： テキスト・ファイルのデータ・ソースにアクセスする場合、ミニス

キーマを作成することはありますが、そのミニスキーマに結合は含

まれません。

3 必ず、「イントロスペクションを使用した階層の検出」を選択してください。

4 「次へ」をクリックします。ミニスキーマを作成しない場合は、「終了」をクリッ

クします。

「次へ」をクリックすると、96 ページの「リレーショナル・ソースのミニス

キーマへの移入」で説明されているように、ウィザードの「ファクト・テー

ブルの選択」ページに移動します。

イントロスペクション・ウィザードでのファ
クト・テーブルの選択
イントロスペクション中にファクト・テーブルの候補が表示されます。これらの

候補からファクト・テーブルを選択します。

ä ファクト・テーブルを選択するには:

1 「ファクト・テーブルの選択」でファクト・テーブルとして使用するオブジェクト

を選択し、「次へ」をクリックします。
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「ファクト・テーブル」のリストには、データ・ソースの確認後に Essbase Studio

がファクト・テーブルの候補として表示するテーブルが含まれています。

これらの選択肢から 1 つ以上のファクト・テーブルを受け入れるか、または

矢印キーを使用してテーブルを削除し、「使用可能なテーブル」からファク

ト・テーブルとして使用する 1 つ以上のテーブルを選択します。

注： 「使用可能なテーブル」リストには、データ・ソースの作成時に選択さ

れた残りのテーブル、ビュー、別名テーブルおよびシノニムがすべて含

まれています。

2 オプション: 「使用可能なテーブル」に表示されるテーブルを制限するには、「フィ

ルタ」を入力して「適用」をクリックします。

たとえば、データベース・テーブルに、業績を示す perf など、特定のビジネ

ス領域を表す接頭辞が付いている場合、次のようにフィルタを入力すれば、

その領域に関連するテーブルのみが戻されます:

            perf*

         

フィルタは、選択したデータ・ソース内のすべてのテーブル、ビュー、別名

またはシノニムに適用されます。

3 選択が完了したら、「次へ」をクリックし、イントロスペクション・ウィザードの

「次元テーブルの選択」ページを表示します。

イントロスペクション・ウィザードでの次元
テーブルの選択
イントロスペクション中に、選択する次元テーブルの候補が表示されます。

ä 次元テーブルを選択するには:

1 「次元テーブルの選択」で、次元テーブルとして指定するオブジェクトを選択しま

す。

「選択した次元テーブル」リストには、データ・ソースの確認後に Essbase Studio

によって使用可能な次元テーブルとして表示されるオブジェクトがすでに含

まれていることがあります。これらの選択を受け入れるか、矢印キーでこれ

らのオブジェクトを削除した後で、「使用可能なオブジェクト」からオブジェ

クトを選択し、次元テーブルとして指定できます。

2 オプション: 「使用可能なテーブル」に表示されるテーブルを制限するには、「フィ

ルタ」を入力して「適用」をクリックします。

たとえば、データベース・テーブルに、業績を示す perf など、特定のビジネ

ス領域を表す接頭辞が付いている場合、次のようにフィルタを入力すれば、

その領域に関連するテーブルのみが戻されます:

            perf*
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フィルタは、選択したデータ・ソース内のすべてのテーブル、ビュー、別名

またはシノニムに適用されます。

3 「次へ」をクリックしてウィザードの「階層の選択」ページを表示します。

イントロスペクション・ウィザードでの階層
の選択

ä イントロスペクション中に、メタデータ要素として追加する階層を選択する

には:

1 「階層の選択」で、「階層」リストから使用する階層を選択します。

データ・ソースの確認後、Essbase Studio が検出した階層が「階層」に表示さ

れます。デフォルトですべての階層が選択されています。次のいずれかを実

行できます:

l 検出されたすべての階層を受け入れます。

l メタデータ要素として追加しない階層を選択し、「選択したアイテムを削

除」ボタンをクリックします。

l マルチチェーン階層内で階層を選択し、「選択したアイテムを削除」ボタ

ンをクリックします。

l 階層内で個々のメンバーを選択し、「選択したアイテムを削除」ボタンを

クリックします。

l 「新規階層を作成」ボタンを選択して、階層を構築します。その後、次の

手順を実行します:

1. 「階層の作成」ダイアログ・ボックスで、階層の「名前」を入力し、オ

プションで「説明」を入力します。

2. オプション: 現在の階層がメジャー階層の場合、「メジャー階層として

作成」チェック・ボックスを選択します。

3. 「OK」をクリックして「イントロスペクション・ウィザード」の「階

層の選択」ページに戻ります。

4. 「階層」リストから新しい階層を選択し、「使用可能なテーブルおよび

列」リストで階層に追加する 初の列に移動し、その列を選択して、

「子として列を追加」ボタンをクリックします。

追加した列が階層のメンバーになります。

注： 階層に追加する 初の列は、子として追加する必要があります。

5. 「子として列を追加」または「兄弟として列を追加」ボタンを使用し

て、階層に他の列を追加します。

注： 必ず 初に階層名または階層の適切なメンバーを選択してから、

子または兄弟メンバーとして追加する列を選択してください。
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l 「使用可能なテーブルおよび列」でテーブルを選択し、「テーブルに階層を

追加」をクリックして階層を構築します。その後、次の手順を実行しま

す:

1. 「階層」リストで新しい階層を選択します。

階層名のフォーマットは次のようになります: tablenameHierarchy。

2. 「使用可能なテーブルおよび列」リストで、階層に追加する 初の列に

移動し、その列を選択してから「子として列を追加」ボタンをクリッ

クします。

3. 「子として列を追加」または「兄弟として列を追加」ボタンを使用し

て、階層に他の列を追加します。

注： 必ず 初に階層名または階層の適切なメンバーを選択してから、

子または兄弟メンバーとして追加する列を選択してください。

2 「終了」をクリックします。

ミニスキーマを作成した場合は、「ミニスキーマ」作業領域でミニスキーマを

確認できます。

また、イントロスペクション・プロセスによって作成されたメタデータ要素

も確認します。これらは「メタデータ・ナビゲータ」の適切なフォルダの下

にリストされます。
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7
メタデータ要素

この章の内容

メタデータ要素について. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 153

メタデータ要素の作成または編集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 154

テキスト・リストの作成または編集 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 164

日付要素の作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165

メタデータ・フォルダの作成または編集. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165

メタデータ要素の操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166

メタデータ要素について
メタデータ要素は、データ・ソースの物理オブジェクトから導出される論理オブ

ジェクトです。メタデータ要素は、データ・ソース接続の作成時またはその後に

作成できます。メタデータ要素は、Essbase Studio での使用を目的としてすでに保

管およびカタログが作成されている他のメタデータから作成することもできます。

目的に応じたいくつかのメタデータ要素のタイプがあります。これらのメタデー

タ要素は次のとおりです:

l 次元要素-次の機能を持つ物理ソース列の論理的表現です。

m データ・ソース接続プロセス中、またはその後の任意のタイミングで作成

されます。

m テキスト、数値または日付ベースです。

m 基となる物理列以外のバインディングを指定するために編集できます。

m フィルタを追加するために編集できます。

m ソート順を追加するために編集できます。

l 導出テキスト・メジャー-範囲として表される定義済ルールによって値が決ま

るテキスト・メジャーです。

l テキスト・リスト—事前にマッピングされた値と ID であり、Essbase メンバー

に関連付けることができます。

l 日付要素-Essbase Studio によって既存の日付型のメタデータ要素から導出され

る詳細な日付型のメタデータ要素です。

作成するメタデータ要素は、階層、メジャー階層、カレンダ階層など、他のメタ

データ要素を構築するために使用できます(第 9 章「階層」を参照)。
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フォルダは、別のタイプのメタデータ要素です。フォルダは、「メタデータ・ナビ

ゲータ」のアイテムの整理に役立ちます。165 ページの「メタデータ・フォルダ

の作成または編集」を参照してください。

メタデータ要素の作成または編集
メタデータ要素の作成手順は、次の項を参照してください:

l 154 ページの「次元要素および導出テキスト・メジャーの作成または編集」

l 162 ページの「導出テキスト・メジャーの作成または編集」

l 164 ページの「テキスト・リストの作成または編集」

l 165 ページの「日付要素の作成」

l 165 ページの「メタデータ・フォルダの作成または編集」

次元要素および導出テキスト・メジャーの作成ま
たは編集
次元要素または導出テキスト・メジャーの作成および編集のワークフローは次の

とおりです:

l 次元要素:

m 次元要素を作成します。

154 ページの「次元要素の作成」を参照してください。

m 「プロパティの編集」ダイアログ・ボックスの「メイン」タブで、式、フィ

ルタ、バインディングおよびソート順のプロパティを定義または編集しま

す。

156 ページの「次元要素の一般プロパティの定義または編集」を参照して

ください。

l 導出テキスト・メジャーの場合、導出テキスト・メジャーを作成または導出

テキスト・メジャーにアクセスし、次に、「プロパティの編集」ダイアログ・

ボックスの「メイン」タブで、式および範囲値を定義します。

162 ページの「導出テキスト・メジャーの作成または編集」を参照してくださ

い。

l 次元要素および導出テキスト・メジャーについては、すべての該当する別名

セット・バインディングを編集します。

163 ページの「指定した別名セットに対する別名セット・バインディングの作

成または編集」を参照してください。

次元要素の作成

次の手順で説明するいくつかの方法で次元要素を作成できます:

l メタデータ・ナビゲータからの次元要素の作成
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l 「データ・ソース・ナビゲータ」からの次元要素の作成

l ミニスキーマからの次元要素の作成

メタデータ・ナビゲータからの次元要素の作成

ä「メタデータ・ナビゲータ」から次元要素を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、次元要素を保管するフォルダを右クリックし、「新

規」>「次元要素」を選択します。

これにより、次元要素の「プロパティの編集」ダイアログ・ボックスが開き

ます。

2 「名前」およびオプションの「説明」を入力します。

3 156 ページの「次元要素の一般プロパティの定義または編集」に進み、バインディ

ング式や、オプションでフィルタおよびソート順を定義します。

「データ・ソース・ナビゲータ」からの次元要素の作成

ä「データ・ソース・ナビゲータ」から次元要素を作成するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、次元要素の基となる物理要素に移動します。

2 要素を選択して「データ・ソース・ナビゲータ」からドラッグし、「メタデータ・

ナビゲータ」で保管先のフォルダにドロップします。

注： 「データ・ソース・ナビゲータ」では、複数のテーブル要素または列要

素を選択できます。

3 オプション: 156 ページの「次元要素の一般プロパティの定義または編集」に進

み、バインディング式の編集や、フィルタおよびソート順の定義を行います。

ミニスキーマからの次元要素の作成

ä ミニスキーマから次元要素を作成するには:

1 「データ・ソース・ナビゲータ」で、データ・ソース接続、「ミニスキーマ」フォ

ルダの順に展開し、作成する次元要素が含まれるミニスキーマを選択します。

2 ミニスキーマを右クリックして、「編集」を選択します。

ミニスキーマをダブルクリックして開くこともできます。

3 ミニスキーマ作業領域で、ダイアグラムの要素(テーブル全体や個々の列など)を

ドラッグし、「メタデータ・ナビゲータ」の保管先フォルダにドロップします。

注： また、ミニスキーマ・ダイアグラムからテーブルまたは列の要素を選択

したり、右クリックして「メタデータ・ナビゲータに追加」を選択した

りして、ミニスキーマから次元要素を作成することもできます。

4 オプション: 156 ページの「次元要素の一般プロパティの定義または編集」に進

み、バインディング式の編集や、フィルタおよびソート順の定義を行います。
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次元要素の一般プロパティの定義または編集

次元要素の一般プロパティを定義または編集する前に、154 ページの「メタデー

タ要素の作成または編集」で説明する方法を使用して、次元要素を作成します。

導出テキスト・メジャーは、162 ページの「導出テキスト・メジャーの作成また

は編集」で説明する方法を使用して作成および編集する必要があります。

注： キャプション・バインディング、キー・バインディング、フィルタおよび

ソートの要素は、すべて同じデータ・ソースから導出する必要があります。

ä 次元要素の一般プロパティを定義するには:

1 次のいずれかのアクションを行います:

l 次元要素を作成するには、154 ページの「次元要素の作成」で説明する手

順を完了します。

l 次元要素を編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」で要素を見つけて

右クリックし、「編集」を選択します。

注： 編集する次元要素をダブルクリックして開くこともできます。

2 次元要素の基となる式を作成します。

157 ページの「次元要素の基となる式の作成」の手順に従います。

3 キー・バインディング・オプションを選択します。

159 ページの「次元要素のキー・バインディング・オプションの選択」の手順

に従います。

4 オプション: この次元要素のフィルタを作成するには、「式」ボックスの「ソー

ス」、「関数」、「演算子」タブから、適切な要素を「フィルタ」ボックスにドラッ

グ・アンド・ドロップし、必要に応じてフィルタ基準を入力します。

注： フィルタの作成手順は、次元の基となる式の作成に使用した手順と同じ

です。157 ページの「次元要素の基となる式の作成」を参照してくださ

い。

たとえば、すべてのダイエット製品で SKU のフォーマットが XXX-20である

ことがわかっている場合、次のように substr()関数を使用してフィルタを設

定できます:

            'substr'( connection : \'tbc_source'::'tbc.product'.'SKU', 5, 2 ) == “20”

         

注： フィルタ式の場合、テキスト・ファイルのデータ・ソースでサポートさ

れるのは、部分文字列(substr)関数と>、>=、<、<=、|=、==の演算子の

みです。
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5 オプション: 次元の列のソート順を定義するには、「式」リストの「ソース」タブ

から、列を「列のソート」にドラッグ・アンド・ドロップし、「ソート順」列で下

向きの矢印をクリックして「昇順」または「降順」オプションを選択します。

注： 「ソート順」列に下向きの矢印がない場合、「ソート順」で列の行をク

リックし、「昇順」/「降順」オプションをアクティブにします。

6 オプション: 163 ページの「指定した別名セットに対する別名セット・バインディ

ングの作成または編集」で説明する方法で、適用可能な別名セットと次元要素を

関連付けます。

次元要素の基となる式の作成

ä 式を作成するには:

1 ディメンション要素を作成するか、編集用に開きます(まだ行っていない場合)。

l 次元要素を作成するには、154 ページの「次元要素の作成」で説明する手

順を完了します。

l 次元要素を編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」で要素を見つけて

右クリックし、「編集」を選択します。

注： 編集する次元要素をダブルクリックして開くこともできます。

2 「プロパティの編集」ダイアログ・ボックスで、次元要素の基となる式を作成しま

す。

たとえば、次の式により、次元要素の基本が製品テーブルの SKU 列になりま

す:

            connection : \'tbc_source'::'tbc.product'.'SKU'

         

また、独自の式またはステートメントを入力(手入力)することも可能です。た

とえば、Essbase アウトラインまたはこの要素のスプレッドシートで表示する

メンバー名として使用する場合、"Seasons"という文字列を入力します。

独自の式またはステートメントを入力(手入力)して次元要素を定義または編集

する場合、文字列および名前の表示に関するガイドラインに従う必要があり

ます。159 ページの「ユーザー定義式の入力のルール」を参照してください。

注意:

l デフォルトでは、テキストベース、数値ベースまたは日付ベースであるか

に関わらず、次元要素には、基となる物理要素と同じデータ型が保持され

ます。たとえば、TBC データベースの SALES テーブルの AMOUNT に基づ

いて次元要素を作成する場合、その次元要素のデータ型またはユニット

は、数値になります。その要素のキー・バインディング式は、常に数値で

ある必要があります。

キー・バインディング式では異なるユニット・タイプのオペランドを使用

できますが、式の結果は、次元要素のユニットと互換性のあるユニットの

値を戻す必要があります。次元要素のユニットが文字列の場合、式の結果
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を文字列に変換するために、プロパティ.toStringを任意の非文字列式に

適用できます。

たとえば、TBC データベースの FAMILY テーブルの FAMILY 列に基づいて

次元要素を作成したとします。この次元要素のキャプションおよびキー・

バインディング式は次のようになります:

                  connection : \'tbcSource'::'TBC.tbc.FAMILY'.'FAMILY'

               

.toStringを次のように追加することで、キー・バインディング式を数値

ベースの式に変更できます:

                  connection : \'tbcSource'::'TBC.tbc.FAMILY'.'FAMILYID'.toString

               

l 次元要素の基となる式は、CPL(Common Platform Language)で記述されま

す。この式は、言語で定義する構文に従ったオペランドと演算子のシーケ

ンスです。各式では値が戻され、その値の型によって式の型が定義されま

す。付録 C「CPL リファレンス」を参照してください。

l キャプション・バインディングおよびキー・バインディングの式の場合、

テキスト・ファイルのデータ・ソースでサポートされるのは、部分文字列

(substr)関数と連結演算子( || )のみです。

l Essbase Studio では、メタデータ要素間のサイクル依存関係は確認されませ

ん。サイクル依存関係は、自身に戻ってくるメタデータ要素間の関係で

す。詳細は、365 ページの「サイクル依存関係のガイドライン」を参照し

てください。

l 独立次元の式の作成に関する制限は、371 ページの「独立次元のバイン

ディングに関する制限」を参照してください。

次の手順をガイドラインとして使用して、式を作成します:

1. ダイアログ・ボックスの左下にある「ソース」タブを選択します。

2. メンバーを表示する次元を展開します。

3. メンバーを選択します。

4. 右向きの矢印を使用して、メンバーの接続文字列を「キャプション・バイ

ンディング」テキスト・ボックスに移動します。

5. 「関数」タブを選択します。

6. SQL レベルを展開して関数の型を表示します。

7. 関数の型を展開して関数を表示します。

8. 関数を選択します。

9. 右向きの矢印を使用して、関数文字列を「キャプション・バインディン

グ」テキスト・ボックスに移動します。

10.「演算子」タブを選択します。

11. 演算子の型を展開して演算子を表示します。

12. 演算子を選択します。
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13. 右向きの矢印を使用して、演算子を「キャプション・バインディング」テ

キスト・ボックスに移動します。

ユーザー定義式の入力のルール

独自の式またはステートメントを入力(手入力)して次元要素を定義または編集す

る場合、名前と文字列の表記に関するガイドラインに従う必要があります。この

トピックでは次の操作を説明します:

l 159 ページの「ユーザー定義式での名前の入力」。

l 159 ページの「ユーザー定義式での文字列の入力」

ユーザー定義式での名前の入力

独自の式またはステートメントを入力(手入力)して次元要素を定義または編集す

る場合、名前の表現に関する次のガイドラインに従う必要があります:

l 名前の前後に単一引用符を入力します。次に 2 つの例を示します:

abという名前の場合、'ab'と入力する必要があります。

a''bという名前の場合、'a''b'と入力する必要があります。

l 名前の中の単一引用符を繰り返します。例:

a'bという名前の場合、'a''b'と入力する必要があります。

l 名前の前後に単一引用符が入る場合、単一引用符を 2 個前後に入力します。

例:

'a'b'という名前の場合、'''a''b'''と入力する必要があります。

ユーザー定義式での文字列の入力

独自の式またはステートメントを入力(手入力)して、次元要素を定義または編集

する場合、次のガイドライン従って文字を表現する必要があります:

l 文字列は二重引用符で囲む必要があります。次に 2 つの例を示します:

文字列 abは"ab"と入力する必要があります。

文字列 a'bは"a'b"と入力する必要があります。

l 文字列内の二重引用符は繰り返す必要があります。例:

名前 a"bは"a""b"と入力する必要があります。

l 文字列の前後にある二重引用符は 2 つの二重引用符で囲む必要があります。

例:

名前"a"b"は"""a""b"""と入力する必要があります。

次元要素のキー・バインディング・オプションの選択

ä キー・バインディング・オプションを選択するには:

1 ディメンション要素を作成するか、編集用に開きます(まだ行っていない場合)。
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l 次元要素を作成するには、154 ページの「次元要素の作成」で説明する手

順を完了します。

l 次元要素を編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」で要素を見つけて

右クリックし、「編集」を選択します。

注： 編集する次元要素をダブルクリックして開くこともできます。

2 まだ実行していない場合は、157 ページの「次元要素の基となる式の作成」の手

順を完了します。

3 この次元要素を使用するアウトラインのタイプに応じて、この次元要素の「キー・

バインディング」オプションを次の中から選択します:

l 「キャプションと同一」-これがデフォルトです。Essbase Studio では、157

ページの「次元要素の基となる式の作成」で入力する式を使用して、Essbase

アウトラインまたはスプレッドシートにこの次元要素のメンバー名をロー

ドする方法を示します。

ヒント： この次元要素のインスタンスが一意の名前を持つ場合、および

この特定の次元要素が一意のメンバー名を持つアウトラインに

属している場合は、「キャプションと同一」バインディング・オ

プションを使用します。

「キャプションと同一」を選択すると、「キャプション・バインディング」

テキスト・ボックスの式が「キー・バインディング」テキスト・ボックス

にコピーされます。

l 「詳細」-このオプションを選択してから、「キー・バインディング」テキ

スト・ボックスに式を入力します。この式により、このメンバーの構築方

法が Essbase に通知されます。

キャプション・バインディングに重複するメンバー名が含まれていること

や、データ・ソースからの一意のメンバー・キーの構築方法がわかってい

る場合は、「拡張」バインディング・オプションを使用します。

ヒント： この特定の次元要素が重複するメンバー名を含むアウトライン

に属している場合は、「拡張」バインディング・オプションを使

用します。

注： テキスト(文字列)以外のデータ型を持つ次元要素の場合、「詳細」オ

プションは自動的に設定されます。

「キー・バインディング」テキスト・ボックスで、このメタデータ要素の

Essbase に渡される値ごとに一意の識別子を生成する式を指定します。ここ

で指定する式は、データ・ソースから 1 つ以上のメンバー・キー列に関連

付けられている必要があります。Essbase Studio では、割り当てられたキー

を使用して、この次元要素に関連付けられるメンバーを一意に識別しま

す。
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たとえば、データ・ソースの「市場」テーブルに、重複するメンバー名を

含む「都市名」という列があることがわかっているとします。また、「都

市 ID」という別の列は、「市場」テーブルのメンバー・キー列で、この列

では各都市に一意の都市 ID が付いています。そのため、都市 ID はキー・

バインディング式での使用に適したID です。または、連結演算子を使用し

て、「地域」というテーブルにある別の列の地域名に都市名列を接頭辞と

して追加し、キー・バインディング式を作成できます。

「式」ボックスの「ソース」、「関数」、「演算子」タブの中から、適切な要

素を「キー・バインディング」テキスト・ボックスへドラッグ・アンド・

ドロップします。

注： キャプション・バインディングおよびキー・バインディングの式の

場合、テキスト・ファイルのデータ・ソースでサポートされるのは、

部分文字列(substr)関数と連結演算子( || )のみです。

「拡張」を選択すると、「キー・バインディング」テキスト・ボックスの式

が「キャプション・バインディング」テキスト・ボックスの式とは別の式

になります。

l 「遅延」-このオプションを選択すると、Essbase Studio から自動的にキー・

バインディングを生成するか、またはキー・バインディング式を後から手

動で作成できます。

ヒント： キー・バインディング式の生成方法が不明な場合は、「遅延」オ

プションを使用します。Essbase Studio にこの式を生成させるこ

とができます。

Essbase Studio にバインディング式を生成させるか、階層の作成または編集

時に式を作成します。

また、すでに階層で使用されている次元要素の編集に戻り、キー・バイン

ディング・オプションを「遅延」に変更することもできます。こうする

と、Essbase Studio で、次元要素が属するすべての階層でデフォルトのキー

が自動的に生成されます。または、階層の編集プロセスで独自にキーを指

定できます。

階層では、Essbase Studio によってキー・バインディングのフル・パスが生

成されます。たとえば、次の階層の場合、各次元要素のキー・バインディ

ングがデフォルトのキャプション・バインディングになります:

                  FAMILY – connection : \'tbcSource'::'tbc.family'.'FAMILY'

   SKU – connection : \'tbcSource'::'tbc.product'.'SKU'

               

SKU 次元要素のキー・バインディングが「遅延」に変更されると、Essbase

Studio で生成される階層のキー・バインディングは、次の階層での位置に

対する次元要素のフル・パスになります:

                  class : \'tbcSource'\'productdim'\'FAMILY'.'caption' || "_" || class : 
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\'tbcSource'\'product'\'SKU'.'caption'

               

「遅延」オプションは、一意のメンバー名と重複するメンバー名のどちら

もサポートする Essbase アウトラインで使用できます。

「遅延」オプションを選択すると、「キー・バインディング」テキスト・

ボックスは空白のままになります。

4 次元要素の作成または編集プロセスを完了するには、156 ページの「次元要素の

一般プロパティの定義または編集」の 156 ページの手順 4 に戻ります。

導出テキスト・メジャーの作成または編集
導出テキスト・メジャーは、値が定義済のルールによって範囲として表現される

テキスト・メジャーです。たとえば、メジャー「売上高」に基づく「売上高業績

インデックス」という導出テキスト・メジャーを、対応する売上高の値が該当す

る範囲に応じて「高」、「中」、「低」と表示するように定義できます。

導出テキスト・メジャーを作成または編集するには:

l この項の手順に従って、「次元要素のプロパティの編集」ダイアログ・ボック

スの「メイン」タブで、式と範囲を定義します。

l 適用可能な別名セットを次元要素に関連付けます。

163 ページの「指定した別名セットに対する別名セット・バインディングの作

成または編集」を参照してください。

注： キューブ・スキーマで導出テキスト・メジャーを使用して Essbase モデルを

構築する場合、そのモデルに対して「XOLAP モデル」オプションは使用で

きません。

ä 導出テキスト・メジャーを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、導出テキスト・メジャーを保管するフォルダを右

クリックし、「新規」>「導出テキスト・メジャー」を選択します。

2 「プロパティ」ダイアログ・ボックスで、この導出テキスト・メジャーの「名前」

を入力し、オプションで「説明」を入力します。

3 導出テキスト・メジャーの基となる式を作成するには、適切な数値ソース列を

「式」リストのテーブルと列のリストからドラッグし、「式」ボックスにドロップ

します。

「関数」タブおよび「演算子」タブとそれに対応する要素は、導出テキスト・

メジャーには使用できません。

注： テキスト・ファイルのデータ・ソース接続内の要素から導出テキスト・

メジャーの式を作成することはできません。

Essbase Studio では、メタデータ要素間のサイクル依存関係は確認されません。

サイクル依存関係は、自身に戻ってくるメタデータ要素間の関係です。詳細

は、365 ページの「サイクル依存関係のガイドライン」を参照してください。
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4 「範囲」で、プラス記号(「+」)をクリックして、範囲および範囲に対応するテキ

スト値を入力します。

プラス記号(「+」)をクリックして、次の行にそれぞれの新しい範囲を入力し

ます。

この導出テキスト・メジャーが、後で Essbase キューブとして配置されるキュー

ブ・スキーマで使用される場合は、「ラベル」列に入力したテキスト値がレ

ポートに表示されます。

表 2 で示すように、正確な数値範囲の値を入力できます。または、表 3 で示す

ように範囲キーワードを使用することもできます。

次に、売上高に関する一連の範囲の例を示します:

表 2 正確な数値を使用した範囲

開始値 終了値 ラベル

0 25000 悪い

25001 75000 良好

75001 100000 優秀

表 3 範囲キーワードを使用した範囲

開始値 終了値 ラベル

below 25000 悪い

25000 75000 良好

75000 above 優秀

範囲キーワードを使用するには:

1. 「開始値」列で、セルをクリックしてドロップダウンをアクティブにして、

リストから「<below>」を選択します。

2. 「終了値」列で、セルをクリックしてドロップダウンをアクティブにして、

リストから「<above>」を選択します。

5 オプション: 163 ページの「指定した別名セットに対する別名セット・バインディ

ングの作成または編集」で説明する方法で、適用可能な別名セットと次元要素を

関連付けます。

指定した別名セットに対する別名セット・バイン
ディングの作成または編集
「別名セット」ダイアログ・ボックスを使用して、別名セット・バインディングを

作成できます。また、次元要素または導出テキスト・メジャーを作成または編集

するときに、別名セット・バインディングを作成または編集することもできます。
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注： 別名セット・バインディングの追加または削除は慎重に行ってください。

このダイアログ・ボックスで追加または削除したバインディングは、選択

した別名セットのバインディングに反映されます。

ä 指定した別名セットに対する別名セット・バインディングを作成または編集

するには:

1 操作する要素をまだ開いていない場合は、次のアクションを実行します:

l 「メタデータ・ナビゲータ」で次元要素を作成するには、次元要素を保管

するフォルダを右クリックし、「新規」>「次元要素」を選択します。

l 次元要素を編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」で要素を見つけて

右クリックし、「編集」を選択します。

「プロパティの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2 「別名」タブを選択します。

3 別名バインディング式を作成または編集するには、「別名セットの編集」ボタンを

クリックします。

4 「別名バインディング」ダイアログ・ボックスで、この要素にバインドする別名情

報が含まれる列を選択し、「適用」をクリックします。

5 オプション: 別名バインディングを削除するには、「別名セット」グリッドで行を

選択し、「削除」をクリックします。

6 作成または編集する別名バインディングごとに、手順 3 と手順 4 を繰り返します。

7 終了したら、「OK」をクリックします。

テキスト・リストの作成または編集
テキスト・リストは、テキスト文字列を含む列を、それらの文字列の ID を含む列

にマップするメタデータ要素です。テキスト・リストで使用する列は、データ・

ソースから取得された列であり、通常はテキスト文字列と ID を含む特定のデー

タ・ソース・テーブルから取得されます。この構造体は、Essbase Studio でテキス

ト・リストを作成する前に設定します。

テキスト・リストは、テキスト・メジャーとともに使用されます。テキスト・メ

ジャーを使用すると、Essbase で数値データのほかにテキスト・ベースのコンテン

ツも分析できるようになります。テキスト形式のコンテンツの保管と分析は、通

常はセルを所定のリスト内のテキスト値のいずれかにする必要がある場合に役立

ちます。

たとえば、ある製品が異なる 5 つの色で販売されている場合があります。色は、

値が必ず 5 色のいずれかとなるテキスト・メジャーです。これらの色は、対応す

る数値 ID にマップされているテキスト文字列のセットです。これらのマッピング

は、ユーザーが作成するテキスト・リスト要素に含まれます。

ä テキスト・リストを作成または編集する前に、次の手順を実行します:

1 テキスト・リストで使用することを予定している ID と値を含む列があるデータ

ベース・テーブルが存在することを確認します。
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2 テキスト・リストで使用することを予定しているデータベース列が、「メタデー

タ・ナビゲータ」に次元要素として存在することを確認します。

ä テキスト・リストを作成または編集するには:

1 次のいずれかのアクションを行います:

l 新しいテキスト・リストを作成するには、「メタデータ・ナビゲータ」で

テキスト・リストを保管するフォルダを右クリックし、「新規」>「テキス

ト・リスト」を選択します。

l テキスト・リストを編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」でテキス

ト・リストを見つけて右クリックし、「編集」を選択します。

2 「プロパティ」ダイアログ・ボックスで、このテキスト・リストの「名前」を入力

し、オプションで「説明」を入力します。

3 「バインディング」で、データ値を含む列をデータ・ソースから選択し、右矢印ボ

タンをクリックして「値バインディング」に移動します。

4 オプション: 「バインディング」で、数値を含む列をデータ・ソースから選択し、

右矢印ボタンをクリックして「ID バインディング」に移動します。

5 「OK」をクリックして、テキスト・リストを保存します。

注： これが新規テキスト・リストの場合は、「メタデータ・ナビゲータ」に

表示されることを確認します。

日付要素の作成

ä 日付要素を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、新しい日付要素の基となる論理日付列を指定しま

す。

選択した論理日付列は、物理データ・ソースの日付列を表している必要があ

ります。そうしないと、「日付要素の作成」機能を使用できません。

2 論理日付列を右クリックし、「日付要素の作成」を選択します。

3 「日付要素の作成」ダイアログ・ボックスで、作成する日付要素の横にあるチェッ

ク・ボックスを選択します。

4 「OK」をクリックします。

「メタデータ・ナビゲータ」に、元の日付要素と同じテーブルに属するテキス

ト列として新しい日付要素が表示されます。

メタデータ・フォルダの作成または編集
データ・ソースの作成時にメタデータ要素を作成することを選択した場合、接続

ウィザードには、これらの要素を格納するメタデータ・フォルダを作成するオプ

ションがあります。ただし、メタデータ・フォルダはいつでも作成でき、これら

のフォルダを使用して、次元要素や階層などのメタデータ要素だけでなく、キュー

ブ・スキーマやドリルスルー・レポートなどの他のオブジェクトも格納できます。
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メタデータ・フォルダは、「メタデータ・ナビゲータ」でアイテムを整理するのに

役立つ場合があります。

ä メタデータ・フォルダを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータで」、フォルダを作成する場所に移動し、「ファイル」>

「新規」>「フォルダ」を選択します。

2 フォルダの「名前」を入力します。

3 オプション: 「説明」を入力します。

4 「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。

ä フォルダの名前または説明を編集するには:

1 フォルダ名を右クリックして、「編集」を選択します。

2 オプション: 「名前」を更新します。

3 「オプション: 」「説明」を更新します。

4 「適用」をクリックし、「OK」をクリックします。

メタデータ要素の操作
メタデータ要素に対して、次のタスクを実行できます:

l 166 ページの「メタデータ要素のコピー」

l 166 ページの「メタデータ要素の名前変更」

l 167 ページの「メタデータ要素の削除」

l 167 ページの「メタデータ要素のサンプル・データの表示」

l 167 ページの「系列の表示」

メタデータ要素のコピー

ä メタデータ要素を別の場所にコピーするには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、コピーするメタデータ要素を見つけます。

2 要素を右クリックして「コピー」を選択します。

3 ルートまたはフォルダなど、要素のコピー先に移動し、右クリックして「貼付け」

を選択します。

メタデータ要素の名前変更

ä メタデータ要素の名前を変更するには、「メタデータ・ナビゲータ」でアク

ションを実行します:

l 要素をダブルクリックして要素のプロパティのダイアログ・ボックスを開き、

名前フィールドに新しい名前を入力します。
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l 要素を右クリックして「名前変更」を選択し、新しい名前を入力します。

注： メタデータ要素の名前を変更する場合、付録 B「Essbase Studio の命名規則」」

にある次のガイドラインに従う必要があります。

メタデータ要素の削除

ä メタデータ要素を削除するには、「メタデータ・ナビゲータ」で要素名を右ク

リックして、「削除」を選択します。

他のメタデータ要素が依存しているメタデータ要素は削除できません。 初に依

存しているメタデータ要素を削除する必要があります。たとえば、キューブ・ス

キーマで使用され、ドリルスルー交差として使用されている階層は、影響を受け

るドリルスルー・レポート、Essbase モデル、キューブ・スキーマなどを削除する

まで削除できません。

メタデータ要素を削除しようとしたときにエラー・メッセージ・ボックスが表示

される場合は、「詳細」ボタンをクリックして、削除しようとしているメタデータ

要素に依存しているアイテムを判断します。これは反復的なプロセスです。依存

しているメタデータ要素がすべて削除されるまで、メタデータ要素の削除を試行

するたびに、エラー・メッセージ・ボックスが表示されます。

注： 系列ビューアは、依存しているメタデータ要素を迅速に確認するのに役立

ちます。「メタデータ・ナビゲータ」でメタデータ要素を右クリックし、系

列の表示を選択します。

メタデータ要素のサンプル・データの表示

ä 指定したメタデータ要素のサンプル・データを表示するには、「メタデータ・

ナビゲータ」でその要素名を右クリックして「サンプル・データの表示」を

選択します。

「メタデータ・ナビゲータ」のメタデータ要素からサンプル・データを表示する方

法の詳細は、123 ページの「サンプル・データの表示」を参照してください。

系列の表示

ä メタデータ要素の系列を表示するには、「メタデータ・ナビゲータ」でその要

素名を右クリックして、「系列の表示」を選択します。

系列の詳細は、第 15 章「系列」を参照してください。
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別名セットについて
別名を使用したオブジェクトの識別は、一般的なビジネス・プラクティスです。

Essbase では、別名はメンバーまたは共有メンバーの代替名です。たとえば、Sample

Basic データベースの製品次元のメンバーは、100 などの製品コードと、Cola など

のより記述的な別名の両方によって識別されます。別名テーブルに保管されてい

る別名によって、アウトラインやレポートを読みやすくすることができます。別

名は、言語、地域またはわかりやすい名前でグループ化できます。

別名セットを使用すると、1 つのメンバーに対して複数の別名を指定できます。

たとえば、次のように異なる種類のレポートに異なる別名を使用できます-ユー

ザーは 100-10 を Cola として馴染みがありますが、広告主およびエグゼクティブ

は The Best Cola の方が馴染みがある場合があります。Sample Basic データベースの

うち、2 つの記述的な別名を持つ製品のリストを次に示します:

      Product

           

      Default

                 

      Long Names

      

100-10      Cola              The Best Cola

100-20      Diet Cola         Diet Cola with Honey

100-30      Caffeine Free     Cola All the Cola, none of the Caffeine

   

別名セットは、特定の名前付き別名セットをメンバー名にマッピングします。

Essbase とは異なり、デフォルトの別名テーブルはありません。「メタデータ・ナ

ビゲータ」で、任意のフォルダ(root フォルダを含む)内に別名セットを作成して

保存します。ユーザーは、「メタデータ・ナビゲータ」で右クリック・メニューを

使用して別名セットの編集、コピー、名前変更、削除およびエクスポートを行う

ことができます。次いで、キューブ配置プロセスの前に、次の方法で別名セット

を Essbase モデルのメンバーに関連付けます:

l Essbase モデル・レベルで、すべてのメンバーに 1 つ以上の別名セットを適用

する
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l 次元およびメンバー・レベルで、1 つ以上の別名セットを適用する

詳細は、170 ページの「別名セットの操作」を参照してください。

別名セットの操作
「メタデータ・ナビゲータ」から、次のタスクを実行できます:

l 別名セットの作成-170 ページの「別名セットの作成」を参照してください。

l 別名セットでのバインディングの変更、追加または削除-172 ページの「別名

セットの編集」を参照してください。

l 別名セットのコピー、名前変更、削除またはエクスポート - 175 ページの「別

名セットの管理」を参照してください。

別名セットの概要は、169 ページの「別名セットについて」を参照してください。

別名セットの作成
別名セットは、作成する別名のバインディングを保持するコンテナです。

ä 別名セットを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、別名セットを保管するフォルダを右クリックして

「新規」を選択し、次に「別名セット」を選択します。

「別名セット」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2 別名セットの「名前」およびオプションで「説明」を入力します。

3 次のいずれかのタスクを実行して、この別名セットに 1 つ以上のバインディング

を作成します。

l 170 ページの「手動による別名セットのバインディングの作成 」

l 171 ページの「検査による別名セットのバインディングの作成」

4 別名セットにバインディングを追加した後、「OK」をクリックし、「メタデータ・

ナビゲータ」でリストされた新しい別名セットを表示します。

手動による別名セットのバインディングの作成
(170 ページの「別名セットの作成」の説明に従って)別名セットを作成すると、バ

インディングを別名セットに追加できます。バインディングでは、特定の別名セッ

トの別名情報を保持しているデータ・ソースの列を指定します。

この手順では、手動でバインディングを作成します。また、検査により自動でバ

インディングを作成することもできます。手順は、171 ページの「検査による別

名セットのバインディングの作成」を参照してください。
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ä 別名セットのバインディングを手動で作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、バインディングを追加する別名セットを右クリッ

クし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックスを起動します(ま

だ起動していない場合)。

注： バインディングを別名に追加する前に、170 ページの「別名セットの作

成」の説明に従って、別名セットを作成しておく必要があります。すで

に別名セットを作成している場合は、手順 2 に進みます。

2 「バインディング」リスト・ボックスの右にある「バインディングを作成」ボタン

をクリックして、「バインディングの作成」ダイアログ・ボックスを表示します。

「バインディングの作成」ダイアログ・ボックスには、次のセクションがあり

ます:

l 「バインディング・ソース」ツリー。関連付けられている別名のバインディ

ングを含むメタデータ・ツリーのすべての項目が表示されます。

l 「バインディング式」テキスト・ボックス。バインディング式を入力しま

す。

3 「バインディング・ソース」ツリーで、別名のバインディングに関連付けるメタ

データ要素を選択します。

4 「バインディング式」テキスト・ボックスの下にあるソース・ツリーで、バイン

ディング式の生成に使用する列に移動します。

5 列名をダブルクリックし、バインディング式をテキスト列に追加します。

「バインディング・ソース」ツリーで選択したメタデータ・オブジェクトのバ

インディング式を生成するには、「バインディング式」テキスト・ボックスの

下にあるソース・ツリーを使用します。または、このテキスト・ボックスに

式を入力することもできます。

6 「OK」をクリックします。

作成した式は、「別名セット」ダイアログ・ボックスの「バインディング」セ

クションに次のフォーマットで表示されます:

l 「次元要素」の下には、別名に関連付けるメタデータ要素が表示されます。

l 「バインディング」の下には、別名の基となるソース要素が表示されます。

7 この別名セット内の変更するすべてのバインディングに対して手順 2 から手順 6

を繰り返します。

8 別名セットにすべてのバインディングを作成したら、「OK」をクリックして「別名

セット」ダイアログ・ボックスを閉じます。

検査による別名セットのバインディングの作成
(170 ページの「別名セットの作成」の説明に従って)別名セットを作成すると、バ

インディングを別名セットに追加できます。バインディングでは、別名セットの

別名情報を保持しているデータ・ソースの列を指定します。
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この手順では、検査によりバインディングを作成します。また、手動でバインディ

ングを作成することもできます。170 ページの「手動による別名セットのバイン

ディングの作成 」を参照してください。

ä 検査により別名セットのバインディングを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、バインディングを追加する別名セットを右クリッ

クし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックスを起動します(ま

だ起動していない場合)。

注： バインディングを別名に追加する前に、170 ページの「別名セットの作

成」の説明に従って、別名セットを作成しておく必要があります。すで

に別名セットを作成している場合は、手順 2 に進みます。

2 「バインディング」ボックスの右側で、「検査によるバインディングの作成」をク

リックします。

3 「別名の作成」で「別名列のパターン」を探し、基本バインディングに使用する列

名のすべてまたは一部を表す文字列を入力します。

たとえば、データベースの各テーブルに<language>_aliasという形式の列名

が含まれている場合は、次の検索パターンを入力します:

            *alias

         

4 別名バインディングに対して検査するデータ・ソース接続を選択します。

5 「OK」をクリックします。

Essbase Studio により、別名バインディングに対して選択したデータ・ソース

接続が検査され、「別名セット」ダイアログ・ボックスの「バインディング」

の下にリストされます。

6 「別名セット」ダイアログ・ボックスに示された別名セット・バインディングを確

認し、必要に応じて編集または削除します。

7 別名セットに作成したバインディングを確認する際、「OK」をクリックして「別名

セット」ダイアログ・ボックスを閉じます。

別名セットの編集
別名セットのバインディングに対して、次の編集機能を実行できます:

l 次元要素名、次元要素パスまたはバインディング文字列による昇順または降

順のバインディングのソート-173 ページの「別名セットの次元要素およびバ

インディングのソート」を参照してください。

l セットの既存のバインディングの変更-173 ページの「別名セットのバインディ

ングの変更」を参照してください。

l 別名セットへのバインディングの追加-174 ページの「別名セットへのバイン

ディングの追加」を参照してください。

l 別名セットからのバインディングの削除-174 ページの「別名セットからのバ

インディングの削除」を参照してください。
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別名セットの次元要素およびバインディングのソート

別名セットのバインディングを、次元要素名、次元要素パスまたはバインディン

グ文字列によって昇順または降順でソートできます。ソートすることで、作業対

象のバインディングを簡単に見つけられます。

ä 次元要素およびバインディングをソートするには:

1 まだ行っていない場合は、「メタデータ・ナビゲータ」で、ソートを適用する別名

セットを右クリックし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックス

を起動します。

2 「バインディング」で、バインディングを選択し、右クリックします。

3 ポップアップ・メニューで、オプションを選択します:

l 「次元要素名でソート」

l 「次元要素パスでソート」

注： このオプションを使用するには、「次元要素のフルパスを表示」オプ

ションを選択してこれを有効にします。有効になると、チェック・

マークがこのオプションの横に表示されます。選択すると、フルパ

スと次元要素名が「次元要素」列に表示されます。

l 「バインディングでソート」

l 「昇順にソート」

l 「降順にソート」

l 「次元要素のフルパスの表示」

4 オプション: 作業対象のバインディングを見つけたら、次のいずれかのタスクを実

行できます:

l 173 ページの「別名セットのバインディングの変更」

l 174 ページの「別名セットからのバインディングの削除」

別名セットのバインディングの変更

別名セットのバインディングを変更できます。

ä バインディングを変更するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、バインディングを変更する別名セットを右クリッ

クし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックスを起動します(ま

だ起動していない場合)。

2 「バインディング」で、変更するバインディングを選択します。

3 「バインディング」の右にある「選択したバインディングを編集」ボタンをクリッ

クして、「バインディングの編集」ダイアログ・ボックスを表示します。

一番上のペインに、現在のバインディング構文が表示されます。

4 次のいずれかのアクションを行います:
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l ダイアログ・ボックスの一番上のペインに、バインディング式を入力しま

す。構文は次のとおりです:

connection :

\'<logical_source_name'::'<physical_data_source_name>.<physica

l_table_name>'.'<physical_column_name>'

l テキスト・ボックスの一番下のペインにある物理ツリーで、バインディン

グ式の生成に使用する物理データ・ソース内の列に移動します。列名をダ

ブルクリックして、テキスト列にバインディング式としてこれを追加しま

す。

ヒント： この方法を使用する場合、始める前にダイアログ・ボックスの

一番上のペインからテキストを消去することをお薦めします。

5 バインディングを変更したら、「OK」をクリックして「別名セット」ダイアログ・

ボックスに戻ります。

6 この別名セット内の変更するすべてのバインディングに対して手順 2 から手順 5

を繰り返します。

別名セットへのバインディングの追加

別名セットに 1 つ以上のバインディングを追加できます。

ä バインディングを追加するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、バインディングを追加する別名セットを右クリッ

クし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックスを起動します(ま

だ起動していない場合)。

2 選択した別名セットに追加するすべてのバインディングに対して、170 ページの

「手動による別名セットのバインディングの作成 」の手順 2 から手順 6 までを実

行します。

別名セットからのバインディングの削除

別名セットからバインディングを削除できます。

ä バインディングを削除するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、バインディングを削除する別名セットを右クリッ

クし、「編集」を選択して「別名セット」ダイアログ・ボックスを起動します(ま

だ起動していない場合)。

2 削除するバインディングを選択してから、「バインディング」リスト・ボックスの

右にある「選択したバインディングを削除」ボタンをクリックします。

注： リストから連続する複数のバインディングを選択するには、[Shift]キー

を使用します。リストから連続していない複数のバインディングを選択

するには、[Ctrl]キーを使用します。

3 「削除の確認」プロンプトが表示されたら「はい」をクリックします。
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削除するために選択したバインディングが「バインディング」リストから消

去されます。

注： 削除の確認プロンプトが表示されないようにするには、「今後、このメッ

セージを表示しません。」チェック・ボックスを選択します。

別名セットの管理
選択した別名セットに対して次の操作を実行できます:

l コピー - 175 ページの「別名セットのコピーまたは移動」を参照してくださ

い。

l 名前変更-175 ページの「別名セットの名前変更」を参照してください。

l 削除-176 ページの「別名セットの削除」を参照してください。

l エクスポート - 176 ページの「別名セットのエクスポート」を参照してくださ

い。

別名セットのコピーまたは移動

ä 別名セットをコピーするには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、コピーする別名セットを右クリックして「コ

ピー」を選択します。

2 「メタデータ・ナビゲータ」で宛先フォルダを右クリックし、ポップアップ・メ

ニューから「貼付け」を選択します。

「メタデータ・ナビゲータ」では別のフォルダにコピーする場合、別名セット

名が保持されます。

同じフォルダにコピーする場合、別名セットの名前が自動的に変更されます。

たとえば、skuASという別名セットを同じフォルダにコピーすると、自動的に

skuAS_copyという名前に変更されます。

3 「メタデータ・ナビゲータ」で、コピーした別名セットを表示します。

ä 別名セットを別のフォルダに移動するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、移動する別名セットを選択します。

2 別名セットを宛先フォルダにドラッグ・アンド・ドロップします。

別名セットの名前変更

注： 別名セットの名前を変更する場合、付録 B「Essbase Studio の命名規則」のガ

イドラインに従う必要があります。
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ä 別名セットの名前を変更するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、名前を変更する別名セットを右クリックして「名

前変更」を選択します。

2 「メタデータ・ナビゲータ」で別名セット名がハイライトされた状態で、新しい名

前を入力します。

3 「メタデータ・ナビゲータ」で、名前変更した別名セットを表示します。

別名セットの削除

ä 別名セットを削除するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、削除する別名セットを右クリックして「削除」を

選択します。

注： 連続する複数の別名セットをツリーから削除するように選択するには、

[Shift]キーを使用します。連続しない複数の別名セットをツリーから削

除するように選択するには、[Ctrl]キーを使用します。

2 「削除の確認」プロンプトが表示されたら「はい」をクリックします。

削除するように選択した別名セットが、「メタデータ・ナビゲータ」から消去

されます。

注： 削除を確認するメッセージが表示されないようにするには、「今後、こ

のメッセージを表示しません。」チェック・ボックスを選択します。

別名セットのエクスポート

74 ページの「選択したカタログ要素のエクスポート」の説明に従って、選択した

別名セットを XML ファイルにエクスポートできます。この XML ファイルを使用

して、別名セットを別のマシンのカタログにインポートできます。

エクスポートおよびインポートに関するすべてのトピックは、72 ページの「Essbase

Studio カタログ・データベースのエクスポートとインポート」を参照してくださ

い。
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階層について
階層によってデータの集計方法および移動方法が決まります。たとえば、多くの

ビジネスでは、データを月ごとに要約したり、月ごとのデータをロールアップし

て四半期ごとの数値を取得したり、四半期ごとのデータをロールアップして、年

次データを取得したりします。郵便番号、都市、州および国ごとにデータを要約

することもあります。

Essbase Studio では、階層を使用して次元をモデリングします。任意の次元を使用

して、レポート用のデータを集計できます。階層のレベルは、次のいずれかの方

法で結合されている異なるソース・データベース・テーブルから取得できます。

l リレーショナル・データ・ソースの物理結合単位。

l Essbase Studio のミニスキーマで作成された結合単位。

たとえば、市場次元の階層は次のようになります。

      MARKET

   REGION

      STATE

   

この階層では、地域は市場階層の子であり、州は地域の子になります。階層の構

造は、個々の州の売上レポートを作成したり、州の数値を集計して地域売上レポー

トを作成したりできる Essbase アウトラインに継承されます。

キューブ・スキーマで使用される階層によって、表示される Essbase モデルの構造

が決まります。Essbase モデルでは、次のものを含む名前付き構造が提供されま

す:

l 階層構造自体-データを集計するためのレベル単位のシーケンスです。
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たとえば、州ごとの売上合計をロールアップすると、地域ごとの売上合計に

なります。階層内で都市が州の子である場合、都市ごとの売上合計を州ごと

の売上合計にロールアップできます。

l 階層内の選択したメタデータ要素に配置されるデータ・フィルタ-特定のカテ

ゴリに関する情報を選択する方法です。

たとえば、REGION 列をフィルタして、USA の売上情報のみを含めるように

できます。

l データ順序の整理-列の順序をソートします。

たとえば、MONTH 列を降順にソートして、 近の合計を 初に表示できま

す。

l 変換-Essbase のメンバー名になる列のデータ値やメジャーを制御する方法で

す。

たとえば、重複するメンバー名をサポートしていないキューブで、階層内の

都市が州の子である場合、STATE 列の適切な値を使用して、都市の各値に接

頭辞を付けることでメンバー名を一意にできます。これにより、CA_ALBANY

と NY_ALBANY を区別できるようになります。

階層を作成したら、「メタデータ・ナビゲータ」からキューブ・スキーマ・ウィ

ザードに階層を直接ドラッグできます。さらに、階層は任意の数のキューブ・ス

キーマで再使用できます。異なる階層を作成することで、ユーザー・グループご

とにキューブ・スキーマをカスタマイズできます。たとえば、階層で階層フィル

タを使用して、特定の企業区分のユーザーを表示していると仮定します。このよ

うな階層の場合、ユーザーは、特定の区分に関連するデータのみを含むキューブ・

スキーマをより簡単に作成できます。

Essbase Studio では、標準階層、メジャー階層およびカレンダ階層がサポートされ

ています。メジャー階層の詳細は、178 ページの「メジャー階層について」を参

照してください

階層の作成の詳細は、次の各項を参照してください:

l 180 ページの「標準階層およびメジャー階層の作成」

l 189 ページの「カレンダ階層の作成」

366 ページの「階層の使用方法のガイドラインと制限」を参照してください。

メジャー階層について
Essbase Studio サーバーはメジャー階層を使用して Essbase モデルに会計次元を作成

します。データに複数のメジャー(データ値)が含まれている場合は、メジャー階

層を定義してすべてのメジャーをその階層に追加します

Essbase Studio には、メジャー階層について次のガイドラインがあります。

メジャー階層はファクト・テーブルから作成することをお薦めします。メジャー

階層にはユーザー定義メンバーが含まれることもあります。ただし、メジャー階

層は次元テーブルから作成することもできます。これにもユーザー定義メンバー

が含まれることがあります。
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l ファクト・テーブルから構築されたメジャー階層から作成される会計次元は、

“ファクトから構築された会計”と呼ばれます。

キューブ・スキーマでは、ファクト・テーブルから構築されたメジャー階層

を使用する場合、ファクト・テーブルの列ヘッダーが次の Essbase モデルの会

計次元のメンバーになります。

TBC サンプル・データベースを使用すると、ファクト・テーブル(SALESFACT)

から構築されたメジャー階層の例は次のようになります:

            Profit       (user-defined member)

   SALES     (from SALESFACT)

   COGS      (from SALESFACT)

         

ファクト・テーブルの列タイプがテキストの場合、Essbase Studio では、これ

をテキスト・メジャーとして処理し、自動的にテキスト・リストが作成され

ます。

l 次元テーブルから構築された階層から作成される会計次元は、1 つ以上の緩い

メジャーと組み合せて、“ファクトから構築されていない会計”と呼ばれま

す。(緩いメジャーは階層に編成されていない個々のメジャーです。)

この場合、次元テーブルのいずれかで指定された列にはファクトの列見出し

を表す行が含まれています。この列は個別の次元テーブルの列に結合されて

おり、これらのファクトの値を含んでいます。モデルが作成されたとき、会

計次元(ファクトから構築されない)が作成されるのは、2 つの次元テーブルか

らです。

TBC サンプル・データベースを使用すると、非ファクト・テーブル(MEASURES

と SALES)から構築されたメジャー階層の例は次のようになります:

            PARENT      (from MEASURES)

   CHILD    (from MEASURES)

         

MEASURES テーブルでは、CHILD 列の値は MEASURESID 列の値に対応して

います。MEASURESID 列は SALES テーブルの MEASURESID 列に結合してい

て、SALES テーブルの AMOUNT 列の実際のデータ値を提供します。

キューブ・スキーマで、“ファクトから構築されない会計”のメジャー階層を

使用する場合、キューブ・スキーマ・ウィザードの「階層」フィールドに階

層をドラッグします。「メジャー/メジャー階層」フィールドでは少なくとも 1

つ緩いメジャーもドラッグする必要があります。

Essbase Studio では、“ファクトから構築されない会計”のメジャー階層のメン

バーに緩いメジャーの値をマッピングします。

ファクト・テーブルの列タイプがテキストの場合、Essbase Studio では、これ

をテキスト・メジャーとして処理し、自動的にテキスト・リストが作成され

ます。
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つまり、メジャー階層をファクト・テーブルの列から作成することをお薦めしま

すが、Essbase Studio では、次元テーブルまたはユーザー定義メンバーからメジャー

階層を作成できます。列ヘッダー・タイプがテキストの場合、Essbase Studio では、

テキスト・リストが構築されます。

注： 1024KB を超えるテキスト・リストのために配置が中止されることがありま

す。

標準階層およびメジャー階層の作成
階層は、メンバー・レベルのグループまたはメンバーのグループの組織構造を定

義します。製品や市場などのビジネス・オブジェクトの連結およびナビゲーショ

ンを定義する場合は、標準階層を使用します。

データ値を表す次元要素を持つ階層を作成するには、メジャー階層を使用します。

データに複数のメジャー(データ値)が含まれている場合は、メジャー階層を定義

してすべてのメジャーをその階層に追加します。

階層の列としてキー・バインディングを使用する手順は、182 ページの「階層で

の遅延キー・バインディング列の使用」を参照してください。

様々な階層タイプを184 ページの「階層の例」に示します。

カレンダ階層を作成するには、189 ページの「カレンダ階層の作成」を参照して

ください。

ä 標準階層またはメジャー階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックし、「新規」>「階層」

または「新規」>「メジャー階層」を選択して階層エディタを起動します。

2 階層の「名前」を入力します。

標準階層のデフォルトの名前は NewHierarchyで、メジャー階層のデフォルト

の名前は NewMeasureHierarchyです。

3 オプション: 「説明」を入力します。

4 次の方法のいずれか、または方法を組合せて使用して、階層に要素を追加します。

注： 同じ階層で、論理要素、物理要素およびユーザー定義の要素を組み合せ

ることができます。「メタデータ・ナビゲータ」の論理要素と「データ・

ソース・ナビゲータ」の物理要素を追加できます。また、ユーザー定義

の親を階層に追加し、その子として論理要素または物理要素を追加する

ことも可能です。

「メタデータ・ナビゲータ」から次の手順でドラッグ・アンド・ドロップしま

す:

1. 「メタデータ・ナビゲータ」で、階層に追加する 初のメタデータ要素に

移動します。

2. 追加するメタデータ要素を選択して「階層の編集」ダイアログ・ボックス

にドラッグし、「データ」グループの「階層」列にドロップします。
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3. 階層に追加する次のメタデータ要素を選択し、追加した前の要素に直接ド

ラッグ・アンド・ドロップします。

メタデータ要素を前の要素の上に直接ドラッグ・アンド・ドロップする

と、階層構造が作成されます。

メタデータ要素を前の要素の下の行へドラッグ・アンド・ドロップする

と、階層で新しいチェーンが開始されます。

注： また、物理要素を「データ・ソース・ナビゲータ」からドラッグし、

親要素の上または下にドロップすることも可能です。または、「追

加」ボタンをクリックし、子として追加を選択して論理要素を親要

素に追加するか、兄弟として追加を選択して階層で新しいチェーン

を開始します。

4. オプション: 構築する階層に必要な回数だけ手順 4.3 を繰り返します。

「データ・ソース・ナビゲータ」からドラッグ・アンド・ドロップします:

1. 「データ・ソース・ナビゲータ」で、階層に追加する 初の物理要素に移

動します。

2. 追加する物理要素を選択して「階層の編集」ダイアログ・ボックスにド

ラッグし、「データ」グループの「階層」列にドロップします。

階層に追加する物理要素ごとに、対応するメタデータ要素を、同じ場所に

ある「メタデータ・ナビゲータ」に追加します。

3. 階層に追加する次の物理要素を選択し、追加した前の要素に直接ドラッ

グ・アンド・ドロップします。

物理要素を前の要素の上に直接ドロップすると、階層構造が作成されま

す。

物理要素を前の要素の下の行にドロップすると、階層で新しいチェーンが

開始されます。

注： また、論理要素を「メタデータ・ナビゲータ」からドラッグし、親

要素の上または下にドロップすることも可能です。または、「追加」

ボタンをクリックし、子として追加を選択して論理要素を親要素に

追加するか、兄弟として追加を選択して階層で新しいチェーンを開

始します。

4. オプション: 構築する階層に必要な回数だけ手順 4.3 を繰り返します。

「追加」ボタンを使用して、次の操作を実行します:

1. 「追加」ボタンをクリックし、アクションを実行します:

l 「子の追加」または「兄弟の追加」を選択します。

「エンティティの選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。子ま

たは兄弟として追加する論理要素に移動して選択し、「OK」をクリッ

クします。

階層の 初の要素では、「子の追加」または「兄弟の追加」を選択で

きることに注意してください。

l 「ユーザー定義の子の追加」または「ユーザー定義の兄弟の追加」を

選択します。
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「階層」で、グリッドの編集可能フィールドにユーザー定義メンバー

の名前を入力します。デフォルトの名前は NewMemberNです。

階層の 初の要素では、「ユーザー定義の子の追加」または「ユーザー

定義の兄弟の追加」を選択できます。

注： ユーザー定義の要素は、列ベース(リレーショナル)要素の子と

して追加できません。

注： 「キー・バインディング」列には「未指定」というテキストが表

示されます。階層を保存すると、「キー・バインディング」列が

更新され、子要素または兄弟要素の名前が表示されます。

2. 「追加」ボタンをもう一度クリックして、手順 4.1 の説明に従って別の選択

を行います。

注： 「子の追加」または「兄弟の追加」オプションを選択して階層の 上

位レベルを作成すると、「ユーザー定義の子の追加」オプションは使

用できません。有効な選択肢は「子の追加」、「兄弟の追加」または

「ユーザー定義の兄弟の追加」です。

3. オプション: 構築する階層に必要な回数だけ手順 4.2 を繰り返します。

5 「保存」をクリックします。

オプションで201 ページの「階層のプレビュー」の説明に従い、「プレビュー」

をクリックして「サンプル・データ」ダイアログ・ボックスを起動すると階

層構造を表示できます。階層のプレビューを終了したら「OK」をクリックし

ます。

注： メジャー階層では階層のプレビューを使用できません。階層自体にメン

バーが表示されます。

階層での遅延キー・バインディング列の使用
階層でのキー・バインディングでは、メタデータ要素からキー・バインディング

が反映されます。階層で遅延キー・バインディングを使用できます。

遅延バインディングを定義するか、Essbase Studio に遅延バインディングを生成さ

せるかを選択できます。遅延要素のキー・バインディングを定義することを選択

した場合、キー・バインディングはその階層についてのみ保存されます。キー・

バインディングによってオリジナルのメタデータ要素が更新されることはありま

せん。

ä 階層でキー・バインディング列を使用するには:

1 「遅延」キー・バインディング・オプションを使用して次元要素を作成します( 160

ページの手順 3 を参照)。

2 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックし、「新規」>「階層」

を選択して階層エディタを起動します。

3 階層の「名前」を入力します。
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デフォルト名は NewHierarchyです。

4 オプション-「説明」を入力します。

5 「メタデータ・ナビゲータ」から次の手順でドラッグ・アンド・ドロップします:

1. 「メタデータ・ナビゲータ」で、適用可能な次元要素がある場所に移動し

ます。

2. 次元要素を選択し、「階層の編集」ダイアログ・ボックスにドラッグして、

「データ」グループの「階層」列の下にドロップします。

「キー・バインディング」のテキストが「遅延」になります。

注： 手順のこの段階で階層を保存すると、「キー・バインディング」列の

テキスト「遅延」は、Essbase Studio によって生成されたバインディ

ングで置き換えられます。

6 「キー・バインディング」列で、次元要素のセルをクリックし、 ボタンをク

リックします。

「エンティティの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

7 遅延バインディングを定義するための式を作成します:

注： 遅延キー・バインディングを定義する式は、Common Platform

Language(CPL)で記述します。この式は、言語で定義する構文に従ったオ

ペランドと演算子のシーケンスです。各式では値が戻され、その値の型

によって式の型が定義されます。付録 C「CPL リファレンス」を参照し

てください。

1. ダイアログ・ボックスの左下にある「ソース」タブを選択します。

2. メンバーを表示する次元を展開します。

3. メンバーを選択します。

4. メンバーをドラッグまたはダブルクリックして、メンバーの接続文字列を

「式」テキスト・ボックスに移動します。

5. 「関数」タブを選択します。

6. SQL レベルを展開して関数の型を表示します。

7. 関数の型を展開して関数を表示します。

8. 関数を選択します。

9. 関数文字列をドラッグまたはダブルクリックして、「式」テキスト・ボッ

クスに移動します。

10.「演算子」タブを選択します。

11. 演算子の型を展開して演算子を表示します。

12. 演算子を選択します。

13. 演算子をドラッグまたはダブルクリックして、「式」テキスト・ボックス

に移動します。
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8 オプション: 遅延バインディング定義をさらに調整するためのフィルタを追加する

式を作成します:

1. ダイアログ・ボックスの左下にある「ソース」タブを選択します。

2. メンバーを表示する次元を展開します。

3. メンバーを選択します。

4. メンバーをドラッグまたはダブルクリックして、メンバーの接続文字列を

「式」テキスト・ボックスに移動します。

5. 「関数」タブを選択します。

6. SQL レベルを展開して関数の型を表示します。

7. 関数の型を展開して関数を表示します。

8. 関数を選択します。

9. 関数文字列をドラッグまたはダブルクリックして、「式」テキスト・ボッ

クスに移動します。

10.「演算子」タブを選択します。

11. 演算子の型を展開して演算子を表示します。

12. 演算子を選択します。

13. 演算子をドラッグまたはダブルクリックして、「式」テキスト・ボックス

に移動します。

9 「OK」をクリックします。

「キー・バインディング」列に、作成したバインディング定義が表示されま

す。

10「保存」をクリックします。

注： 手順のこの段階で階層を保存すると、「キー・バインディング」列が、

作成したバインディング定義になります。

階層の例
基本的な標準階層やメジャー階層のタイプから、別の種類の階層を作成できます。

例については、次のトピックを参照してください

l 185 ページの「シングルチェーン階層」

l 185 ページの「マルチチェーン階層」

l 185 ページの「共有メンバーを持つマルチチェーン階層(代替階層)」

l 186 ページの「属性次元を持つマルチチェーン階層」

l 187 ページの「再帰階層」

l 189 ページの「DATE 型のメタデータ要素から構築された時間階層」
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シングルチェーン階層

シングルチェーン階層は も単純な階層です。階層のレベルは同じデータ・ソー

スから導出する必要があります。ただし、階層に物理要素と論理要素の両方のレ

ベルを含めることは可能です。

図 5 に、市場の単純なシングルチェーン階層の例を示します。この階層には 2 つ

のレベルがあります。親レベルは、TBC データベースの地域テーブルの地域列で

す。子レベルは、市場テーブルの州列です。

図 5 単純なシングルチェーン階層

図 6 は、シングルチェーンの多世代階層で、階層に 3 つ以上のレベルが存在する

ことを意味します。FoodMart データベースに基づいて、この階層のレベルがすべ

て同じテーブルから導出されています。多世代階層のレベルは同じテーブルから

導出する必要はありません。

図 6 シングルチェーンの多世代階層

マルチチェーン階層

マルチチェーン階層では、同一のビジネス領域に属している要素の別のロールアッ

プを表すことができます。図 7 には、地域における州のロールアップ、国におけ

る州のロールアップが示されています。

図 7 マルチチェーン階層

共有メンバーを持つマルチチェーン階層(代替階層)

共有メンバーを持つ次元を構築するマルチチェーン階層、つまり代替階層を設計

できます。

これを実行する方法の 1 つとして、 初に次元要素のコピーを作成し、共有メン

バーとして指定する方法があります。コピーを作成することで、この要素のバイ

ンディング式は、元の次元要素と同一になります。図 8 では、これは SKU_Diet で
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す。次いで、チェーン内に代替階層である 2 つ目の階層を作成するときに、ユー

ザー定義のメンバーを親として追加し、新しい次元要素(SKU_Diet)を子として追

加します。これが、図 8 に示すように共有メンバーになります。

図 8 共有メンバーを持つマルチチェーン階層(代替階層)

属性次元を持つマルチチェーン階層

キューブの属性次元を生成するには、図 9 の説明に従って、マルチチェーン階層

を構築し、同じ次元要素または物理列を各チェーンのリーフレベル・メンバーと

して追加します。

図 9 属性次元を構築するためのマルチチェーン階層

「キューブ・スキーマ・ウィザード」で、キューブ・スキーマのこの階層を使用し

て Essbase モデルを構築します。Essbase モデルの構築後、「Essbase モデル・プロパ

ティ」で、チェーン内に存在する各属性階層の親の属性メンバー・プロパティを

設定します。図 9 の例では、Caffeinated、Ounces、PkgType および IntroDate メン

バーの属性プロパティを設定しています。詳細は、247 ページの「属性としての

メンバーの選択」を参照してください。

モデルの属性のフォーマット・ルールを設定するには、218 ページの「モデルの

属性の定義」を参照してください。

図 10 は、キューブを配置した後に表示される Essbase アウトラインの一部を示し

ています。
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図 10

再帰階層

再帰階層には、親子関係の 2 つの列のコンテンツに基づくメンバーが含まれます。

注： ソース・データベースに再帰テーブルが含まれる場合、関連情報にアクセ

スし、データを正しく集計するには、親子列間に自己結合を作成する必要

があります。この操作は、Essbase Studio で行うことができます。詳細は、

134 ページの「ミニスキーマでの結合の追加または削除」を参照してくださ

い。

TBC サンプル・データベースで、Measures テーブルには、再帰階層の構築に必要

な親子関係を持つ PARENT および CHILD の 2 つの列が含まれます。PARENT 列

と CHILD 列の行の関係を次に示します:

      PARENT            CHILD

Measures          Profit

Profit            Margin

Margin            Sales

Margin            COGS

Profit            Total Expenses

Total Expenses    Marketing

Total Expenses    Payroll

Total Expenses    Misc

Measures          Inventory

Inventory         Opening Inventory

Inventory         Additions

Inventory         Ending Inventory

Measures          Ratios

Ratios            Margin %

Ratios            Profit %
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Ratios            Profit per Ounce

   

PARENT 列と CHILD 列を使用して、Essbase アウトラインは次のように作成され

ます:

      Measures

   Profit

      Margin

         Sales

         COGS

      Total Expenses

         Marketing

         Payroll

         MISC

   Inventory

      Opening Inventory

      Additions

      Ending Inventory

   Ratios

      Margin %

      Profit %

      Profit per Ounce

   

再帰階層を正しく構築するには、再帰テーブルの親列と子列の間に自己結合を作

成する必要があります。TBC サンプルを使用して、Measures テーブルの PARENT

列と CHILD 列の間に自己結合を作成します。

図 11 は、Essbase Studio で TBC サンプル・データベースの Measures テーブルの

PARENT 列と CHILD 列を使用して作成された再帰階層の例です:

図 11 再帰(親子)階層

物理およびメタデータ要素から構築された階層

「データ・ソース・ナビゲータ」の列と「メタデータ・ナビゲータ」の列で構成さ

れた階層を構築できます。図 12 では、親メンバー FAMILY は「データ・ソース・

ナビゲータ」から階層にドラッグされた列です; 子メンバー SKU は「メタデータ・

ナビゲータ」から階層にドラッグされた次元要素です。

図 12 物理およびメタデータ要素から作成された混在階層
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「データ・ソース・ナビゲータ」から階層に列をドラッグすると、「メタデータ・

ナビゲータ」では、階層が作成されたのと同じフォルダにその列に対する次元要

素が自動的に作成されます。

DATE 型のメタデータ要素から構築された時間階層

図 13 で示すような時間階層を構築するには日付タイプのメタデータ要素が必要で

す。開始前に、165 ページの「日付要素の作成」の手順を完了してください。

図 13 年、四半期および月レベルのある時間階層

図 14 に、階層エディタで「プレビュー」ボタンをクリックしたときに表示される

階層の例を示します。

図 14 時間階層のプレビュー

カレンダ階層の作成
「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスでは、標準企業カレンダをモデルに

した時間次元を構築する 1 つの方法が提供されます。標準(グレゴリオ暦)カレン

ダ、業界固有のカレンダ、またはカスタマイズされたバージョンのカレンダを基

に時間次元を構築できます。

注： カレンダ階層では、可変属性はサポートされません。

すべてのカレンダ・タイプに対して、Essbase Studio では、年、半期、四半期など

の選択対象となる期間定義のリストが提供されます。

Essbase Studio では、次のカレンダ・タイプの階層がサポートされます:

l グレゴリオ暦-190 ページの「グレゴリオ暦カレンダ階層」を参照してくださ

い。

l 会計-190 ページの「会計カレンダ階層」を参照してください。
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l リテール-192 ページの「リテール・カレンダ階層」を参照してください。

l ISO-193 ページの「ISO カレンダ階層」を参照してください。

l 製造-194 ページの「製造カレンダ階層」を参照してください。

注： カレンダ階層を使用してキューブ・スキーマおよび Essbase モデルを構築す

る場合、 キューブ・スキーマの作成時に、カレンダ階層内の 下レベルの

デフォルトのデータ・ロード・バインディングを指定する必要があります。

詳細は、204 ページの「データ・ロード・マッピングの定義」を参照してく

ださい。

グレゴリオ暦カレンダ階層
グレゴリオ暦カレンダは、1 月 1 日から始まり 12 月 31 日で終わる 12 か月の標準

的なカレンダです。グレゴリオ暦カレンダには、年、半期、三半期、四半期、月、

週、日などの期間のメンバーがあります。

ä グレゴリオ暦カレンダ階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックして「新規」>「カレ

ンダ階層」を選択し、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2 「階層名」で、グレゴリオ暦カレンダ階層の名前を入力します。

3 「カレンダ」から、「グレゴリオ暦」を選択します。

4 「パラメータのモデリング」で、モデリングする期間の開始日および終了日を入力

し、「週 初の日」を選択します。

5 時間レベルを定義する方法は、195 ページの「時間レベルの定義」を参照してく

ださい。

時間レベルはすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

6 日付属性を定義する方法は、196 ページの「日付属性の定義」を参照してくださ

い。

日付属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

7 リンク値属性を設定する方法は、196 ページの「リンク値属性」を参照してくだ

さい。

リンク値属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

8 「OK」をクリックして、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを閉じます。

会計カレンダ階層
会計カレンダ定義は、会社のレポート要件に基づいており、任意の日付から開始

できます。このカレンダでは、1 週間は 7 日間です。12 か月のレポート期間では、

4 週間の月が 2 か月と 5 週間の月が 1 か月の合計 3 か月が、四半期パターンとし

て繰り返されます。各四半期の 3 か月パターン(週数が 4-4-5、4-5-4 または 5-4-4)
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を選択すると、指定したパターンに基づいて月が定義されます。1 年間が 53 週間

の場合は、いずれかの月に余剰の週を追加できます。

会計カレンダは、選択した時間レベルをカレンダ次元階層として構築します。次

の時間レベルのいずれかを選択します:

l 年

l 半期

l 三半期

l 四半期

l 月

l 週

l 日

ä 会計カレンダ階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックして「新規」>「カレ

ンダ階層」を選択し、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2 「階層名」に、会計カレンダ階層の名前を入力します。

3 「カレンダ」から「会計」を選択し、「セマンティク・ルール」リンクをクリック

します。

4 「年セマンティク・ルール」と「月セマンティク・ルール」で、次のオプションを

選択して会計年度の構造を調整します。

「年セマンティク・ルール」で選択した内容によって、「月セマンティク・ルー

ル」のオプションが変わります。

すべてのオプションで、このグループの「月」、「週」または「日」のドロッ

プダウン・ボックスが使用されます。

年セマンティク・ルール

l 「開始週 - 月内の番号」-会計年度が開始する「月」と「週」を選択します。

l 「終了週 - 月内の番号」会計年度が終了する-「月」と「週」を選択します。

l 「年は指定日を含む週に始まります」-「月」および「日」から特定の日付

を選択します。会計年度はこの日付を含む週の 初の日に開始します。

l 「年は指定日を含む週に終了します」-「月」および「日」から日付を選択

します。会計年度はこの日付を含む週の 終日に終了します。

l 「年は指定日を含む週またはその直後の週から始まる」-「月」および

「日」から日付を選択します。会計年度は、この日付の週の 初の日、ま

たはこの日付の翌週の 初の日に開始します。

l 「年は指定日に始まります」-「月」および「日」から日付を選択します。

会計年度はこの日付に開始します。

m 「53 週を適用」-第 1 週または 終週のいずれか選択した方に、完全な

週にするための日数が追加されます。日数は隣接する会計年度から取

り込まれます。
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m 「52 週を適用」-選択された 初または 後の週がカレンダから削除さ

れ、直前または直後の会計年度に移動します。

月セマンティク・ルール

これらのオプションの一部は、年セマンティク・ルールの選択内容によって

は使用不能になっている場合があります。

l 「指定された週番号で開始」-開始週番号は、前述の「週」の選択で指定さ

れます。

l 「月は常に指定した日を含む週に始まります」-日付は前述の「日」の選択

で指定されます。

l 「月は指定した日を含む週またはその直後の週に始まります」-日付は前述

の「日」の選択で指定されます。

l 「四半期-月パターンを使用」-四半期ごとの月あたりの週数のパターンをド

ロップダウン・ボックスで指定します。1 年間を 53 週にする場合は、余剰

週を含む月を「余剰週のある月」ドロップダウン・ボックスで指定できま

す。

l 「月は常に特定の日番号に始まります」-日付は前述の「日」の選択で指定

されます。

「OK」をクリックして「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスに戻りま

す。

5 「パラメータのモデリング」で、モデリングする期間の開始日および終了日を入力

し、「週 初の日」を選択します。

6 時間レベルを定義する方法は、195 ページの「時間レベルの定義」を参照してく

ださい。

時間レベルはすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

7 日付属性を定義する方法は、196 ページの「日付属性の定義」を参照してくださ

い。

日付属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

8 リンク値属性を設定する方法は、196 ページの「リンク値属性」を参照してくだ

さい。

リンク値属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

9 「OK」をクリックして、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを閉じます。

リテール・カレンダ階層
このカレンダは National Retail Federation が元になっていて、複数年にわたり前週

比のデータを分析するようモデリングされています。四半期のパターンは 4-5-4

で、5 から 6 年ごとに週を移動できます。開始日は毎年異なりますが、常に 2 月

初旬に当たります。前年比で比較する場合、53 週の年の 1 週目を省略して余剰週

を標準化し、どちらの年の場合も一連の休日を同じにしておくのが標準的な手法

です。会計カレンダには、年、半期、四半期、月、週、日といった期間のメンバー

が含まれます。
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ä リテール・カレンダ階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックして「新規」>「カレ

ンダ階層」を選択し、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2 「階層名」に、リテール・カレンダ階層の名前を入力します。

3 「カレンダ」から「小売」を選択し、「セマンティク・ルール」リンクをクリック

します。

4 「月セマンティク・ルール」で選択できるのは、「四半期-月パターンを使用」のみ

で、次のオプションを指定できます:

l 「週パターン」-各四半期の月ごとの週パターン。

l 「余剰週のある月」-53 週の年の場合、余剰週を含む月を選択します。

「OK」をクリックして「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスに戻りま

す。

5 「パラメータのモデリング」で、モデリングする期間の開始日および終了日を入力

し、「週 初の日」を選択します。

6 時間レベルを定義する方法は、195 ページの「時間レベルの定義」を参照してく

ださい。

時間レベルはすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

7 日付属性を定義する方法は、196 ページの「日付属性の定義」を参照してくださ

い。

日付属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

8 リンク値属性を設定する方法は、196 ページの「リンク値属性」を参照してくだ

さい。

リンク値属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

9 「OK」をクリックして、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを閉じます。

ISO カレンダ階層

ISO カレンダは、週 7 日で構成されています。年は、グレゴリオ暦の新年(1 月 1

日)の前後に開始できます。年は、ISO カレンダの第 1 週にグレゴリオ暦年の 初

の木曜日が含まれているような日で開始するようにモデリングされます。週の初

日は月曜日として定義されます。ISO 8601 カレンダ階層には、年、週および日の

期間のメンバーを含めることができます。

ä ISO カレンダ階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックして「新規」>「カレ

ンダ階層」を選択し、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2 「階層名」で、ISO カレンダ階層の名前を入力します。

3 「カレンダ」から、「ISO」を選択します。
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4 「パラメータのモデリング」で、モデリングする期間の開始日および終了日を入力

し、「週 初の日」を選択します。

5 時間レベルを定義する方法は、195 ページの「時間レベルの定義」を参照してく

ださい。

時間レベルはすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

6 日付属性を定義する方法は、196 ページの「日付属性の定義」を参照してくださ

い。

日付属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

7 リンク値属性を設定する方法は、196 ページの「リンク値属性」を参照してくだ

さい。

リンク値属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

8 「OK」をクリックして、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを閉じます。

製造カレンダ階層
製造カレンダでは、1 年間が週 7 日の 13 期間で定義されています。13 期間は、3

期間の四半期が 3 つ、4 期間の四半期が 1 つに分かれています。各期間は 4 週で

すが、1 年が 53 週になる場合、例外的に余剰週のある期間が 1 つ存在することに

なります。

13 期間を定義するときに、余剰期間がある四半期を指定します。1 年が 53 週ある

場合は、余剰週のある期間を指定する必要があります。年の開始日を指定する場

合は、年の週数が 52 週か 53 週かを指定する必要があります。

カレンダの年をどのように週に分割するかは、週の定義によって決まります。週

の定義を調整して年 52 週または年 53 週にできます。

ä 製造カレンダ階層を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で適切なフォルダを右クリックして「新規」>「カレ

ンダ階層」を選択し、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを起動しま

す。

2 「階層名」で、製造カレンダ階層の名前を入力します。

3 「カレンダ」から、「製造」を選択し、「セマンティク・ルール」リンクをクリック

します。

4 「年セマンティク・ルール」と「月セマンティク・ルール」で、次のオプションを

選択して製造年度の構造を調整します。

「年セマンティク・ルール」で選択した内容によって、「月セマンティク・ルー

ル」のオプションが変わります。

すべてのオプションで、このグループの「月」、「週」および「日」ドロップ

ダウン・ボックスが使用されます。

年セマンティク・ルール

l 「開始週 - 月内の番号」-製造年度が開始する「月」と「週」を選択します。

l 「終了週 - 月内の番号」—製造年度が終了する「月」と「週」を選択します。
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l 「年は指定日を含む週に始まります」—「月」および「日」から日付を選択

します。製造年度は、この日付を含む週の 初の日に開始します。

l 「年は指定日を含む週に終了します」-「月」および「日」から日付を選択

します。製造年度はこの日付を含む週の 終日に終了します。

l 「年は指定日を含む週またはその直後の週から始まる」-「月」および

「日」から日付を選択します。製造年度は、この日付の週の 初の日、ま

たはこの日付の翌週の 初の日に開始します。

l 「年は指定日に始まります」-「月」および「日」から日付を選択します。

製造年度はこの日付に開始します。

m 「53 週を適用」-第 1 週または 終週のいずれか選択した方に、完全な

週にするための日数が追加されます。日数は隣接する製造年度から取

り込まれます。

m 「52 週を適用」-第 1 週または 終週のいずれか選択した方がカレンダ

から削除され、隣接する製造年度に移されます。

期間セマンティク・ルール

これらのオプションの一部は、年セマンティク・ルールの選択内容によって

は使用不能になっている場合があります。

l 「4 期間ある四半期」—四半期を選択します。

l 「5 週ある期間」—期間を選択します。

「OK」をクリックして「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスに戻りま

す。

5 「パラメータのモデリング」で、モデリングする期間の開始日および終了日を入力

し、「週 初の日」を選択します。

6 時間レベルを定義する方法は、195 ページの「時間レベルの定義」を参照してく

ださい。

時間レベルはすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

7 日付属性を定義する方法は、196 ページの「日付属性の定義」を参照してくださ

い。

日付属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

8 リンク値属性を設定する方法は、196 ページの「リンク値属性」を参照してくだ

さい。

リンク値属性はすべてのカレンダ・タイプに適用されます。

9 「OK」をクリックして、「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスを閉じます。

時間レベルの定義
時間レベルは、カレンダ階層に設定するレベルの数、つまり深さです。
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ä 時間レベルを定義するには:

1 「時間レベル」の下で、含める階層レベルの横にあるチェック・ボックスを選択し

ます。

次のことに注意してください:

l チェック・ボックスが選択済で選択解除できないレベルは必須であり、こ

のカレンダ・タイプと一緒に使用する必要があります。

l チェック・ボックスの選択が解除されていて選択できないレベルは、この

カレンダ・タイプには許可されていません。

2 階層レベルのラベリング・ルールを変更するには、そのレベルを展開して、「ラベ

リング・ルール」の横にある「編集」ボタンを選択します。

「ラベリング・ルールの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3 「ラベリング・ルールの編集」でリストからルールを選択し、「OK」をクリックし

ます。

日付属性の定義

ä 日付属性を定義するには:

1 「カレンダ階層の編集」で「日付属性」をクリックします。

2 「予約された日付」で、目的の曜日ごとにチェック・ボックスを選択します。

予約日を使用可能にすると、選択した曜日ごとに属性次元が追加されます。

デフォルトの次元名は指定されていますが、この名前は選択した曜日の「次

元名」の下にあるテキスト・ボックスで上書きできます。

選択した曜日に対して複数の次元名を指定できます。複数の次元名を区切る

にはカンマを使用します。たとえば、「日曜日」を選択して「週」と「日曜

日」の 2 つの次元名を指定する場合、次の構文を使用します:

            Week,Sunday

         

3 選択した日付に休日属性を追加するには、「追加」をクリックしてからカレンダ・

ツールから休日を選択します。

休日属性を日付から削除するには、日付をクリックして「削除」を選択しま

す。

4 日付レベルのメンバーごとに曜日の名前の属性を追加するには、「日付モデリング

を実行」を選択し、日付レベルのメンバーごとに曜日名を割り当てます。

5 「OK」をクリックして「カレンダ階層の編集」ダイアログ・ボックスに戻ります。

リンク値属性
リンク値属性(LVA)は、時間次元メンバーの周期性を記述するために使用される属

性タイプです。周期性とは、時間次元メンバー間で共有されるパターンで、時間

ベースの分析で時間次元メンバーが意味を持つようにするものです。たとえば、
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1 月と 4 月はどちらも、グレゴリオ暦カレンダの四半期の開始月という周期性を

持ちます。

周期的に反復するメンバーを分析用に集約する場合、このダイアログ・ボックス

を使用してメンバーに LVA を定義します。年単位の四半期、年単位の月または四

半期単位の週などのパラメータに基づいて集約できます。

ä LVA を定義するには、定義する集約ごとにチェック・ボックスを選択してか

ら、必要に応じて次元名と別名接頭辞を変更します。

階層の編集
階層を編集する場合、階層はキューブ・スキーマと Essbase モデルで使用されるこ

とに注意してください。階層を変更すると、階層から構築されたキューブ・スキー

マとモデルがその階層との同期を取れなくなります。基本階層を変更する場合は、

キューブ・スキーマと Essbase モデルを再作成してください。

ä 階層を編集するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で階層を選択して右クリックし、「編集」を選択しま

す。

2 次のタスクを実行します:

l 標準階層またはメジャー階層を編集する場合、180 ページの「標準階層お

よびメジャー階層の作成」の手順 2 から始まる手順に従います。

l カレンダ階層を編集する場合、189 ページの「カレンダ階層の作成」を参

照して適切なカレンダ・タイプを選択し、そのカレンダ・タイプに対して

手順 2 以降の手順に従います。
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10
キューブ・スキーマ

この章の内容

キューブ・スキーマの概要. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 199

キューブ・スキーマの作成または編集. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 199

既存のキューブ・スキーマからの Essbase モデルの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 206

キューブ・スキーマの概要
キューブ・スキーマは、Essbase キューブの基盤構造です。キューブ・スキーマで

は、階層、メジャーおよびメジャー階層を選択し、階層にある個々のメンバーの

データ・ロードの上書きを指定します。また、キューブ・スキーマから Essbase モ

デルを作成するためのオプションもあります。

キューブ・スキーマの作成または編集
キューブ・スキーマ・ウィザードを使用して Essbase キューブを作成し、オプショ

ンで、Essbase モデルを作成します。キューブ・スキーマの編集にも同じインタ

フェースを使用します。

ä 次のいずれかのアクションを行います:

l 新しいキューブ・スキーマを作成するには、「メタデータ・ナビゲータ」で、

「新規」>「キューブ・スキーマ」を選択して「キューブ・スキーマ・ウィザー

ド」を起動します。

l キューブ・スキーマを編集するには、「メタデータ・ナビゲータ」でその名前

を右クリックし、「編集」を選択します。

キューブ・スキーマ・ウィザードは 2 つのデフォルト画面で構成され、そこから

次のタスクを実行できます:

l メジャーおよび階層の選択-200 ページの「キューブ・スキーマのメジャーお

よび階層の選択」を参照してください。

l キューブ・スキーマ・オプションの設定-202 ページの「キューブ・スキーマ・

オプションの設定」を参照してください。

オプションの 3 番目の画面では、選択した階層、メジャーおよびメジャー階層の

データ・ロード・バインディングを定義できます。詳細は、204 ページの「デー

タ・ロード・マッピングの定義」を参照してください。
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キューブ・スキーマのメジャーおよび階層の選択
キューブ・スキーマの作成時や編集時にはメジャーおよび階層を選択します。

ä「キューブ・スキーマ・ウィザード」でメジャーおよび階層を選択するには:

1 「メジャーおよび階層の選択」で、「キューブ・スキーマ名」を入力します。

2 オプション: 「コメント」を入力します。

3 「使用可能な次元要素」リストから、このキューブ・スキーマに含める階層をド

ラッグし、右の「階層」ボックスにドロップします。

同じ階層は 2 回以上追加できません。

また、「使用可能な次元要素」リストで階層を選択して「選択した階層を追

加」ボタンをクリックすることでも階層を追加できます。

注： 「階層」リストから階層を削除するには、「階層」リストの階層を選択し

て「選択した項目を削除」ボタンをクリックします。

4 「使用可能な次元要素」リストから 1 つ以上のメジャーまたは 1 つのメジャー階層

をドラッグし、右の「メジャー/メジャー階層」ボックスにドロップします。

同じメジャーまたはメジャー階層は 2 回以上追加できません。

また、「使用可能な次元要素」リストでメジャーまたはメジャー階層を選択し

て「選択したメジャーまたはメジャー階層を追加」ボタンをクリックするこ

とでもメジャーまたはメジャー階層を追加できます。

注： キューブ・スキーマに追加できるメジャー階層は 1 つのみですが、メ

ジャーは 1 つ以上追加できます。階層に編成されていない個々のメジャー

を 1 つ以上追加する場合、これらは「緩い」メジャーと呼ばれます。1

つのメジャー階層か、1 つ以上の緩いメジャーのいずれかを追加する必

要があります。

注： 「メジャー/メジャー階層」リストからメジャーまたはメジャー階層を削

除するには、「メジャー/メジャー階層」リストのメジャーまたはメジャー

階層を選択して「選択したメジャーまたはメジャー階層を削除」ボタン

をクリックします。

5 オプション: 201 ページの「階層のプレビュー」で説明されているように、この

キューブ・スキーマとして選択した階層の構造を表示するには、「階層のプレ

ビュー」をクリックします。

階層の表示を終えたら、「OK」をクリックします。

6 「次へ」をクリックすると、202 ページの「キューブ・スキーマ・オプションの設

定」で説明されているように、ウィザードの次ページ、「キューブ・スキーマ・オ

プション」が開きます。
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階層のプレビュー

階層の作成時または編集時、あるいはキューブ・スキーマの作成時または編集時

に、階層の構造をプレビューできます。

また、階層は「メタデータ・ナビゲータ」からいつでもプレビューできます。

ä 階層をプレビューするには:

1 次のアクションを実行して、「サンプル・データ」ウィンドウにアクセスします:

l 階層エディタで、階層の作成時または編集時に「プレビュー」をクリック

します。

l 「キューブ・スキーマ・ウィザード」の「メジャーおよび階層の選択」ペー

ジで、「階層のプレビュー」をクリックします。

l 「メタデータ・ナビゲータ」の階層を右クリックして、「階層のプレ

ビュー」を選択します。

l 「メタデータ・ナビゲータ」の階層をダブルクリックして、プレビューす

る階層を選択します。「階層」エディタ(Essbase Studio コンソールの作業領

域のタブ)で、「プレビュー」をクリックします。

2 表示オプションを選択します:

l 「キャプション・バインディングを使用」 - 階層の各次元要素のキャプショ

ン・バインディング式から導出されたデータを使用して階層を表示しま

す。

l 「キー・バインディングを使用」 - 階層の各次元要素のキー・バインディン

グ式から導出されたデータを使用して階層を表示します。

「サンプル・データ」ウィンドウが表示されます。

たとえば、TBC サンプル・データベースを使用した場合、単純な Market 階層

は次のメンバーで構成されています:

l REGION。キャプション・バインディング式は connection :

\'tbcSource'::'tbc.region'.'REGION' . toString ; キー・バインディ

ング式は connection : \'tbcSource'::'tbc.region'.'REGIONID' .

toString

l STATE。キャプション・バインディング式は connection :

\'tbcSource'::'tbc.market'.'STATE' . toString; キー・バインディン

グ式は connection : \'tbcSource'::'tbc.market'.'STATEID' .

toString

「キャプション・バインディングを使用」オプションを選択すると、プレビュー

結果は次のようになります:

            Market

  REGION=>STATE

    East

      New York

      Massachusetts

      Florida
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      Connecticut

      New Hampshire

    West

      California

      Oregon

      etc.

         

「キー・バインディングを使用」オプションを選択すると、プレビュー結果は

次のようになります:

            Market

  REGION=>STATE

    1

      1

      2

      3

      3

      5

    2

      6

      7

      etc.

         

注： プレビューする Performance Management Architect の階層を選択すると、

個々のメンバーのプロパティが表示される「EPMA 次元のプレビュー」・

ウィンドウが表示されます(手順 4 を参照)。

3 「キューブ・スキーマ・ウィザード」の「メジャーおよび階層の選択」ページから

階層をプレビューする場合は、次の手順を実行します:

1. 「サンプル・データ」ウィンドウの上部にあるタブをクリックして、キュー

ブ・スキーマの 1 つの階層またはすべての階層を表示します。

2. 階層サンプルの表示が終了したら、「OK」をクリックして「キューブ・ス

キーマ・ウィザード」に戻ります。

4 Performance Management Architect 次元をプレビューする場合、「EPMA 次元のプレ

ビュー」・ウィンドウで、次の手順を実行します:

1. 左のフレームにある階層を展開します。

2. 階層のメンバーを選択し、右の「プロパティ名」および「プロパティ値」

列にリストされるプロパティを表示します。

3. プロパティを表示する各メンバーに対して、手順 4.2 を繰り返します。

キューブ・スキーマ・オプションの設定
キューブ・スキーマ・ウィザードで、キューブ・スキーマの作成または編集時に

「キューブ・スキーマ・オプションの設定」ページを使用します。デフォルトの

データ・ロード・マッピングを上書きするかどうか、およびキューブ・スキーマ

から Essbase モデルを作成するかどうかのオプションを指定します。
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ä キューブ・スキーマ・ウィザードでオプションを設定するには:

1 オプション: デフォルトのロード・メンバーおよびデータ・ロード・バインディン

グを定義するには、「キューブ・スキーマ・オプション」ページで、「デフォルト・

データ・ロード・バインディングを上書き」チェック・ボックスを選択します。

注： キューブ・スキーマにカレンダ階層が含まれる場合、「デフォルト・デー

タ・ロード・バインディングを上書き」チェック・ボックスを選択する

必要があります。

階層、メジャーまたはメジャー階層がそれぞれ異なるデータ・ソースに由来

するものである場合、デフォルトのデータ・ロード・バインディングを上書

きして、キューブの配置中に発生するエラーを 小限に抑えることができま

す。

このチェック・ボックスを選択した場合、「次へ」ボタンが使用可能になりま

す。このウィザードの「データ・ロード・マッピングの定義」ページを完了

する方法の詳細は、204 ページの「データ・ロード・マッピングの定義」を参

照してください。

2 オプション: 「Essbase モデルの作成」を選択して、このキューブ・スキーマから

Essbase モデルを作成し、次の手順を完了します:

1. 「モデル名」に入力します。

2. キューブ・スキーマのメジャーとしてメジャーが 1 つのみが指定されてい

る場合、「会計次元」で、このモデルの勘定科目の生成元の階層を指定し

ます。

キューブ・スキーマのメジャーとしてメジャーが複数指定されている場

合、会計次元はメンバーとしてのメジャーを使用して作成されます。メ

ジャー階層が指定されている場合、その階層が会計次元としてタグ付けさ

れます。

Essbase Studio で会計次元を生成できるようにするには、「システムにより

生成」を選択します。

3 Performance Management Architect ベースのモデルの場合のみ: 「モデル・タイプ」で、

このモデルのデータ・ストレージ・タイプを「集約ストレージ」と「ブロック・

ストレージ」のいずれにするかを選択します。

注： キューブ・スキーマの作成プロセス中に、データ・ストレージ・タイプ

を選択する必要があります。Essbase モデルでは変更できません。

4 キューブ・スキーマの構築を開始するには、「終了」をクリックします。指定した

場合は、Essbase モデルが構築されます。

または、手順 1 で「デフォルト・データ・ロード・バインディングを上書き」

チェック・ボックスを選択した場合は、「次へ」をクリックして204 ページの

「データ・ロード・マッピングの定義」の指示に従ってください。

注： キューブ・スキーマの処理中にメモリー不足エラーが発生した場合は、

78 ページの「仮想メモリーの構成」の説明に従って、Essbase Studio コン

ソールの仮想メモリー設定を増やします。
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5 オプション: このプロセスが完了したら、Essbase Studio コンソールの作業領域で、

Essbase モデルのグラフィカル表示を確認します。

データ・ロード・マッピングの定義
ウィザードのこのページは、ウィザードの「キューブ・スキーマ・オプション」

ページで「デフォルト・データ・ロード・バインディングを上書き」チェック・

ボックスを選択した場合に表示されます。データのロードに使用されるデフォル

トのロード・バインディングを上書きするには、このダイアログ・ボックスを使

用します。

次のガイドラインがデータ・ロード・マッピングに適用されます:

l データは、再帰階層を含む階層のリーフ・レベルでロードされます。したがっ

て、データ・ロード・マッピングは階層の 下位レベルで定義します。

l 純粋なユーザー定義のマルチチェーン階層の場合は、階層全体のリーフ・レ

ベルで 1 つのデフォルト・ロード・バインディングのみを指定できます。

チェック・ボックスは「データ・ロード・バインディング」列で有効にされ

ます。純粋なユーザー定義階層ごとに 1 つのチェック・ボックスしか選択で

きません。

l 混合のマルチチェーン階層、つまりリレーショナル・チェーンおよびユーザー

定義のチェーンを含む階層の場合は、次のようになります:

m 一意のリーフ・レベルごとに 1 つのデータ・ロード・バインディングを指

定できます。

m チェック・ボックスは、ユーザー定義のすべての階層チェーンのリーフ・

レベルで選択できます。

l メジャー階層の場合、指定できるバインディングの数に制限はありません。

唯一の条件は、リーフ・レベルに対して指定することです。

l カレンダ階層の場合は、このトピックの手順を完了する必要があります。そ

の階層の 下位レベルに対してデフォルトのデータ・ロード・バインディン

グを指定する必要があります。デフォルトのデータ・ロード・バインディン

グを指定しないと、Essbase モデルは構築できません。

l 既存のキューブ・スキーマからすでに Essbase モデルが作成されている場合、

そのキューブ・スキーマにデータ・ロード・バインディングを追加すると、

キューブ・スキーマとモデルは非同期になります。既存の Essbase モデルから

配置する場合、そのモデルは新しいデータ・ロード・バインディングをピッ

ク・アップしないため、配置結果は無効になります。新しいデータ・ロード・

バインディングを使用してキューブを配置するには、新しい Essbase モデルを

作成し、その新しいモデルから配置する必要があります。

ä キューブ・スキーマ・ウィザードでデフォルトのデータ・ロード・バインディ

ングを指定するには:

1 「データ・ロード・マッピングの定義」ウィンドウで、「キューブ・スキーマ要素」

列に表示された階層を確認し、どの階層にデフォルトのデータ・ロード・バイン

ディングを指定するかを決定します。

2 「キー・バインディング」列のエントリを記録します。
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「キー・バインディング」列には次のものがあります:

l 変更可能なデータ・ロード・バインディングを含む要素のキー・バイン

ディング。

l ユーザー定義メンバーの定義。

l 「遅延」キー・バインディングを含む次元要素に対する「遅延」ステータ

ス。

この列のキー・バインディング、定義およびステータスは読取り専用で、参

照用として表示されます。

3 「データ・ロード・バインディング」列で、選択した階層の 下位レベルの行をク

リックし、次の該当する処理を実行します:

l 変更するキー・バインディングを含むリレーショナル階層、再帰階層およ

びカレンダ階層の場合、省略記号のボタン をクリックし、「デフォル

ト・ロード・バインディング」ダイアログ・ボックスを起動して、手順 4

に進みます。

l 純粋なユーザー定義のマルチチェーン階層の場合、1 つのチェック・ボッ

クスを選択します。

l 混合のマルチチェーン階層の場合、データ・ロード・バインディング式を

構築(手順 4)するか、1 つ以上のユーザー定義階層チェーンのリーフ・レベ

ルでチェック・ボックスを選択します。

l シングルまたはマルチチェーンのメジャー階層の場合、1 つ以上のチェー

ンに対するデータ・ロード・バインディングを指定します(手順 4)。

4 バインディング式を構築するには、「デフォルト・ロード・バインディング」の

「式」の下で、「ソース」タブをクリックしてバインディング式の構築対象となる

物理要素に移動してから、次の手順を実行します:

1. 物理要素を「ソース」から「式」ボックスにドラッグします。

2. オプション: 「関数」タブをクリックして、式で使用する関数に移動し、

次にその関数を「式」ボックスにドラッグします。

3. オプション: 「演算子」タブをクリックして、式で使用する演算子に移動

し、次にその演算子を「式」ボックスにドラッグします。

注： 関数と演算子は、式の正しい場所に正確に配置する必要があります。

Essbase Studio では、これらのアイテムは正しい場所に自動的にはド

ロップされません。

4. オプション: 必要に応じて、手動で式を編集します。

5 オプション: デフォルト・ロード・バインディングの「フィルタ」を入力します

6 「OK」をクリックして「デフォルト・ロード・バインディング」ダイアログ・ボッ

クスを閉じ、「キューブ・スキーマ・ウィザード」の「データ・ロード・マッピン

グの定義」ページに戻ります。

7 ユーザー定義メンバーが含まれた階層の場合、デフォルト・ロード・メンバーを

次のように示します:
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l 純粋なユーザー定義のシングルチェーン階層の場合は、階層の 下位レベ

ルが自動的にデータ・ロード対象として選択され、選択されたことが「デー

タ・ロード・バインディング」列のチェック・マークによって示されま

す。このチェック・マークは選択解除できません。

l 純粋なユーザー定義のマルチチェーン階層の場合、いずれか 1 つのチェー

ンのみから 下位レベルをデフォルト・ロード・メンバーとして選択しま

す(「データ・ロード・バインディング」列のチェック・マークによって

示されます)。

l 混合のシングルチェーン階層で、 下位レベルがリレーショナルまたは列

ベースの場合、 をクリックし、手順 4 の詳細手順を完了して、デフォ

ルト・ロード・メンバーのバインディング式を構築します。

l 混合のマルチチェーン階層で、 下位レベルがリレーショナルまたは列

ベースの場合、いずれか 1 つのチェーンのみに対して をクリックし、

手順 4 の詳細手順を完了して、デフォルト・ロード・メンバーのバイン

ディング式を構築します。デフォルト・ロード・メンバーは、マルチチェー

ン混合階層の 1 つのチェーンに対してのみ指定できます。

8 「終了」をクリックしてキューブ・スキーマの構築を開始します。指定した場合

は、Essbase モデルを構築します。

9 オプション: このプロセスが完了したら、Essbase Studio コンソールの作業領域で、

Essbase モデルのグラフィカル表示を確認します。

既存のキューブ・スキーマからの Essbase モ
デルの作成
キューブ・スキーマの作成時に Essbase モデルを作成していなかった場合でも、既

存のキューブ・スキーマからいつでも作成できます。

ä キューブ・スキーマから Essbase モデルを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、Essbase モデルの作成元とするキューブ・スキー

マに移動します。

2 キューブ・スキーマを右クリックして、「Essbase モデルの作成」を選択します。

3 「Essbase モデル」ダイアログ・ボックスで、「モデル名」を入力します。

4 オプション: 「説明」を入力します。

5 「会計次元」で、このモデルの会計次元の生成元となる階層を指定します。

Essbase Studio で会計次元を生成できるようにするには、「システムにより生

成」を選択します。
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モデル・プロパティ
次のトピックでは、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの各タ

ブで編集する Essbase モデルのプロパティを説明します:

l 「全般」タブ - 209 ページの「モデルの全般プロパティの設定」

l 「別名」タブ - 217 ページの「Essbase モデルの別名セットの選択」

l 「属性」タブ - 218 ページの「モデルの属性の定義」

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにアクセスするには、209

ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセス」

を参照してください。

Essbase モデルについて

Essbase モデルは、リレーショナル・データベースのテーブルおよび列から作成さ

れる論理モデル(スター・スキーマ)です。Essbase モデルは、多次元データベース

の構造を生成するために使用されます。

キューブ・スキーマを構築するときに、キューブに含める階層、メジャーおよび

メジャー階層を指定します。Essbase モデルでは、キューブ・スキーマを構成する

オブジェクトと結合がグラフィカルに表示されます。

Essbase モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してくださ

い。

「メタデータ・ナビゲータ」から「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログにア

クセスできます。209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボッ

クスへのアクセス」を参照してください。
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注： Essbase モデルの使用中にメモリー不足エラーが発生した場合は、78 ページ

の「仮想メモリーの構成」の説明に従って、Essbase Studio コンソールの仮

想メモリー設定を増やします。

Essbase モデルの概要

Essbase モデルは、リレーショナル・データベースのテーブルおよび列から作成さ

れる論理モデル(スター・スキーマ)です。Essbase モデルは、多次元データベース

の構造を生成するために使用されます。

キューブ・スキーマを構築するときに、キューブに含める階層、メジャーおよび

メジャー階層を指定します。Essbase モデルでは、キューブ・スキーマを構成する

オブジェクトと結合がグラフィカルに表示されます。

Essbase モデルは、ソース・データベースの値がファクトまたはファクトの次元の

いずれかに分類できるという概念に基づいています。ファクトは、売上高や売上

ユニット数など、データベースにある数値の可変値です。

次元は、値の取得または保存用にデータを整理するためのデータ・カテゴリです。

次元には通常、内部でグループ化された関連メンバーの階層が含まれています。

たとえば、多くの場合、年次元には四半期や月などの期間ごとのメンバーが含ま

れます。通常、次元はビジネスの機能に関連付けられます。製品、地域、年は代

表的な次元です。次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してくださ

い。

関連付けられたファクトは、店舗の場所や売上ユニットの製品 ID などの追加情報

を提供する関連データ値です。Essbase モデルには、ファクト・テーブル、次元

テーブル、次元分岐およびオプションで時間次元と会計次元が含まれています。

階層の列にタグを付けて属性を使用可能にすることもできます。これらの列は、

色やサイズなど、アウトラインの属性になり、Essbase でレポートを作成するため

の追加レイヤーを提供します。

Essbase Studio を使用して作成する Essbase モデルは、物理スター・スキーマではな

く論理モデルです。このモデルは、ソース・データベース・テーブルから選択す

るデータ値の論理的な表現であり、Essbase でレポートを作成するために使用され

ます。Essbase にデータをロードするために必要な基本構造が含まれるアウトライ

ンを作成するには、モデルを使用します。

同じスキーマから複数のモデルを作成して各モデルのプロパティを編集し、1 つ

以上の Essbase アウトラインに各モデルを配置できます。

Essbase モデルには次の機能があります:

l 再使用できます。同じモデルを複数のアウトラインの基準として使用できま

す。

l データベース・アウトラインがソース・データベースの変更の影響を受けな

いようにする抽象概念のレイヤーを提供します。

l 階層を作成して、ソース・データベースのデータを構造化および要約できま

す。これらの階層は複数のアウトラインで使用できます。

l OLAP および XOLAP 環境をサポートしています。
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213 ページの「OLAP の概要」および214 ページの「XOLAP の概要」を参照し

てください。

キューブ・スキーマの作成プロセス時に Essbase モデルを構築するか、既存のキュー

ブ・スキーマから後で構築するかを指定します。1 つのキューブ・スキーマには、

そのキューブ・スキーマに関連付けられている複数の Essbase モデルを含められま

す。

Essbase モデルを配置する前にそのプロパティを変更するには、「Essbase モデル・

プロパティ」ダイアログ・ボックスを使用します。また、別のレベルでプロパティ

を表示および編集することもできます。224 ページの「次元の概要」および245

ページの「メンバーのプロパティ」を参照してください。

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスには、モデル・プロパティ

を編集するための次の 3 つのタブがあります:

l 「全般」タブ - 209 ページの「モデルの全般プロパティの設定」

l 「別名」タブ - 217 ページの「Essbase モデルの別名セットの選択」

l 「属性」タブ - 218 ページの「モデルの属性の定義」

209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」を参照してください。

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボッ
クスへのアクセス

ä「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにアクセスするには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、モデル名を右クリックします。

2 「Essbase プロパティ」を選択します。

デフォルトでモデルの「全般」タブが表示されます。

モデルの全般プロパティの設定
「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「全般」タブで、Essbase

モデルの全般プロパティを設定します。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

ä Essbase モデルの全般プロパティを設定するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

モデル名とキューブ・スキーマ名が、読取り専用の「名前」フィールドと

「キューブ・スキーマ」フィールドに表示されます。
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2 オプション: 「コメント」テキスト・ボックスに説明を入力します。たとえば、「4

月の分析とあわせて使用」のように入力します。

3 オプション: モデルの完全な配置履歴を表示するには、「 後に配置」フィールド

の右側のボタンをクリックします。

「 後に配置」フィールドには、 近の配置に関する情報が表示されます。

注： 現在のモデルがこれまで配置されたことがない場合、「 後に配置」

フィールドは空白です。

4 オプション: 次のオプションを少なくとも 1 つ選択します:

l 「ASO ストレージ・モデル」-モデルが集約ストレージをサポートできるよ

うにします。

データを集約ストレージ・フォーマットで保管する場合は、このオプショ

ンを選択します。Essbase アウトラインに大量の疎次元と 1 つか 0 の密次元

が含まれる場合、このオプションを使用します。

「ASO ストレージ・モデル」オプションを選択すると、次のメッセージが

表示されます:

「モデルを集約ストレージに設定すると、設定の一部に調節が必要となる

場合があります。Essbase Studio がモデルを検査し、モデルへの調節を行う

場合は「はい」をクリックし、そうでなければ「いいえ」をクリックしま

す。

これらの調整は、検証で警告やエラーが発生する可能性を取り除くことを

目的としており、「はい」を選択することをお薦めします。「いいえ」を選

択してもモデルに対してすべての操作を続行できますが、検証での警告や

エラーを回避できない場合があります。

注： 「ビジネス・モデル」オプションを使用して、Oracle BI EE データ・

ソースに基づく Essbase モデルを操作する際、データ・ソース接続の

作成時に「キューブ・スキーマと Essbase モデルの作成」オプション

を選択した場合は、「ASO ストレージ・モデル」オプションがデフォ

ルトで有効になります。必要に応じて、この選択はクリアできます。

l 「重複するメンバー名のサポート」-重複するメンバー名をモデルがサポー

トできるようにします。

重複メンバー名をサポートする Essbase アウトラインでは、次元と親レベ

ルが異なる場合に重複が許可されます。これにより、メンバー名が重複す

る可能性がある場合(顧客次元やサプライヤ次元の都市など)の分析アプリ

ケーションの作成が大幅に容易になります。

注： 「ビジネス・モデル」オプションを使用して、Oracle BI EE データ・

ソースに基づく Essbase モデルを操作する際、データ・ソース接続の

作成時に「キューブ・スキーマと Essbase モデルの作成」オプション

を選択した場合は、「重複するメンバー名のサポート」オプションが

デフォルトで有効になります。必要に応じて、この選択はクリアで

きます。
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l 「Unicode 文字セットを使用」-モデルが Unicode 文字セットをサポートで

きるようにします。

Essbase アプリケーションが文字テキストを UTF-8 でエンコードし、異な

る言語で設定されたコンピュータを使用するユーザー間でアプリケーショ

ン・データを共有できるようにする場合、このオプションを使用します。

l 「XOLAP モデル」-モデルが XOLAP モデルとして機能できるようにしま

す。

214 ページの「XOLAP の概要」を参照してください。

5 オプション: 「カスタム・データ・ロード設定」ボタンをクリックして、「データ

ロード設定の定義」ダイアログ・ボックスにアクセスすると、SQL をデータ・ロー

ド用にカスタマイズできます。

注： このダイアログ・ボックスは、モデル内のすべての要素がリレーショナ

ル・ソースからのものである場合のみ使用可能になります。SQL をデー

タ・ロード用にカスタマイズしない場合は、「カスタム・データ・ロー

ド設定」ボタンの右に「カスタム SQL 使用可能: FALSE」というメッセー

ジが表示されます。

詳細は、211 ページの「標準データ・ロード SQL の上書き」を参照してくだ

さい。

6 「型付きメジャーのサポート」で、「日付フォーマット」を選択します。

デフォルトの日付フォーマットは、yyyy-mm-ddです。

詳細は、263 ページの「型付きメジャーの指定」を参照してください。

7 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

標準データ・ロード SQL の上書き

このダイアログ・ボックスを使用して、データ・ロード・プロセス中に使用でき

るように、Essbase Studio で生成される標準的な SQL 文を編集します。

ヒント： 標準データ・ロード SQL の編集に関するヒントは、212 ページの「デー

タ・ロード SQL の上書き編集のガイドライン」を確認してください。

ä 標準データ・ロード SQL 文を上書きするには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「カスタム・データ・ロード設定」ボタンをクリックし、「データ・ロード設定の

定義」ダイアログ・ボックスにアクセスします。
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3 「データ・ロードにカスタム SQL を使用」を選択します。

4 オプション: フォルダとして SQL 文を表示するには、「ステートメントをフォルダ

として表示」オプションを選択します。

デフォルトで、左のテキスト・ボックスの SQL 文はリストとして表示されま

す。

5 左のテキスト・ボックスで、変更する SQL 文をハイライトします。

注： SQL 文全体をハイライトする必要はありません。右のテキスト・ボック

スにコピーして貼り付ける SQL 文の部分をハイライトすると(次の手順

を参照)、ステートメント全体がコピーされ貼り付けられます。

6 右のテキスト・ボックスにある SQL 文のコピーを貼り付けるには、方向ボタンを

使用します。

7 SQL 文を編集します。

注： SQL 文を変更すると、変更された文の総数が「変更済ステートメント」

メッセージに表示されます。

8 「OK」をクリックします。

注： データ・ロード SQL を編集した後に標準データ・ロード SQL を使用す

る場合は、「データ・ロードにカスタム SQL を使用」チェック・ボック

スを選択解除します。カスタマイズした SQL は保持されますが、使用さ

れません。

データ・ロード SQL の上書き編集のガイドライン

Essbase Studio サーバーで生成された標準 SQL を編集して、データのロード時に使

用できます。編集した SQL を選択して、Essbase データベースにデータをロードす

るときのパフォーマンスを向上できます。

Essbase Studio サーバーで生成された標準 SQL を編集する場合は、次のガイドライ

ンに使用してください:

l 編集した SQL の SELECT 句内の列の順序は、標準 SQL の SELECT 句の列の順

序と一致している必要があります。

l 勘定科目のタグが付けられた次元のユーザー定義メンバーは、ユーザー定義

SQL の SELECT 句にリストする必要があります。

l 編集した SQL 文の数は、標準 SQL 文の数に一致している必要はありません。

l 「データ・ロードにカスタム SQL を使用」チェック・ボックスを選択してい

て、1 つ以上の SQL 文に対してコピーまたは編集を行っていない場合、それ

らの SQL 文のデータ・ロードは無視されます。これにより、ステートメント

をデータ・ロードから除外できます。

カスタム・データ・ロードで特定のステートメントの SQL を編集しないで保

持するには、「データ・ロードにカスタム SQL を使用」チェック・ボックスを

選択解除した状態で、編集ペインにその SQL をコピーします。
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l データ・ロードの結果作成されるデフォルトの列数は、次元当たり 1 列とす

べての追加データ列の合計です。メンバーに、次元の前のメンバー(親やすべ

ての祖先など)の接頭辞が付加されている場合、より多くの列が戻されます。

l NULL のデータ・ロード SQL 文の列がいくつかある場合、SQL 文を追加して、

アウトラインの次のレベルでデータをロードできます。これは、NULL 移行処

理として知られています。

l データ・ロード SQL 文はフィルタ・セットに結び付けられているため、フィ

ルタ・セットごとに 1 つずつ、SQL 文の複数のセットを作成できます。

l データ・ロード SQL 文はアウトラインに関連けられます。

l SQL テーブルの別名を生成するプロセスでは、SQL の予約済キーワードがス

キップされます。ユーザー定義 SQL で予約済キーワードが使用されていない

ことを確認してください。

l データ・ソース列がレベル 0 のメンバー・セットにバインドされており、基

本メンバーと共有メンバーの両方を含んでいる場合、(同じ次元内に共有メン

バーを持つ)特定の基本メンバーに対して Essbase Studio で生成されたデータ・

ロード SQL 内に集約されるデータは、共有メンバーの数に応じて増加する可

能性があります。この場合、211 ページの「標準データ・ロード SQL の上書

き」の説明に従って、ユーザー独自のカスタム・データ・ロード SQL を定義

することをお薦めします。この動作は、Oracle Essbase Integration Services から

インポートしたメタアウトラインから作成された Essbase モデルにも、 初か

ら Essbase Studio で作成された Essbase モデルにも当てはまります。

たとえば、TBC サンプルを使用すると、100-10 で Diet の下に共有メンバーが

あるため、100-10 に対して標準データ・ロード SQL 内に集約されるデータは

本来の量の 2 倍になります。正しい集約データを取得するには、「データ・

ロードにカスタム SQL を使用」オプションを選択し、手動でカスタム・デー

タ・ロード SQL に group by 列をもう 1 つ追加します

注意:

l ユーザー定義 SQL は実行時まで検証されません。詳細は、364 ページの「ユー

ザー定義 SQL の検証」を参照してください。

l Essbase Studio におけるユーザー定義 SQL に対する権限は、データ・ソース・

ユーザーに割り当てられている権限から継承されます。詳細は、364 ページの

「ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権限」を参照してください。

OLAP の概要

OLAP(オンライン分析プロセス)は、多次元で複数のユーザーが関わるクライアン

ト・サーバー型の計算環境です。これは、集計された企業データをリアル・タイ

ムで分析するユーザーを対象にしています。OLAP システムには、ドリルダウン、

データのピボット、複雑な計算、トレンド分析およびモデリングの機能がありま

す。

OLAP は、プランニングした戦略のテスト・シナリオを作成して、複雑な前提条

件を含む課題を解決する必要があるビジネス・マネージャを対象としています。

ユーザーは、次のようなデータ・カテゴリ間の関係を分析できます:
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l 製品 A の過去 1 か月間の売上はどうだったのか?過去 5 年間の同月の売上と比

較してどうなのか?

l 歩合と価格は販売員の製品 A の売上成績に影響したのか?

l 製品 B の翌月の売上はどのようになるのか?

l 製品 B の売上は特定の地域ではよかったのか?

l 過去 1 年間製品 C は顧客から返品されたか?欠陥が原因で返品されたのか?特定

の工場で欠陥製品が製造されたのか?

Essbase Studio を使用し、Essbase の多次元データベースを構築することで、このよ

うな質問にすばやく答えられます。

多次元データベース

多次元データベース(MDDB)には、そのメンバーと次元の交差にある集計データ

を保管します。たとえば、ある会社が第 1 四半期に東部地域で製品 20 個を販売し

た場合、Essbase は、製品、東部、第 1 四半期、ユニット売上の交差に 20 を保管

します。

多次元データベースでは、次元はビジネス・プランのコア・コンポーネントを表

すデータ・カテゴリであり、多くの場合、ビジネス機能と関連しています。製品、

地域、年は代表的な次元です。ほとんどのデータベースで、アプリケーションの

存続期間中に次元が変更されることはほとんどありません。

多次元データベースでは、メンバーは次元の個別のコンポーネントです。たとえ

ば、製品 A と製品 B は製品次元のメンバーです。各メンバーには一意の名前があ

ります。1 つの次元には複数のメンバーを入れることができます。一部の次元で

は、アプリケーションの有効期間内にメンバーが頻繁に変更されます。

メンバーは、複数のメンバーの親および他のメンバーの子になることができます。

Essbase のアウトラインでは、下にあるメンバーを互いにインデントして連結関係

を示します。

XOLAP の概要

Extended Online Analytic Processing(XOLAP)は、ビジネス・インテリジェンスにお

ける OLAP の役割のバリエーションです。具体的には、XOLAP は、アウトライ

ン・メタデータのみを保管し、クエリー時にリレーショナル・データベースから

データを取得する、Essbase 多次元データベースです。このように、XOLAP はソー

ス・リレーショナル・データベースを Essbase データベースと統合し、リレーショ

ナル・データベースの拡張容易性とともに、多次元データベースのより高度な分

析機能を活用します。OLAP と XOLAP のどちらが環境に適しているかは、ビジネ

ス・ニーズによって決まります。

OLAP の詳細は、213 ページの「OLAP の概要」を参照してください。

OLAP と XOLAP では、メタデータ・アウトラインとその基底データの保管場所が

異なります:

l OLAP では、メタデータと基底データは、Essbase データベースにあります。
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l XOLAP では、メタデータは Essbase データベースにあり、基底データはソー

ス・リレーショナル・データベースにとどまります。

メタデータとデータの場所の違いは OLAP と XOLAP の機能に影響するため、

Essbase Studio を使用する際に XOLAP がどのように役立つかを理解するために重

要です。

OLAP は従来のリレーショナル・データ・ストレージとデータ分析に役立ちます。

XOLAP は、(Integration Services のユーザーによく知られている)ハイブリッド分析

や拡張リレーショナル・アクセスなどの混合(ハイブリッド)環境でサポートされ

る操作に適しています。ハイブリッド分析と拡張リレーショナル・アクセスの基

本概念の多くが、Essbase Studio の XOLAP キューブの機能に組み込まれています。

XOLAP ワークフロー

XOLAP 環境でのデータ取得のワークフローは、非 XOLAP 環境の場合と次の点で

類似しています:

1. モデルは、XOLAP 対応として指定されます。

216 ページの「XOLAP へのモデルの指定」を参照してください。

2. キューブは配置されますが、その時点でデータはロードされません。

3. Essbase データベースは、Smart View、Oracle Essbase Visual Explorer、または

Essbase データベースにアクセス可能なその他のレポート作成ツールを使用し

てクエリーされます。

4. Essbase では、必須 SQL が動的に生成されて、ソース・リレーショナル・デー

タベースからデータが取得されます。

XOLAP を使用するためのガイドライン

369 ページの「XOLAP の機能のガイドライン」も参照してください。

XOLAP には、いくつかの制限とサポートされていない用途があります。

XOLAP の制限

XOLAP には、次のような制限があります:

l 管理サービス・コンソールの「アウトライン・エディタ」では XOLAP アウト

ラインを変更できないわけではありませんが、許可はされていません。XOLAP

の操作では、アウトラインの作成後、構造と次元テーブルのコンテンツに自

動的に変更が組み込まれることはありません。アウトラインを変更するには、

基礎となる Essbase モデルを変更し、新しい Essbase データベースに再配置す

る必要があります。

l XOLAP 対応モデルの増分構築がサポートされています。

次の操作のいずれかを(単独または組合せて)Essbase モデルで実行する場合、

XOLAP キューブで増分ロードを実行できます。:

m 階層にメンバーを追加する

m 階層からメンバーを削除する
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m 階層内のメンバーを再度親にする(再編成する)

l 導出テキスト・メジャーが Essbase モデルを構築するためにキューブ・スキー

マで使用されている場合、そのモデルに XOLAP は対応できません。

l XOLAP を使用できるのは、ストレージの集約時のみです。データベースでは、

自動的に重複メンバーが使用可能になります。

l Essbase Studio は XOLAP 対応の Essbase モデルに属性次元を作成できます; ただ

し、属性次元の子レベルは 1 つのみであることが必要です。

l XOLAP では、カタログに対応するスキーマ・マッピングを持たない次元がサ

ポートされていますが、このような次元の場合、保管されるメンバーとなる

メンバーは 1 つだけです。

l XOLAP モデルのユーザー定義メンバーには、親または子メンバーを保管でき

ません。階層は動的階層として指定する必要があります。

l XOLAP で値を計算するには、ユーザー定義メンバーに有効な式が関連付けら

れている必要があります。

l 「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「全般」タブでは、次

元サーバー(Performance Management Architect)ソースから作成されたモデルに

対して、「XOLAP モデル」オプションが使用不可になっています。

XOLAP でサポートされていない用途

XOLAP では、次の用途はサポートされていません:

l フラット・ファイル

l 不完全な階層

l 再帰階層

l カレンダ階層

l フィルタ

l テキスト・メジャー

l 複数のリレーショナル・データ・ソース

l 次元サーバー(Performance Management Architect)データ・ソース

XOLAP へのモデルの指定

モデルを指定して、XOLAP で使用可能にできます。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

XOLAP の詳細は、214 ページの「XOLAP の概要」を参照してください。

ä XOLAP にモデルを指定するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。
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モデル名とキューブ・スキーマ名が、読取り専用の「名前」フィールドと

「キューブ・スキーマ」フィールドに表示されます。

2 「XOLAP モデル」チェック・ボックスを選択します。

3 「適用」をクリックします。

Essbase モデルの別名セットの選択

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「別名」タブで、モデル

で使用する別名セットを選択します。

別名の詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照してください。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

注： データ・ロードを 適化する場合(243 ページの「データ・ロードの 適化」

を参照)、Essbase がデータ・ロードの別名 適化に使用する別名を保持する

ために、別名テーブルが 1 つ必要になります。合計 32 個のうち、その他の

31 個のテーブルは、別名セットとして選択できます。31 個を超えるテーブ

ルを選択すると、一部のテーブルがデータ・ロード中にドロップされます。

ä Essbase モデルで使用する別名セットを選択するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 Essbase モデル名をフォーカスした状態で、「別名」タブを選択します。

3 テーブルを「使用可能なテーブル」リストから「選択したテーブル」リストに移

動するために、アクションを実行します:

l 1 つ以上の別名セットを選択し、「選択した別名セットをモデルに追加」

( )をクリックします。

注： テーブルをダブルクリックして移動することもできます。

l 「すべての使用可能な別名セットをモデルに追加」( )をクリックしま

す。

4 「キューブでの名前」列で重複名のある別名セットを選択した場合、「メタデータ・

ナビゲータ」で、その別名セットの名前変更を求めるメッセージが表示されます。

異なるフォルダ内にある別名セットは同じ名前にすることが可能であるため、

別名セットに新しい(別の)名前を入力すると、すべての別名テーブル名がキュー

ブ内で一意になります。

5 オプション: 「選択したテーブル」ボックスでテーブルを選択して、次のいずれか

のボタンをクリックすることにより、別名セットの順序を並べ替えます:

l 「選択した別名をリストで上へ移動」( )
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l 「選択した別名をリストで下へ移動」( )

6 テーブルを「選択したテーブル」リストから「使用可能なテーブル」リストに移

動するために、アクションを実行します:

l 1 つ以上の別名セットを選択し、「選択した別名セットをモデルから削除」

( )をクリックします。

注： テーブルをダブルクリックして移動することもできます。

l 「すべての別名セットをモデルから削除」( )をクリックします。

7 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

モデルの属性の定義
「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「属性」タブで、モデル

の属性次元の作成方法を定義します。

属性を使用して、次元の特性、つまり属性に関するデータの取得および分析を行

います。たとえば、サイズやパッケージに基づいて製品の収益性を分析できます。

また、各市場の地域における人口規模などの市場の属性を分析に組み込むことで、

より有効な結論が出せます。

属性の詳細は、218 ページの「属性の概要」を参照してください。

可変属性の詳細は、219 ページの「可変属性の概要」を参照してください。

次のトピックでは、「属性」タブで編集する Essbase モデル・プロパティについて

説明します:

l 221 ページの「属性メンバー名のフォーマットの設定」

l 221 ページの「属性計算メンバー名のフォーマットの設定」

l 223 ページの「属性のブール、日付および数値の範囲の指定」

属性の概要

属性は、製品のサイズや色などのデータ特性を記述します。属性を使用して、次

元のメンバーをその特性に基づいてグループ化したり分析したりできます。

属性の分析により、たとえば、小規模市場で缶で販売されるカフェインレス飲料

の売上が予想よりも低いなどの傾向がわかります。さらに、同様の市場区分での

様々な製品の 低売上または 高売上など、特定の属性条件による分析をフィル

タできます。

一般的な特徴に基づいてデータを選択、集約およびレポートできます。また、次

のようないくつかの集計メソッドから選択できます:
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l 合計

l カウント

l 平均

l 小

l 大

属性のタイプは、次のとおりです:

l テキスト

l 数値

l ブール

l 日付

次の例で示すように、属性による分析で深い見通しが可能になり、より確実な決

定を行うことができます:

l 共通の特徴(属性)に基づいてデータを選択、集約およびレポートできます。

l 属性をテキスト、数値、ブールまたは日付型として定義することで、AND、

OR、NOT、<、>、および=の比較などの型関連の関数を使用してデータをフィ

ルタ(選択)できます。

l 数値属性タイプを使用して、属性範囲別に統計値をグループ化できます。た

とえば、 <500,000、500,000-1,000,000 および>1,000,000 などの人口グループが

あります。

l 属性データの合計、カウント、 小値または 大値、および平均値を表示で

きます。

l 計算スクリプトおよびメンバー式で、数値属性値を使用して計算を実行でき

ます。

l データをドリル・ダウンして詳細情報を調べたり、ドリル・アップしてデー

タの要約を参照したりできます。

可変属性の概要

製品には通常、その製品を規定または定義する属性があります。たとえば、ある

製品がサイズをオンスで示す属性と味を示す属性を持つとします。その場合、製

品が基本次元になり、オンスと味が属性次元になります。

注： 基本次元と属性次元の詳細な説明は、Oracle Essbase Database Administrator's

Guide を参照してください。

可変属性を使用すると、独立次元と呼ばれる第 3 の次元に関連して 2 つの値を追

跡できます。たとえば、8 オンスの製品を 1 年間追跡できます。このシナリオで

は、時間が独自次元です。この第 3 の係数は変わることがあります(そのため可変

という名前がついています)。たとえば、製品を 1 年間、1 四半期、または 1 か月

にわたって追跡できます。
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もう 1 つの例として、次のシナリオを考えてください: ある顧客の営業担当員が 1

年の途中で変わります。顧客の合計売上と営業担当員の 6 か月間の担当は次のよ

うになります:

表 4 可変属性の例: 営業担当員の途中変更

3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月

4000 6000 2000 1000 1000 7000

ジョーンズ ジョーンズ ジョーンズ スミス スミス スミス

この例では、営業担当員が可変属性です。データ取得によって、営業担当員ジョー

ンズが 3 月から 5 月まで顧客に合計$12,000 相当の製品を販売し、営業担当員スミ

スが 6 月から 8 月まで顧客に合計$9,000 相当の製品を販売したことがわかってい

ます。可変属性を使用しないと、認識できるのは現在の営業担当員スミスのみで

あり、総販売額($21,000)がスミスの成績になります。

可変属性は、メンバーをグループ化する代替手段になります。たとえば、色を使

用して SKU をグループ化できます。このシナリオでは、属性次元「色」が SUBSKU

に関連付けられます:

      Product_H

   |

   |__Family

   |  |

   |  |__SKU

   |     |

   |     |__SUBSKU

   |  

   |_Color

      |

      |__SUBSKU

   

Essbase Studio で色が可変属性として設定されると、次の表に似た結果が取得され

ます:

表 5 SUBSKU に関連付けられた色の可変属性の例

SUBSKU SKU

赤 100

白 400

白 600

黒 200

黒 300

銀 500

可変属性には複数のチェーンが必要で、リーフ・レベルは一致している必要があ

ります。
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属性メンバー名のフォーマットの設定

接頭辞または接尾辞を割り当てて、属性名を一意に設定できます。接頭辞または

接尾辞の識別子を割り当てると、アウトラインに属性メンバーのフル・ネームが

表示されないので注意してください。情報を取得すると属性のフル・ネームを表

示できます。たとえば、スプレッドシートを表示すると属性のフル・ネームが表

示されます。

ä Essbase モデルで属性のメンバー名のフォーマットを設定するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「属性」タブを選択します。

3 「メンバー名フォーマット」グループを検索します。

4 接頭辞または接尾辞として使用する「値」を次の中から選択します:

注： メンバー名に接頭辞と接尾辞の両方を追加できます。

l 「なし」

l 「親」

l 「親の親」

l 「祖先」

l 「次元」

5 接頭辞または接尾辞で使用する「区切り記号」を次の中から選択します:

l 「アンダースコア」

l 「パイプ」

l 「キャレット」

6 「接頭辞」または「接尾辞」を選択して、選択した値をどちらに使用するかを指定

します。

選択した接頭辞または接尾辞に基づいて、「サンプル」フィールドに属性名の

例が表示されます。

7 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

属性計算メンバー名のフォーマットの設定

属性計算メンバー名のフォーマットを設定できますが、属性計算メンバー名はメ

ンバー名と同じにはできません。

属性計算の詳細は、223 ページの「属性計算の概要」を参照してください
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ä Essbase モデルの属性計算メンバー名のフォーマットを設定するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「属性」タブを選択します。

3 「属性計算メンバー名」グループを探します。

4 オプション: 「次元」テキスト・ボックスで、属性計算次元の名前を変更します。

5 オプション: 「合計メンバー」テキスト・ボックスで、合計メンバーの名前を変更

します。

たとえば、Sum を Total に変更できます。

この属性では、メンバーの集計プロパティまたは式に基づいてメンバーが合

計されます。合計では、合計が計算されますが、常に単純合計を計算するわ

けではありません。合計では、メンバーの集計プロパティまたは式に基づい

てメンバーが合計されます。たとえば、12 オンスの飲料の収益(%)を計算でき

ます。合計は、Profit%式に基づいており、収益が売上で除算され、100 で乗算

されます。

6 オプション: 「カウント・メンバー」テキスト・ボックスで、カウント・メンバー

の名前を変更します。

この属性では、指定した属性または属性の組合せでメンバーの数が計算され

ます。カウントには、存在するデータ・ブロックを持つメンバーのみが含ま

れます。

7 オプション: 「 小メンバー」テキスト・ボックスで、 小メンバーの名前を変更

します。

この属性では、指定した属性または属性の組合せの 小データ値が計算され

ます。

8 オプション: 「 大メンバー」テキスト・ボックスで、 大メンバーの名前を変更

します。

この属性では、指定した属性または属性の組合せの 大データ値が計算され

ます。

9 オプション: 「平均メンバー」テキスト・ボックスで、平均メンバーの名前を変更

します。

この属性では、指定した属性またはその組合せの力学的平均値(平均値)が計算

されます。平均(合計を個数で除算)には、存在するデータ・ブロックを持つメ

ンバーのみが含まれます。

10「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリックしま

す。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、「デフォ

ルト」をクリックします。
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属性計算の概要

属性計算には、次のプロパティがあります:

l システム定義: アウトラインに属性次元を作成すると、生成されるレポートお

よびスプレッドシートには、すべての属性メンバーで使用できる定義済の計

算が 5 つ含まれます。

l 動的計算: ユーザーが計算を要求すると、すべての属性計算が実行され、その

後計算が破棄されます。計算済データはデータベースに保管できません。

l レポートでの表示: 属性計算の結果はアウトラインに表示されません。計算結

果は、スプレッドシートおよびレポートでのみ使用できます。

属性のブール、日付および数値の範囲の指定

メンバーに対して、ブール、日付および数値の範囲を指定できます。

ä メンバーに対して属性のブール、日付および数値の範囲を指定するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「属性」タブを選択します。

3 「ブール、日付、および数値範囲」グループを探します。

4 「TRUE メンバー」テキスト・ボックスに、属性メンバー名を入力します。

メンバー名 TRUE がアウトラインの別の場所で使用されている場合、「TRUE

メンバー名」テキスト・ボックスに Yes、Allowedまたは別の適切な名前を入

力します。デフォルトのメンバー名は、「TRUE」です。

5 「日付」ドロップダウン・リストから、日付フォーマットを選択します。

l 「mm-dd-yyyy」-たとえば、2000 年 10 月 19 日は、10-19-2000 と表示されま

す。

注： 日付型の属性メンバーに対しては、別の値を指定しない限り、デフォ

ルトの mm-dd-yyyy フォーマットが割り当てられます。

l 「dd-mm-yyyy」-たとえば、2000 年 10 月 19 日は、19-10-2000 と表示されま

す。

注： 日付メンバー名フォーマットを変更すると、既存メンバーの名前が

無効になる場合があります。たとえば、10-19-2000 というメンバー

があり、フォーマットを dd-mm-yyyy に変更すると、このメンバーは

無効になる場合があります。

6 「FALSE メンバー」テキスト・ボックスに、属性メンバー名を入力します。

メンバー名「FALSE」がアウトラインの別の場所で使用されている場合、「FALSE

メンバー名」テキスト・ボックスに Yes、Allowed または別の適切な名前を入

力します。デフォルトのメンバー名は、「FALSE」です。
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7 「数値」ドロップダウン・リストで、数値範囲を指定します:

l 「範囲の一番上」 - 数値属性の名前が数値範囲の一番上の値に設定されま

す。範囲が 3,000,001 から 6,000,000 の場合、このオプションを選択すると

名前が 6,000,000 として設定されます。

l 「範囲の一番下」 - 数値属性の名前が数値範囲の一番下の値に設定されま

す。範囲が 3,000,000 から 5,999,999 の場合、このオプションを選択すると

名前が 3,000,000 として設定されます。

8 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリックしま

す。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、「デフォ

ルト」をクリックします。

次元のプロパティ
次のトピックでは、次元レベルの「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・

ボックスにある各タブで編集する次元プロパティを説明します:

l 「全般」タブ - 226 ページの「次元の全般プロパティの設定」

l 「情報」タブ - 228 ページの「次元の編集」

l 「勘定科目情報」タブ - 234 ページの「会計次元プロパティの編集」

l 「式」タブ」 - 237 ページの「次元への式の追加」

l 「別名」タブ - 238 ページの「次元の別名の表示および編集」

l 「UDA」タブ - 239 ページの「次元へのユーザー定義属性の割当て」

l 「アウトライン構築」タブ - 240 ページの「アウトライン構築オプションの選

択」

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

次元プロパティのタブにアクセスする方法は、226 ページの「「次元プロパティ」

タブへのアクセス」を参照してください。

次元の概要
次元は、値の取得または保存用にデータを整理するためのデータ・カテゴリです。

次元には通常、内部でグループ化された関連メンバーの階層が含まれています。

たとえば、多くの場合、年次元には四半期や月などの期間ごとのメンバーが含ま

れます。

次元は、ビジネス・プランのコア・コンポーネントを表し、多くの場合はビジネ

ス機能に関連しています。製品、地域、年は代表的な次元です。多くのデータベー

スでは、次元は静的でアプリケーションの有効期間中に変更されることはほとん

どありません。
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メンバーは、次元の個別のコンポーネントです。たとえば、製品 A、製品 B およ

び製品 C は、製品次元のメンバーである場合があります。各メンバーには一意の

名前があります。次元には、無制限の数のメンバーを含めることができます。

この概要では、次のトピックを説明します:

l 225 ページの「次元タイプ」

l 225 ページの「時間次元の使用ルール」

l 226 ページの「会計次元の使用ルール」

次元プロパティのタブにアクセスする方法は、226 ページの「「次元プロパティ」

タブへのアクセス」を参照してください。

次元タイプ

次元を特定のタイプとしてタグ付けすると、次元からそのタイプのためにデザイ

ンされた組込み機能にアクセスできます。たとえば、次元を勘定科目タイプとし

て定義すると、その次元のメンバー・レベルに対して会計操作を指定できます。

次元には次の 3 つのタイプがあります:

l 標準-特別なタイプまたは機能はありません。

注： 次元を作成するときにタイプを指定しない場合、次元は標準次元として

作成されます。

l 時間-データの収集と更新の頻度を記述します。時間としてタグ付けされた次

元では、期首のタイム・バランスや期末のタイム・バランスなど、複数の会

計次元機能が使用可能になります。

時間次元の使用のガイドラインは、225 ページの「時間次元の使用ルール」を

参照してください。

l 勘定科目-利益や在庫など、メジャーを実行する項目が含まれます。アウトラ

イン内でメジャーとしてタグ付けされた次元は、関連する Essbase データベー

ス内で勘定科目としてタグ付けされた次元に対応します。

注： 会計次元は、Essbase モデルの作成時に選択されます。モデル内の次元で

会計次元にできるのは 1 つのみです。

会計次元の使用のガイドラインは、226 ページの「会計次元の使用ルール」を

参照してください。

時間次元の使用ルール

時間次元にタグを付ける場合は、次のルールに従います:

l 時間のタグを付けることができる次元は 1 つのみです。

l 時間として次元にタグを付ける場合は、次元内のすべてのメンバーは時間プ

ロパティを継承します。
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l 時間のタグが付けられた次元内に複数の階層を作成できます。たとえば、同

じ時間次元に、年、四半期、月の階層と年、季の階層を指定できます。

l 時間のタグ付きの次元を持たないアウトラインを作成できます。

l 時間のタグが付けられていない次元に時間メンバーを追加できます。

l 時間次元と会計次元は、データベースの他の次元より前に計算されます。

l アウトラインの 2 回目のパスで時間次元のメンバーを計算できます。2 パス計

算の概要は、232 ページの「2 パス計算の概要」を参照してください。

会計次元の使用ルール

会計次元にタグを付ける場合は、次のルールに従います:

l 勘定科目としてタグ付けできる次元は 1 つのみです。

l 勘定科目として次元にタグを付ける場合、次元内のすべてのメンバーは勘定

科目プロパティを継承します。

l 勘定科目としてタグ付けされていない次元を持つアウトラインを作成できま

す。このシナリオでは、1 つのメジャーを含む会計次元が作成されます。

l 時間次元と会計次元は、データベースの他の次元より前に計算されます。

l アウトラインの 2 回目のパスで会計次元のメンバーを計算できます。2 パス計

算の概要は、232 ページの「2 パス計算の概要」を参照してください。

「次元プロパティ」タブへのアクセス

ä「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「次元プロパティ」タ

ブにアクセスするには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、モデル名を右クリックします。

2 「Essbase プロパティ」を選択します。

3 モデルを展開して次元名を表示します。

4 次元を選択します。

デフォルトで次元の「全般」タブが表示されます。

次元の全般プロパティの設定
「全般」タブでは、わかりやすい名前の定義、コメントの追加、および世代および

レベルの命名など、次元の全般プロパティを設定できます。

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

ä Essbase モデルの次元の全般プロパティを設定するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。
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「名前」テキスト・ボックスには、選択した次元の現在の名前が表示されま

す。

2 オプション: キューブの次元のわかりやすい名前を「キューブでの名前」テキス

ト・ボックスに入力します。

「ソース要素パス」には、現在選択されている次元が存在する階層要素のパス

が表示されます。

注： <、{、[、*やその他のワイルドカード文字はキューブ名に使用できませ

ん。378 ページの「メタデータ要素の命名規則」を参照してください。

3 オプション: コメントを追加または選択します。

市場次元のコメントは、米国本土、AK および HI などとなります。データベー

ス列にコメントが存在する場合、「コメント」フィールドには、これらのコメ

ントのドロップダウン・リストが表示されます。

注： 階層要素では、ドロップダウン・リスト・ボックスは使用できません。

会計次元のメンバーの場合、会計次元がファクト・テーブルから作成さ

れていると、ドロップダウン・リスト・ボックスは使用できません。

4 オプション: 世代またはレベルの名前を作成または編集するには、「編集」ボタン

をクリックします。

「編集」ボタンの横に表示されるステータス・メッセージにより、世代または

レベルに名前が付けられたかどうかが示されます。

詳細は、227 ページの「世代およびレベルの命名」を参照してください。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

世代およびレベルの命名

Essbase モデル内の世代およびレベルには、独自の名前を付けられます。名前は、

世代またはレベルを説明する単語または語句です。たとえば、アウトラインのす

べての市に対して Cities という世代名を作成します。それぞれの世代またはレベ

ルには、1 つの名前のみ定義できます。

計算スクリプトやレポート・スクリプトで、メンバー名のリスト、あるいは世代

番号またはレベル番号のリストを指定する必要がある場合は、世代名やレベル名

を使用します。たとえば、計算スクリプトで行う計算の範囲を、特定の世代のメ

ンバーに限定できます。

重複メンバー名を許可する次元では、特定の世代やレベルでメンバー名が一意と

なるように指定できます。
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ä 世代名またはレベル名を作成、変更または削除する手順は、次のとおりです:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、適切な次

元を選択し、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プ

ロパティのタブにアクセスします。

2 次元プロパティの「全般」タブで、「名前付き世代/レベル」の下にある「編集」

ボタンをクリックします。

「名前付き世代およびレベルの編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3 世代名またはレベル名を作成するには、次のタスクを実行します:

1. 「名前付き世代の追加」ボタンまたは「名前付きレベルの追加」ボタンを

クリックします。

世代またはレベルのデフォルトの名前および番号が表示されます。

2. デフォルトの名前を変更するには、「世代名」または「レベル名」のセル

内をクリックして、新しい名前を入力します。

3. 同じ行の「番号」列でセル内をクリックして、世代番号またはレベル番号

を入力します。

たとえば、Sample Basic データベースの月の世代に名前を付ける場合、3 を

選択します。Sample Basic データベースの月のレベルに名前を付ける場合、

1 を選択します。

4. オプション: 重複メンバー名が許可された Essbase モデルにおいて、重複メ

ンバー名次元の特定の世代やレベルでメンバー名が一意となるように指定

するには、「一意」列のチェック・ボックスを選択します。

5. 作成するすべての名前付き世代またはレベルについて、手順 3.1 から手順

3.5 を繰り返します。

4 オプション: 追加したアイテムを世代番号順またはレベル番号順に表示するには、

「値ごとに名前付き世代を編成」または「値ごとに名前付きレベルを編成」をク

リックします。

5 名前付き世代またはレベルを変更するには、手順 3.2 から手順 3.5 を実行します。

6 名前付き世代またはレベルを削除するには、次のアクションを実行します:

l 削除する名前付き世代を 1 つ以上選択し、「選択した名前付き世代の削除」

をクリックします

l 削除する名前付きレベルを 1 つ以上選択し、「選択した名前付きレベルの

削除」をクリックします

7 「OK」をクリックしてダイアログ・ボックスを終了し、次元プロパティの「全般」

タブに戻ります。

次元の編集
「情報」タブで、次元を環境に適した方法で使用されるように編集できます。次元

タイプを定義して、その組込み機能を活用できます。また、次元とそのデータに

対して 適な保管方法を選択できます。さらに、計算を定義し、ソート順序を選

択することもできます。

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください
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次のトピックでは、「情報」タブで編集する次元プロパティについて説明します:

l 229 ページの「次元タイプの選択」

l 230 ページの「動的時系列の使用」

l 231 ページの「次元の保管方法の選択」

l 231 ページの「2 パス計算の選択」

l 232 ページの「データの保管方法の選択」

l 233 ページの「解決順の選択」

次元タイプの選択

次元を特定のタイプとしてタグ付けすると、次元はそのタイプのためにデザイン

された組込み機能を使用できます。

次元タイプの詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

ä 次元タイプを選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「次元タイプ」グループを検索します。

4 次のいずれかの「次元タイプ」を選択します:

l 「標準」-次元を特定のタイプを持たない次元としてタグ付けします。

l 「勘定科目」-次元を会計次元としてタグ付けします。この次元タイプに

は、利益や在庫などメジャーを実行する項目が含まれます。

会計次元のタグ付けのガイドラインは、226 ページの「会計次元の使用ルー

ル」を参照してください。

注： 一部のモデルでは、会計次元はモデル作成時に決定され、変更でき

ません。その場合、「勘定科目」オプションは使用不可になります。

l 「時間」-次元を時間次元としてタグ付けします。この次元タイプは、デー

タの収集と更新の頻度を記述します。時間としてタグ付けされた次元で

は、期首のタイム・バランスや期末のタイム・バランスなど、複数の会計

次元機能が使用可能になります。

時間次元のタグ付けのガイドラインは、225 ページの「時間次元の使用ルー

ル」を参照してください。

次元を時間次元としてタグ付けすると、「動的系列」ボタンが使用可能に

なります。このボタンを選択すると、「動的時系列」ダイアログ・ボック

スが開き、ブロック・ストレージの期間累計レポートを使用できるように

なります。230 ページの「動的時系列の使用」を参照してください。

5 「適用」をクリックします。
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注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

動的時系列の使用

動的時系列メンバーを使用可能および使用不可にし、世代に関連付けるには、「動

的時系列」ダイアログ・ボックスを使用します。8 つの定義済の動的時系列メン

バーを使用して、期間累計値を動的に計算できます。動的時系列メンバーには別

名も指定できます。

ä 動的時系列の値を設定するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「次元タイプ」グループで、「時間」を選択します

4 「動的系列」ボタンをクリックします。

5 次の定義済の動的時系列のいずれかを選択します。該当する系列の左にあるチェッ

ク・ボックスを選択してください:

l 「H-T-D」 - 履歴初めからの累計

l 「Q-T-D」 - 当四半期初めからの累計

l 「Y-T-D」 - 当年初めからの累計

l 「S-T-D」 - 当季初めからの累計

l 「P-T-D」 - 当期間初めからの累計

l 「M-T-D」 - 当月初めからの累計

l 「W-T-D」 - 当週初めからの累計

l 「D-T-D」 - 当日初めからの累計

6 「世代」列内でクリックし、ドロップダウン・リストから世代レベルを選択しま

す。

7 必要な場合、時系列メンバーに対して 1 つ以上の別名を入力します。

注： 別名セットの列は、別名セットがモデルに追加された場合にのみ表示さ

れます(170 ページの「別名セットの作成」を参照)。

注： 動的時系列メンバーに対して別名を入力し、後でモデルから別名セット

を削除した場合、ここで入力した動的時系列の別名情報は失われます。

8 「OK」をクリックします。

9 「情報」タブで、「適用」をクリックします。
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次元の保管方法の選択

次元で選択する保管方法は、その次元が密か疎かにより異なります。

ä 次元の保管方法を選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「次元ストレージ」グループを探します。

4 「次元ストレージ」オプションを選択します:

l 「密」-使用可能なデータ・ポジションが入力される割合が大きい場合、密

次元の保管方法を使用します。たとえば、すべての市場のほとんどの製品

に時間データが多く存在する場合、年は頻繁に密次元となります。

l 「疎」-使用可能なデータ・ポジションが入力される割合が少ない場合、疎

次元の保管方法を使用します。たとえば、製品次元が製品の単位を表して

いて、市場次元が製品が販売される地域を表している場合、製品と市場の

次元は、すべての製品が通常すべての市場で販売されるわけではないた

め、疎次元となります。

l 「既存」-次元に現在設定されている保管方法です。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

2 パス計算の選択

「2 パス計算」は、子の値が親の値または別のメンバーの値に依存する場合に必要

です。

「2 パス計算」の概要は、232 ページの「2 パス計算の概要」を参照してください。

ä「2 パス計算」を選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「2 パス計算」グループを探します。

4 「2 パス計算」を選択します。

5 「適用」をクリックします。
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注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

2 パス計算の概要

デフォルトでは、Essbase アウトラインはボトム・アップ形式で計算されます。ま

ず子の値が計算されてから親の値が計算されます。ただし、子の値が親の値や別

メンバーの値に依存する場合もあります。

依存している次元およびメンバーの正確な値を得るために、まずアウトラインが

計算されてから、別の次元およびメンバーの計算値に依存する次元およびメンバー

が再計算されます。Essbase アウトラインの 2 回目のパスで計算される次元および

メンバーは 2 パス計算と呼ばれます。

たとえば、売上高と利益率の比率を計算するには、Essbase は、利益率(売上高など

の子メンバーを基本とする親メンバー)を計算する必要があります。新しく計算さ

れた利益率の数値に基づいて比率を計算するには、利益率%の比率のメンバーを

2 パス計算としてタグ付けします。Essbase は、データベースを計算してから利益

率%のメンバーを再計算します。2 番目の計算によって正しい結果が得られます。

注： 2 パス計算は、任意のメンバーに設定できるプロパティですが、会計次元の

メンバー、動的計算のメンバー、動的計算および保管のメンバーでのみ機

能します。2 パス計算をその他のメンバーに割り当てても、Essbase では無視

されます。

データの保管方法の選択

Essbase で次元のデータ値を保管する方法とタイミングを指定できます。たとえ

ば、ユーザーが値の計算を要求した場合のみ Essbase が値を計算して、その値を破

棄するように設定できます。

ä 次元のデータ保管方法を選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「データ・ストレージ」グループを探します。

4 次のいずれかの「データ・ストレージ」方法を選択します:

l 「データの保管」-データ値をメンバーとともに保管します。これがデフォ

ルトです。

l 「動的計算および保管」-ユーザーの要求に応じてデータ値を計算し、その

後データ値を保管します。

l 「動的計算」-ユーザーの要求に応じてデータ値を計算し、その後データ値

を破棄します。
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注： 集約ストレージ・アウトラインで「動的計算および保管」または「動

的計算」設定を使用すると、アウトラインの検証およびデータ・ロー

ド中に警告が生成される場合があります。通常、これらの警告はス

テータス・メッセージで、キューブ配置に失敗した場合を除き無視

されます。

l 「共有しない」-メンバーを暗黙的に共有できないようにします。

l 「ラベルのみ」-ナビゲーションに使用するメンバーを作成します。ラベル

のみのメンバーにはデータ値が含まれません。

注： 集約ストレージ・アウトラインを使用する場合、「ラベルのみ」オプ

ションを選択する際のガイドラインに注意する必要があります。257

ページの「「ラベルのみ」オプションを持つ集約ストレージ」を参照

してください。

l 「既存」-既存のデータ保管方法を使用します。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

注： 集約ストレージ・アウトラインで「動的計算および保管」または「動的計

算」設定を使用すると、アウトラインの検証およびデータ・ロード中に警

告が生成される場合があります。通常、これらの警告はステータス・メッ

セージで、キューブ配置に失敗した場合を除き無視されます。

解決順の選択

「解決順」オプションでは、次元またはメンバーの計算順序を表す番号を指定でき

ます。

「解決順」オプションの使用方法の詳細は、255 ページの「解決順の概要」を参照

してください。

ä 解決順を選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「解決順」グループを探します。

4 次のいずれかの「解決順」オプションを選択します:

l 「次元の解決順」-次元のすべてのメンバーの計算順序を表す 1 から 127 の

番号を指定します。

注： デフォルトの次元の解決順は-1 です。これは、Essbase キューブの現

在の解決順が使用されることを示します。
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l 「メンバーの解決順」-次元レベルの計算順序を表す 1 から 127 の番号を指

定します。

注： デフォルトのメンバーの解決順は-1 です。これは、Essbase キューブ

の現在の解決順が使用されることを示します。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

会計次元プロパティの編集
「勘定科目情報」タブでは、会計次元のプロパティを編集して 適なタイム・バラ

ンスを選択したり、Essbase による欠落した値またはゼロの処理方法を指定した

り、予算データと実績データの差異をレポートする方法を選択したりできます。

注： 「次元プロパティ - 勘定科目情報」タブは、会計次元でのみ使用できます。

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

次のトピックでは、「勘定科目情報」タブで編集する次元プロパティについて説明

します:

l 234 ページの「タイム・バランスの選択」

l 235 ページの「差異レポートの作成方法の選択」

l 236 ページの「スキップ・オプションの選択」

タイム・バランスの選択

タイム・バランスのメソッドを選択して、時間次元で親メンバーの計算方法を決

定できます。

タイム・バランス機能の詳細は、235 ページの「タイム・バランスの概要」を参

照してください。

ä タイム・バランスを選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 会計次元を選択します。

3 「勘定科目情報」タブを選択します。

4 「タイム・バランス」グループを探します。

5 次のいずれかの「タイム・バランス」オプションを選択します:
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l 「なし」-デフォルト値です。タイム・バランスのプロパティをなしに設定

すると、Essbase では時間次元の親が通常の方法でロール・アップされま

す。親の値は、その親の子の式および集計プロパティに基づきます。

l 「期首」-親の値が分岐の 初のメンバーの値を表すようにする場合(多くの

場合、期間の始め)、タイム・バランスを期首に設定します。

l 「期末」-親の値が分岐の 後のメンバーの値を表すようにする場合(多くの

場合、期間の 後)、タイム・バランスを期末に設定します。

l 「平均」-親の値が子の値の平均を表すようにする場合は、タイム・バラン

スを平均に設定します。

l 「既存」-既存のタイム・バランスを使用します。

注： タイム・バランスを「なし」以外に設定する場合、スキップ・プロパ

ティを設定して、欠落している値や 0 の値を Essbase が検出した場合の

対応を指示する必要があります。236 ページの「スキップ・オプション

の選択」を参照してください。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

タイム・バランスの概要

デフォルトでは、Essbase による時間次元の親の計算は、集計プロパティおよび親

の子の式に基づいています。たとえば、デフォルトで年次元の第 1 四半期メンバー

が、子である 1 月、2 月および 3 月の合計である場合を考えます。合計ではなく

その期間の開始値、終了値または平均値が必要な場合、会計次元の適切なメンバー

の適切なタイム・バランス・プロパティを選択できます。会計次元のメンバーに

タイム・バランス・プロパティを設定すると、プロパティは時間次元の勘定科目

メンバーの計算方法に影響します。

たとえば、第 1 四半期の期首在庫を第 1 四半期の在庫開始値に反映させる場合、

勘定科目メンバーである期首棚卸高の 初のタイム・バランス・プロパティを設

定します。期首棚卸高が年次元で計算されると、第 1 四半期は 1 月(第 1 四半期階

層の 初の子)に等しくなります。

差異レポートの作成方法の選択

差異レポート・プロパティによって、Essbase が、メンバー式に@VAR または

@VARPER 関数があるメンバーの実績データと予算データの差異を計算する方法

が決まります。会社に支出を示すメンバーの場合、支出のプロパティが必要にな

ります。
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ä 差異レポートの作成方法を選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 モデルの会計次元を選択します。

3 「勘定科目情報」タブを選択します。

4 「差異レポート」グループを探します。

5 次のいずれかの「差異レポート」の作成方法を選択します:

l 「支出なし」-売上などの支出なし項目の場合、実績は予算よりも大きくな

ります。実績が予算より小さい場合、差異は負数になります。@VAR 関数

は、実績から予算を減算します。たとえば、売上予算が$100 で、売上実績

が$110 の場合、差異は 10 になります。デフォルトでは、メンバーは支出

なしになっています。

l 「支出」-支出項目の場合、支出実績は支出予算より小さくなります。支出

実績が支出予算より大きい場合、差異は負数になります。@VAR 関数は、

予算から実績を減算します。たとえば、支出予算が$100 で、支出実績が

$110 の場合、差異は-10 になります。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

スキップ・オプションの選択

タイム・バランスを期首、期末または平均として設定する場合、スキップ・プロ

パティを設定して、欠落している値や 0 の値が検出された場合の対応を Essbase に

指示する必要があります。

ä スキップ・オプションを選択するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 会計次元を選択します。

3 「勘定科目情報」タブを選択します。

4 「スキップ」グループを探します。

5 次のいずれかの「スキップ」オプションを選択します:

l 「なし」-親の値の計算時にデータをスキップしません。このプロパティは

デフォルト値です。ただし、Essbase で平均の計算時に#MISSING データが

検出された場合、メンバーの合計数では除算されません。実績値を持つメ

ンバーの数で除算が行われます。したがって、スキップ・プロパティを

「なし」に設定しないと、#MISSING が平均値に影響しなくなります( 初

と 後は影響する)。

236 Essbase プロパティ



l 「欠落」-親の値の計算時に#MISSING データをスキップします。

l 「ゼロ」-親の値の計算時にゼロに相当するデータをスキップします。

l 「欠落およびゼロ」-#MISSING データとゼロに相当するデータを両方とも

親の値の計算時にスキップします。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

次元への式の追加
式により、Essbase サーバーが Essbase データベースのメンバー間の関係を計算す

る方法が決定されます。

式の詳細は、237 ページの「式について」を参照してください。

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

ä 次元に式を追加するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「式」タブを選択します。

3 「式」テキスト・ボックスに式を入力します。

次の式の制限に注意してください:

l 式の長さは 大で 64,000 文字までです。

l ASO(集約ストレージ)モデル内の式は、MDX フォーマットである必要があ

ります。

l BSO(ブロック・ストレージ)モデル内の式は、標準の Essbase 計算スクリプ

ト・フォーマットである必要があります。

注： 式は、モデルが配置されるまで確認されません。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

式について

式は、演算子、関数、次元名、メンバー名および数値定数の組合せです。式は、

次元、メンバー、ユーザー定義メンバーおよびメジャーと関連付けられます。

式の操作に関するガイドラインを次に示します:
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l ブロック・ストレージ・モデル内の式は、標準の Essbase 計算スクリプト・

フォーマットである必要があります。

l 式では、"Root Beer"や"Cream Soda"のようにメンバー名は引用符で囲まれ

ていて、ソースによって処理が異なります。

m 「Essbase モデル・プロパティ」の「式」テキスト・ボックスに式を直接入

力する場合は、次の書式を使用します:

                  ""Root Beer"+"Cream Soda";"

               

m 「Essbase モデル・プロパティ」の「外部ソースから」フィールドの外部ソー

ス列を参照する場合は、必ずリレーショナル・ソースでそれぞれの引用符

の前に円記号(バックスラッシュ)(\)を入力します; 次に例を示します:

                  \"Root Beer\"+\"Cream Soda\"

               

m Performance Management Architect で構築された BSO キューブを使用してい

る場合は、Performance Management Architect の「メンバー式 BSO」フィー

ルドで、式全体を引用符で囲みます; 次に例を示します:

                  ""Root Beer"+"Cream Soda""

               

書式に関するこれらのガイドラインに従わない場合は、Root Beer"+"Cream

Sodaのように、Essbase によって開始と閉じの引用符が削除され式が無効にな

ります。

l 集約ストレージ・モデルを操作する場合:

m 式は MDX フォーマットで表す必要があります。たとえば、

(PROFIT*100)/SALESのように適切な MDX 構文を使用します。MDX 式で

は、%演算子はサポートされていません。

m 動的階層内のメンバーの式のみを指定できます。

式の操作の詳細は、Oracle Essbase Database Administrator's Guide を参照してくださ

い。

次元の別名の表示および編集
「別名」 タブで、次元の現在の別名のリストを表示できます。

別名および別名セットに関するその他の情報は、次のトピックを参照してくださ

い:

l 266 ページの「別名の概要」。

l 170 ページの「別名セットの作成」。

l 224 ページの「次元の概要」。
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ä 次元に割り当てられた別名セットを表示して編集するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの次元プロパティのタブにアクセス

します。

2 「別名」タブを選択します。

次元に割り当てられている別名のリストがあれば表示されます。「別名セッ

ト」列に表示されている名前が、Essbase モデルの「別名」タブで指定されて

いる「キューブでの名前」にマップされます。

3 オプション: 「ソース・マッピング」列内のエントリを編集して、選択した次元の

次元別名を更新します。

たとえば、Product という名前の次元にフランス語の別名を使用する場合、

「ソース・マッピング」列に Produit と入力します。

4 別名ソース・マッピングを変更する各次元に対して、手順 3 を繰り返します。

注： 別名の割当てを変更するには、217 ページの「Essbase モデルの別名セットの

選択」を参照してください。

次元別名は、接頭辞または接尾辞を追加することによって編集できます。これを

行う手順は、メンバー別名に接頭辞または接尾辞を追加する手順と同じです。

ä 次元別名に接頭辞を追加するには、271 ページの「別名への接頭辞の追加」の

手順に従ってください。

ä 次元別名に接尾辞を追加するには、272 ページの「別名への接尾辞の追加」の

手順に従ってください。

次元へのユーザー定義属性の割当て
ユーザー定義属性(UDA)を次元に割り当てて次元の特徴を説明できます。たとえ

ば、大規模市場という UDA を作成して、売上が一定額を超える市場を識別できる

ようにします:

240 ページの「UDA の概要」を参照してください。

224 ページの「次元の概要」を参照してください。

ä UDA を次元に割り当てるには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「UDA」タブを選択します。

3 「UDA 値」テキスト・ボックスで、次元に使用する新しい UDA を入力します。

現在次元に割り当てられている UDA が「既存 UDA」テキスト・ボックスに表

示されます。
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4 「リストに追加」をクリックします。

UDA が「既存 UDA」ボックスに表示されます。

注： 作成済の UDA も「既存 UDA」ボックスに表示されます。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

UDA の概要

次元とメンバーに対して独自のユーザー定義属性(UDA)を作成できます。UDA

は、語または句です。たとえば、大規模市場という UDA を作成して、一定額以上

が売れる市場を識別できます。UDA は、計算スクリプトとレポート・スクリプト

で使用されます。

メンバーまたは次元に対して UDA を作成するときには、次のガイドラインを考慮

してください:

l 1 つのメンバーまたは次元に複数の UDA を定義できます。

l 同じメンバーまたは次元に同じ UDA を 2 回定義することはできません。

l 異なるメンバーおよび次元に同じ UDA を定義できます。

l UDA では、同じ名前をメンバー、別名、レベルまたは世代として使用できま

す。UDA に名前を付けるときには、付録 B「Essbase Studio の命名規則」の命

名ルールに従ってください。

l Essbase 共有メンバーに対して UDA を作成することはできません。

l UDA は指定したメンバーにのみ適用されます。メンバーの子孫や祖先が自動

的に UDA を受け取ることはありません。

アウトライン構築オプションの選択
Essbase アウトラインを構築するときに、「アウトライン構築」タブを選択して、

代替階層のストレージ・プロパティを指定します。また、「アウトライン構築」タ

ブを使用して、Essbase アウトライン内の重複するメンバー設定を移動することも

できます。

階層の詳細は、177 ページの「階層について」を参照してください。

次元の詳細は、224 ページの「次元の概要」を参照してください。

次のトピックでは、「アウトライン構築」タブで編集する次元プロパティを説明し

ます:

l 241 ページの「階層ストレージ設定の選択」

l 242 ページの「重複するメンバー設定の移動」

l 242 ページの「共有メンバーの前に実メンバーを配置」
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l 243 ページの「データ・ロードの 適化」

階層ストレージ設定の選択

Essbase アウトラインの構築で、階層と代替階層のストレージ・プロパティを指定

できます。

ä 階層のストレージ・オプションを指定するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「アウトライン構築」タブを選択します。

3 「階層設定」グループで、オプションを選択します:

l 「次元レベルで保管済」-次元を保管階層として設定します。これがデフォ

ルトです。

l 「次元レベルで動的」—次元を動的階層として設定します。これが選択され

ている場合は、「圧縮次元として作成」チェック・ボックスが有効になり

ます。

オプション:

「圧縮次元として作成」チェック・ボックス - 集約ストレージ・データベー

スを 適化します。

これが選択されている場合、データは次元内で(キー, 複数値)としてグルー

プ化されます。

このチェック・ボックスが選択されていない場合、データは(キー, 単一

値), (キー, 単一値)として格納されます。

ヒント： アカウント次元を圧縮することにより、集約ストレージ・デー

タベースを 適化することをお薦めします。

圧縮次元の詳細は、Oracle Essbase Database Administrator's Guide の集約スト

レージ・データベースの圧縮次元に関する項を参照してください。

l 「複合階層使用可能」-次元で保管階層と動的階層の両方を使用します。

注： データの集計とナビゲーションの方法は階層によって決定されるた

め、世代 2 のメンバーの集約ストレージ設定がある場合は、「メン

バー情報」タブへのリンクをクリックして、集約ストレージ設定を

確認する必要があります。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。
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重複するメンバー設定の移動

Essbase アウトラインの重複するメンバー設定を移動できます。

ä 重複するメンバー設定を移動するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「アウトライン構築」タブを選択します。

3 「重複するメンバー設定を移動」グループで、オプションを選択します:

l 「重複するメンバーを移動しない」 - 重複メンバーは Essbase アウトライン

に移動されず、共有メンバーが追加されます。

l 「重複するメンバー(およびその子孫)を移動」 - 重複するメンバーとその子

孫が Essbase アウトラインに移動されます。

l 「重複するメンバーを無視し、移動しない」 - 重複メンバーは Essbase アウ

トラインに移動されず、共有メンバーも追加されません。

l 「Gen2 の重複のみ移動」 - 世代 2 のメンバーとその子孫のみが Essbase アウ

トラインに移動されます

l 「非 Gen2 の重複のみ移動」 - 世代 2 のメンバーは無視され、Essbase アウト

ラインに移動されません。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

共有メンバーの前に実メンバーを配置

集約ストレージ・アウトラインの場合、Essbase では、実メンバーが常に共有メン

バーの前に配置されている必要があります。Essbase モデルを作成する際に、再帰

的な次元で実メンバーの前に共有メンバーを配置している可能性があります。

「Essbase モデル・プロパティ」の「アウトライン構築」タブにあるチェック・ボッ

クスを選択すると、実メンバーの前にある共有メンバーのすべてのインスタンス

の位置が逆になります。

ä Essbase モデルに、実メンバーの前に配置されている共有メンバーが含まれる

場合は、次のチェック・ボックスを選択します:

「共有メンバーが実メンバーの前にある場合、共有メンバーと実メンバーの位置を

逆にする」

次の例は、Essbase により共有メンバーと実メンバーの順序が修正される前および

修正された後の再帰階層のメンバーを示しています。親の順序は同じままで、実

メンバーの位置が変更されていることに注意してください。

ケース 1、修正前
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      Employees (dimension)

    Engineer

        John Smith (shared)

    Manager

        John Smith (shared)

    Director

        John Smith (actual)

   

ケース 1、修正後

      Employees (dimension)

    Engineer

        John Smith (actual)

    Manager

        John Smith (shared)

    Director

        John Smith (shared)

   

ケース 2、修正前

      Employees (dimension)

    Engineer

        John Smith (shared)

        Paul Williams (shared)

    Manager

        John Smith (actual)

        Paul Williams (actual)

   

ケース 2、修正後

      Employees (dimension)

    Engineer

        John Smith (actual)

        Paul Williams (actual)

    Manager

        John Smith (shared)

        Paul Williams (shared)

   

データ・ロードの 適化

データ・ロードを 適化できます。 適化すると、結合が無視され、かわりにファ

クト・テーブルの列がデータ・ソースのバインディングとして使用されます。

注： データ・ロードを 適化する場合、別名テーブルとして選択したテーブル

への影響を考慮する必要があります。217 ページの「Essbase モデルの別名

セットの選択」を参照してください。
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ä データ・ロードを 適化するには:

1 226 ページの「「次元プロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、「Essbase

モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにある次元プロパティのタブにアク

セスします。

2 「アウトライン構築」タブを選択します。

3 「 適化」データ・ロード・グループを探します。

4 「データ・ロードを 適化」を選択します。

注： キューブ・スキーマ・ウィザードでデータ・ロードのバインディングが

上書きされている場合、このオプションは無視されます。

次元の順序付け
次元のソート順によって、次元が Essbase モデルや後続の Essbase アウトラインに

表示される順序が決定され、次元の計算順序にも影響します。集約ストレージ・

データベースとブロック・ストレージ・データベースの計算順序は、データベー

スの設計時にあらかじめ決定しておく必要があります。ブロック・ストレージ・

データベースでは特に、次元の順序がパフォーマンスに影響することがあります。

集約ストレージ・データベースおよびブロック・ストレージ・データベースの計

算については、Oracle Essbase Database Administrator's Guide で説明されています。

ただし、次の点に注意してください:

l 集約ストレージ・データベース - 次元の解決順序は、集約ストレージ・データ

ベースによって使用され、次元のソート順を設定する際に考慮する必要があ

ります。次元の解決順序またはソート順が設定されていない場合は、アウト

ラインの順序で集約が実行されます。属性は 後に計算されます。

l ブロック・ストレージ・データベース - 次元のソート順は、Essbase に固有の

計算順序に基づきます。密次元(たとえば、時間次元やメジャー次元)が 初に

計算され、疎次元が次に計算され、属性次元が 後に計算されます。

次元ソート順には、Essbase モデル・ツールバーのボタンを使用します。

図 15 次元ソート順のツールバー・ボタン

ä Essbase モデル内で次元をソートするには:

1 移動する次元を選択し、上矢印または下矢印をクリックして、モデル内の次元の

位置を移動します。

l モデル内で次元を上に移動するには、「選択した次元をリストで上へ移動

([Alt] + [Shift] + [↑])」をクリックします。

または、キーボード・ショートカット([Alt]+[Shift]+[↑]キー)を使用しま

す。

l モデル内で次元を下に移動するには、「選択した次元をリストで下へ移動

([Alt] + [Shift] + [↓])」をクリックします。
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または、キーボード・ショートカット([Alt]+[Shift]+[↓]キー)を使用しま

す。

2 次元順序の変更を保存するには、「次元順序の変更をモデルに適用します」をク

リックします。

3 オプション: 現在のセッション中に行った次元順序の変更を取り消すには、「次元

順序の変更を取り消します」をクリックします。

メンバーのプロパティ
次のトピックでは、メンバー・レベルの「Essbase モデル・プロパティ」ダイアロ

グ・ボックスの各タブで編集するメンバーのプロパティを説明します:

l 「全般」タブ - 246 ページの「メンバーの全般プロパティの設定」

l 「情報」タブ - 253 ページの「メンバー情報の編集」

l 「勘定科目情報」タブ - 260 ページの「会計次元のメンバーの編集」

l 「式」タブ」 - 264 ページの「メンバーへの式の追加」

l 「別名」タブ - 265 ページの「メンバーの別名の編集」

l 「UDA」タブ - 273 ページの「メンバーへのユーザー定義属性の割当て」

l 「変換」タブ - 274 ページの「メンバーの変換」

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

「メンバーのプロパティ」タブにアクセスするには、246 ページの「「メンバーの

プロパティ」タブへのアクセス」を参照してください。

メンバーの概要
次元は、ビジネス・プランのコア・コンポーネントを表し、多くの場合はビジネ

ス機能に関連しています。製品、地域、年は代表的な次元です。多くのデータベー

スでは、次元は静的でアプリケーションの有効期間中に変更されることはほとん

どありません。

メンバーは、次元の個別のコンポーネントです。たとえば、製品 A、製品 B およ

び製品 C は、製品次元のメンバーである場合があります。各メンバーには一意の

名前があります。次元には、無制限の数のメンバーを含めることができます。

一部の次元では、アプリケーションの有効期間内にメンバーが頻繁に変更されま

す。また、メンバーが、あるメンバーの親であると同時に別のメンバーの子とな

る場合もあります。Essbase アウトラインでは、メンバーをお互いの下にインデン

トして連結関係を示します。たとえば、製品次元の総売上を製品の記述から合計

し、製品コードで分類し、さらに製品 ID で分類します。

「メンバーのプロパティ」タブにアクセスするには、246 ページの「「メンバーの

プロパティ」タブへのアクセス」を参照してください。

メンバーのプロパティ 245



「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス

ä「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「メンバーのプロパ

ティ」タブにアクセスするには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、モデル名を右クリックします。

2 「Essbase プロパティ」を選択します。

3 メンバーの名前を表示するモデルを展開します。

4 メンバーを選択します。

デフォルトでは、メンバーの「全般」タブが表示されます。

メンバーの全般プロパティの設定
「全般」タブで、メンバーの全般プロパティを設定できます。さらに、可変属性を

含む、メンバーの属性も設定できます。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

次のトピックでは、「全般」タブで編集するメンバーのプロパティを説明します:

l 246 ページの「メンバーの全般プロパティの指定」

l 247 ページの「属性としてのメンバーの選択」

l 249 ページの「メンバーの可変属性の設定」

メンバーの全般プロパティの指定

ä Essbase モデルのメンバーの全般プロパティを指定するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

「名前」テキスト・ボックスに、選択したメンバーの名前が表示されます。

「ソース要素パス」テキスト・ボックスに、現在選択されているメンバーのパ

スが表示されます。

「データ・ソース・バインディング」テキスト・ボックスに、論理メンバーが

関連付けられている物理要素が表示されます。

2 オプション: 「コメント」グループからオプションを選択します:

l 「コメント」 - 選択したメンバーに関するコメントを入力します。

l 「外部ソースから」 - ドロップダウン・リストから、コメントを含む当該

データベース列を選択します。これらはキューブ配置時にメンバーととも

にロードされます。
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注： 会計次元のメンバーの場合、会計次元がファクト・テーブルから作

成されていると、ドロップダウン・リスト・ボックスは使用できま

せん。

メンバーごとに前述のオプションのいずれかを選択できます。

3 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

属性としてのメンバーの選択

メンバーを属性として選択したり、属性のタイプを指定したりできます。

属性とその使用方法の詳細は、218 ページの「属性の概要」を参照してください。

ä メンバーを属性として選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「属性の設定」で、「(メンバー名)の Essbase 属性」チェック・ボックスを選択しま

す。

メンバーが置かれている次元の名前が、「属性次元名」テキスト・ボックスに

表示されます。

3 ドロップダウン・リストから、次のいずれかの属性タイプを選択します:

l 「数値」

l 「ブール」

l 「文字列」

l 「日付/時間」

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

可変属性の履歴テーブルの設定

メンバーの可変属性を設定できます。可変属性を使用する際には、履歴テーブル

と呼ばれるテーブルを 初に用意する必要があります。履歴テーブルの設定が終

わると、249 ページの「メンバーの可変属性の設定」の手順を実行する用意がで

きます。

履歴テーブルには、可変属性メンバー用の 1 つの列(重複メンバーをサポートする

アウトライン用には複数の列)と、独立次元のメンバーを特定するために Essbase

で使用できる値を示す複数の列が含まれます。
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例:

      Product Table

   

      |  ProductID  |  SKU  |  

      Other product columns

        |

   

      Fact Table

       (can also be used to build the Time Dimension)

   

      |  ProductID  |  Transdate  |  

      Other fact table columns

        |

   

          

      Product Package Table

       (history table for varying attributes [VA])

   

           |  ProductID  |  Pkg Type (VA)  |  From Date  |  To Date  |

   

           |  1          |  Plastic Bag    |  Jan        |  Jul      |

   

           |  1          |  Paper Bag      |  Aug        |  Dec      |

   

上の例では、"Transdate"列が含まれるファクト・テーブルが示されており、この

列は Essbase Studio で時間次元の構築に使用できます。

ただし、ほとんどの Essbase Studio ユーザーはファクト・テーブルから時間次元を

構築しません。実際のところ、ユーザーが直接ファクト・テーブルから次元を構

築することは推奨されていません。したがって、テーブル・スキーマは次のよう

になります:

      Employee Table

   

      |  EmpID  |  EmpName  |  SS#  |
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      Time Table

       (to be used to build the Time dimension

   

      |  

      Columns for Date Time...

        |  TimeID  |

   

      Fact Table

       (can also be used to build Time dimension)

   

      |  EmpID  |  Hire Date (TimeID)  |  

      Other fact table columns

        |

   

          

      Position Table

       (history table for varying attributes)

   

           |  EmpID  |  Position (VA)  |  From Date  |  To Date  |

   

"Position"テーブルには Employee テーブルおよび Time テーブルへの結合がありま

す。

"Position"次元の次元構築クエリーには Time テーブルが関係します。このテーブ

ルはファクト・テーブルよりはるかに小さいため、構築上のパフォーマンスに与

える影響は少なくなります。

"To"列が空の場合、"From Date"列の値は TimeID 列になる場合があります。

          

      Position Table

       (the history table for varying attributes)

   

           |  EmpID  |  Position (VA)  |  From Date (TimeID)  |

   

メンバーの可変属性の設定

メンバーの可変属性を設定できます。可変属性を設定する前に、247 ページの「可

変属性の履歴テーブルの設定」の説明に従って履歴テーブルを設定することをお

薦めします。
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可変属性とその使用方法の詳細は、219 ページの「可変属性の概要」を参照して

ください。

注： カレンダ階層では、可変属性はサポートされません。

ä 可変属性としてメンバーを設定するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「属性の設定」で、「(メンバー名)の Essbase 属性」チェック・ボックスを選択しま

す。

メンバーが置かれている次元の名前が、「属性次元名」テキスト・ボックスに

表示されます。

デフォルトでは、メンバーの可変属性は使用できません。

3 ドロップダウン・リストから、次の「属性タイプ」を選択します:

l 数値

l ブール

l 文字列

l 日付/時間

注： デフォルトの属性タイプは文字列です。

4 「可変属性設定」グループで、「編集」ボタンをクリックします。

「可変属性の編集」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5 「可変属性の作成」チェック・ボックスを選択します。

6 次のいずれかの「関連付けモード」を選択します:

l 「既存のものを維持」-属性で重複する範囲がある場合、元の範囲を使用し

て可変属性の値を決定します。

l 「上書き」-属性で重複する範囲がある場合、「上書き」オプションでは、

元の範囲が後の範囲で上書きされます。

7 「独立次元設定」グループを探します。

8 「次元」列で、次元名の左にあるチェック・ボックスを選択して、次元を選択しま

す。

注： 赤い円で囲まれた小さな白い X が「状態」列に表示されます。これは、

次元を可変属性の機能で使用できるようにするには、いくつかの手順を

実行する必要があることを示しています。カーソルを X の上に置くと、

ポップアップ・メッセージで必要な手順が表示されます。必要のない手

順を実行すると、X は小さな黄色い三角形で囲まれた感嘆符に置き換わ

ります。

9 「リーフ・レベル」列で、次元のセルをハイライトして、ドロップダウン・リスト

から、可変属性の値が依存する範囲を含むメンバーを選択します。
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注： 1 つの可変属性に対して 2 つの独立次元が同じリーフ・メンバー名を使

用している場合、配置は失敗します。

たとえば、可変属性次元 VAYRPER と 2 つの独立次元 Period と Year があ

るとします。Period と Year のリーフ・メンバー名が同じ場合、配置は失

敗します。

このエラーを回避するには、独立次元を表す少なくとも 1 つの階層で、

リーフ・メンバーとして使用される次元要素の名前を変更します。その

後、配置を再試行します。

10「タイプ」列で、次元のセルをハイライトして、ドロップダウン・リストから、可

変属性の値が「範囲」か「個別」かを選択します:

l 「範囲」 - 可変属性の値は、値の範囲に影響します; たとえば、クライアン

トの営業担当者が 1 年の中ごろで変わる場合、可変属性の値は 1 月から 12

月をカバーします。

l 「個別」 - 可変属性の値は、個別の値に影響します; たとえば、カンザス州

のクライアントの営業担当者と、オクラホマ州のクライアントの営業担当

者が異なる場合、可変属性はオクラホマ州のみをカバーします。

注： 「範囲」タイプは、時間範囲に使用します。

11「開始」列で、次元のセルをクリックして、 ボタンをクリックします。

注： 独立次元のバインディングを定義する式は共通プラットフォーム言語

(Common Platform Language: CPL)で作成されます。この式は、言語で定

義する構文に従ったオペランドと演算子のシーケンスです。各式では値

が戻され、その値の型によって式の型が定義されます。付録 C「CPL リ

ファレンス」を参照してください。

「独立次元バインディング」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、

独立次元のバインディングを定義したり、フィルタを追加して定義を絞り込

んだりします。

注： 使用しやすいように、「独立次元バインディング」ダイアログ・ボック

スをサイズ変更できます。

12「独立次元バインディング」ダイアログ・ボックスで、次元のバインディングを定

義する式を作成します:

注： 式の作成に関する制限は、371 ページの「独立次元のバインディングに

関する制限」を参照してください。

1. ダイアログ・ボックスの左下にある「ソース」タブを選択します。

2. メンバーを表示する次元を展開します。

3. メンバーを選択します。

4. 右矢印を使用してメンバーの接続文字列を「式」テキスト・ボックスに移

動します。
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5. 「関数」タブを選択します。

6. SQL レベルを展開して関数の型を表示します。

7. 関数の型を展開して関数を表示します。

8. 関数を選択します。

9. 右矢印を使用して関数文字列を「式」テキスト・ボックスに移動します。

10.「演算子」タブを選択します。

11. 演算子の型を展開して演算子を表示します。

12. 演算子を選択します。

13. 右矢印を使用して演算子を「式」テキスト・ボックスに移動します。

13 オプション: フィルタを追加する式を作成して、バインディング定義を絞り込みま

す:

1. ダイアログ・ボックスの左下にある「ソース」タブを選択します。

2. メンバーを表示する次元を展開します。

3. メンバーを選択します。

4. 右矢印を使用してメンバーの接続文字列を「フィルタ」テキスト・ボック

スに移動します。

5. 「関数」タブを選択します。

6. SQL レベルを展開して関数の型を表示します。

7. 関数の型を展開して関数を表示します。

8. 関数を選択します。

9. 右矢印を使用して関数文字列を「フィルタ」テキスト・ボックスに移動し

ます。

10.「演算子」タブを選択します。

11. 演算子の型を展開して演算子を表示します。

12. 演算子を選択します。

13. 右矢印を使用して演算子を「フィルタ」テキスト・ボックスに移動しま

す。

14「OK」をクリックします。

15 オプション: 「終了」列で、次元のセルをクリックして、表示されるボタンをク

リックします。

「独立次元バインディング」ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、

引き続き独立次元のバインディングを定義したり、フィルタを追加してバイ

ンディングを絞り込んだりします。

注： 使いやすいように、「独立次元バインディング」ダイアログ・ボックス

を拡大できます。

16 必要に応じて、手順 12 から手順 15 までを繰り返します。

17「可変属性の編集」ダイアログ・ボックスで、「OK」をクリックします。
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メンバー情報の編集
「情報」タブで、環境に適した方法でデータが計算されるようにメンバーを編集で

きます。子から親にメンバーのデータをロール・アップする方法を指定したり、

計算の解決順を選択したりできます。また、2 パス計算を選択し、親メンバーの

値によって子メンバーの値を決定することもできます。

「情報」タブで、データの保管方法を選択して、Essbase によってメンバーのデー

タ値が保管される方法やタイミングを決定できます。また、集約ストレージ・オ

プションを選択することもできます。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

次のトピックでは、「情報」タブで編集するメンバー・プロパティについて説明し

ます:

l 253 ページの「子メンバーの集計メソッドの選択」

l 255 ページの「メンバーを計算するときの解決順の選択」。

l 256 ページの「2 パス計算オプションの選択」

l 256 ページの「メンバー・データの保管方法の選択」

l 258 ページの「集約ストレージ・オプションの選択」

子メンバーの集計メソッドの選択

計算時の子メンバーから親へのロール・アップ方法を決定するには、集計メソッ

ドを選択します。

集計オプションの詳細は、254 ページの「子メンバーの集計の概要」を参照して

ください。

ä 集計メソッドを選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 次のいずれかの「集計」方法を選択します:

l 「+ [加算]」-他のメンバーで実行された計算結果にメンバーを追加します。

有効な値が他にない場合、この演算子がデフォルトの演算子になります。

l 「- [減算]」-メンバーを-1 で乗算してから、その結果を他のメンバーで実行

された計算の合計に追加します。

l 「* [乗算]」-他のメンバーで実行された計算結果でメンバーを乗算します。

l 「/ [除算]」-以前に他のメンバーで実行された計算結果でメンバーを除算し

ます。

l 「% [パーセント]」-以前に他のメンバーで実行された計算の合計でメンバー

を除算し、その結果に 100 を乗算してパーセント値にします。

l 「~ [無視]」-メンバーは、その親の集計には使用されません。
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l 「^ [なし]」-メンバーは、どの集計にも使用されません。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、集計演算子が保管されている

データベースの列を選択します。データ・ソースの選択した列の集計値

(+、-、*、/、%、~)が集計に使用されます。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作する

ためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構築に対す

るデータ・ソースの違いの章を参照してください。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

子メンバーの集計の概要

メンバーの集計演算子は、親への子のロール・アップ方法を決定します。デフォ

ルトで、新しいメンバーには、加算(+)演算子が与えられます。これは、Essbase が

メンバーを加算するという意味です。たとえば、Essbase は、1 月、2 月および 3

月の数値を加算して、結果をその親である第 1 四半期に保管します。

重要: 集約ストレージ・アウトラインを処理する場合、次の集計プロパティのガイ

ドラインが適用されます:

l 勘定科目のタグが付いた次元には、すべての集計演算子を使用できます。

l その他の次元には、(+)集計演算子のみを使用できます。

また、次元内のメンバーに「ラベルのみ」プロパティを使用している場合、

下位の「ラベルのみ」メンバーの直接の子にはどの集計演算子も使用でき

ます; ただし、 下位の「ラベルのみ」メンバーの間接の子にはすべて、(+)集

計プロパティでタグを付ける必要があります。

注意:

l 集約ストレージ・アウトラインを処理する場合、「外部ソース」集計オプショ

ンからデータベースの列を慎重に選択してください。ロードの実行時、Essbase

Studio サーバーは、データベース列に保管されている集計演算子を認識しない

場合があります。検証中にエラーの可能性があることはサーバーから通知さ

れません。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作する

ためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構築に対す

るデータ・ソースの違いの章を参照してください。

l 会計次元のメンバーの場合、その会計次元がファクト・テーブルから作成さ

れたものであれば、「元のデータベース列」ドロップダウン・リスト・ボック

スは表示されません。
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メンバーを計算するときの解決順の選択

解決順によって、次元のメンバーが評価される順序が決まります。

「解決順」オプションの使用方法の詳細は、255 ページの「解決順の概要」を参照

してください。

ä 解決順を選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「解決順」グループを探します。

4 次のいずれかの「解決順」オプションを選択します:

l 「メンバーの解決順」-テキスト・ボックスで、動的階層の評価順序を表す

1 から 127 の番号を指定します。デフォルトは 0 です。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、メンバーの評価順序を含む

データベースの列を選択します。

注： 「元のデータベース列」ドロップダウン・リスト・ボックスは、ファ

クト・テーブルに基づくユーザー定義次元または会計次元のメンバー

には使用できません。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

解決順の概要

解決順番号が同じメンバーは、データベース・アウトラインに表示される次元の

順序で評価されます。解決順番号がないメンバーは、解決順番号の付いたメンバー

がすべて評価された後に評価されます。解決順の番号が一番大きいメンバーが

初に評価されます(たとえば、解決順番号が 20 の式は、解決順番号が 5 の式より

も先に評価されます)。

解決順番号が同じメンバーは、データベース・アウトラインに表示される次元の

順序で評価されます。解決順番号がないメンバーは、解決順番号の付いたメンバー

がすべて評価された後に評価されます。

注： デフォルトの値は 0 です。解決順が 0 のメンバーは、そのメンバーの次元の

解決順を継承します。

「次元の解決順」テキスト・ボックスで、次元で評価されるメンバーのデフォルト

の順序を示す番号を指定します。指定できる解決順番号は 1 から 127 です。デフォ

ルトの値は 0 です。「メンバーの解決順」テキスト・ボックスで、次元メンバーの
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解決順序を指定します。たとえば、市場次元では、市場が次元メンバーになりま

す。

2 パス計算オプションの選択

「2 パス計算」は、子の値が親の値または別のメンバーの値に依存する場合に必要

です。

2 パス計算の使用の詳細は、232 ページの「2 パス計算の概要」を参照してくださ

い。

ä 2 パス計算を選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスの右上の、「2 パス計算」グループを見つけます。

4 次のいずれかの「2 パス計算」オプションを選択します:

l 「なし」-現在選択しているメンバーで、2 パス計算を使用しません。

l 「2 パス計算」-現在選択しているメンバーで、2 パス計算を使用します。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、データベース内の 2 パス計算

を含む列を選択します。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバー・データの保管方法の選択

データの保管方法を選択して、Essbase によってメンバーのデータ値が保管される

方法やタイミングを決定できます。たとえば、ユーザーが要求した場合にのみメ

ンバーの値を計算し、計算後はその値を破棄するように Essbase を設定できます。

ä メンバー・データの保管方法を選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「データ・ストレージ」メソッド・グループを探します。

4 次のいずれかの「データ・ストレージ」オプションを選択します:

l 「データの保管」-データ値をメンバーとともに保管します。これがデフォ

ルトです。
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l 「動的計算および保管」-ユーザーの要求に応じてデータ値を計算し、その

後データ値を保管します。

l 「動的計算」-ユーザーの要求に応じてデータ値を計算し、その後データ値

を破棄します。

l 「共有しない」-メンバーは共有できません。

l 「ラベルのみ」-ナビゲーションに使用するメンバーを作成します。ラベル

のみのメンバーにはデータ値が含まれません。

注： 集約ストレージ・アウトラインを使用している場合、「ラベルのみ」

オプションを選択するためのガイドラインを考慮してください。257

ページの「「ラベルのみ」オプションを持つ集約ストレージ」を参照

してください。

l 「既存」-既存の保管方法を使用します。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、保管方法を含むデータベース

の列を選択します。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作

するためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構

築に対するデータ・ソースの違いの章を参照してください。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

「ラベルのみ」オプションを持つ集約ストレージ

集約ストレージ・メンバーで「ラベルのみ」オプションを選択する場合、次のガ

イドラインを考慮する必要があります:

l 「会計」のタグが付いた次元には、レベル 0 のメンバーを除き、次元レベルを

含めたすべてのメンバー・レベルに、メンバーの「ラベルのみ」プロパティ

を使用できます。

l 「会計」以外のタグが付いた次元には、次元レベルを含め、「ラベルのみ」の

タグが付いたメンバー以上のすべてのレベルにも「ラベルのみ」タグを付け

る必要があります。さらに間接の子には、レベル 0 のメンバーを除き、すべ

て(+)集計プロパティのタグをつける必要があります。

注： レベル 0 のメンバーには、「ラベルのみ」のタグを付けることはできま

せん。

l 次元内に代替階層が含まれ、そのいずれかの階層に「ラベルのみ」プロパティ

が使用されている場合は、次元内のすべての階層で同じメンバー・レベルを

「ラベルのみ」に設定する必要があります。
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集約ストレージ・オプションの選択

集約ストレージを使用している場合、データ値を保管するためのオプションを選

択できます。258 ページの「集約ストレージのガイドライン」を参照してくださ

い。

ä 集約ストレージ・オプションを選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「情報」タブを選択します。

3 「ASO ストレージ・オプション」グループを探します。

4 次の「ASO ストレージ・オプション」を選択します:

l 「保管」-データ値はメンバーとともに保管されます。新しいメンバーは、

デフォルトでこの設定になります。

l 「動的」-メンバーに関連付けられているデータ値は、ユーザーが要求する

まで計算されません。計算が完了すると、データ値は保管されずに破棄さ

れます。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、集約ストレージ・オプション

を含むデータベースの列を選択します。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作

するためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構

築に対するデータ・ソースの違いの章を参照してください。

5 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

集約ストレージのガイドライン

集約ストレージ・オプションを選択する場合は、次のガイドラインを考慮してく

ださい。

注： 集約ストレージとその使用の詳細は、Oracle Essbase Database Administrator's

Guide の集約ストレージ・データベースの作成、計算および管理に関する説

明を参照してください。

階層タイプの集約ストレージのガイドライン

l 式は、動的階層または比較次元のメンバーに対してのみ指定できます。
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l 次元内に代替階層が含まれ、そのいずれかの階層に「ラベルのみ」オプショ

ンが使用されている場合は、次元内のすべての階層で同じメンバー・レベル

を「ラベルのみ」に設定する必要があります。

l 動的階層で属性の関連付けを持つことができるのは、保管済メンバーのみで

す。

l 保管階層のすべてのメンバーは、+ [加算]集計メソッドでタグ付けする必要が

あります。「ラベルのみ」としてタグ付けされたメンバーと「ラベルのみ」メ

ンバーの直接の子の場合は、この限りではありません。

l 共有メンバーが保管階層で使用されるのは、1 回のみである可能性がありま

す。

l 複数の階層を持っている次元の 上位のメンバーには、「ラベル」のタグを付

ける必要があります。

l 圧縮次元には、動的階層が 1 つのみ含まれている必要があります。

l 1 つの動的階層には、式を持たないレベル 0 のメンバーが少なくとも 1 つ必要

です。

ストレージ・タイプの集約ストレージのガイドライン

l 集約ストレージ・アウトラインでは、保管済次元レベルの番号の製品は、

2^32未満である必要があります。

l 通貨の設定は指定できません。

次元タイプの集約ストレージ・ガイドライン

l 属性次元は、会計次元に関連付けられません

l 会計次元では、レベル 0 のメンバーを除き、すべてのメンバー・レベルに、

メンバーの「ラベルのみ」プロパティを使用できます。

l 会計次元以外のすべての次元では、「ラベルのみ」タグが付けられたメンバー

の上にあるすべてのレベルでも「ラベルのみ」タグが付けられている必要が

あります。「ラベルのみ」タグが付けられたメンバーのすべての子は、「+ [加

算]」集計メソッドを使用してタグ付けする必要があります。ただし、メンバー

の直接の子の場合はこの限りではありません。

注： レベル 0 のメンバーには「ラベルのみ」タグを付けられません。

l 会計次元では、すべての集計メソッドを使用できます。

l 会計次元以外のすべての次元では、「+ [加算]」集計メソッドのみを使用でき

ます。「ラベルのみ」タグが付けられたメンバーのすべての子は、「+ [加算]」

集計メソッドを使用してタグ付けする必要があります。ただし、メンバーの

直接の子の場合はこの限りではありません。

l 式は、動的階層または比較次元のメンバーに対してのみ指定できます。

l 「動的時系列」設定は、時間次元でのみ使用できます。

l 圧縮次元には、動的階層が 1 つのみ含まれている必要があります。

l 圧縮次元には、式のないレベル 0 のメンバーが少なくとも 1 つは必要です。
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会計次元のメンバーの編集
「勘定科目情報」タブで、勘定科目メンバーのプロパティを編集して 適なタイ

ム・バランスを選択し、Essbase に欠落した値または 0 を処理する方法を指示し、

さらに実績データと予算データの差異をレポートする方法を選択できます。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

次のトピックでは、「勘定科目情報」タブで編集するメンバーのプロパティを説明

します:

l 260 ページの「タイム・バランスの選択」

l 261 ページの「スキップ・オプションの選択」

l 262 ページの「差異レポートの作成方法の選択」

l 263 ページの「データ・ロード・スケーリングの指定」

タイム・バランスの選択

会計次元では、タイム・バランス・メソッドを選択して、親メンバーの計算方法

を決定できます。

タイム・バランス機能の詳細は、235 ページの「タイム・バランスの概要」を参

照してください。

ä タイム・バランスを選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 会計次元を選択します。

3 メンバーを選択します。

4 「勘定科目情報」タブを選択します。

5 「タイム・バランス」グループを探します。

6 次のいずれかの「タイム・バランス」オプションを選択します:

l 「なし」-デフォルト値です。Essbase では、時間次元の親が通常の方法で

ロール・アップされます。親の値は、その親の子の式および集計プロパ

ティに基づきます。

l 「期首」-親の値は、分岐の 初のメンバーの値を表します(多くの場合は、

期間の始め)。

l 「期末」-親の値は、分岐の 後のメンバーの値を表します(多くの場合は、

期間の 後)。

l 「平均」-親の値は、子の値の平均を表します。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、データベース内の必要なタイ

ム・バランス・オプションを含む列を選択します。
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注： タイム・バランスを期首、期末または平均として設定する場合、スキッ

プ・プロパティを設定して、欠落している値や 0 の値が検出された場合

の対応を Essbase に指示する必要があります。236 ページの「スキップ・

オプションの選択」を参照してください。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作する

ためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構築に対す

るデータ・ソースの違いの章を参照してください。

7 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

スキップ・オプションの選択

タイム・バランスを期首、期末または平均として設定する場合、スキップ・プロ

パティを設定して、欠落している値や 0 の値が検出された場合の対応を Essbase に

指示する必要があります。

ä スキップ・オプションを選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 会計次元を選択します。

3 メンバーを選択します。

4 「勘定科目情報」タブを選択します。

5 「スキップ」グループを探します。

6 次のいずれかの「スキップ」オプションを選択します:

l 「なし」-デフォルト値です。親の値を計算するときにデータをスキップし

ません。ただし、平均値の計算時に Essbase によって#MISSING データが検

出されると、メンバーの合計数ではなく、実績値を持つメンバーの数で除

算が行われます。したがって、スキップ・プロパティを「なし」に設定し

ないと、#MISSING が平均値に影響しなくなります( 初と 後は影響す

る)。

l 「欠落」-親の値の計算時に#MISSING データをスキップします。

l 「ゼロ」-親の値の計算時にゼロに相当するデータをスキップします。

l 「欠落およびゼロ」-#MISSING データとゼロに相当するデータを両方とも

親の値の計算時にスキップします。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストで、目的のスキップ・オプション

を含むデータベースの列を選択します。
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注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作

するためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構

築に対するデータ・ソースの違いの章を参照してください。

7 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

差異レポートの作成方法の選択

差異レポート・プロパティによって、Essbase が、メンバー式に@VAR または

@VARPER 関数があるメンバーの実績データと予算データの差異を計算する方法

が決まります。会社に支出を示すメンバーの場合、支出のプロパティが必要にな

ります。

ä 差異レポートの作成方法を選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 会計次元を選択します。

3 メンバーを選択します。

4 「勘定科目情報」タブを選択します。

5 「差異レポート」グループを探します。

6 次のいずれかの「差異レポート」の作成方法を選択します:

l 「支出なし」-売上などの支出なしの項目の場合、実績が予算よりも大きく

なっている必要があります。実績が予算より小さい場合、差異は負数にな

ります。@VAR 関数は、実績から予算を減算します。たとえば、売上予算

が$100 で、売上実績が$110 の場合、差異は 10 になります。デフォルトで

は、メンバーは支出なしになっています。

l 「支出」-支出項目の場合、支出実績は支出予算より小さくなります。支出

実績が支出予算より大きい場合、差異は負数になります。@VAR 関数は、

予算から実績を減算します。たとえば、支出予算が$100 で、支出実績が

$110 の場合、差異は-10 になります。

l 「外部ソース」-ドロップダウン・リストから、目的の差異のオプションを

含むデータベースの列を選択します。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作

するためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構

築に対するデータ・ソースの違いの章を参照してください。

7 「適用」をクリックします。
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注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

データ・ロード・スケーリングの指定

Essbase Studio が Essbase データベースにデータをロードするときに、そのデータを

スケーリングできます。データ・ソースの値とデータベースの値に異なるタイプ

の測定方法が使用されている場合、データのスケーリングが必要になることがあ

ります。たとえば、データ・ソースが売上高を 100 単位で追跡しているのに対し、

Essbase データベースは売上高を 1 単位で追跡している場合などです。この場合、

入力値に 100 を乗算します。

ä メンバーのデータ・ロード・スケーリングを選択するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 会計次元を選択します。

3 メンバーを選択します。

4 「勘定科目情報」タブを選択します。

5 「データ・ロード・スケーリング」グループを探します。

6 「スケーリングを使用可能にする」チェック・ボックスを選択します。

7 「スケーリング係数」テキスト・ボックスに、使用するスケーリング値を入力しま

す; たとえば、入力値を 10 倍する場合は 10を入力します。

8 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

型付きメジャーの指定
型付きメジャーは Essbase の分析能力を拡張します。メジャーは、数値のほかに、

テキストや日付タイプの値にも関連付けられます。

l メジャーが表示される次元内で、テキスト・メジャーには"テキスト"というタ

グが付けられます。テキスト・メジャーでは、セルの値にテキスト・ラベル

を列挙したリストを 1 つ含められます。これらのラベルは、テキスト・リス

ト・オブジェクトと呼ばれるマッピング・アーティファクトを使用して、ア

ウトライン・レベルで定義します。

l メジャーが表示される次元内で、日付メジャーには"日付"というタグが付けら

れます。日付メジャーでは、セルの値を特定のフォーマットの日付形式にで

きます。

Essbase モデルに日付メジャーが含まれる場合は、配置の前に必ず、295 ペー

ジの「キューブの配置」の情報を確認してください。
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次の一般的なガイドラインは、テキスト・メジャーと日付メジャーの両方に適用

されます:

l 既存のメジャーの次元(たとえば、勘定科目)に追加します。

l これらのメジャーは集約しないでください。テキストおよび日付メジャーに

は、デフォルトで、集約を行わないことを示す記号(^)が割り当てられます。

l クエリーは、データがロードされたレベルと同じレベルで行う必要がありま

す。

ä 型付きメジャーを指定するには:

1 使用する型付きメジャーが「メタデータ・ナビゲータ」に存在することを確認し

ます。

2 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

3 「型付きメジャー」タブを選択します。

4 オプション: 「メンバー・フォーマット文字列」テキスト・ボックスに MDX 式を

入力して、小数点付き、カンマ付きまたはテキストなどの目的のフォーマットで

値が表示されるようにセルの値のフォーマットを変更します。

注： メンバー文字列フォーマットと、導出されたテキスト・メジャーを混同

しないでください。154 ページの「次元要素および導出テキスト・メ

ジャーの作成または編集」を参照してください。

注： MDX 式は 256 文字を超えてはならない。

5 「テキスト・リストの関連付け」グループで、テキスト・リストに移動します。

6 テキスト・リストを選択します。

テキスト・リスト名が「現在割当て済のテキスト・リスト」フィールドに表

示されます。

7 「適用」をクリックします。

メンバーへの式の追加
式により、Essbase が Essbase データベースのメンバー間の関係を計算する方法が

決定されます。

式の詳細は、237 ページの「式について」を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。
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ä 次元に式を追加するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「式」タブを選択します。

3 式を入力するためのオプションを選択します:

l 「式」テキスト・ボックスに式を入力します。

l 「外部ソースから」を選択し、ドロップダウン・リストから、使用する式

を含む外部データ・ソース列を選択します。

注： 式の長さは 大で 64KB までです。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作する

ためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構築に対す

るデータ・ソースの違いの章を参照してください。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーの別名の編集
「別名」タブでは、メンバーに対して作成した別名セットのリストを表示できま

す。また、別名の変更またはリフォーマットも可能です。

別名に関するガイドラインおよび詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照し

てください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

次のトピックでは、「別名」タブで編集するメンバーのプロパティについて説明し

ます:

l 267 ページの「別名セットの表示」

l 267 ページの「別名の変更およびリフォーマット」

l 268 ページの「検索ルールを作成して別名を変更およびリフォーマットする方

法」

l 269 ページの「検索ルールを変更して別名を変更およびリフォーマットする方

法」

l 270 ページの「別名の大文字/小文字の変更」

l 270 ページの「別名のスペースのリフォーマット」

l 271 ページの「別名への接頭辞の追加」

l 272 ページの「別名への接尾辞の追加」
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別名の概要

別名は、次元またはメンバーのわかりやすい代替名です。たとえば、SKU 製品コー

ド 100 で識別されるメンバーに、Kool Cola という、よりわかりやすい名前を付け

られます。この簡単に識別できる別名をメンバー名のかわりに表示できます。し

たがって、別名を使用することで、Essbase アウトラインおよびレポートが読みや

すくなります。

この概要では、次のトピックを説明します:

l 266 ページの「別名の使用」

l 266 ページの「複数の別名の使用」

別名の使用

別名を使用するときの重要事項は次のとおりです:

l 別名は、別名テーブルに保管されます。

l 別名は、言語、地域またはわかりやすい名前でグループ化できます。

l リレーショナル・ソースを基本とする要素の場合、事前に外部データ・ソー

スの別名列を作成しておく必要があります。

l 別名は 80 文字に制限されています。80 文字を超える別名を持つデータ・ソー

スの列が存在する場合、次の 2 つの対処法があります:

m SUBSTRING 関数を使用して 80 文字以下の文字を抽出し、別名で使用しま

す。

m 別名を置き換えます。

l 別名セットを使用して、1 つ以上の別名をメタデータ要素に割り当てられます

(Essbase では、メンバー・レベル)。170 ページの「別名セットの操作」を参照

してください。

複数の別名の使用

別名セットを使用すると、1 つのメンバー・レベルで複数の別名を指定できます。

たとえば、次のように異なる種類のレポートに異なる別名を使用できます-ユー

ザーは 100-10 を Cola として馴染みがありますが、広告主およびエグゼクティブ

は The Best Cola の方が馴染みがある場合があります。このリストは、データベー

ス内の一部の製品がどのように 2 つの記述的な別名を持つかを表しています:

      Product

           

      Default

                 

      Long Names

      

100-10      Cola              The Best Cola

100-20      Diet Cola         Diet Cola with Honey

100-30      Caffeine Free     Cola All the Cola, none of the Caffeine
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別名セットは、特定の名前付き別名セットをメンバー名にマッピングします。論

理ツリー内の各オブジェクトについて、カタログで定義された各別名セットに 1

つの別名を割り当てます。

別名セットの詳細は、169 ページの「別名セットについて」を参照してください。

「別名セット」ダイアログ・ボックスを使用して、別名セットを作成します。170

ページの「別名セットの作成」を参照してください。

別名セットの表示

「別名」タブに、メンバーに割り当てられている別名セットのリストが表示されま

す。

別名の詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä メンバーに割り当てられた別名を表示するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

ダイアログ・ボックスの一番上にあるグリッドで、「別名セット」列に、モデ

ルに割り当てられている別名セットが表示されます。

左ペインで選択したメンバーに別名セットがマップされている場合、「ソー

ス・マッピング」列に、別名マッピングのデータ・ソース接続、テーブルお

よび列が表示されます。

注： 別名セクションは読取り専用です。

別名の変更およびリフォーマット

別名の名前変更またはリフォーマットを行って、アウトラインおよびレポートを

読みやすくできます。これを行うには、検索ルールを作成または変更します:

l 268 ページの「検索ルールを作成して別名を変更およびリフォーマットする方

法」を参照してください。

l 269 ページの「検索ルールを変更して別名を変更およびリフォーマットする方

法」を参照してください。

注： 別名の名前を変更する場合、付録 B「Essbase Studio の命名規則」のガイドラ

インに従う必要があります。

別名の詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。
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検索ルールを作成して別名を変更およびリフォーマットする
方法

ä 検索ルールを作成して別名を変更およびリフォーマットするには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 「ルールの作成」ボタンをクリックします。

「検索ルール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4 「検索対象」テキスト・ボックスに、変換する別名を入力します。

5 「置換後の文字列」テキスト・ボックスに、現在の別名を置き換える新しい別名を

入力します。

6 変換を調整するには、次の検索オプションを選択します:

l 「大文字と小文字を区別」-検索条件に完全一致した別名のみが変換されま

す。

l 「完全に一致する単語」-検索条件に一致し、かつすべての単語が一致する

別名が変換されます。

l 「すべて置換」-検索条件に一致する別名すべてが変換されます。

注： 検索オプションは、任意の数またはすべて選択することも、選択し

ないこともできます。

7 「OK」」をクリックして検索ルールを保存します。

作成した検索ルールが「別名」タブに表示されます。アイコンには、検索オ

プションのステータスが次のように反映されます:

l

大文字と小文字を区別した検索-検索を絞り込むために「大文字と小文字

を区別」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

完全に一致する単語のみ-検索を絞り込むために「完全に一致する単語を

検索」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

すべて置換-検索を絞り込むために「すべて置換」を選択した場合、

「TRUE」が表示されます。

8 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。
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検索ルールを変更して別名を変更およびリフォーマットする
方法

ä 別名の変更およびリフォーマットに使用する検索ルールを変更するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 「テキスト置換ルール」セクションで別名を右クリックします。

4 「詳細の編集」ボタンをクリックします。

「検索ルール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5 オプション: 「検索」テキスト・ボックスに、変換する別名を入力するか、または

テキスト・ボックスに表示された別名を使用します。

6 「置換後の文字列」テキスト・ボックスに、現在の別名を置き換える新しい別名を

入力します。

7 変換を調整するには、次の検索オプションを選択します:

l 「大文字と小文字を区別」-検索条件に完全一致した別名のみが変換されま

す。

l 「完全に一致する単語」-検索条件に一致し、かつすべての単語が一致する

別名が変換されます。

l 「すべて置換」-検索条件に一致する別名すべてが変換されます。

注： 検索オプションは、任意の数またはすべて選択することも、選択し

ないこともできます。

8 「OK」」をクリックして検索ルールを保存します。

作成した検索ルールが「別名」タブに表示されます。検索オプションのステー

タスを反映したアイコンに注意してください:

l

大文字と小文字を区別した検索-検索を絞り込むために「大文字と小文字

を区別」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

完全に一致する単語のみ-検索を絞り込むために「完全に一致する単語を

検索」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

すべて置換-検索を絞り込むために「すべて置換」を選択した場合、

「TRUE」が表示されます。

9 「適用」をクリックします。
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注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

別名の大文字/小文字の変更

すべて大文字、すべて小文字またはタイトル文字になるように別名の大文字/小文

字を変更できます。また、大文字と小文字を元のフォーマットにリセットするこ

ともできます。

別名の詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä 別名の大文字/小文字を変更するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 「大文字/小文字を変更」ドロップダウン・リストで、大文字/小文字のオプション

を選択します。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

別名のスペースのリフォーマット

別名に含まれるスペースをアンダースコアに変換してリフォーマットできます。

また、先頭および末尾のスペースを削除することもできます。

別名の詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä 別名に含まれるスペースをリフォーマットするには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 次のいずれかのスペース・オプションを選択します:

l 「先頭/末尾のスペースを削除」-先頭および末尾のスペースがすべて別名か

ら削除されます。

l 「スペースをアンダースコアに変換」-別名に含まれるすべてのスペースが

アンダースコアに変更されます。
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4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

別名への接頭辞の追加

接頭辞または接尾辞、あるいはその両方を別名に追加できます。

272 ページの「別名への接尾辞の追加」を参照してください。

266 ページの「別名の概要」を参照してください。

245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä 別名に接頭辞を追加するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 ドロップダウン・リストから、次のいずれかの接頭辞オプションを選択します:

l 「なし」-別名に接頭辞は追加されません。

注： 後続の手順 5 に記載されているようにカスタム接頭辞を使用する場

合は、「なし」を選択します。

l 「親の名前」-メンバーの親の名前が接頭辞として別名に追加されます。

l 「親の親の名前」-メンバーの親の親の名前が接頭辞として別名に追加され

ます。

l 「すべての祖先の名前」-メンバーのすべての祖先のすべての名前が接頭辞

として別名に追加されます。

注： 接頭辞に「すべての祖先の名前」を選択すると、長い接頭辞が生成

される場合があります。別名は 80 文字に制限されています。266 ペー

ジの「別名の使用」を参照してください。

l 「次元名」-メンバーが存在する次元の名前が接頭辞として別名に追加され

ます。

接頭辞追加後の別名のプレビューが、「カスタム接頭辞」テキスト・ボックス

のすぐ下にあるテキスト・ボックスに表示されます。

4 オプション: 接頭辞を別名と区切るには、「接頭辞区切り文字」を選択します。

5 オプション: 「カスタム接頭辞」テキスト・ボックスにカスタム接頭辞を入力しま

す。
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注： カスタム接頭辞を入力する場合は、前述の手順 3 に記載されているよう

に、「接頭辞」ドロップダウン・リストに「なし」が選択されているこ

とを確認してください。

注： 一部の特殊文字は接頭辞に使用できません。付録 B「Essbase Studio の命

名規則」を参照してください。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

別名への接尾辞の追加

接頭辞、接尾辞または両方を別名に追加できます。

271 ページの「別名への接頭辞の追加」を参照してください。

266 ページの「別名の概要」を参照してください。

245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä 別名に接尾辞を追加するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「別名」タブを選択します。

3 接尾辞のオプションをプルダウン・リストから選択します:

l 「なし」-接尾辞が別名に追加されません。

注： 次の手順 5 で説明するカスタム接尾辞を使用する場合、「なし」を選

択します。

l 「親の名前」-メンバーの親の名前が別名に接尾辞として追加されます。

l 「親の親の名前」-メンバーの親の親の名前が接尾辞として別名に追加され

ます。

l 「すべての祖先の名前」-メンバーのすべての祖先の名前が接尾辞として別

名に追加されます。

注： 接尾辞に「すべての祖先の名前」を選択すると、長い接尾辞が生成

される場合があります。別名は 80 文字に制限されています。266 ペー

ジの「別名の使用」を参照してください。

l 「次元名」-メンバーが存在する次元の名前が接尾辞として別名に追加され

ます。

接尾辞が追加された状態の別名のプレビューが「カスタム接尾辞」テキスト・

ボックスのすぐ下にあるテキスト・ボックスに表示されます。
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4 オプション: 「接尾辞区切り文字」を選択すると、別名と接尾辞が区切られます。

5 オプション: 「カスタム接尾辞」テキスト・ボックスにカスタム接尾辞を入力しま

す。

注： カスタム接尾辞を入力する場合は、前述の手順 3 に記載されているよう

に、「接尾辞」ドロップダウン・リストに「なし」が選択されているこ

とを確認してください。

注： 接尾辞で使用できない特殊文字がいくつかあります。付録 B「Essbase

Studio の命名規則」を参照してください。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーへのユーザー定義属性の割当て
ユーザー定義属性(UDA)をメンバーに割り当てて、メンバーの特性を表せます。

たとえば、Ounces という UDA を作成できます。

240 ページの「UDA の概要」を参照してください。

245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä UDA をメンバーに割り当てるには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「UDA」タブを選択します。

3 「UDA 値」テキスト・ボックスで、メンバーに使用する新しい UDA を入力します。

4 オプション: Essbase Studio にデータ・ソースの列から UDA を取得させる場合は、「外

部ソース」を選択し、ドロップダウン・リストで該当の列を選択します。

メンバーに割り当てられている UDA が「既存 UDA」テキスト・ボックスに表

示されます。

注： 外部データ・ソースで使用するメンバー・コードについては、Oracle

Essbase Database Administrator's Guide のメンバー・プロパティを操作する

ためのデータ・ソースの使用、および集約ストレージの次元構築に対す

るデータ・ソースの違いの章を参照してください。

5 「適用」をクリックします。
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注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーの変換
「変換」タブで、メンバー名の変更やリフォーマットを行い、Essbase アウトライ

ンおよびレポートを読みやすくできます。

別名に関するガイドラインおよび詳細は、266 ページの「別名の概要」を参照し

てください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

Essbase によるメンバー名の変換またはリフォーマットの順序が原因で、変換操作

を実行できないことがあります。274 ページの「メンバー名変換シーケンス」を

参照してください。

次のトピックでは、「変換」タブで編集するメンバーのプロパティを説明します:

l 275 ページの「メンバーへの接頭辞の追加」

l 276 ページの「メンバーへの接尾辞の追加」

l 277 ページの「メンバー名の変更およびリフォーマット」

l 277 ページの「検索ルールを作成してメンバー名を変更およびリフォーマット

する方法」

l 278 ページの「検索ルールを変更してメンバー名を変更およびリフォーマット

する方法」

l 279 ページの「メンバーの大文字/小文字の変更」

l 280 ページの「メンバーのスペースのリフォーマット」

メンバー名変換シーケンス

Essbase では、次のシーケンスでメンバー名が変換およびリフォーマットされま

す:

1. 置換文字列が処理されます。

2. 先頭および末尾のスペースが削除されます。

3. スペースがアンダースコアに変換されます。

4. 接頭辞が追加されます。

5. 接尾辞が追加されます。

6. 大文字と小文字の変更が行われます。

注： Essbase はこのシーケンスに従うため、変換の実行が許可されない場合があ

ります。たとえは、カスタム接頭語を追加してその接頭語の置換文字列を

選択した場合、接頭辞の追加前に置換文字列が処理されるため、操作は機

能しません。
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メンバーへの接頭辞の追加

接頭辞または接尾辞、またはその両方をメンバーに追加できます。

注： メンバーがテキスト・ファイル・ソースの場合、接頭辞および接尾辞はサ

ポートされません。

接尾辞をメンバーに追加するには、276 ページの「メンバーへの接尾辞の追加」

を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä メンバー名に接頭辞を追加するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「変換」タブをクリックします。

3 ドロップダウン・リストから「接頭辞」オプションを選択します:

l 「なし」-接頭辞がメンバー名に追加されません。

注： 後続の手順 5 に記載されているようにカスタム接頭辞を使用する場

合は、「なし」を選択します。

l 「親の名前」-メンバーの親の名前が接頭辞としてメンバー名に追加されま

す。

l 「親の親の名前」-メンバーの親の親の名前が接頭辞としてメンバー名に追

加されます。

l 「すべての祖先の名前」-メンバーのすべての祖先の名前が接頭辞としてメ

ンバー名に追加されます。

注： 接頭辞に「すべての祖先の名前」を選択すると、長い接頭辞が生成

される場合があります。メンバー名は 大 80 文字です。

l 「次元名」-メンバーが存在する次元の名前が接頭辞としてメンバー名に追

加されます。

接頭辞を追加した状態のメンバー名のプレビューは、「カスタム接頭辞」テキ

スト・ボックスのすぐ下のテキスト・ボックスに表示されます。

4 オプション: 「接頭辞区切り文字」を選択すると、メンバー名と接頭辞が区切られ

ます。

5 オプション: 「カスタム接頭辞」テキスト・ボックスにカスタム接頭辞を入力しま

す。

注： カスタム接頭辞を入力する場合は、前述の手順 3 に記載されているよう

に、「接頭辞」ドロップダウン・リストに「なし」が選択されているこ

とを確認してください。
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注： 一部の特殊文字は接頭辞に使用できません。付録 B「Essbase Studio の命

名規則」を参照してください。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーへの接尾辞の追加

接頭辞、接尾辞または両方をメンバーに追加できます。

注： メンバーがテキスト・ファイル・ソースの場合、接頭辞および接尾辞はサ

ポートされません。

接頭辞をメンバー名に追加するには、275 ページの「メンバーへの接頭辞の追加」

を参照してください。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä メンバー名に接尾辞を追加するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「変換」タブをクリックします。

3 ドロップダウン・リストから「接尾辞」オプションを選択します:

l 「なし」-接尾辞がメンバー名に追加されません。

注： 後続の手順 5 に記載されているようにカスタム接尾辞を使用する場

合は、「なし」を選択します。

l 「親の名前」-メンバーの親の名前が接尾辞としてメンバー名に追加されま

す。

l 「親の親の名前」-メンバーの親の親の名前が接尾辞としてメンバー名に追

加されます。

l 「すべての祖先の名前」-メンバーのすべての祖先の名前が接尾辞としてメ

ンバー名に追加されます。

注： 接尾辞に「すべての祖先の名前」を選択すると、長い接尾辞が生成

される場合があります。メンバー名は 大 80 文字です。

l 「次元名」-メンバーが存在する次元の名前が接尾辞として別名に追加され

ます。

接尾辞が追加された状態のメンバー名のプレビューが「カスタム接尾辞」テ

キスト・ボックスのすぐ下にあるテキスト・ボックスに表示されます。
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4 オプション: 「接尾辞区切り文字」を選択すると、別名と接尾辞が区切られます。

5 オプション: 「カスタム接尾辞」テキスト・ボックスにカスタム接尾辞を入力しま

す。

注： カスタム接尾辞を入力する場合は、前述の手順 3 に記載されているよう

に、「接尾辞」ドロップダウン・リストに「なし」が選択されているこ

とを確認してください。

注： 接尾辞で使用できない特殊文字がいくつかあります。付録 B「Essbase

Studio の命名規則」を参照してください。

6 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバー名の変更およびリフォーマット

メンバー名を変更またはリフォーマットして、アウトラインとレポートを読みや

すくすることができます。これを行うには、検索ルールを作成または変更します:

l 277 ページの「検索ルールを作成してメンバー名を変更およびリフォーマット

する方法」を参照してください。

l 278 ページの「検索ルールを変更してメンバー名を変更およびリフォーマット

する方法」を参照してください。

注： メンバーの名前を変更するときには、付録 B「Essbase Studio の命名規則」の

ガイドラインに従う必要があります。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

Essbase によるメンバー名の変換またはリフォーマットの順序が原因で、変換操作

を実行できないことがあります。274 ページの「メンバー名変換シーケンス」を

参照してください。

検索ルールを作成してメンバー名を変更およびリフォーマッ
トする方法

ä メンバー名を変更およびリフォーマットするための検索ルールを作成するに

は:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「変換」タブをクリックします。
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3 「ルールの作成」ボタンをクリックします。

「検索ルール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

4 「検索対象」テキスト・ボックスに、変換するメンバー名を入力します。

5 「置換後の文字列」テキスト・ボックスに、現在のメンバー名を置換する新しいメ

ンバー名を入力します。

6 変換を絞り込む検索オプションを選択します:

l 「大文字と小文字を区別」-正確に検索条件と一致するメンバーのみが変換

されます。

l 「完全に一致する単語」-検索条件に一致し、かつ単語が完全に一致するメ

ンバーのみが変換されます。

l 「すべて置換」-検索条件に一致するすべてのメンバーが変換されます。

注： 検索オプションは、任意の数またはすべて選択することも、選択し

ないこともできます。

7 「OK」」をクリックして検索ルールを保存します。

作成した検索ルールは「変換」タブに表示されます。検索オプションのステー

タスを反映したアイコンに注意してください:

l

「大文字と小文字を区別した検索」 - 検索を絞り込むために「大文字と小文

字を区別」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

「完全に一致する単語のみ」 - 検索を絞り込むために「完全に一致する単語

を検索」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

「すべて置換」 - 検索を絞り込むために「すべて置換」を選択した場合、

「TRUE」が表示されます。

8 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

検索ルールを変更してメンバー名を変更およびリフォーマッ
トする方法

ä メンバー名の変更およびリフォーマットに使用する検索ルールを変更するに

は:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。
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2 「変換」タブをクリックします。

3 「テキスト置換ルール」セクションで、メンバーを右クリックします。

4 「詳細の編集」ボタンをクリックします。

「検索ルール」ダイアログ・ボックスが表示されます。

5 オプション: 「検索」テキスト・ボックスで、変換するメンバー名を入力するか、

テキスト・ボックスに表示されるメンバー名を使用します。

6 「置換後の文字列」テキスト・ボックスに、現在のメンバー名を置換する新しいメ

ンバー名を入力します。

7 変換を調整するには、次の検索オプションを選択します:

l 「大文字と小文字を区別」-正確に検索条件と一致するメンバーのみが変換

されます。

l 「完全に一致する単語」-検索条件に一致し、かつ単語が完全に一致するメ

ンバーのみが変換されます。

l 「すべて置換」-検索条件に一致するすべてのメンバーが変換されます。

注： 検索オプションは、任意の数またはすべて選択することも、選択し

ないこともできます。

8 「OK」」をクリックして検索ルールを保存します。

作成した検索ルールは「変換」タブに表示されます。検索オプションのステー

タスを反映したアイコンに注意してください:

l

「大文字と小文字を区別した検索」 - 検索を絞り込むために「大文字と小文

字を区別」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

「完全に一致する単語のみ」 - 検索を絞り込むために「完全に一致する単語

を検索」を選択した場合、「TRUE」が表示されます。

l

「すべて置換」 - 検索を絞り込むために「すべて置換」を選択した場合、

「TRUE」が表示されます。

9 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーの大文字/小文字の変更

メンバーの大文字と小文字を、すべて大文字、すべて小文字、または先頭のみ大

文字に変更できます。また、大文字と小文字を元のフォーマットにリセットする

こともできます。
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メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä メンバーの大文字と小文字を変更するには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「変換」タブをクリックします。

3 「大文字/小文字を変更」ドロップダウン・リストで、大文字/小文字のオプション

を選択します。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

メンバーのスペースのリフォーマット

メンバーに含まれるスペースをアンダースコアに変換してリフォーマットできま

す。また、先頭および末尾のスペースを削除することもできます。

メンバーの詳細は、245 ページの「メンバーの概要」を参照してください。

ä メンバー名に含まれるスペースをリフォーマットするには:

1 246 ページの「「メンバーのプロパティ」タブへのアクセス」の手順に従って、

「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスにあるメンバー・プロパティ

のタブにアクセスします。

2 「変換」タブをクリックします。

3 次のいずれかのスペース・オプションを選択します:

l 「先頭/末尾のスペースを削除」-先頭および末尾のスペースがすべてメン

バー名から削除されます。

l 「スペースをアンダースコアに変換」-メンバー名に含まれるすべてのス

ペースがアンダースコアに変更されます。

4 「適用」をクリックします。

注： このタブの設定を前回保存した値に復元するには、「復元」をクリック

します。設定をオリジナルのシステム・デフォルト値に復元するには、

「デフォルト」をクリックします。

Essbase モデル・プロパティの操作
Essbase モデル・プロパティを編集した後で、次のタスクを実行できます:

l 281 ページの「モデルの表示」

l 282 ページの「モデル・プロパティの検証」
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l 283 ページの「プロパティへの変更の確認」

l 283 ページの「モデルの参照」

l 284 ページの「ツール・チップの使用」

208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

モデルの表示
モデル作業領域を使用して、モデルのグラフィカル表現を表示できます。この機

能は、モデルの階層構造を確認するときに役立ちます。

さらに、モデル作業領域を使用して「キューブ配置ウィザード」を起動したり、

モデルのプロパティを編集したりできます。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

次のトピックでは、モデル作業領域で実行できるタスクを説明します:

l 281 ページの「モデル作業領域を開く」

l 281 ページの「モデル作業領域の使用」

モデル作業領域を開く

モデル作業領域を使用して、次元およびメンバーをグラフィック表示できます。

ä モデル作業領域を開くには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、モデル名を右クリックします。

2 「編集」を選択します。

モデルがメンバーおよび次元とともに、モデル作業領域に次のようにグラ

フィック表示されます:

図 16 モデル作業領域

モデル作業領域の使用

モデル作業領域を使用すると、次のタスクを実行できます:
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l 次元の移動 - モデル作業領域内で次元を移動するには、次元をクリックして、

移動先にドラッグします。

l 次元の展開と縮小 - 次元を展開または縮小してメンバーを表示または非表示に

するには、次元の右上隅にある 大化または 小化アイコンを左クリックし

ます。

l 「元に戻す」 - 次元の移動を元に戻すには、モデル作業領域を右クリックし、

「元に戻す」を選択します。

l 「やり直し」 - 次元の移動をやり直すには、モデル作業領域を右クリックし、

「やり直し」を選択します。

l 「ズーム・イン」 - 次元を拡大表示するには、モデル作業領域を右クリックし、

「ズーム・イン」を選択します。

l 「ズーム・アウト」 - 次元を縮小表示するには、モデル作業領域を右クリック

し、「ズーム・アウト」を選択します。

l 「キューブ配置ウィザードの起動」 - モデル作業領域を右クリックし、「キュー

ブ配置ウィザード」を選択します。

295 ページの「キューブの配置」を参照してください。

l 「プロパティの編集」 - モデル、次元およびメンバーのプロパティを編集する

には、モデル作業領域を右クリックし、「Essbase プロパティ」を選択します。

または、次元かメンバー名を右クリックします

モデル・プロパティの検証
「プロパティの検証」ダイアログ・ボックスを使用して、必要な次元の欠落や無効

な名前など、モデルのエラーをチェックできます。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

ä モデルを検証するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「検証を実行」ボタンをクリックし、 「プロパティの検証」ダイアログ・ボック

スにアクセスします。

3 表示された要素の 1 つ(モデル、次元、またはメンバー)をダブル・クリックし、

要素に関連するエラーまたは無効なプロパティを確認します。

注： 「プロパティの検証」ダイアログ・ボックスに要素が表示されていない

場合、モデルにエラー条件がありません。

4 エラー・メッセージを選択して右クリックし、オプション・メニューを表示する

と、考えられるエラーの修正候補が表示されます。

5 オプションを選択します。

エラー修正のための「プロパティ」ダイアログ・ボックスが表示されます。
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6 「プロパティ」ダイアログ・ボックスでエラーを修正し、「適用」をクリックしま

す。

7 「再検証」ボタンをクリックし、 エラーが修正されたことを確認します。

注： エラーが修正されていれば、ダイアログ・ボックスに要素が表示されな

くなります。

8 エラーがすべて修正されたら、「閉じる」をクリックします。

プロパティへの変更の確認
「適用プロパティ」・ダイアログ・ボックスを使用して、このセッションでモデル

のプロパティに適用した変更のリストを表示できます。

注： 表示されるのは、このセッションで加えた変更のみです。セッションとは、

「Essbase プロパティ」タブにアクセスしていた時間のことで、タブを閉じる

まで続きます。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

ä モデル・プロパティへの変更のリストを表示するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 「変更の表示」ボタン をクリックして、「適用プロパティ」ダイアログ・ボック

スにアクセスします。

このセッション中にモデルに加えた変更が表示されます。

3 要素への変更を表示するには、表示された要素(モデル、次元またはメンバー)の

いずれかを展開します。

4 変更内容を変更する場合は、要素を展開します。

プロパティを変更できるようにプロパティ・ダイアログ・ボックスが開きま

す。

5 プロパティ・ダイアログ・ボックスでプロパティを編集し、「適用」をクリックし

ます。

6 「変更の表示」ボタン をクリックして、「適用プロパティ」ダイアログ・ボック

スにアクセスします。

このセッション中に新しくモデルに加えた変更が表示されます。

7 変更の確認が終了したら、「取消し」をクリックします。

モデルの参照
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「戻る」および「進む」ボタンを使用して、以前に表示または編集した次元または

メンバーに戻れます。

注： このセッションで表示または編集した次元およびメンバーのみが表示され

ます。セッションとは、「Essbase プロパティ」タブにアクセスしていた時間

のことで、タブを閉じるまで続きます。

モデルの詳細は、208 ページの「Essbase モデルの概要」を参照してください。

ä 表示また編集した次元およびメンバーを参照するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 モデルを展開して、次元およびメンバーの名前を表示します。

3 次元またはメンバーの名前を選択します。

次元またはメンバーのプロパティ・タブが表示されます。

4 オプション: 次元またはメンバーのプロパティを編集し、「適用」をクリックしま

す。

5 オプション: いくつかの次元およびメンバーのプロパティの編集または表示後に、

以前に表示または編集した次元やメンバーに戻るには、「戻る」ボタン をク

リックします。

直前の次元またはメンバーが、該当するプロパティ・タブに表示されます。

6 オプション: もう 1 つ前に表示または編集した次元やメンバーに戻るには、「戻る」

ボタン を再度クリックします。

次元またはメンバーが該当するプロパティ・タブに表示されます。

7 オプション: 表示または編集した次元やメンバーに進むには、「進む」ボタン

をクリックします。

次の次元またはメンバーが、該当するプロパティ・タブに表示されます。

ツール・チップの使用
カーソルを使用してツール・チップを表示できます。このツール・チップにより、

モデル、次元およびメンバーのプロパティをすばやく表示できます。

ä ツール・チップを使用してプロパティをすばやく表示するには:

1 209 ページの「「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスへのアクセ

ス」の手順を使用して、「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスに

アクセスします。

2 モデルを展開して、次元およびメンバーの名前を表示します。

3 カーソルをモデル、次元またはメンバーの名前に合わせます。
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次元またはメンバーの主なプロパティの要約が表示されます。
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12
モデルの再同期

この章の内容

モデルの再同期について. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 287

モデルの再同期の使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 288

モデルの再同期について
これらのメタデータ要素、キューブ・スキーマまたは階層のいずれかを変更した

場合、モデルの再同期を使用して、そのメタデータ要素を使用する Essbase モデル

に変更を伝播できます。モデルの再同期を行う場合、モデルを再作成したり、設

定を再構成する必要はありません。

メタデータ要素を変更すると、Essbase Studio により、その要素を使用するモデル

に、要素の 新バージョンと同期していないというタグが付けられます。これに

より、モデルを再同期するように選択できます。

モデルの再同期の必要性をトリガーするイベントには、次のものがあります:

l キューブ・スキーマの変更:

m キューブ・スキーマへの階層の追加

m 階層の削除または置換

m 階層の移動

m 階層の変更

l 階層の変更:

m 階層へのチェーンの追加

m チェーンの削除または置換

m チェーンの移動

m チェーンの変更

メタデータ要素がいずれかの Essbase モデルで使用されている場合、その要素の変

更を開始すると、警告が表示されます。また、その要素を使用するすべてのモデ

ルのリストも表示されます。更新の続行を決定すると、「メタデータ・ナビゲー

タ」で同期していないすべてのモデルの名前の横にこのアイコンが付きます:

。
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注： モデルを再同期した場合、もう一方の変更されていない要素の設定は現行

値を保持します。階層内の変更されていないチェーンもすべて、その現行

設定を保持します。いずれかの要素の名前が変更された場合、その他の要

素はすべて現行名を保持します。

詳細は、372 ページの「Essbase モデルの再同期のガイドラインと制限」を参照し

てください。

モデルの再同期の使用
メタデータ要素を更新した後は、モデルの再同期を使用して、そのメタデータ要

素を使用する Essbase モデルに変更を伝播します。

モデルの再同期には各種のタイプがあります:

l 特定のメタデータ要素の変更による影響を受けるモデルを再同期できます。

288 ページの「メタデータ要素 - モデルの再同期」を参照してください。

l 複数の要素に基づいて、1 つのモデルを再同期できます。288 ページの「モデ

ルの再同期」を参照してください。

メタデータ要素 - モデルの再同期

ä 特定のメタデータ要素の変更による影響を受けるモデルを再同期するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、更新したメタデータ要素をハイライトします。

2 右クリックして、「非同期モデルの更新」を選択します

「モデルの同期」ダイアログ・ボックスが表示されます。要素の変更によって

再同期する必要が生じたすべてのモデルが、「非同期モデル」にリストされま

す。

3 更新するモデルを選択して、「同期するモデル」に移動します。

注： この方法を使用してモデルを再同期すると、モデルはこの特定の要素の

変更のみを反映するように更新されます。モデル内の他の要素は更新さ

れません。

4 「OK」をクリックして、モデルを更新済のメタデータ要素と同期します。

注： 他にも変更された要素がある場合、モデルはまだ同期されていない可能

性があります。また、再同期操作後もモデルが無効になっていることも

あります。再同期されたすべてのモデルを再検証する必要があります。

モデルの再同期

ä 複数の要素に基づいて 1 つのモデルを再同期するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、非同期モデルをハイライトします。
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「メタデータ・ナビゲータ」で、非同期モデルの名前の横にこのアイコンが表

示されます: 

2 右クリックして、「非同期モデルの更新」を選択します

「モデルの同期」ダイアログ・ボックスが表示されます。更新されたメタデー

タ要素はすべて、「変更された階層とキューブ・スキーマ」にリストされま

す。

3 モデルと同期する更新済要素を選択して、「モデルと同期するオブジェクト」に移

動します。

注： この方法を使用してモデルを再同期すると、モデルは、指定した要素の

変更のみを反映するように更新されます。モデル内の他の要素は更新さ

れません。

4 「OK」をクリックして、部分的な再同期を実行します。

注： 他にも変更された要素がある場合、モデルはまだ同期されていない可能

性があります。また、再同期操作後もモデルが無効になっていることも

あります。再同期されたすべてのモデルを再検証する必要があります。
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13
キューブ配置

この章の内容

キューブ配置について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 291

キューブの配置 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 295

Essbase サーバー接続の作成. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 295

キューブ配置のための接続情報の提供. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 297

配置オプションの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 299

キューブ配置の増分ロードの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 304

配置の進捗状況および結果の表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 305

キューブ配置について
キューブ・スキーマ・ウィザードを使用して構築した Essbase モデルは、Essbase

サーバーへのキューブの配置に使用されます。キューブ配置は、アウトラインを

構築して、アプリケーションおよびデータベースにデータをロードするためのロー

ド・オプションを設定するプロセスです。構築するアウトラインは、管理サービ

ス・コンソールで編集できます。作成したアプリケーションおよびデータベース

には、Smart View からアクセスできます。

「キューブ配置ウィザード」を使用して、キューブを配置する場合に次のいくつか

のロード・オプションから選択できます:

l アウトラインのみを構築

l データのロードのみ

l アウトラインの構築およびデータのロード

l 増加的にメンバーをロード

l ロード前にキューブからメンバーを削除

l キューブの削除およびキューブへのデータの復元

l ストリーミング・モードまたは非ストリーミング・モードでの配置

l Essbase ルール・ファイルを作成して保存します。このファイルは、メンバー

またはデータ(あるいはその両方)を後でロードする際に使用できます

l 選択したすべてのキューブ配置オプションを含む MaxL ロード・スクリプトを

作成して保存します。このファイルは、メンバーまたはデータ(あるいはその

両方)を後でロードする際に使用できます

次の要因に応じて、キューブ配置中にデータが取得される方法を調整できます:

l server.essbase.streamingCubeBuildingサーバー・プロパティの設定内容
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l 「キューブ配置ウィザード」の「データ・ソースの設定」グループで選択した

オプション

l ストリーミング・モード配置オプションを選択したかどうか。

292 ページの「配置シナリオとストリーミング・キューブ・ビルディング・プロ

パティの注意点」および297 ページの「キューブ配置のための接続情報の提供」

を参照してください。

日付メジャーをキューブ・スキーマで使用した場合、データを正しく集計するた

めのキューブ配置の実行については、294 ページの「日付メジャーの配置」を参

照してください。

キューブ・スキーマ作成中に、Essbase モデルの作成を選択しなかった場合は、い

つでも作成できます。また、206 ページの「既存のキューブ・スキーマからの

Essbase モデルの作成」で説明しているように、同一のキューブ・スキーマに対し

て複数の Essbase モデルを作成することもできます。Essbase モデルの作成後に

「キューブ配置ウィザード」を起動して、297 ページの「キューブ配置のための接

続情報の提供」に説明されている 初のページを完了します。ウィザードから、

Essbase プロパティで説明されているモデルの第 11 章「Essbase プロパティ」も変

更できます。

注： この章では、「キューブ配置ウィザード」を使用したキューブの配置につい

て説明します。MaxL 配置コマンドを使用してもキューブを配置できます。

「キューブ配置ウィザード」のオプションにより、配置スクリプトが自動的

に作成されます。「キューブ配置ウィザード」で使用可能なすべてのオプ

ションは、配置コマンドでも使用でき、MaxL スクリプトに記録されます。

詳細は、『Oracle Essbase テクニカル・リファレンス』の MaxL についての説

明を参照してください。

配置シナリオとストリーミング・キューブ・ビル
ディング・プロパティの注意点
キューブ配置について、Essbase Studio は 3 つのデータ取得モード・オプションを

提供します:

l Essbase Studio Server によって導出された接続文字列を使用した、非ストリーミ

ング・モード(デフォルト)

l ユーザーが提供した ODBC DSN を使用した、非ストリーミング・モード

l Essbase Studio Server によって導出された接続文字列を使用したストリーミン

グ・モード

このトピックに記述されているとおり、これらのモードの使用はストリーミング・

キューブ・ビルディング・プロパティ server.essbase.streamingCubeBuilding

の設定内容によって異なります。

server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティの設定の詳細は、42 ページ

の「server.essbase.streamingCubeBuilding」を参照してください。
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Essbase Studio Server によって導出された接続文字列を使用した、非ストリーミン

グ・モード(デフォルト)

server.essbase.streamingCubeBuilding=false

「キューブ配置ウィザード」で、「ODBC (Essbase は ODBC 接続文字列を動的に作

成)」を選択します。

Essbase はこのオプションによって、配置中にデータ・ソースへの接続を簡単に確

立でき、すべての接続属性にデフォルト値が想定されます。この場合、Essbase

Studio は配置中に ODBC ドライバを使用します。

ユーザーが提供した ODBC DSN を使用した、非ストリーミング・モード

server.essbase.streamingCubeBuilding=false

「キューブ配置ウィザード」で、「ODBC (ODBC DSN 名を入力)」を選択し、すで

に設定済の ODBC DSN を入力します。

Essbase はこのオプションによって、ODBC DSN で指定されている属性を利用でき

ます。たとえば、配置中の Essbase モデルが Unicode データ・ソースを基にしてい

る場合、N-CHAR サポートを有効にした ODBC DSN を作成してから、この DSN

を配置時に指定できます。

Essbase Studio Server によって導出された接続文字列を使用したストリーミング・

モード

server.essbase.streamingCubeBuilding=true

「キューブ配置ウィザード」で、「ODBC (Essbase は ODBC 接続文字列を動的に作

成)」を選択します。

Essbase はこのオプションによって、配置中にデータ・ソースへの接続を簡単に確

立でき、すべての接続属性にデフォルト値が想定されます。この場合、Essbase

Studio は配置中に JDBC ドライバを使用します。

次の表に、配置モードのガイドラインと想定される配置シナリオを示します。

表 6 配置モードのガイドラインと想定される配置シナリオ

配置モード 配置シナリオの例

接続文字列を使用した非ストリーミング(デフォルト)

                     server.essbase.streamingCubeBuilding=false

                  

データ・ソースがリレーショナルで、デ
フォルトの ODBC DSN 接続属性値の調整

に特別な条件がない場合
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配置モード 配置シナリオの例

ODBC DSN を使用した非ストリーミング

                     server.essbase.streamingCubeBuilding=false

                  

接続属性のデフォルト値を変更する場
合。例:

l Essbase モデルが Unicode ソース・

データベースを基にしている場合、
N-CHAR サポートを有効にする必要が

あります

l データ転送パフォーマンスを向上す
るためデータ圧縮を有効にする場合、
ワイヤ・プロトコル・モードを 2に

設定できます

l IBM DB2 データ・ソース接続の認証メ

ソッドとして暗号化オプションが選
択されている場合

l Windows で、Oracle BI EE データ・ソー

スから構築されたキューブに対して、
Essbase が OPMN を使用して起動され

た場合

ストリーミング

                     server.essbase.streamingCubeBuilding=true

                  

例:

l Essbase Studio コンソールを使用して

Performance Management Architect デー

タ・ソースから Essbase モデルが構築

されます

l Performance Management Architect を使用

して Essbase アプリケーションが構築

され、Essbase に配置されます

l Essbase モデルが Unicode ソース・

データベースを基にしています(N-
CHAR サポート)

l IBM DB2 データ・ソース接続の認証メ

ソッドが暗号化オプションです(「パ

スワードの暗号化」、「ユーザー ID
とパスワードの暗号化」または「ク
ライアント」)

l Windows で、Oracle BI EE データ・ソー

スから構築されたキューブに対して、
Essbase が OPMN を使用して起動され

た場合

l 配置中の Essbase モデルにカレンダ階

層が含まれている場合

日付メジャーの配置
日付メジャーが含まれるキューブを配置する場合は、Essbase Studio では結果セッ

トが 終トランザクション日に生成されるようにするため、データ・ロード SQL

の生成中に MAX 集約関数が日付メジャー列に適用されることに注意してくださ

い。

次の例では、Date 列が日付メジャーとして使用されています:

294 キューブ配置



      Product    State    Sales     Date

-------    -----    ------    ----------

100-10     CA       200.00    2009-01-31

100-10     CA       500.00    2009-12-31

   

MAX 集約関数を使用して、データが 2009-12-31 の日付で集約され、Sales の合計

は 700.00 になります。

日付メジャーが含まれるキューブを配置する際は、次のタスクを実行することを

お薦めします:

l 「Essbase モデル・プロパティ」の「全般」タブで、日付フォーマットを選択し

ます。

デフォルトの日付フォーマットは、yyyy-mm-ddです。

l 「キューブ配置ウィザード」の「キューブ配置オプション」ページで、必ず

「データ・ロード・オプション」グループから「既存データに上書き」を選択

します。

キューブの配置
「キューブ配置ウィザード」は、次の画面で構成されています:

l 「Essbase サーバー接続オプション」 - Essbase サーバーの接続に関する情報と、

データ・ソースのデータを接続および取得する手法を示します。297 ページの

「キューブ配置のための接続情報の提供」を参照してください。

注： キューブを初めて Essbase サーバーのインスタンスに配置すると、295

ページの「Essbase サーバー接続の作成」で説明するとおり、Essbase サー

バーの接続情報を入力するように要求されます。この情報を入力する

と、「キューブ配置ウィザード」が起動します。

l 「増分ロード」 - メンバーの増分ロードを選択すると、更新するメンバーを選

択できます。304 ページの「キューブ配置の増分ロードの設定」を参照してく

ださい。

l 「キューブ配置オプション」 - ロード・オプションを設定し、拒否されたレコー

ドの処理を指定して、迅速な配置をスケジューリングするか、入力した配置

情報を MaxL スクリプトとして保存することを選択します。299 ページの「配

置オプションの設定」を参照してください。

また、307 ページの「配置履歴の表示」で説明されているように、Essbase モデル

ごとにキューブの配置履歴を確認することもできます。

Essbase サーバー接続の作成
キューブを Essbase サーバーのインスタンスに初めて配置する場合、Essbase の接

続情報が求められます。
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ä Essbase サーバーへの接続を作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、キューブの配置元となる Essbase モデルを選択し

ます。

2 モデル名を右クリックして、「キューブ配置ウィザード」を選択します。

再利用可能な Essbase への接続を作成するための「Essbase ログイン」ダイアロ

グ・ボックスが表示されます。

注： すでに既存の Essbase 接続が存在する場合、「Essbase ログイン」ダイアロ

グ・ボックスではなく「キューブ配置ウィザード」が表示されます。

3 「Essbase ログイン」で、次の情報を入力し、「ログイン」をクリックします:

l この接続の「名前」

l オプションの「説明」。

l Essbase インスタンスまたはクラスタがある「サーバー」の名前、および

「ポート」の番号。

「サーバー」および「ポート」のデフォルトは、Essbase Studio と同じマシ

ンで実行されている Essbase のインスタンスまたはクラスタです。

注： クラスタ名では大文字と小文字が区別されます。デフォルトのクラ

スタ名は EssbaseCluster-1です。

l この Essbase サーバーへのアクセスに必要な「ユーザー」および「パスワー

ド」の名前。

l 「データ暗号化」方法:

m 「暗号化なし」 - Essbase Studio サーバーと Essbase サーバー・インスタ

ンスまたはクラスタ間の通信のデフォルト・モード。

m 「SSL」 - 接続中の Essbase サーバー・インスタンスまたはクラスタが、

TCP/IP 経由の Secure Socket Layer (SSL)プロトコルに対応するよう構成

されている場合はこの方法を選択します。

SSL を使用すると、Essbase Studio サーバーと Essbase 間の通信が保護さ

れます。

注： Essbase サーバーが SSL をサポートするように構成されていない

場合は、接続が確立されず、エラー・メッセージが表示されま

す。

l Essbase サーバー・クラスタに接続している場合は、「クラスタ」を選択し

ます。

注： Essbase サーバー・クラスタは、Essbase 接続の作成前に設定しておく

必要があります。クラスタ設定の詳細は、『Oracle Hyperion Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイド』お

よび『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System 高可

用性ガイド』を参照してください。

296 キューブ配置



接続名は、「キューブ配置ウィザード」の「Essbase サーバー接続」フィールド

に今すぐ入力したり、後で配置するときに入力したりできます。

キューブ配置のための接続情報の提供
「キューブ配置ウィザード」の「Essbase サーバー接続オプション」ページを使用

して、Essbase およびデータ・ソース接続情報を指定します。また、配置前に Essbase

モデル・プロパティも変更できます。

ä キューブ配置のサーバー、データ・ソース、およびモデル・プロパティ情報

を設定するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、キューブの配置元となる Essbase モデルを選択し

ます。

2 モデル名を右クリックして、「キューブ配置ウィザード」を選択します。

「Essbase サーバー接続オプション」ページが起動されます。

3 「Essbase サーバー接続」で、配置先とする Essbase サーバーを表す接続を選択しま

す。

リストにない Essbase サーバー接続に配置するには、「新規接続」をクリック

し、295 ページの「Essbase サーバー接続の作成」の手順を終了してから、手順

4 に進みます。

4 配置先とする「アプリケーション」および「データベース」の名前を入力します。

注： XOLAP 対応の Essbase モデルから配置する場合、新しいアプリケーショ

ンおよびデータベース名を使用するか、「 初にすべてのメンバーを削

除」オプションを使用して既存の XOLAP アプリケーションを上書きし

て配置することを強くお薦めします。

5 オプション: 「キューブ配置でストリーミング・モードを有効化」チェック・ボッ

クスを選択して、このキューブ配置をストリーミング・モードで実行します。

注： 「キューブ配置でストリーミング・モードを有効化」チェック・ボック

スの設定は、異なる配置にわたって保持されません。ストリーミング・

モード用のチェック・ボックスを使用するには、キューブ配置を実行す

るたびにそれを設定する必要があります。

ストリーミング・モードとは、キューブ配置時に Essbase Studio サーバーが

(ODBC 接続を使用して外部データ・ソースをクエリーするのではなく)外部

データ・ソースを直接クエリーすることを意味します。

配置対象の Essbase モデルに 1 つ以上のリレーショナル・データ・ソースが含

まれている場合、「キューブ配置でストリーミング・モードを有効化」チェッ

ク・ボックスが有効になります。

Essbase モデルで使用されているデータ・ソースが 1 つ以上のテキスト・ファ

イル・ソース、1 つ以上の次元サーバー(Performance Management Architect)ソー
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ス、またはテキスト・ファイルとリレーショナル・ソースの混合である場合、

このチェック・ボックスは無効になります。

Essbase Studio サーバーが非ストリーミング・モードで実行されている場合

(server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティが FALSE に設定されて

いる場合)、このオプションを選択すると、その設定が上書きされます。

6 「データ・ソースの設定」グループで、オプションを選択します:

l 「ODBC (Essbase は ODBC 接続文字列を動的に作成)」 - Essbase によって動

的に作成されたデータ・ソース名が使用されます。これがデフォルトで

す。

l 「ODBC (ODBC DSN 名を入力)」 - 使用する ODBC DSN 名を入力します。

独自のカスタム ODBC DSN パラメータ設定を利用するために ODBC DSN

名を使用して配置する場合は、次のガイドラインに従います:

m 配置を開始する前に、Essbase がインストールされているサーバー・マ

シンで、ODBC DSN を設定します。

m ODBC DSN のユーザー名とパスワードは、この配置で使用されるデー

タ・ソース接続と同一であることが必要です。

注： 「server.essbase.streamingCubeBuilding」プロパティとともに ODBC 設

定を使用する方法の詳細は、292 ページの「配置シナリオとストリー

ミング・キューブ・ビルディング・プロパティの注意点」を参照し

てください。

l 「OCI (OCI 接続識別子を入力)」 - 使用する Oracle OCI 接続識別子を入力し

ます。

Oracle OCI 接続識別子の構文は、次のとおりです:

                  host:port/SID

               

次に、ホスト・サーバー名が myserver、ポート番号が 1521、および Oracle

SID (サービス識別子)が orclの OCI 接続識別子の例を示します:

                  myserver:1521/orcl

               

注： その他の接続識別子フォーマットを使用することも可能です。OCI

の詳細は、Oracle のドキュメントを参照してください。

ODBC DSN または OCI 接続識別子を呼び出すことで、DSN または OCI で設定

した特定のパラメータを利用できます。たとえば、キューブ配置中に、ドラ

イバ・パフォーマンスおよびフェイルオーバー・オプションを利用するため

に設定されている Oracle Wire Protocol ドライバを使用する場合があります。

次の条件に当てはまる場合は、「データ・ソースの設定」グループ内のすべて

のアイテムが無効になります:
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l 「キューブ配置でストリーミング・モードを有効化」チェック・ボックス

が選択されています(手順 5)。

l Essbase Studio サーバーがストリーミング・モードで実行されています

(server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティが TRUE に設定さ

れています)。

l Essbase モデルに複数のデータ・ソースからの要素が含まれています

l Essbase モデルがテキスト・ファイル・データ・ソースを使用して作成され

ました

l Essbase モデルが次元サーバー(Performance Management Architect)データ・

ソースを使用して作成されました

7 オプション: モデルの「Essbase」プロパティを変更する場合は、「モデル・プロパ

ティ」をクリックします。

第 11 章「Essbase プロパティ」を参照してください。

8 「次へ」をクリックして、ウィザードの「キューブ配置オプション」ページを表示

します。

注： エラーがモデル内に存在する場合、「次へ」をクリックすると警告が示

されます。「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスを起動

するかどうかをたずねるダイアログが表示されます。「はい」をクリッ

クすると、プロパティ・ダイアログ・ボックスが起動し、エラーを修正

することができます。

配置オプションの設定
「キューブ配置ウィザード」の「キューブ配置オプション」ページで、ロード情報

とレコード拒否の設定を指定します。また、後で配置を行う場合のために、配置

情報を MaxL スクリプトに保存することを選択できます。

ä 配置オプションを指定するには:

1 「キューブ配置ウィザード」の「キューブ配置オプション」ページで、「ロード・

タスク・タイプ」グループからロード・オプションを選択します:

l 「アウトラインの構築」-次元 Essbase アウトラインに追加します。

l 「データのロード」-Essbase データベースにデータを移入します。データを

ロードすると、データベースの構造アウトラインで定義されたセルに実際

の値が設定されます。

l 「アウトラインの構築およびデータのロード」-データのない次元およびメ

ンバーを Essbase アウトラインに追加し、Essbase データベースにデータを

移入します。

2 「データ・ロード・オプション」グループで、次のいずれかのオプションを選択し

ます:

l 「既存データに追加」-データ・ソースの値をキューブの既存の値に加算し

ます。
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l 「既存データから削除」-データ・ソースの値をキューブの既存の値から減

算します。

l 「既存データに上書き」-キューブの値をデータ・ソースの値で置き換えま

す。

注： これらのオプションは、手順 1 でデータ・ロード・オプションを選択し

た場合にのみ使用可能になります。

3 オプション: 既存の「Essbase」アウトラインに含まれるすべての次元とメンバーを

削除する場合は、「 初にすべてのメンバーを削除」を選択します。

すべてのメンバーを削除する場合、Essbase Studio は Essbase データベース・ア

ウトラインからすべてのメンバーを削除してから、キューブ・スキーマのメ

ンバー・レベルを使用してアウトラインを再作成します。すべてのメンバー

を削除すると、すべてのメンバーを削除せずに Essbase アウトラインの作成ま

たは更新を行う場合よりも処理時間がかかる可能性があるため、特に理由が

ないかぎり、このオプションは使用しないでください。すべてのメンバーを

削除する必要があるのは、たとえば、一部のメンバーが Essbase モデルから削

除されたことがわかっていて、小さくしたメンバー・セットを含むより小さ

い Essbase アウトラインを構築する場合などです。

注： このチェック・ボックスは、データのロードのみを選択した場合は選択

できません。

4 オプション: メンバーのロードまたはメンバーとデータのロードを実行する前に

Essbase データベース内のすべてのメンバーとデータを削除するには、「データベー

スを削除して復元」を選択します。

このアクションにより、アウトラインの構築が行われる前に、メンバーとデー

タの Essbase データベース・アウトラインが消去され、ロードの所要時間が大

幅に短縮されます。

注： このチェック・ボックスは、データのロードのみを選択した場合は、選

択できません。

5 オプション: 「Essbase」アウトライン内で特定の次元またはメンバーが更新される

ように選択するには、「増分ロード」を選択します。

このチェック・ボックスは、データのロードのみを選択した場合は選択でき

ません。アウトラインの作成時に、「 初にすべてのメンバーを削除」オプ

ションまたは「データベースを削除して復元」オプションを選択した場合に

も選択できません。

注： このオプションを選択したら、「次へ」ボタンをクリックして、304 ペー

ジの「キューブ配置の増分ロードの設定」のタスクを実行します。

6 オプション: 管理サービス・コンソールからメンバーおよびデータをロードするた

めに後で使用するには、「ルール・ファイルのみ作成して保存」を選択します。

Essbase Studio により生成されるルール・ファイルには、Essbase データベース

へのデータのロード中に、Essbase がメンバーとデータ・ソースのデータに対

して行う必要がある変更内容を指定する SQL 文が含まれています。

300 キューブ配置



その際、データ・ソースは変更されません。

ルールおよびルール・ファイルについて

ルールは、Essbase がデータ・ソースを処理するときにデータ値、または次元

とメンバーに対して実行する操作を定義します。ルールを使用して、データ

値を Essbase データベースに、または次元とメンバーを Essbase アウトライン

にマッピングします。

ルールはルール・ファイルに保管されます。Essbase Studio によって生成され

るルール・ファイルには、使用する構築方法、データ値またはメンバーの順

序をソートするかランダムのままにするか、およびロード前に行うデータ値

またはメンバーの変換方法を定義する SQL 文が含まれます。Essbase Studio は

次元ごとに別々のルール・ファイルを作成します; ただし、メジャー次元のメ

ンバーが 250 を超える場合には、Essbase Studio は 250 のメンバーごとに 1 つの

ルール・ファイルを作成します。

ルール・ファイルは Essbase のインストール場所の appディレクトリに保存さ

れます。

詳細は、374 ページの「管理サービス・コンソールでのルール・ファイルの制

限」を参照してください。

7 オプション: 「バックグラウンドでアウトラインを構築」を選択します。

次のアクションを実行した場合にのみ、「バックグラウンドでアウトラインを

構築」オプションを選択できます。

l XOLAP キューブの再配置

l アウトラインの構築のみ

次のアクションを実行した場合、このオプションは選択できません:

l XOLAP キューブの 初の配置

l XOLAP 以外のキューブの再配置

l データのロード

「バックグラウンドでアウトラインを構築」を選択した場合、「データ・ロー

ド・オプション」グループからは選択できません。「 初にすべてのメンバー

を削除」、「データベースを削除して復元」、「増分ロード」および「ルール・

ファイルのみ作成して保存」オプションも選択できません。

8 「レコード設定が拒否されました」で、次のタスクを実行します:

1. 「維持するレコード数」で次のオプションを選択します:

l 「すべて」-拒否されたすべてのレコードをエラー・ファイルに保持

l 「制限」-右のテキスト・ボックスに指定した数の拒否されたレコード

をエラー・ファイルに保持します。デフォルトでは、200 レコードが

保持されます。

2. 「エラー・ファイル名」で、次のいずれかのオプションを選択します:

l 「デフォルト」-エラー・ファイルにデフォルトのファイル名を付けま

す。デフォルトのファイル名は次のフォーマットになります:
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                        app_name

                        .

                        db_name

                        _

                        timestamp

                        .err

                     

例:

                        myesbapp.myesbdb_05–02–08_11_30–38.err

                     

l 「ファイル名」-カスタム・ファイル名を指定します。たとえば、エ

ラー・ファイルに errors.errという名前を付けることができます。

また、エラー・ファイルを別の場所に置くように指定することもでき

ます。デフォルトでは、エラー・ファイルは次の場所に置かれます:

                        EPM_ORACLE_HOME

                        /products/Essbase/EssbaseStudio/server/ess_japihome/data

                     

エラー・ファイルをデフォルト以外の場所に置くには、「ファイル名」

テキスト・ボックスに相対パスを入力します。たとえば、エラー・

ファイルに errortestという名前を付け、ess_japihome/dataディ

レクトリの下にある errorsというフォルダに置くには、次のように

入力します:

                        errors/errortest.err

                     

エラー・ファイルに testerrorsという名前を付け、Essbase Studio

serverディレクトリの下にある errorlogsというフォルダに置くに

は、次のように入力します:

                        ../../errorlogs/testerrors.err

                     

3. オプション: ロード・プロセス中、Essbase で 初のエラーが発生したらデー

タ・ロードを停止するには、「 初のレコードが拒否された場合はデータ・

ロードを停止します」を選択します。

このオプションは、「データのロード」オプションまたは「アウトライン

の構築およびデータのロード」オプションが選択されている場合に使用可

能になります。

9 「スケジュール・オプション」で、次のアクションを実行します:

l キューブをすぐに配置する場合は、「すぐに配置」が選択されていること

を確認します。

「すぐに配置」オプションは、デフォルトで選択されています。
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l 配置情報を含む MaxL ロード・スクリプトを作成するには、「MaxL ロー

ド・スクリプトとして保存」を選択し、「参照」をクリックして MaxL スク

リプトを保存する場所に移動し、「保存」をクリックします。

Essbase Studio で生成される MaxL の操作の説明は、373 ページの「キュー

ブ配置の制限とガイドライン」を参照してください。

注： 「スケジュール・オプション」グループから、少なくとも 1 つのオプショ

ンを選択する必要があります。

10 次のいずれかのアクションを行います:

l 「増分ロード」オプションを選択した場合、「次へ」をクリックして、304

ページの「キューブ配置の増分ロードの設定」のタスクを実行します。

l 「終了」をクリックして、キューブを配置します。

配置が成功すると、配置のステータス情報が示された「配置は成功しまし

た」ダイアログ・ボックスが表示されます。

注： キューブの配置中にメモリー不足エラーが発生した場合は、78 ペー

ジの「仮想メモリーの構成」の説明に従って、Essbase Studio コンソー

ルの仮想メモリー設定を増やします。

「メタデータ・ナビゲータ」に、配置されたキューブが、配置元の Essbase

モデルの子として表示されます。

配置後に、管理サービス・コンソールでアウトラインを表示して編集しま

す。また、Smart View を使用してキューブのクエリーを実行することもで

きます。

配置情報を MaxL スクリプトに保存する場合、スクリプトでは、シェル変

数の$1 および$2 が、名前とパスワードのパラメータにそれぞれ使用され

ます。

例:

                  deploy all from model 'cs1Model' in cube schema '\CubeSchemas\cs1' 

login $1 identified by $2 on host 'poplar-pc1' to application 'cs2' database 

'cs2' add values using connection 'Connection1' keep 200 errors on error 

ignore dataload write to default;

               

上の例でこのスクリプトを使用する際は、Essbase ログイン情報のコマン

ド・ラインで次のように次のように置き換えます:

m $1 = ユーザー名

m $2 = パスワード
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キューブ配置の増分ロードの設定
「キューブ配置ウィザード」の「増分ロード」ページで、更新する特定の次元また

はメンバーを選択します。

ä メンバー・ロード更新オプションを設定するには:

1 「キューブ配置ウィザード」の「増分ロード」ページにある「次元構築更新」の下

で、オプションを選択します:

l 「すべての階層を更新」-モデルのすべての階層が更新され、新しいメン

バーがあれば追加されます。

このオプションを選択すると、すべての階層が自動的に更新対象として選

択され、「更新」、「再構築」および「消去」ボタンは使用できません。

l 「選択した階層を更新または再構築」-このオプションを選択すると、階層

の選択がすべて解除されます。次いで、階層を選択し、階層に対して実行

する操作を次の中から 1 つ選択します:

m 「更新」-新しいメンバーを階層に追加します。既存のメンバーを削除

しないでください。

このオプションは、階層構造を変更せずに新しいメンバーを追加する

場合、または共有メンバーを追加する場合に使用します。更新中、既

存の階層が、既存のメンバーを削除せずに更新されます。

「更新」を選択すると、階層の各メンバーの横に、そのメンバーが更新

対象としてマークされていることを示すアイコンが表示されます。各

メンバーの横にあるチェック・ボックスはまだ選択されていません。

これらのチェック・ボックスは手動で選択する必要があります。

m 「再構築」-階層のすべてのメンバーを消去して、共有メンバーを含む

すべてのメンバーを追加し直します。必要に応じて階層を再構築しま

す。

このオプションは、階層からメンバーを削除した場合に特に便利です。

まだ存在しているメンバーと、新しいメンバーがあれば階層に追加し

直され、必要に応じて階層が再構築されます。

「再構築」を選択すると、階層の各メンバーの横に、メンバーが再構築

対象としてマークされていることを示すアイコンが表示されます。各

メンバーの横にあるチェック・ボックスはまだ選択されていません。

これらのチェック・ボックスは手動で選択する必要があります。

m 「消去」-現在のセッション中に選択した内容を消去するには、「消去」

ボタンを使用します。誤って階層をマークし、その階層のチェック・

ボックスを選択した場合は、「消去」をクリックして選択内容を消去し

ます。

注： 「消去」ボタンは、メンバーの横にあるチェック・ボックスが選

択されている階層にのみ有効です。

2 メンバー構築時にデータベースを再構築するためのパラメータを設定するには、

「保持」オプションを選択します。
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l 「すべての既存データ」-この設定はデフォルトです。再構築が行われると

きに変更されたアウトラインに該当する既存データをすべて保持します。

l 「入力データ」-ロードされるデータを含むブロックのみを保持します。多

くのアプリケーションには、親レベルで入力されたデータが含まれていま

す。このオプションを選択すると、レベル 0(リーフ・ノード)ブロックで

あるかどうかにかかわらず、データ・ロードによって作成されたブロック

が削除されるのを防ぐことができます。

l 「レベル 0 のデータ」-レベル 0 のメンバーのデータのみを保持します。こ

れは、ソース・データベースを変更してデータの再計算が必要な場合、お

よび計算に必要なデータすべてがレベル 0 のメンバー内にある場合に 適

な再構築オプションです。このオプションを選択すると、上位レベルのブ

ロックはすべて再構築の前に削除されます。これにより再構築のための

ディスク・スペースが削減され、データベースを再計算するときの計算時

間が短縮されます。上位レベルのブロックはデータベースの計算時に再作

成されます。上位レベルのブロックはデータベースの計算時に再作成され

ます。

l 「データなし」-すべてのデータをデータベースから消去します。

3 次のいずれかのアクションを行います:

l 「終了」をクリックして、キューブを配置します。

配置が成功すると、「配置は成功しました」ダイアログ・ボックスが表示

され、配置の詳細が示されます。

「メタデータ・ナビゲータ」に、配置されたキューブが、配置元の Essbase

モデルの子として表示されます。

これにより、管理サービス・コンソールでアウトラインを表示して編集で

きるようになりました。また、Smart View を使用してキューブのクエリー

を実行することもできます。

l 配置を MaxL ロード・スクリプトとして保存する場合は、「次へ」をクリッ

クし、299 ページの「配置オプションの設定」のタスクを実行します。

配置の進捗状況および結果の表示
キューブの配置を起動すると、ウィンドウが表示され、配置の情報および統計が

示されます。

このウィンドウには、配置の進捗状況に関する情報が表示されます。配置が完了

すると、ウィンドウに次の情報が表示されます:

l 配置の開始および完了時間

l 配置の経過時間

l 配置のランタイム統計:

m 処理されたレコード数

m 拒否されたレコード数(ある場合)

l エラー・ファイルの場合(拒否されたレコードがある場合)

l 拒否されたレコードのリスト(ある場合)
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注意

表示される情報および統計は、Essbase Studio サーバーがストリーミング・モード

と非ストリーミング・モードのいずれで実行されているかによって異なります。

l Essbase Studio サーバーが非ストリーミング・モードで実行されている場合、

処理されたレコードと拒否されたレコード(ある場合)の両方について、配置の

ランタイム統計が画面上に表示されます。

たとえば、配置の後、画面には次のように表示されます:

            Records processed 17. records rejected: 3.

         

非ストリーミング・モードの場合、サーバー・プロパティ

server.essbase.streamingCubeBuildingが falseに設定されます。

l Essbase Studio サーバーがストリーミング・モードで実行されている場合、配

置のランタイム統計は、処理されたレコードについてのみ画面に表示されま

す。拒否されたレコードがある場合、その統計は画面に表示されません。配

置の終了後、エラー・ファイルに、拒否されたレコードのリストが含まれま

す。

たとえば、配置の後、画面には次のように表示されます:

            Records processed 17.

         

ストリーミング・モードの場合、サーバー・プロパティ

server.essbase.streamingCubeBuildingが trueに設定されます。

このプロパティの詳細は、42 ページの「server.essbase.streamingCubeBuilding」を参

照してください。
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配置履歴の表示
Essbase モデルの配置履歴を表示して、Essbase サーバーの様々なインスタンスに配

置されたすべての子キューブのリストを表示できます。

ä Essbase モデルに関連するキューブの配置履歴を表示するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、Essbase モデルに移動します。

2 モデル名を右クリックして、「配置履歴の表示」を選択します。

Essbase Studio コンソールの作業領域に「配置履歴: <Essbase Model Name>」タ

ブが表示され、グリッド・フォーマットで各配置がリストされます。

表示される情報は、次のとおりです:

l 「ステータス」 - 配置が成功したか失敗したかを表示します。

l 「時間」 - 配置の日時です。

複製のオプションが選択されている再ホストされた Essbase サーバーの場

合、配置の 初の日時を含む 後の正常な配置履歴のコピーが、再ホスト

の日時を含む更新されたコピーとともにリストされます。

l 「Essbase サーバー」 - キューブの配置先となった Essbase サーバー・インス

タンスの名前です。

複製のオプションが選択されている再ホストされた Essbase サーバーの場

合、配置の元の host:port 情報を含む 後の正常な配置履歴のコピーが、新

しい host:port 情報を含む更新されたコピーとともにリストされます。

l 「アプリケーション」 - キューブの Essbase アプリケーション名です。

l 「データベース」 - キューブの Essbase データベース名です。

l 「タイプ」 - 配置がメンバー・ロード、データ・ロードまたはその両方で

あったかどうかを示します。

l 「ユーザー」 - キューブを配置したユーザーの名前です。

3 グリッド内の配置を表す行をダブルクリックして、「配置エラーおよび警告」ダイ

アログ・ボックスを表示します。
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配置時に記録されたエラーまたは警告がリストされます。

4 「OK」または「取消し」をクリックして、「配置エラーおよび警告」を閉じます。

5 終了したら、「配置履歴」ウィンドウのタブにある「X」をクリックして閉じます。

キューブ・リンケージの更新
このトピックには、次のサブトピックが含まれています:

l 308 ページの「キューブ・リンケージについて」

l 309 ページの「個々のキューブのキューブ・リンケージを更新する前に」

l 309 ページの「個々のキューブのキューブ・リンケージの更新」

l 311 ページの「Essbase Studio の再ホスト後のキューブ・リンケージの更新」

キューブ・リンケージについて
キューブ・リンケージは、Essbase キューブに格納される次の情報を意味します:

l キューブの配置に使用される Essbase Studio サーバーとポート

l キューブのベースとなったモデル

l キューブ構築の基になったデータ・ソースのログイン情報

Essbase Studio を使用して構築されたキューブでは、キューブ・リンケージ情報を

更新して、Essbase Studio サーバー、ポートおよびモデル・コンテキストを変更で

きます。

キューブ・リンケージの使用例:

l ドリルスルー・レポートを新しい Essbase Studio サーバーにリダイレクトする

場合や、ドリルスルー・レポートが別の Essbase モデルに基づいている場合。

これは、便利なロード・バランシング・ツールとなります。

l データ・ソースのログイン情報が変更される場合、キューブ・リンケージを

更新できることは XOLAP 対応キューブには非常に便利です。キューブ・リン

ケージを更新すると、データ・ソースのログイン情報が更新されます。モデ

ルの再作成やキューブの再配置の必要はありません。

このような場合にキューブ・リンケージを更新するには、309 ページの「個々

のキューブのキューブ・リンケージを更新する前に」および309 ページの「個々

のキューブのキューブ・リンケージの更新」の手順を実行してください。

l Essbase Studio サーバーが(アップグレード後などに)異なるマシンで再ホストさ

れると、再ホストされた Essbase Studio サーバーへの参照の更新プロセスは

キューブ・リンケージを使用して処理されます。

Essbase Studio サーバーを再ホストした場合は、311 ページの「Essbase Studio

の再ホスト後のキューブ・リンケージの更新」の手順に従います。
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注： 311 ページの「Essbase Studio の再ホスト後のキューブ・リンケージの更

新」の手順のステップを実行する前に、Essbase の再ホスト手順を必ず実

行してください。詳細は、81 ページの「再ホストされた Essbase サーバー

への参照の更新」を参照してください。

EPM System 製品の再ホストに関する完全な情報については、Oracle Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイドを参照してく

ださい。

個々のキューブのキューブ・リンケージを更新す
る前に

ä キューブ・リンケージの更新手順を完了する前に、次のアクションを実行し

ます:

1 Essbase Studio サーバーのマシン名およびポート番号の情報を確認します。

2 入力する Essbase Studio サーバー・インスタンスの関連するカタログに、リンク先

となる Essbase モデルの名前が含まれていることを確認します。

3 キューブの作成に使用するデータ・ソースのログイン情報が変更されている場合、

118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」の説明に従って、適切な

データ・ソース接続の「プロパティ」ダイアログ・ボックスでログイン情報を更

新します。

個々のキューブのキューブ・リンケージの更新
この手順を開始する前に、309 ページの「個々のキューブのキューブ・リンケー

ジを更新する前に」の手順を実行してください。

ä Essbase Studio を使用して構築されたすべてのキューブのキューブ・リンケー

ジを更新するには:

1 Essbase Studio コンソールで、「ツール」、「キューブ・リンケージの更新」の順に選

択します。

2 「キューブ・リンケージの更新」で、「選択した Essbase アプリケーションおよび

データベースの更新」が選択されていることを確認します。

このデフォルトの選択内容は、(この手順の後続のステップで)指定する新しい

Essbase Studio サーバーを、選択した Essbase キューブにのみ適用します。

3 「Essbase 接続」で該当する Essbase 接続とアプリケーションを展開し、リンケージ

を変更する Essbase キューブを選択します。

リンケージを更新できるのは、Essbase Studio によって構築されたキューブの

みです。「キューブ・リンケージ Essbase Studio サーバー」および「キューブ・

リンケージ Essbase モデル」の下にエントリのあるキューブは Essbase Studio に

よって構築されており、更新が可能です。これらの列にエントリがないキュー

ブは更新できません。
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4 「更新」をクリックして、「キューブ・リンケージ」ダイアログ・ボックスを起動

します。

5 新しい「Essbase Studio サーバー」の名前およびポート番号を次のフォーマットで

入力します:

            essbase_studio_server_name

            :

            port_number

         

例:

            aspen3:5300

         

ヒント： 以前に入力したサーバー名とポート番号の組合せは Essbase Studio に

よって記録されています。必要な組合せがドロップダウン・リスト

に表示されている場合は、選択できます。

注： Essbase Studio では、入力するサーバー名とポート番号の組合せは検証さ

れません。この情報を間違って入力してもエラー・メッセージが表示さ

れず、キューブ配置を実行するまでエラーは表示されません。

注： データ・ソースのログイン情報の変更のみがキューブ・リンケージを更

新する理由である場合、新しい Essbase Studio サーバーの名前またはポー

トを入力する必要はありません。新しいサーバーまたはポートを指定す

る場合にのみ新しいサーバー名またはポートを入力します。

6 リストから「Essbase モデル名」を選択します。

Essbase モデル名は手動でも入力できます。入力する Essbase モデル名が、手順

5 で入力した Essbase Studio サーバーに関連付けられているカタログに存在す

ることを確認します。

注： Essbase Studio では、入力したモデル名は検証されません。この情報を間

違って入力してもエラー・メッセージが表示されず、キューブ配置を実

行するまでエラーは表示されません。

注： データ・ソースのログイン情報の変更のみがキューブ・リンケージを更

新する理由である場合、新しいモデル名を入力する必要はありません。

新しいモデルを指定する場合にのみ新しいモデル名を入力します。

7 「OK」をクリックして、「キューブ・リンケージの更新」に戻ります。

8 選択したキューブで、「キューブ・リンケージ Essbase Studio サーバー」および

「キューブ・リンケージ Essbase モデル」のエントリが正しいことを確認します。

9 更新が必要なすべてのキューブについて、手順 3 から手順 8 を繰り返します。

10 終了するには、「閉じる」をクリックします。
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Essbase Studio の再ホスト後のキューブ・リンケー
ジの更新
Essbase Studio サーバーを(アップグレード後などに)再ホストした場合は、このト

ピックの手順に従います。

Oracle Enterprise Performance Management System 製品の再ホストに関する完全な情

報については、Oracle Enterprise Performance Management System インストールおよ

び構成ガイドを参照してください。

注： この手順のステップを実行する前に、Essbase の再ホスト手順を必ず実行し

てください。詳細は、81 ページの「再ホストされた Essbase サーバーへの参

照の更新」を参照してください。

ä Essbase Studio の再ホスト後に、Essbase Studio を使用して構築されたキューブ

のキューブ・リンケージを更新するには、次の手順に従います:

1 Essbase Studio コンソールで、「ツール」、「キューブ・リンケージの更新」の順に選

択します。

2 「すべての Essbase アプリケーションおよびデータベースを更新して現在の Essbase

Studio サーバーにリンク(すべての Essbase インスタンスの起動が必要)」を選択し

ます。

すべての Essbase アプリケーションおよびデータベースが、現在接続している

Essbase Studio サーバーにリンクされます。

注： キューブ・リンケージの更新を反映するには、すべての Essbase インス

タンスまたはクラスタが実行されている必要があります。

3 オプション: 更新後もすべての Essbase アプリケーションを実行しておく場合には、

「更新後にすべての Essbase アプリケーションを停止」チェック・ボックスの選択

を解除します。

デフォルトでは、更新後にすべての Essbase アプリケーションが停止されま

す。

4 「更新」をクリックします。

キューブ・リンケージが正常に更新されたことを示すメッセージが表示され

ます。

失敗した場合は、エラー・メッセージに詳細が示されます。

5 終了するには、「閉じる」をクリックします。
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系列の概要
系列作業領域は、メタデータ要素の系列のグラフィカル表示です。これにより、

メタデータ要素間の関係をカタログで確認できます。

系列作業領域により、要素の導出元となっているデータ・ソースのテーブルおよ

び列から、要素を使用している配置済キューブまで、幅広い情報を表示できます。

系列作業領域は、要素の変更による潜在的な影響を簡単に把握するのに役立ちま

す; たとえば、階層をキューブ・スキーマから削除する場合です。また、要素ごと

に履歴を確認することもできます。

系列作業領域には、選択した要素に関連する要素のチェーンが表示されます。た

とえば、標準的な階層の場合、次のような関連オブジェクトが表示されます:

l 階層が構築された各列のキャプション・バインディングおよびキー・バイン

ディングを含む階層列

l ユーザー定義のメンバーを含む階層内のメンバー

l 階層を使用するキューブ・スキーマ

l 階層を使用するキューブ・スキーマから作成される Essbase モデル

l Essbase モデル(階層を使用するキューブ・スキーマから作成)から配置された

Essbase キューブ

図 17 に、サンプルの系列ダイアグラムを示します。
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図 17 Product という名前の階層の系列

系列は、次元要素のキャプション・バインディングとキー・バインディングが異

なることも示します。図 18 に、キャプション・バインディングとキー・バイン

ディングが異なる次元要素を示します。

図 18 キー・バインディングとキャプション・バインディングが異なる系列

図 19 に、キャプション・バインディングとキー・バインディングが同一である

か、要素のキー・バインディング式が「遅延」に設定されている次元要素を示し

ます。

図 19 キー・バインディングとキャプション・バインディングが同一の系列またはキー・バインディングが「遅

延」に設定されている系列

図 19 の説明は、要素のキー・バインディングが「遅延」であることも意味してい

ます。FAMILY 列を右クリックしてポップアップ・メニューに「キャプション・

バインディングを使用してサンプルを表示」オプションのみが表示される場合、

要素のキー・バインディング式は「遅延」に設定されています。右クリックして

「サンプル・データの表示」オプションのみが表示される場合は、キャプション・

バインディング式とキー・バインディング式は同一です。
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要素の系列を表示するには、315 ページの「系列作業領域を開く」を参照してく

ださい。

系列作業領域で実行できるオプションのタスクの詳細は、315 ページの「系列作

業領域の使用」を参照してください。

系列作業領域を開く
系列作業領域は、メタデータ要素の系列のグラフィカル表示です。これにより、

メタデータ要素間の関係をカタログで確認できます。

ä メタデータ要素の系列を表示するには、「メタデータ・ナビゲータ」でメタ

データ要素を右クリックし、「系列の表示」を選択します。

要素の系列が、Essbase Studio コンソールの中央ペインである系列作業領域に表示

されます。

系列作業領域で実行できるオプションのタスクの詳細は、315 ページの「系列作

業領域の使用」を参照してください。

系列作業領域の使用
系列作業領域では、次のタスクを実行できます:

l 系列内の移動-系列作業領域の右下にあるサムネイル・ビューアのアイコン

をクリックします。系列作業領域の右下角の「サムネイル・ビューア」には、

メイン系列作業領域内の系列と同じ部分の系列が縮小フォーマットで表示さ

れます。小さい方の透明な青いポインタがミニスキーマの部分に該当します。

サムネイル・ビューアを使用して、フォーカスするポイントまで系列のサム

ネイル・ビュー内を移動します。

l 要素の履歴表示-要素の上にカーソルを置くと、ツール・チップに要素の簡単

な履歴が表示されます。この履歴には、要素の作成日、作成者および変更日

が含まれます。

注： 要素の上にカーソルを置いた状態にすると、連結名が完全に表示されま

す。

l 1 つの要素にフォーカス-1 つのみの要素の系列を確認するには、対象の要素を

ダブルクリックします。

l 要素の移動 - 要素を移動するには、対象の要素を左クリックして、目的の場所

までドラッグします。

l 複数の要素の同時移動-一度に複数の要素を移動するには、該当する複数の要

素を含むように左クリックしてドラッグします。次に、選択された要素のい

ずれかを左クリックして目的の場所までドラッグします。選択されているす

べての要素がその場所まで移動されます。

l 元に戻す-要素の移動を元に戻すには、系列作業領域を右クリックして「元に

戻す」を選択します。
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l やり直し-要素の移動をやり直すには、系列作業領域を右クリックして「やり

直し」を選択します。

l ズーム・イン-拡大された系列のビューを取得するには、系列作業領域を右ク

リックして「ズーム・イン」を選択します。

l ズーム・アウト-縮小された系列のビューを取得するには、系列作業領域を右

クリックして「ズーム・アウト」を選択します。

l プロパティの編集-作業領域を右クリックして、「プロパティ」を選択します。

要素を編集するダイアログ・ボックスが表示されます。

l Essbase プロパティの編集-Essbase モデルのプロパティを編集するには、モデル

を右クリックして「Essbase プロパティ」を選択します。

要素を編集するダイアログ・ボックスが表示されます。

l 配置履歴の表示-Essbase モデルの配置履歴を確認するには、モデルを右クリッ

クして「配置履歴の表示」を選択します。

l 「サンプル・データの表示」-選択した要素がどのように構築されているかに応

じて、使用可能なサンプル表示オプションが異なります。要素のサンプル・

データを表示するには、要素を右クリックします。

選択した要素のキャプション・バインディング式とキー・バインディング式

が同一の場合は、「サンプル・データの表示」のみが表示されます。

選択した要素のキャプション・バインディング式とキー・バインディング式

が異なる場合は、「キャプション・バインディングを使用してサンプルを表

示」と「キー・バインディングを使用してサンプルを表示」の両方のメニュー

項目が表示されます。

要素のキー・バインディング式が「遅延」の場合は、「キャプション・バイン

ディングを使用してサンプルを表示」メニュー項目のみが表示されます。
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16
ドリルスルー・レポート

この章の内容

ドリルスルー・レポートの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 317

ドリルスルー・レポートの操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 318

ドリルスルー・レポートの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 319

レポートの交差レベルの指定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 319

レポート・タイプの定義とレポートのカスタマイズ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 321

ドリルスルー・レポートと Essbase モデルの関連付け . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 340

ドリルスルー・レポートの概要

ドリルスルー・レポートを使用して、外部リレーショナル・データ・ソースから

直接取得したデータを表示するスプレッドシート・レポートを作成します。

Essbase データベースを作成する場合、関連付けられている外部データ・ソースの

データをすべて使用するわけではありません。かわりに、スプレッドシート・ユー

ザーに も必要だと思われるデータを選択し、要約します。たとえば、州ごとの

ルート・ビールの売上総数を要約できます。スプレッドシート・ユーザーは、こ

の要約を使用して、州および地域の売上を比較できます。1 月のルート・ビール

の売上が も高かった州や 7 月のルート・ビールの売上が も高かった州などが

わかります。

ルート・ビールの売上を向上させる戦略を立てるために、要約よりも詳細な情報

が必要なスプレッドシート・ユーザーもいます。次のような情報を取得する必要

があります:

l カリフォルニア州で売上が も低い 10 店舗は?

l これらの店舗の住所は?

l 店舗マネージャの名前は?

通常このような詳細情報は、Essbase データベースではなく外部データ・ソースに

保管されています。

詳細な関連データを表示するには、スプレッドシート・ユーザーは外部データ・

ソースにドリルスルーし、Essbase データベースのデータのコンテキストにある

データを含むレポートを表示します。このレポートがドリルスルー・レポートで

す。

リリース 11.1.1 までは、Integration Services を使用してドリルスルー・レポートを

作成していました。リリース 11.1.1 からは、Essbase Studio でもドリルスルー・レ
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ポートを作成できるようになりました。Essbase Studio では、ドリルスルー・レポー

トのスコープが拡張され、機能が向上しています。

ドリルスルー・レポートは、選択したデータ・ソースで定義されている任意の交

差のコンテキストまたはレベル(メンバーの組合せ)に基づくことができます。Smart

View では、フォントの色やサイズなどの視覚的な手掛りによって、スプレッド

シートの 1 つ以上のセルでドリルスルー・レポートが使用可能であることをユー

ザーに喚起します。

スプレッドシート・ユーザーには、データ・ソースの関連する詳細情報を取得す

る定義済ドリルスルー・ターゲットのレポートが表示されます。Essbase Studio で

作成されるドリルスルー・レポート・ターゲットは、次のとおりです:

l リレーショナル・データベース

l URL (Oracle Hyperion Financial Data Quality Management および Oracle BI EE の

URL を含む)

l カスタマイズされた Java メソッド

Integration Services で作成されたドリルスルー・レポート・ターゲットには、リ

レーショナル・データベースおよび URL が含まれます。

この章には、Essbase Studio でのドリルスルー・レポートの作成および維持に関す

る情報が含まれています。詳細は次を参照してください:

l Integration Services でのドリルスルー・レポートの作成および維持については、

『Oracle Essbase Integration Services オンライン・ヘルプ』を参照してください。

l Smart View でのドリルスルー・レポートの使用については、Oracle Enterprise

Performance Management System インストールおよび構成ガイドを参照してく

ださい。

ドリルスルー・レポートの操作
ドリルスルー・レポートでは、関連する物理データ・ソースに保管されているデー

タへの直接アクセスがスプレッドシート・クライアント・ユーザーに提供されま

す。ドリルスルー・レポートは交差レベル(メンバー・セット)に基づいています。

スプレッドシートでは、ユーザーはこれらの交差レベルを表すセルをダブルクリッ

クして、Essbase キューブ以外のターゲット・データ・ソースに保管されている詳

細な情報を表示します。

ドリルスルー・レポートは、次の手順で定義します:

l 319 ページの「ドリルスルー・レポートの作成」

l 319 ページの「レポートの交差レベルの指定」

l 321 ページの「レポート・タイプの定義とレポートのカスタマイズ」

l 340 ページの「ドリルスルー・レポートと Essbase モデルの関連付け」
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ドリルスルー・レポートの作成

ä ドリルスルー・レポートを作成するには:

1 「メタデータ・ナビゲータ」で、ドリルスルー・レポートを保管するフォルダを選

択して右クリックし、「新規」>「ドリルスルー・レポート」を選択します。

フォルダを選択し、右クリックして「ドリルスルー・レポート」オプション

を選択すると、ドリルスルー・レポートはそのフォルダに保管されます。

「ルート」を右クリックすると、ルート・レベルに保管されます。

2 「名前」を入力します。

ドリルスルー・レポート名は 大 50 文字までです。

375 ページの「ドリルスルー・レポートの制限とガイドライン」を参照してく

ださい。

3 「オプション:」 「説明」を入力します。

4 次のタスクを実行します:

l レポートの交差レベルを指定します。319 ページの「レポートの交差レベ

ルの指定」を参照してください

l レポート・タイプの定義およびレポートのカスタマイズを行います。321

ページの「レポート・タイプの定義とレポートのカスタマイズ」を参照し

てください

l エクスポートした 1 つ以上のモデルにレポートを関連付けます。340 ペー

ジの「ドリルスルー・レポートと Essbase モデルの関連付け」を参照して

ください

レポートの交差レベルの指定
ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで、ドリルスルー・

レポートの交差レベルを定義する場合、このドリルスルー・レポートをその他の

ドリルスルー・ターゲットに結び付ける共通スレッドを設定します。

320 ページの「交差レベルの設定場所の指定」を参照してください。

ä レポートの交差レベルを指定するには:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで、「追加」をクリッ

クします。

「階層の選択」ダイアログ・ボックスが表示されます。

2 「階層の選択」で、ドリルスルー・レポートに含める階層、メジャー階層または再

帰階層に移動してその階層を選択し、「OK」をクリックします。

ドリルスルー・レポート・エディタの「交差」に、階層が表示されます。

また、「メタデータ・ナビゲータ」から、ドリルスルー・レポート・エディタ

の「コンテキスト」タブにある「交差」の下の領域に階層を直接ドラッグし

て追加することもできます。この方法を使用する場合、「追加」ボタンをク

リックする必要はありません。
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注： すべての階層は、同じリレーショナル・ソースから選択する必要があり

ます。このレポートに定義するドリルスルー交差の階層を 1 つ以上選択

できます。

注： Performance Management Architect ソースから作成された階層は、ドリル

スルー交差としてサポートされていません。

3 「交差」の下に展開されている階層で、ドリルスルー交差として指定するメンバー

名の横にあるチェック・ボックスを選択します。

注： 上位レベルなどの階層のレベルをドリルスルー交差として指定できま

す。

4 手順 2 から手順 3 を繰り返して、定義するすべてのドリルスルー交差の階層を追

加します。

注： Smart View のみ: 1 つの階層のみを選択する場合、対応するメンバー・セ

ルおよびデータ・セルからドリルスルー・レポートを使用できます。こ

れは、メンバー・ドリルスルーとして知られています。

5 このドリルスルー・レポートに再帰階層を選択し、レベルが 0 のデフォルトの交

差を変更する場合は、「拡張設定」をクリックして「再帰階層設定」ダイアログ・

ボックスを開きます。

注： 再帰階層がメジャー階層でもある場合は、ドリルスルー・レポート・エ

ディタで通常の階層として扱われ、「拡張設定」ボタンは無効になりま

す。

詳細は、321 ページの「再帰階層の交差レベルの指定」を参照してください。

6 「レポート・コンテンツ」タブを選択し、321 ページの「レポート・タイプの定義

とレポートのカスタマイズ」の説明に従ってレポート・タイプの定義および付随

するパラメータの指定を行います。

交差レベルの設定場所の指定
ドリルスルー・レポートに交差またはコンテキストを指定する場合、Essbase セル

を決定して、そこからスプレッドシートのユーザーがドリルスルーできるように

します。

階層の 上位レベルを含むようにドリルスルー・コンテキストを指定する場合、

スプレッドシートのユーザーは、関連する Essbase 次元が含まれるどの交差からも

ドリルスルーできます。たとえば、製品階層全体に対して 1 つの交差レベルを設

定すると、スプレッドシートのユーザーは、その製品階層から構築された製品次

元のどのレベルからでもドリルスルーできます。スプレッドシートでは、ユーザー

が Colas や 100-10 などの製品次元のメンバーを含むデータ値であれば、どれでも

ダブルクリックできます。
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レベルをドリルスルー・コンテキストとして指定すると、階層のそのレベルに基

づいたフィルタ(または SQL SELECT 文の WHERE 句)がドリルスルー要求に確実に

適用されます。

再帰階層の交差レベルの指定
再帰階層にドリルスルー交差を作成して、レポートに含まれる世代またはレベル

を指定できます。ドリルスルー・レポートは、Smart View で表示できます。

再帰階層では、デフォルトのドリルスルー交差はレベル 0 です。

再帰階層の詳細は、187 ページの「再帰階層」を参照してください。

ä 再帰階層のドリルスルー交差の世代またはレベルを指定するには:

1 319 ページの「レポートの交差レベルの指定」の手順 1 から手順 5 までを完了し

ます。

2 「再帰階層設定」の「世代/レベル」で、適切な再帰階層行のセルをクリックし、

このドリルスルー・レポートの交差が世代とレベルのどちらに基づくかを指定し

ます。

デフォルトの設定は「レベル」です。

3 「番号」で、ドリルスルー交差として使用する世代またはレベル番号を指定しま

す。

デフォルト設定は 0(ゼロ)です。

4 ドリルスルー・レポートに含まれているすべての再帰階層について、手順 2 から

手順 3 までを繰り返します。

5 「OK」をクリックして指定した再帰階層設定を保存し、ドリルスルー・レポート・

エディタの「コンテキスト」タブに戻ります。

6 「レポート・コンテンツ」タブを選択し、321 ページの「レポート・タイプの定義

とレポートのカスタマイズ」の説明に従ってレポート・タイプの定義および付随

するパラメータの指定を行います。

レポート・タイプの定義とレポートのカスタ
マイズ
「レポート・コンテンツ」タブで、作成するレポートのタイプを定義します。実行

するタスクは、定義するレポートのタイプによって異なります。

選択できるレポート・タイプは、次のとおりです:

l 「リレーショナル」-レポートでリレーショナル・クエリーを使用する場合に選

択します。リレーショナル・クエリーは、Essbase Studio によって生成される

標準 SQL か、ユーザー定義テンプレート SQL のいずれかになります。

322 ページの「リレーショナル・ソースのレポートの定義およびカスタマイ

ズ」を参照してください。

レポート・タイプの定義とレポートのカスタマイズ 321



l 「URL」-レポートで、ブラウザによって起動される URL を指定する場合に選

択します。

332 ページの「URL へのレポートの定義およびカスタマイズ」を参照してく

ださい。

l 「Java メソッド」-レポートでユーザー定義の Java メソッドを指定する場合に選

択します。

337 ページの「Java メソッドへのレポートの定義およびカスタマイズ」を参照

してください。

リレーショナル・ソースのレポートの定義および
カスタマイズ
次のタスクを実行するには、「レポート・コンテンツ」タブを使用します:

l レポート・タイプの定義とドリルスルー・レポートの列の指定

322 ページの「リレーショナル・レポート・タイプの定義とドリルスルー・レ

ポートの列の指定」を参照してください。

l ドリルスルー・レポート列のソート順の定義

324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」を参照してくだ

さい

l テンプレート SQL の定義

325 ページの「テンプレート SQL の定義」を参照してください。

l 行ガバナーの指定

326 ページの「リレーショナル・ソースの行ガバナーの指定」を参照してくだ

さい。

l フィルタの指定

327 ページの「リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィルタ

の指定」を参照してください。

l レポートのテスト

328 ページの「リレーショナル・ソースのレポートのテスト」と329 ページの

「テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディングが異なる

場合」を参照してください。

リレーショナル・レポート・タイプの定義とドリルスルー・
レポートの列の指定

ä リレーショナル・ドリルスルー・レポートのタイプを定義し、レポートの列

とその順序を指定するには:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブを選択しま

す。

2 「ドリルスルー・レポートのタイプ」で、「リレーショナル」を選択します。

322 ドリルスルー・レポート



3 ドリルスルー・レポートに表示される列を追加します。

注： レポートの列は、すべて同じリレーショナル・ソースのものにする必要

があります。

1. 「レポート・コンテンツ」タブのレポート・グリッドの横にある「追加」

をクリックし、ドリルスルーの列をレポートに追加します。

ドリルスルー列は、スプレッドシート・ユーザーが交差レベルをダブルク

リックすると Essbase Studio が取得する外部データベースの列です。列に

は Essbase データベースで使用できない詳細情報(店舗マネージャのリスト

など)が含まれます。

2. 「列の選択」でドリルスルー・レポートに含める列に移動してその列を選

択し、「OK」をクリックします。

選択した列はレポート・グリッドに表示されます。

3. ドリルスルー・レポートに追加する列ごとに、手順 3.1 と手順 3.2 を繰り

返します。

4 オプション:手順 3 で選択した列の名前とは異なる列名を表示するには:

1. レポート・グリッドで操作する列を選択し、見出しが「表示名」の列の下

にあるセルをクリックし、セルをアクティブにします。

2. ドリルスルー・レポートで表示する列の名前を入力します。

3. ドリルスルー・レポートの表示名を変更する列ごとに、手順 4.1 と手順 4.2

を繰り返します。

5 オプション: 集約関数をドリルスルー列に適用します。

集約関数を使用して、ドリルスルー・レポートで戻される列値に対して集計

を実行します。

集約関数をドリルスルー列に適用するには:

1. レポート・グリッドで操作する列を選択し、見出しが「集約」の列の下の

セルをクリックし、ドロップダウン・リストのコントロールをアクティブ

にします。

2. ドロップダウン・リストから、次の集約関数のいずれかを選択します:

l 「平均」-列の平均値を戻します。列タイプが数値の場合のみに適用さ

れます。

l 「カウント」-選択した行の数値を戻します。すべての列タイプに適用

されます。

l 「 小」-列の 小値を戻します。列タイプが数値の場合のみに適用さ

れます。

l 「 大」-列の 大値を戻します。列タイプが数値の場合のみに適用さ

れます。

l 「合計」-列の合計値を戻します。列タイプが数値の場合のみに適用さ

れます。

3. 集約関数を適用する列ごとに、手順 5.1 と手順 5.2 を繰り返します。
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6 オプション: ドリルスルー列のソート順を定義します。

詳細は、324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」を参照

してください。

7 オプション: ドリルスルー・レポートから列を削除するには、レポート・グリッド

で列を選択して「削除」をクリックします。

8 オプション: ドリルスルー・レポートで重複するレコードを表示するには、「重複

するレコードを表示」チェック・ボックスを選択します。

9 オプション: 記述した SQL をこのレポートのベースにするには、「ユーザー定義 SQL

を使用」チェック・ボックスを選択して「テンプレート SQL」ボタンをクリック

します。

詳細は、325 ページの「テンプレート SQL の定義」を参照してください。

または、「テンプレート SQL」ダイアログ・ボックスでユーザー定義の SQL を

保存したが使用しない場合、「ユーザー定義 SQL を使用」チェック・ボックス

の選択を解除します。Essbase Studio により、ドリルスルー・レポートの作成

に使用される SQL が自動的に作成され、ドリルスルー SQL は後で使用できる

ように保存されます。

10 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで残りのタ

スクを完了するには、次のトピックを参照してください:

l 324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」

l 325 ページの「テンプレート SQL の定義」

l 326 ページの「リレーショナル・ソースの行ガバナーの指定」

l 327 ページの「リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィ

ルタの指定」

l 328 ページの「リレーショナル・ソースのレポートのテスト」と329 ペー

ジの「テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディング

が異なる場合」

ドリルスルー・レポート列のソート順の定義

スプレッドシート・クライアントで表示される行の順序と、取得される行のコン

テンツを決定できます。たとえば、PRODUCTDIM.SKUNAME 列のコンテンツを

降順に(高い値から低い値へ)ソートできます。このようにソートすると、Vanilla

Cream から Old Fashioned、Caffeine Free Cola のように、製品がアルファベットの

逆順に表示されます。

ソート順を指定しない場合、スプレッドシート・ユーザーには、外部データ・ソー

スによって決められた順序でデータが表示されます。たとえば Microsoft SQL サー

バーの場合、デフォルトではメンバーは昇順にソートされます。

注： この手順はオプションです。
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ä ドリルスルー列のソート順を定義するには:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブのレポート・

グリッドで、操作する列を選択し、見出しが「ソート順」である列の下のセルを

クリックし、ドロップダウン・リストのコントロールをアクティブにします。

2 「昇順」(昇順でのソート)または「降順」(降順でのソート)を選択します。

3 ソート順を適用する列ごとに、手順 1 と手順 2 を繰り返します。

4 「上に移動」と「下に移動」ボタンを使用して、ドリルスルー・レポートの列の順

序を変更します。

列は、レポート・グリッドで上から下にリスト表示されていた順序で左から

右に表示されます。レポート・グリッドの列を、ドリルスルー・レポートに

表示したい順序に変更します。

テンプレート SQL の定義

Essbase Studio では、ドリルスルー・レポートを作成するために使用する SQL が自

動的に生成されます。SQL 文は、ドリルスルー・レポートおよび戻される列の

OLAP 交差レベルを識別します。Essbase Studio によって生成された SQL は、独自

の SQL で上書きできます。

「テンプレート SQL」ダイアログ・ボックスを使用して、テンプレート SQL と呼

ばれるドリルスルー SQL のテンプレートを定義します。テンプレート SQL は、パ

ラメータとしてドリルスルー・レポートに渡す必要があるパラメータを現在のレ

ポート・コンテキストから指定します。テンプレート SQL では、任意の定義済の

データ・ソース接続からのテーブルおよび列を組み入れることができます。その

際、テーブルや列はミニスキーマ内で使用または結合されていても構いません。

Essbase Studio テンプレート SQL は、変数の区切り記号として$$構文を使用しま

す。$$構文内に含まれるテキストは、ドリルスルーの実行中に実際の列またはデー

タ値に置き換えられます。ドリルスルー・テンプレート SQL を使用する場合、次

のルールに注意してください:

l 次元の交差レベルが世代 1 で定義され、次元が親または子テーブルから構築

されている場合、テンプレート SQL 内で$$代替変数は使用できません。

l 次元交差値に関連付けられている事前定義済の変数と次元テーブルの列のす

べてのペアが、ユーザー定義の SQL に含まれている必要があります。たとえ

ば、次元 Product の交差は、標準 SQL テンプレートの次の式で指定されます:

            $$Product-COLUMN$$ IN ($$Product-VALUE$$)

         

この式は、ユーザー定義の SQL テンプレートにも含める必要があります。

l ユーザー定義の SQL テンプレートでは、Essbase Studio サーバーによって生成

された事前定義済の SQL テンプレートの別名と同じ名前を再利用する必要が

あります。

注： この手順はオプションです。
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ä テンプレート SQL を定義するには:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで、「テンプ

レート SQL」ボタンをクリックします。

2 オプション: 標準の SQL を参考として使用するには、「キューブ・スキーマ」ドロッ

プダウン・リストから独自の SQL の基本とするキューブ・スキーマを選択して、

「標準 SQL の取得」をクリックします。

このキューブ・スキーマの SQL が、読取り専用の「標準 SQL」テキスト・ボッ

クスと編集可能な「ユーザー定義 SQL」テキスト・ボックスに表示されます。

3 このドリルスルー・レポートで必要な SQL を編集または記述します。

4 「ユーザー定義 SQL の更新」をクリックして、ダイアログ・ボックスを終了せずに

ユーザー定義の SQL を保存します。

5 「検証」をクリックして、「ユーザー定義 SQL」内の構文を検証します。

6 エラーに留意し、ユーザー定義 SQL を適切に修正します。

注： SQL が正しい場合、SQL が有効であることを知らせるメッセージが表示

されます。

7 エラーを修正したら、「OK」をクリックしてドリルスルー・レポート・エディタに

戻ります。

8 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで残りのタ

スクを完了するには、次のトピックを参照してください:

l 324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」

l 326 ページの「リレーショナル・ソースの行ガバナーの指定」

l 327 ページの「リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィ

ルタの指定」

l 328 ページの「リレーショナル・ソースのレポートのテスト」と329 ペー

ジの「テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディング

が異なる場合」

注意:

l ユーザー定義 SQL は実行時まで検証されません。詳細は、364 ページの「ユー

ザー定義 SQL の検証」を参照してください。

l Essbase Studio におけるユーザー定義 SQL に対する権限は、データ・ソース・

ユーザーに割り当てられている権限から継承されます。詳細は、364 ページの

「ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権限」を参照してください。

リレーショナル・ソースの行ガバナーの指定

「ドリルスルー・レポート・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「レポート・コ

ンテンツ」タブで行ガバナーを指定します。

注： この手順はオプションです。
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ä 行ガバナーを指定するには、「行ガバナー」テキスト・ボックスに、取得する

大行数を入力します。

たとえば、200 行を超える行数を取得するクエリーを停止するには、200と入力し

ます。

ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで残りのタ

スクを完了するには、次のトピックを参照してください:

l 324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」

l 325 ページの「テンプレート SQL の定義」

l 327 ページの「リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィルタ

の指定」

l 328 ページの「リレーショナル・ソースのレポートのテスト」と329 ページの

「テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディングが異なる

場合」

リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィル
タの指定

フィルタを指定して、戻される特定のターゲット・ドリルスルー列の結果を制限

します。

ä リレーショナル・ソースのドリルスルー・レポート・フィルタを指定するに

は:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで、「フィル

タ」をクリックします。

2 「ドリルスルー・フィルタ」ダイアログ・ボックスで、「ソース」、「関数」および

「演算子」タブにある要素のリストから適切な要素をドラッグして、「フィルタ」

ボックスにドロップします。

たとえば、ドリルスルー・レポートをフィルタして製品ファミリ 400 のメン

バーを得る場合、次のようなフィルタを入力できます:

            'contains'( connection : \'tbcSource'::'tbc.family'.'FAMILY'=="400")

         

ドリルスルー・レポートをフィルタして、製品ファミリ 400 かつニューヨーク

州のみのメンバーを得る場合、次のようなフィルタを入力できます;

            contains(connection : \'tbcSource'::'tbc.market'.'STATE',"New York") and 

contains(connection : \'tbcSource'::'tbc.family'.'FAMILY',"400")

         

3 「OK」をクリックして「ドリルスルー・フィルタ」ダイアログ・ボックスを閉じ、

ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブに戻ります。

4 ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コンテンツ」タブで残りのタ

スクを完了するには、次のトピックを参照してください:

l 324 ページの「ドリルスルー・レポート列のソート順の定義」
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l 325 ページの「テンプレート SQL の定義」

l 326 ページの「リレーショナル・ソースの行ガバナーの指定」

l 330 ページの「「遅延」オプションの例」と329 ページの「テスト・シナ

リオの例—キャプションおよびキー・バインディングが異なる場合」

リレーショナル・ソースのレポートのテスト

この手順は、リレーショナル・ソースに基づくドリルスルー・レポートのテスト

に使用します。この手順では、テストの一般的な方法を概説します。その他のテ

スト・シナリオについては、329 ページの「テスト・シナリオの例—キャプション

およびキー・バインディングが異なる場合」と331 ページの「テスト・シナリオ

の例—再帰階層」を参照してください。

ä ドリルスルー・レポートをテストするには:

1 「レポート・コンテンツ」タブで、「テスト」をクリックします。

2 テストに使用する「キューブ・スキーマ」を選択します。

3 各交差の「列値」を入力します。

「コンテキスト」タブで交差として選択した列が「交差」の下に表示されま

す。また、交差セル内をクリックしてセルの右にある下矢印を選択し、同じ

交差で使用可能なすべての列が表示されるドロップダウン・リストから列を

選択することもできます。「列値」に、選択した各列に対して有効な値を入力

します。

たとえば、TBC サンプル・データベースを使用していて、Familyが交差とし

て表示される場合、「列値」列に「300」と入力して、300 製品ファミリの結果

を表示します。さらに、Familyの交差セルのドロップダウン・リストを使用

して、使用可能なドリルスルー列のリストから別の列を選択します。たとえ

ば、SKUの場合、「列値」列に 300-30と入力します。

再帰階層をテストしている場合、「ドリルスルー・レポートのテスト」ダイア

ログ・ボックスの「交差」フィールドと「列値」フィールドは、標準階層を

テストしている場合とは異なる方法で使用されます。

l 「交差」フィールドに、再帰階層名が表示されます。たとえば、再帰階層

名が recur_hier の場合は、recur_hierと表示されます。

l 「列値」フィールドに、データ値ではなく有効な親または子列の名前を入

力します。

4 オプション: 整数を入力して「表示 大行」を指定します。

デフォルトの表示行数は 20 行です。表示行の 大数は 1024 です。

5 「結果の表示」をクリックします。

「生成されたレポート」セクションを表示して、ドリルスルー・レポートでの

結果の表示方法を確認します。

6 「閉じる」をクリックして、ドリルスルー・レポート・エディタの「レポート・コ

ンテンツ」タブに戻ります。

7 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックし、「ドリルスルー・レポート

のテスト」ダイアログ・ボックスを閉じます。
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ドリルスルー・レポートの定義を続行するには、「関連付け」タブを選択し、

340 ページの「ドリルスルー・レポートと Essbase モデルの関連付け」のタス

クを実行します。

次の場所にテスト・シナリオの例があります:

l 329 ページの「テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディ

ングが異なる場合」—交差に「拡張」および「遅延」キー・バインディング・

オプションを使用する要素が含まれる場合

l 331 ページの「テスト・シナリオの例—再帰階層」—ドリルスルー・レポートに

再帰階層が含まれる場合。

テスト・シナリオの例—キャプションおよびキー・バインディ
ングが異なる場合

ドリルスルー・レポートをテストする際、「ドリルスルー・レポートのテスト」ダ

イアログの「列値」フィールドに入力する値は、交差内の次元要素のキー・バイ

ンディング式を表す値にする必要があります。

一般に、次元要素のキー・バインディング式の値は、アウトライン・メンバー名

を表すキャプション・バインディング式の値と同じです。ただし、ドリルスルー・

レポートの交差の作成に使用される一部の階層は、キャプション・バインディン

グがキー・バインディングと異なる次元要素を使用して作成されている場合があ

ります。このようなケースに該当するのは、次元要素のキー・バインディングに

おいて「拡張」または「遅延」オプションが選択されている場合です。

次に示す手順の例では、交差に「拡張」および「遅延」オプションを使用する要

素が含まれている場合のドリルスルー・レポートのテスト用のシナリオが含まれ

ています。次の各トピックを参照してください。

l 329 ページの「「拡張」オプションの例」

l 330 ページの「「遅延」オプションの例」

注： この手順の例では、サンプル TBC データベースへのデータ・ソース接続が

作成済であることを前提としています。

「拡張」オプションの例

ä 次元要素で「拡張」オプションを使用する階層をテストするには:

1 TBC データベースの Product テーブル(TBC.PRODUCT)からの SKU に基づくキャプショ

ン・バインディング式により、SKU_Advanced という次元要素を作成します。例:

            connection : \'tbcSource'::'TBC.PRODUCT'.'SKU’

         

2 「キー・バインディング」のタイプを「拡張」に設定します。

3 「キー・バインディング」式を Product テーブル(TBC.PRODUCT)の PRODUCT 列に基づ

かせます。例:
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            connection : \'tbcSource'::'tbc.product'.'PRODUCTID'

         

4 FAMILY テーブルの FAMILY 列を親レベルとして持ち、SKU_Advanced 次元要素を子と

して持つ、product_advanced 階層を作成します。

5 手順 4 で作成した product_advanced 階層を使用してキューブ・スキーマと Essbase

モデルを作成します。TBC.SALES の AMOUNT をメジャーとして使用します。

6 次のように指定して、ドリルスルー・レポートを作成(「ファイル」>「新規」>

「ドリルスルー・レポート」)します:

1. 「コンテキスト」タブで、product_advanced 階層を追加します。

2. 「レポート・コンテンツ」タブで、TBC.PRODUCT の任意のフィールドを

配置します。例: CAFFEINATED または PKGTYPE。

7 「テスト」をクリックして「ドリルスルー・レポートのテスト」ダイアログ・ボッ

クスを開きます。

8 「交差」の下にある 初の行のドロップダウン矢印をクリックして

「SKU_Advanced」を選択します。

9 「列値」に、手順 3 のキー・バインディング式に表示された値を表す値を入力しま

す。

このシナリオで作成した階層を使用して、PRODUCTID 列の値を入力します。

例:

            1

         

10「結果の表示」をクリックします。

「遅延」オプションの例

ä 次元要素で「遅延」オプションを使用する階層をテストするには:

1 TBC データベースの Product テーブル(TBC.PRODUCT)からの SKU に基づくキャプショ

ン・バインディング式により、SKU_Delayed という次元要素を作成します。例:

            connection : \'tbcSource'::'TBC.PRODUCT'.'SKU’ 

         

2 「キー・バインディング」のタイプを「遅延」に設定します。

3 FAMILY テーブルの FAMILY 列を親レベルとして持ち、SKU_Delayed 次元要素を子とし

て持つ、product_delayed 階層を作成します。

階層内で、SKU_Delayed 要素のキー・バインディング式は次のように表示され

る必要があります:

            class : \'tbcSource'\'family'\'FAMILY'.'caption' || "_" || class : 

\'DimElements'\'SKU_Delayed'.'caption'
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4 手順 3 で作成した product_delayed 階層を使用してキューブ・スキーマと Essbase モ

デルを作成します。'TBC.SALES'の AMOUNT をメジャーとして使用します。

5 次のように指定して、ドリルスルー・レポートを作成します:

1. 「コンテキスト」タブで、手順 3 で作成した product_delayed 階層を追加し

ます。

2. 「レポート・コンテンツ」タブで、TBC.PRODUCT の任意のフィールドを

配置します。例: CAFFEINATED または PKGTYPE。

6 「テスト」をクリックして「ドリルスルー・レポートのテスト」ダイアログ・ボッ

クスを開きます。

7 「交差」の下にある 初の行のドロップダウン矢印をクリックして「SKU_Delayed」

を選択します。

8 「列値」に、手順 3 のキー・バインディング式に表示された値を表す値を入力しま

す。

このシナリオで作成した階層を使用して、FAMILY 列の値と SKU 列の値を、

アンダースコアで区切って入力します。例:

            100_100-10 

         

9 「結果の表示」をクリックします。

テスト・シナリオの例—再帰階層

再帰階層をテストしている場合は、標準階層のテスト時とは異なる方法で「ドリ

ルスルー・レポートのテスト」ダイアログ・ボックスの「交差」および「列値」

フィールドを使用します:

l 「交差」フィールドに、再帰階層名が表示されます。

l 「列値」フィールドに、データ値ではなく親または子列の名前を入力します。

これを次のシナリオ例に示します。

注： 例の手順では、(1)サンプル TBC データベースにデータ・ソース接続を作成

してあることと、(2)MEASURES テーブルの PARENT 列と CHILD 列の間に

自己結合を含む TBC ソースのミニスキーマを作成してあることを前提とし

ます。

ä ドリルスルーに対して選択した再帰階層をテストするには:

1 MEASURES テーブルの PARENT 列を親レベルとして持ち、MEASURES テーブルの CHILD

列を子レベルとして持つ、recursive_hier という再帰階層を作成します。

注： MEASURES テーブルの PARENT 列と CHILD 列の間の自己結合を含むミ

ニスキーマを作成してあることを確認します。

2 手順 1 で作成した recursive_hier 階層を使用してキューブ・スキーマと Essbase モデ

ルを作成します。'TBC.SALES'の AMOUNT をメジャーとして使用します。
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3 次のように指定して、ドリルスルー・レポートを作成します:

1. 「コンテキスト」タブで、手順 1 で作成した recursive_hier 階層を追加しま

す。

2. 「レポート・コンテンツ」タブで、TBC.PRODUCT の任意のフィールドを

配置します。例: CAFFEINATED または PKGTYPE。

4 「テスト」をクリックして「ドリルスルー・レポートのテスト」ダイアログ・ボッ

クスを開きます。

5 「交差」フィールドには、再帰階層の名前 recursive_hier が含まれます。

6 「列値」フィールドで、列名を選択します。たとえば COGS を選択します。

注： ここでは、列データではなく列名が使用されます。

7 「結果の表示」をクリックします。

URL へのレポートの定義およびカスタマイズ

Essbase Studio では、ドリルスルー・レポートのオプションが拡張されており、ド

リルスルーのターゲットとして URL を指定できます。ドリルスルー・レポート・

エディタの「レポート・コンテンツ」タブで URL を指定すると、ユーザーは、ス

プレッドシートのドリルスルー交差から直接 URL にドリルスルーできます。

URL レポート・タイプを使用してターゲット URL を定義します。ドリルスルーの

ターゲットとして静的 URL を指定できます。同様に、FDM や Oracle BI EE Web

ページなどをターゲットにするように動的 URL を指定できます。

URL の構文は、ターゲット URL の要件に一致している必要があります。ただし、

次元、列および値を表す場合、通常すべての URL は、次のような変数構造になり

ます:

      $$<dimension-name>-VALUE$$

   

ユーザーがドリルスルー・セルをクリックすると、Essbase Studio によって、選択

したドリルスルー交差のコンテキストにあるターゲット URL を生成するために必

要な置換が行われます。

たとえば、市場次元がドリルスルーのターゲット URL の視点(POV)内に存在する

場合、市場の値の変数は次のようになります:

      $$Market-VALUE$$

   

スプレッドシート・ユーザーが市場次元のメンバーを含む交差からドリルスルー・

セルを選択する場合、Essbase Studio によって、適切な市場の値が URL 構文に置換

されます。例:

      East
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次の例では、製品次元の値の変数は、次のようになります:

      $$Product-VALUE$$

   

スプレッドシート・ユーザーが製品次元のメンバーを含む交差からドリルスルー・

セルを選択する場合、Essbase Studio によって、適切な製品の値が URL 構文に置換

されます。例:

      Cola

   

注： Smart View では、URL の長さに関する制限は使用中のブラウザによって異

なります。

ä URL レポート・タイプの定義およびドリルスルーする URL の指定を行うに

は:

1 ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで、「ドリルスルー・

レポートのタイプ」から「URL」を選択します。

2 「URL」テキスト・ボックスに、ドリルスルー・レポートのターゲット URL を入力

します。

また、次のいずれかのボタンをクリックしたときに Essbase Studio によって生

成される構文を編集して URL を作成することもできます:

l 「サンプル URL テンプレート」-「コンテキスト」タブで指定した交差に基

づいてターゲット URL の構文が提供されます。

詳細は、333 ページの「サンプル URL テンプレート」を参照してくださ

い。

l 「FDM URL テンプレート」-「コンテキスト」タブで指定した交差に基づ

いてターゲット FDM URL の構文が提供されます。

詳細は、334 ページの「サンプル FDM URL テンプレート」を参照してく

ださい。

l 「OBI URL テンプレート」-「コンテキスト」タブで指定した交差に基づい

てターゲット Oracle BI EE URL の構文が提供されます。

詳細は、336 ページの「サンプル Oracle BI EE URL テンプレート」を参照

してください。

3 「保存」>「閉じる」をクリックして、ドリルスルー・レポート・エディタを閉じ

るか、「関連付け」タブを選択して、340 ページの「ドリルスルー・レポートと

Essbase モデルの関連付け」のタスクを実行します。

サンプル URL テンプレート

ドリルスルー・レポート・ターゲットとして URL を定義するには、サンプル URL

テンプレートを使用します。静的 HTTP URL や、ドリルスルー・レポート・エ
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ディタの「コンテキスト」タブで指定したドリルスルー交差を考慮する動的 URL

をドリルスルー・ターゲットとして指定できます。

注： Smart View では、URL の長さに関する制限は使用中のブラウザによって異

なります。

構文

静的 HTTP URL を入力できます。例:

      http://www.oracle.com

   

動的ターゲットの URL のために、Essbase Studio コンソールでは、Google を使用す

るサンプルが提供されています。検索する値の数は、ドリルスルー・レポート・

エディタの「コンテキスト」タブで指定したドリルスルー交差の数によって決ま

ります。ドリルスルー交差が製品および市場という 2 つの階層で指定された場合

の構文を次に示します:

      http://www.google.com/search?hl=en&q=$$Product-VALUE$$+$$Market-VALUE$$

   

スプレッドシート・ユーザーがドリルスルー・レポートを実行すると、Essbase

Studio により、ドリルスルー交差のコンテキストに応じて、適切な URL の置換が

行われます。

例

この例では、Essbase Studio のドリルスルー・レポート・エディタのサンプル URL

テンプレートを使用します。また、ドリルスルー・レポート・エディタの「コン

テキスト」タブで製品および市場の階層が選択されたことを前提としています。

製品と市場の交差の「ドリルスルー」セルをユーザーがクリックすると、Essbase

Studio によって、変数$$Product-VALUE$$および$$Market-VALUE$$が置換され、

次の URL 文字列が生成されます:

      http://www.google.com/search?hl=en&q=Cola+East

   

サンプル FDM URL テンプレート

サンプル FDM URL テンプレートにより、ドリルスルー・レポート・エディタの

「コンテキスト」タブで指定する交差に基づいて、FDM のターゲット URL の構文

を指定します。

構文

この構文は、製品および市場という 2 つの次元のみがキューブ内にあり、製品お

よび市場階層がドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで選

択されていることを前提としています。
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      http://<server-name>/HyperionFDM/AuthorizedPages/

IntersectionSummaryByLocation.aspx?fdmAppName=<app-name>&fdmTargetAppName=<target-

app-name>&attribute=system.ds.essbase&attribute=server.ds.<server-

ds>&attribute=app.ds.<app-

ds>&attribute=database.ds.<database.ds>&attribute=alias.ds.<alias-ds>&sso_token=$

$CSS-TOKEN$$&attribute=Product.id.$$Product-VALUE$$&attribute=Market.id.$$Market-

VALUE&rcp_version=1.5.0

   

注： Smart View では、URL の長さに関する制限は使用中のブラウザによって異

なります。

パラメータ

l <server-name>-接続するサーバーおよびポートの名前または IP アドレスで

す。

l <app-name>-FDM ターゲット・アプリケーション名です。この値は、FDM 管

理者が製品内で特定のデータ・セットまたはリポジトリに割り当てる識別子

と一致する必要があります。たとえば、Oracle Hyperion Financial Management

に同梱されている Comma サンプル・アプリケーションの場合、この値は

commaになります。

l <target-app-name>-ドリルスルー・リクエストが生成される元の Essbase アプ

リケーションの名前。

l <server-ds>-FDM に対するドリルスルー・リクエストが生成される元の、

Essbase アプリケーションおよびデータベースをホスティングしている Essbase

Server の名前または IP アドレス。

l <app-ds>-ドリルスルー・リクエストが生成される元の Essbase アプリケーショ

ンの名前。

l <database.ds>-ドリルスルー・リクエストが生成される元の Essbase データ

ベースの名前。

l <alias-ds>-ドリルスルー・リクエストで使用する別名テーブルの名前。別名

テーブルが不要な場合は Defaultを使用します。

l Product.id.$$Product-VALUE$$-視点(POV)次元および次元メンバーの値で、

この場合、製品次元の値です。Essbase Studio では、指定された次元に関連付

けられた変数の要素として、自動的に次元名が生成されます。ドリルスルー・

レポートを実行すると、変数の名前の$$Product-VALUE$$は、POV の実際の値

(たとえば、Cola)に置き換えられます。

FDM ソースで次元が別の名前で呼び出される場合、ドリルスルー構文を使用

して手動で名前を置き換える必要があります。たとえば、FDM で「製品」次

元が「項目」次元と呼ばれる場合、次のように、Essbase Studio で生成される

構文の次元名「製品」を「項目」に置き換える必要があります:

            http://<server-name>/HyperionFDM/AuthorizedPages/

IntersectionSummaryByLocation.aspx?fdmAppName=<app-

name>&fdmTargetAppName=<target-app-

name>&attribute=system.ds.essbase&attribute=server.ds.<server-
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ds>&attribute=app.ds.<app-

ds>&attribute=database.ds.<database.ds>&attribute=alias.ds.<alias-ds>&sso_token=$

$CSS-TOKEN$$&attribute=Items.id.$$Product-VALUE$$&attribute=Market.id.$$Market-

VALUE&rcp_version=1.5.0

         

たとえば、レポートの一部の次元の情報のみが対象の場合でも、FDM のター

ゲット・レポートで表示される次元をすべて FDM の URL 構文で指定する必

要があります。

たとえば、レポートの一部の次元の情報のみが対象の場合でも、FDM のター

ゲット・レポートで表示される次元をすべて FDM の URL 構文で指定する必

要があります。デフォルトでは、サンプル FDM テンプレートの構文により、

ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで指定した交差

をすべて取得し、それらをテンプレート構文ステートメントに追加します。

FDM のターゲット・レポートに次元が残っている場合、それらを構文ステー

トメントにも含める必要があります。

例

次の URL の例、FDM URL は、シナリオ、年、勘定科目、市場、製品次元を含む

FDM のターゲット・レポートにドリルスルーします。

製品次元と市場次元は、ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」

タブで交差として指定されています。Essbase Studio では、これらは自動的に FDM

テンプレート構文に追加されます。

会計次元と市場次元は、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management のター

ゲット・レポートの一部ですが、ドリルスルー・レポートで交差として指定され

ていません。そのため、次に示すように、URL 構文で明示的に次元とメンバー名

を指定する必要があります:

      http://myfdmsvr:19000/HyperionFDM/AuthorizedPages/

IntersectionSummaryByLocation.aspx?

fdmAppName=FDMAPP&fdmTargetAppName=Sample&attribute=system.ds.essbase&attribute=serve

r.ds.myfdmsvr11&attribute=app.ds.Sample&attribute=database.ds.Basic&attribute=alias.d

s.Default&sso_token=$$CSS-TOKEN$$&attribute=Product.id.$$Product-VALUE$

$&attribute=Market.id.$$Market-VALUE$$&attribute=Year.id.$$Year-VALUE$

$&attribute=Scenario.id.$$Scenario-VALUE$$&attribute=Accounts.id.$$Accounts-VALUE$

$&rcp_version=1.5.0

   

サンプル Oracle BI EE URL テンプレート

サンプル Oracle BI EE URL テンプレートは、ドリルスルー・レポート・エディタ

の「コンテキスト」タブで指定した交差に基づいて、ターゲット Oracle BI EE URL

の構文を提供します。

この構文および例は、製品および市場階層がドリルスルー・レポート・エディタ

の「コンテキスト」タブで選択されていることを前提としています。
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構文

ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで製品階層および市

場階層を選択した後の構文は、次のとおりです:

      obi:http://<server-name>:9704/analytics/saw.dll?PortalPages&PortalPath=<portal-

path>&Action=Navigate&P0=2&P1=eq&P2=<Product-column>&P3=$$Product-VALUE$

$&P4=eq&P5=<Market-column>&P6=$$Market-VALUE$$

   

注： Smart View では、URL の長さに関する制限は使用中のブラウザによって異

なります。

パラメータ

l <server-name>-接続するサーバーの名前または IP アドレスです。

l <portal-path>-Oracle BI EE Presentation Service Report/Dashboard へのパスで

す。

l <number-of-parameters>-レポート・パラメータの数です。

l <Market-column>および<Product-column>-ターゲット・ドリルスルー・レ

ポートで取得する Oracle BI EE データ・ソースの列です。たとえば、製品次元

では SKU 列を、市場次元では地域列を選択できます。

            obi:http://obiserver:9704/analytics/saw.dll?

PortalPages&PortalPath=paint&Action=Navigate&P0=2&P1=eq&P2=SKU&P3=$$Product-VALUE

$$&P4=eq&P5=Region&P6=$$Market-VALUE$$

         

複数の列を指定できます。

例

ドリルスルー・レポート・エディタの「コンテキスト」タブで製品階層および市

場階層を選択した後に、ドリルスルー要求を実行すると、接頭辞「obi」がター

ゲット URL 文字列から削除され、かわりに次の URL 文字列が作成されます:

      http://obiserver:9704/analytics/saw.dll?

PortalPages&PortalPath=paint&Action=Navigate&P0=2&P1=eq&P2=SKU&P3=100–

10&P4=eq&P5=Region&P6=East

   

Java メソッドへのレポートの定義およびカスタマ
イズ
作成するカスタム Java メソッドにドリルスルーするためのドリルスルー・レポー

トを定義するには、Java メソッドのレポート・タイプを使用します。

特定の要求を満たすレポートを生成する Java メソッドを作成できます。たとえ

ば、特定のアプリケーションからデータを抽出する Java メソッドを作成できま

す。
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ドリルスルー・レポートを実行するクライアント・アプリケーションの Smart View

ユーザーの場合、リレーショナル・ソースへのドリルスルー・レポートの実行と、

ユーザー定義のJava メソッドを使用したドリルスルー・レポートの実行に違いは

ありません。

ä Java メソッド・レポート・タイプの定義やドリルスルー時に実行する Java メ

ソッドの指定を行うには:

1 「ドリルスルー・レポートのタイプ」で、「Java メソッド」を選択します。

2 「Java クラス名」で、Java クラスの完全なパッケージ名を入力します。例:

            test.com.hyperion.cp.scripts.acceptance.test_cases.TestDTRJavaMethod

         

3 「Java メソッド名」で、Java メソッド名を入力します。例:

            runTest

         

Essbase Studio サーバーによって呼び出されるユーザー定義の Java メソッドに

は、次のシグネチャを含める必要があります:

            public static void <method-name>(ArrayList<String>[]> args, ResultSet 

result)

         

ユーザー定義の Java メソッドの ArrayList<String>[]> argsパラメータは、

ドリルスルー・レポート引数の配列リストです。配列リストの各項目は、交

差のメンバーを表しており、次元名、クラス名およびメンバー名が含まれて

います。例

            “ProductH”   “SKU”         “100-10”

“TimeH”      “Time Year”   “2006”

         

メンバーが Essbase の次元の 上位のメンバーである場合、クラス名の値は

NULL になります。例:

            “ProductH”     null     “ProductH”

         

ResultSetパラメータは、Java パッケージ com.hyperion.cp.interfaces のインタ

フェースです。

注： 結果セットのレコードに値を設定する前に、結果セットのすべてのタグ

を定義する必要があります。

ユーザー定義の Java メソッドに次のインタフェース・メソッドを使用できま

す:
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            /**

 * Adds a new tag to result set signature

 * @param tag Tag name

 * @param clazz Java class that corresponds to the tag

 *              (Boolean, Integer, Long, Double, String)

 */

public void addTag(String tag, Class clazz);

   

/**

 * Sets value in result set record

 * @param tag Tag name

 * @param value Value

 */

public void setValue(String tag, boolean value);

public void setValue(String tag, int value);

public void setValue(String tag, long value);

public void setValue(String tag, double value);

public void setValue(String tag, String value);

   

/**

 * Adds record to the result set

 *

 */

public void addRecord();

         

ユーザー定義の Java メソッドである runTest の例を次に示します。このメソッ

ドは、ドリルスルー・レポートのパラメータを階層、クラスおよび値のタグ

を持つ結果セットに変換します。すべてのタグの値は文字列です。

            package test.com.hyperion.cp.scripts.acceptance.test_cases;

import com.hyperion.cp.interfaces.ResultSet;

import java.util.ArrayList;

import java.util.Iterator;

public class TestDTRJavaMethod

{

   /**

    * User defined java method for DTR

    * @param result Result of DTR

    * @param args Actual arguments of the DTR

    */

   public static void runTest(ArrayList<String[]> args, ResultSet result)

   {

      // make signature of the result

      

      result.addTag("Hierarchy", String.class);

      result.addTag("Class", String.class);

      result.addTag("Value", String.class);

      

      Iterator<String[]> iterator = args.iterator();

      

      while (iterator.hasNext())
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      {

         // add records to the result

         

         String[] tuple = iterator.next();

         

         result.setValue("Hierarchy", tuple[0]);

         result.setValue("Class", tuple[1]);

         result.setValue("Value", tuple[2]);

         

         result.addRecord();

      }

   }

}

         

スプレッドシート・ユーザーがドリルスルー・レポートを実行すると、Java メ

ソッドが実行されて、次のようなドリルスルー・レポートが作成されます:

            ======================================

Hierarchy    Class        Value       

======================================

ProductH     SKU          100-10      

TimeH        Time Year    2006        

MarketH      REGION       East        

MyMeasuresH  Msr_Gen4     Sales       

======================================

         

4 「保存」>「閉じる」をクリックして、ドリルスルー・レポート・エディタを閉じ

るか、「関連付け」タブを選択して、340 ページの「ドリルスルー・レポートと

Essbase モデルの関連付け」のタスクを実行します。

ドリルスルー・レポートと Essbase モデルの
関連付け
ドリルスルー・レポートは、レポートで定義された同じ交差を含むカタログの任

意のモデル、またはすべてのモデルと関連付けることができます。

ä ドリルスルー・レポートと Essbase モデルを関連付けるには:

1 ドリルスルー・レポート・プロパティ・エディタの「関連付け」タブで、このド

リルスルー・レポートと関連付ける Essbase モデル名を選択します。

現在のドリルスルー・レポートで定義された交差を含むカタログのすべての

モデルを関連付けるには、「すべての Essbase モデルを選択」チェック・ボッ

クスを選択します。

「関連付け」タブで選択が行われていない場合、Oracle Hyperion Smart View for

Office では、スプレッドシートのどのセルもドリルスルー・セルとしてマーク

されません。
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2 オプション: 現在のドリルスルー・レポートで定義された交差を含む、Essbase モ

デルの 新のリストを表示するには、「モデル・リストをリフレッシュ」をクリッ

クします。

3 「保存」をクリックしてから「閉じる」をクリックし、ドリルスルー・レポートを

終了します。
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検索とサーチ

この章の内容

検索について. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 343

メタデータ要素の検索 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 343

メタデータ要素のサーチ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 344

検索について
Essbase Studio では、検索とサーチの 2 つの方法でメタデータ要素を検索できます。

「検索」では、Essbase Studio コンソールの選択されたユーザー・インタフェース・

コンポーネント内でメタデータを検索します。たとえば、「メタデータ・ナビゲー

タ」、ミニスキーマ作業領域または「データ・ソース・ナビゲータ」でメタデータ

要素を検索できます。さらに、「メタデータ・ナビゲータ」または「データ・ソー

ス・ナビゲータ」のフォルダを選択して、そのフォルダ内でのみ検索を実行する

こともできます。

サーチは、メタデータ・カタログ全体をサーチします。つまり、階層やキューブ・

スキーマなど、特定のメタデータ要素のタイプでのみサーチを絞り込めます。

343 ページの「メタデータ要素の検索」および344 ページの「メタデータ要素の

サーチ」を参照してください。

メタデータ要素の検索
「メタデータ・ナビゲータ」、「ミニスキーマ」ペインまたは「データ・ソース・ナ

ビゲータ」などの UI コンポーネント内でメタデータ要素を検索するには、「検索」

を使用します。

ä メタデータ要素を検索するには:

1 検索を実行する Essbase Studio コンソールの UI コンポーネント内にカーソルを合わ

せます。

たとえば、「データ・ソース・ナビゲータ」でミニスキーマのグラフィック表

示内のメタデータ要素を検索するには、データ・ソース接続、「ミニスキー

マ」フォルダの順に展開し、ミニスキーマを右クリックして「編集」を選択

します。

2 「編集」>「検索」を選択して「検索」ダイアログ・ボックスを表示します。

3 「検索」テキスト・ボックスに検索文字列を入力します。
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たとえば、productという文字列を含むミニスキーマのテーブルまたは列を検

索するには、「検索」テキスト・ボックスに product と入力します。

4 オプション: 「検索」を詳細に設定するには、オプションを選択します:

l 「大文字/小文字の一致」-検索文字列と完全に一致するメタデータ要素のみ

を検索します。

たとえば、Productという検索文字列を入力して「大文字/小文字の一致」

を選択すると、Productという名前のメタデータ要素のみが検索され、

PRODUCTという名前の要素は検索されません。

l 「単語の一致」-単語全体が検索文字列と一致する要素のみを検索します。

たとえば、productという検索文字列を入力して「単語の一致」を選択す

ると、productという名前のメタデータ要素は検索されますが、

productdimという名前のメタデータ要素は検索されません。

l 「現在の選択に適用」-画面上の特定の選択範囲内にある要素のみを検索し

ます。

たとえば、「メタデータ・ナビゲータ」で 1 つ以上のフォルダを選択し、

検索文字列を入力してから「現在の選択に適用」オプションを選択する

と、選択したフォルダ内でのみ検索が実行されます。

5 「検索」ボタンをクリックします。

選択した UI 要素内で、検索文字列との 初の一致で検索が停止し、黄色くハ

イライトされます。たとえば、「ミニスキーマ」ペインのミニスキーマ全体で

検索を実行すると、そのミニスキーマ内で、テーブルまたは列のどちらでも、

検索文字列との 初の一致で検索が停止します。

6 次の検索文字列との一致を特定するには、再度「検索」をクリックします。

7 「検索」ダイアログ・ボックスの一番下に「これ以上ありません」というメッセー

ジが表示されるまで、手順 6 を繰り返します。

メタデータ要素のサーチ
「検索」を使用して、カタログに含まれるメタデータ要素を検索します。これは、

メタデータ要素ライブラリの規模が大きい場合に便利です。

ä メタデータ要素をサーチするには:

1 「編集」を選択してから「メタデータ要素の検索」を選択します。

サーチ・インタフェースは、Essbase Studio コンソールの左のペイン内のタブ

として起動します。

2 サーチ対象のメタデータ要素の「名前」を入力します。

3 「タイプ」で、「<すべて>」を選択するか、ドロップダウン・リストを使用してメ

タデータ要素の特定のタイプにサーチ対象を絞り込みます。

次のメタデータ要素に対してサーチを実行できます:

l 階層

l フォルダ
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l Essbase モデル

l メタデータ要素

l ドリルスルー・レポート

l キューブ・スキーマ

4 オプション: サーチ場所を絞り込むには次の手順を実行します:

1. 「検索範囲」の「参照」をクリックします。「フォルダの検索」ダイアロ

グ・ボックスでサーチ対象のフォルダに移動します。

2. サーチ対象のフォルダをダブルクリックして、ダイアログ・ボックスを閉

じます。

デフォルトでは、「メタデータ・ナビゲータ」のコンテンツ全体がサーチされ

ます。

5 「検索」をクリックして、「検索結果」を確認します。

6 オプション: サーチ条件およびサーチ結果を消去して新しいサーチを開始するに

は、「消去」をクリックして、手順 2 から手順 5 までを繰り返します。

7 「検索」ダイアログ・ボックスを閉じるには、「検索」タブの「X」をクリックしま

す。

注： 「検索」ダイアログ・ボックスの「名前」フィールドに入力したメタデータ

要素名は保持され、今後のサーチ時にドロップダウン・リストから選択で

きます。
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18
プリファレンス

この章の内容

一般プリファレンスの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347

スキーマ・プリファレンスの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 347

Essbase モデルのプリファレンスの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 348

一般プリファレンスの設定
Essbase Studio コンソールに表示するメッセージや警告に関する一般プリファレン

スを設定します。

ä 一般プリファレンスを設定するには:

1 「編集」を選択し、「プリファレンス」を選択します。

2 「データ・ソース・ナビゲータ」、「メタデータ・ナビゲータ」または作業領域から

アイテムを削除するときに確認メッセージを表示するには、「「削除の確認」ダイ

アログを表示」チェック・ボックスを選択します。

3 コンソール・メッセージ・ペインに表示するメッセージのタイプを制御するには、

「コンソール・メッセージ」グループで次のオプションを選択または選択解除しま

す:

l 「情報メッセージを表示」

l 「警告メッセージを表示」

l 「エラー・メッセージを表示」

4 「適用」をクリックして選択項目を適用し、「OK」をクリックします。

注： デフォルトのプリファレンス設定に戻すには、「デフォルトに戻す」を

クリックします。

スキーマ・プリファレンスの設定
Essbase Studio コンソールのミニスキーマの表示を制御するには、スキーマ・プリ

ファレンスを設定します。

ä スキーマ・プリファレンスを設定するには:

1 「編集」を選択し、「プリファレンス」を選択します。
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2 ミニスキーマのテーブル・オブジェクトにあるデータ・ソース・オブジェクトの

表示を制御するには、「リレーショナル・テーブルの表示オプション」の次のオプ

ションを選択または選択解除します

l 列タイプを表す記号を列名の左側に表示するには、「列タイプ・インディ

ケータ」を選択します

l キー記号をプライマリ・キー列の名前の右側に表示するには、「プライマ

リ・キー」を選択します

l 外部キー関係を持つ列を表す記号を表示するには、「外部キー」を選択し

ます

3 結合するテーブル間の結合線の表示方法を制御するには、「結合コネクタ」グルー

プから次のオプションを選択します:

l 「対角線」-テーブル間の結合線を必要に応じて対角線上に描画します。

l 「長方形」-テーブル間の結合線を必要に応じて左または右の角度でのみ描

画します。

4 テーブル間の結合線の末端の表示を制御するには、「結合の末端」グループから次

のオプションを選択します:

l 「矢印」-結合の末端が矢印で表示されます。

l 「クロウズ・フット」-結合の末端が 3 つに分かれたクロウズ・フット・パ

ターンで表示されます。

5 「適用」をクリックして選択項目を適用し、「OK」をクリックします。

注： デフォルトのプリファレンス設定に戻すには、「デフォルトに戻す」を

クリックします。

Essbase モデルのプリファレンスの設定
特定のユーザー・プロンプトを制御する Essbase モデルのプリファレンスを設定し

ます。

ä Essbase モデルのプリファレンスを設定するには、次の手順に従います:

1 「編集」を選択し、「プリファレンス」を選択します。

2 次のチェック・ボックスを選択して、各アクションを有効にします:

l 「集約ストレージを TRUE に設定している場合、モデルを調整するかどう

かをユーザーに確認する」

l 「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスを閉じる前に変更さ

れたモデルを検証するかユーザーに確認する」

特定のプロンプトを無効にするには、チェック・ボックスの選択を解除しま

す。

3 「適用」をクリックして選択項目を適用し、「OK」をクリックします。
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注： デフォルトのプリファレンス設定に戻すには、「デフォルトに戻す」を

クリックします。
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Integration Servicesカタログ

移行

この章の内容

カタログ移行の概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 351

「EIS カタログの移行」ダイアログ・ボックスへのアクセス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 353

EIS モデルおよびメタアウトラインの移行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 354

ガイドラインおよび制限. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 356

カタログ移行の概要

注： この概要で説明されている手順は、データベース管理者、またはリレーショ

ナル・データベースの概念、Integration Services および作業環境における特

定のリレーショナル・データベースに精通した人を対象にしています。

Integration Services では、カタログと呼ばれるリレーショナル・リポジトリにメタ

データが保管されます。(Integration Services では OLAP メタデータ・カタログと呼

ばれています。)Essbase Studio にも、メタデータを含むカタログが存在します。

Essbase Studio では、Integration Services カタログ内のメタデータを Essbase Studio

カタログに移行するメカニズムが提供されます。

この概要では、次のトピックを説明します:

l 351 ページの「モデルの移行」

l 352 ページの「メタアウトラインの移行」

モデルの移行
Essbase Studio では、Integration Services カタログから Essbase Studio カタログへの

モデルの移行時に、いくつかのタスクが実行されます。

Essbase Studio の移行ユーティリティによって、まず Integration Services のモデルと

同じ名前のフォルダが作成されます。その後、移行が行われます。

Integration Services のモデルには、テーブルのサブセットおよびスター・スキーマ

結合に関する情報を含むスター・スキーマが含まれています。ユーザーが階層を

定義している場合、この情報はモデルにも含まれます。

移行ユーティリティでは、このメタデータを Essbase Studio に移行するために次の

手順が実行されます:
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l スター・スキーマのテーブルごとに、Essbase Studio のモデル・フォルダの下

にサブフォルダが作成されます。

l テーブルの列ごとに、各テーブルのフォルダ内に次元要素が作成されます。

テーブルの列が各次元要素のキャプションおよびキー・バインディングに反

映されます。

l 時間次元要素では、適切な時間の変換が適用され、新しい次元要素が作成さ

れます。

l Integration Services のモデルで定義された階層ごとに、対応する階層が Essbase

Studio のモデル・フォルダに作成されます。

l 再帰階層の自己結合を含むすべての結合が移行されるように、Integration Services

のモデルのスター・スキーマに対応して、Essbase Studio にミニスキーマが作

成されます。

メタアウトラインの移行
メタアウトラインを Integration Services のカタログから Essbase Studio のカタログ

に移行するときに、Essbase Studio によっていくつかのタスクが実行されます。

Essbase Studio 移行ユーティリティによって、まず Integration Services のメタアウト

ラインと同じ名前のサブフォルダが(モデル・フォルダ内に)作成されます。その

後、移行ユーティリティにより実際の移行が行われます。

この項では、次のトピックを説明します:

l 352 ページの「 階層のマッピング」

l 353 ページの「メジャー列のマッピング」

l 353 ページの「Essbase エクスポート・モデルの作成」

l 353 ページの「別名のマッピング、ユーザー定義メンバーおよびレポート」

階層のマッピング

Integration Services メタアウトラインは、次元と属性次元で構成されています。各

次元には、代替階層を含められます。移行ユーティリティでは、次のように

Integration Services 次元を Essbase Studio 階層にマッピングします:

l 各 Integration Services 次元では、対応する階層が作成されます。

l 各属性次元は、Essbase Studio の代替階層として作成されます。

l 各 Integration Services 再帰次元では、親および子のメンバーを識別することで

階層が作成されます。

l Integration Services メタアウトラインに、ファクト・テーブルに基づいていな

い会計次元が含まれている場合、会計次元は Essbase Studio のファクト・テー

ブルから作成されません。
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メジャー列のマッピング

階層がマッピングされた後、移行ユーティリティによってキューブ・スキーマが

作成されます。次いで、メジャー列が次の 2 つのシナリオのいずれかに従ってマッ

ピングされます:

l Integration Services メタアウトラインにファクト・テーブルに基づいた会計次

元が含まれている場合、メジャー階層が作成され、キューブ・スキーマに追

加されます。

l Integration Services メタアウトラインにファクト・テーブルに基づいていない

会計次元が含まれている場合、メジャー列は緩いメジャーとして追加されま

す。

Essbase エクスポート・モデルの作成

キューブ・スキーマが作成され、メジャー列がマップされた後に、移行ユーティ

リティにより Essbase エクスポート・モデルが作成され、各エクスポート・モデル

要素のプロパティが割り当てられます。

様々なプロパティのカテゴリが、異なるレベルで適用されます:

l Essbase エクスポート・モデルのプロパティ

l 階層プロパティ

l チェーン・プロパティ

l レベル・プロパティ

別名のマッピング、ユーザー定義メンバーおよびレポート

移行プロセスの 終段階では、移行ユーティリティによって次の要素がマッピン

グされます:

l 別名テーブル・セットが作成されます。

l 別名の次元要素に応じて別名が定義されます。

l Integration Services メタアウトラインのユーザー定義メンバーは、次元要素と

して Essbase Studio メタアウトライン・フォルダに作成されます。

l Integration Services メタアウトラインのドリルスルー・レポートは、交差情報、

列のリスト、行ガバナー、時間ガバナー、テンプレート SQL およびその他の

パラメータとともに移行されます。次にドリルスルー・レポートは、エクス

ポート・モデルと関連付けられます。

「EIS カタログの移行」ダイアログ・ボックス
へのアクセス

ä「EIS カタログの移行」ダイアログ・ボックスにアクセスするには:

1 Essbase Studio コンソールで「ツール」メニューにアクセスします。
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2 「EIS カタログの移行」を左クリックします。

EIS モデルおよびメタアウトラインの移行
Essbase Studio に移行する Integration Services カタログを、Essbase Studio と同じマ

シンに配置する必要はありません。Integration Services カタログは、Integration

Services がサポートするデータベースであれば任意の場所に配置できます。

Integration Services カタログが Essbase Studio と同じマシンにある場合でも、

Integration Services カタログに ODBC DSN を作成する必要があります。この DSN

では、Integration Services カタログがあるデータベースを指定する必要がありま

す。

注： 次の手順は、データベース管理者およびリレーショナル・データベースの

概念、Integration Services、および作業環境のリレーショナル・データベース

に精通したユーザーを対象としています。

ä Integration Services モデルおよびメタアウトラインを Integration Services から

Essbase Studio に移行するには:

1 「EIS カタログの移行」ダイアログ・ボックスにまだアクセスしていない場合はア

クセスします。353 ページの「「EIS カタログの移行」ダイアログ・ボックスへの

アクセス」を参照してください。

2 「EIS カタログ DSN」テキスト・ボックスに、移行する Integration Services カタログ

を示す ODBC DSN を入力します。

注： Integration Services カタログを示す ODBC DSN が存在しない場合、ODBC

DSN を作成する必要があります。Integration Services カタログが Essbase

Studio と同じマシンにない場合、Essbase Studio クライアントが稼働する

マシンに ODBC DSN を作成する必要があります。この DSN では、

Integration Services カタログがあるデータベースを指定する必要がありま

す。

3 「ユーザー」テキスト・ボックスに、EIS カタログのユーザー名を入力します。例:

tbc。

4 EIS カタログのパスワードを入力します。

5 「モデルのフェッチ」ボタンをクリックします。

Essbase Studio が Integration Services カタログにアクセスし、モデルとメタアウ

トラインがカタログにリスト表示されます。メタアウトラインは個々のモデ

ルでグループ化されます。

6 「モデルおよびデータ・セット」列で、移行する Integration Services モデルおよびメ

タアウトラインを選択します。

注： 複数のモデルとメタアウトラインを移行できます。
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7 「データ・ソース接続」列をクリックし、ドロップダウン・リストからターゲッ

ト・リレーショナル・データベースを選択します。

注： ターゲット・リレーショナル・データベースは、Integration Services の

ターゲット・データ・ソースと一致している必要があります。

オプション: 「新規データ・ソース」をクリックしてデータ・ソースの名前を

入力すると、ターゲット・データ・ソースを作成できます。

注： 複数のモデルを移行する場合、移行するモデルごとに Essbase Studio の

ターゲット・リレーショナル・データベースを選択する必要がありま

す。

8 「カタログ」列をクリックし、ドロップダウン・リストから Integration Services カタ

ログを選択します。

注： リレーショナル・データベースが Oracle の場合、カタログを選択する必

要はありません。

9 「スキーマ」列をクリックし、ドロップダウン・リストからスキーマを選択しま

す。

注： 複数のモデルを移行する場合、移行するモデルごとにスキーマを選択す

る必要があります。

10「フォルダの選択」テキスト・ボックスに、Essbase Studio のターゲット・フォルダ

を入力します。

オプション: ターゲット・フォルダを簡単に検索するには、「参照」ボタンをク

リックします。

オプション: 「フォルダの選択」テキスト・ボックスにフォルダ名を入力する

と、フォルダを作成できます。

注： ターゲット・フォルダのリストは、Essbase Studio の「メタデータ・ナビ

ゲータ」にも表示されます。

11「移行」ボタンをクリックします。

「進捗情報」ダイアログ・ボックスで、移行の進捗を表示します。

12 オプション: 移行を取り消すには:

1. 「取消し」を押します。

2. 手順 10 で指定したターゲット・ディレクトリにある任意のオブジェクト

を削除します。

OLAP モデルとメタアウトラインが Integration Services カタログから Essbase Studio

カタログに移行します。移行が完了すると、モデルが「メタデータ・ナビゲータ」

に表示されます。データ・ソースを作成すると、「データ・ソース・ナビゲータ」

にそのデータ・ソースの名前が表示されます。
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ガイドラインおよび制限

サブトピック

l メタアウトラインとモデルの移行のガイドライン

l 移行されないプロパティ

メタアウトラインとモデルの移行のガイドライン
l Integration Services カタログの移行では、64 ビット UNIX プラットフォームま

たは Windows 2008 64 ビット・プラットフォームではサポートされていませ

ん。.

l ハイブリッド分析対応のメタアウトラインは移行されません。

l Unicode 対応のメタアウトラインは移行されません。

l メタアウトラインにリストされるテーブルは、すべてソース・データベース

に存在している必要があります。

l Integration Services モデルのデータ型は、ソース・データベースのデータ型と

一致する必要があります。Essbase Studio はデータ型を確認し、不一致の場合、

移行は失敗します。

l 複数の ODBC DSN を持つメタアウトラインは移行されません。

l 再帰階層に定義されたドリルスルーを持つメタアウトラインはサポートされ

ています。移行後、これらの再帰階層ドリルスルー定義は Essbase Studio で使

用できます。

l 代替データ・ソースに対して定義されたドリルスルーを持つメタアウトライ

ンは移行できますが、Essbase Studio では、代替データ・ソース・ドリルスルー

機能はサポートされていません。

l Essbase Studio は、次元要素のバインディングを使用して固有または重複する

アウトラインを作成します。ただし、デフォルトでは、Migration Studio はす

べてのメタアウトラインを固有のものとして移行します。Essbase Studio で重

複するアウトラインを作成するには、キー列を指定して次元要素のキー・バ

インディングを変更する必要があります。キー列のデータ型は、次元要素の

データ型と一致する必要があります。

l データ・ソース列がレベル 0 のメンバー・セットにバインドされており、基

本メンバーと共有メンバーの両方を含んでいる場合、(同じ次元内に共有メン

バーを持つ)特定の基本メンバーに対して Essbase Studio で生成されたデータ・

ロード SQL 内に集約されるデータは、共有メンバーの数に応じて増加する可

能性があります。この場合、211 ページの「標準データ・ロード SQL の上書

き」の説明に従って、ユーザー独自のカスタム・データ・ロード SQL を定義

することをお薦めします。この動作は、Integration Services からインポートし

たメタアウトラインから作成された Essbase モデルにも、 初から Essbase Studio

で作成された Essbase モデルにも当てはまります。

たとえば、TBC サンプルを使用すると、100-10 で Diet の下に共有メンバーが

あるため、100-10 に対して標準データ・ロード SQL 内に集約されるデータは

本来の量の 2 倍になります。正しい集約データを取得するには、「データ・
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ロードにカスタム SQL を使用」オプションを選択し、手動でカスタム・デー

タ・ロード SQL に group by 列をもう 1 つ追加します

l Integration Services と Essbase Studio では、属性メンバー処理に違いがありま

す。

Integration Server では、対応する基本次元に属性関連付けの関係が存在するか

どうかにかかわらず、属性次元のすべての属性メンバーが追加されます。こ

のために、Integration Server では、メンバー・ロード中に 3 タイプのルール・

ファイルが生成されます: 1 つは基本次元用、1 つは属性次元用、もう 1 つは属

性関連付け用です。

Essbase Studio では、対応する属性関連付けの関係が基本次元に存在する場合

にのみ、属性メンバーが作成されます。キューブの配置中、2 つのルール・

ファイルのみが生成されます: 1 つは基本次元用、1 つは属性メンバーおよびそ

の関連付け用です。これによりキューブ配置の時間は短縮されますが、基本

メンバー関連付けのない属性メンバーはプロセスで削除されます。

たとえば、Integration Services で TBC サンプル・メタアウトラインを使用して

作成されたアウトラインには、次のメンバーを持つ属性次元 Population が含ま

れます:

            Small: 3000000, 6000000

Medium: 900000, 1200000, 1500000, 1800000

Large: 21000000, 24000000, 27000000, 30000000, 33000000      

         

ただし、TBC メタアウトラインが Essbase Studio カタログに移行され、Essbase

Server に配置された場合、新しいアウトラインには次のメンバーを持つ属性次

元 Population が含まれます:

            Small: 3000000, 6000000

Medium: 900000, 1200000, 1500000

Large: 21000000, 33000000

         

これは、population の値 18000000、24000000、27000000 または 30000000 に都

道府県/州がないためです。

属性次元が再帰的に(親子テーブルから)構築された場合、Essbase Studio では、

Integration Services の場合と同じように、3 つのルール・ファイル(基本次元用、

属性次元用および属性関連付け用のルール・ファイル)が生成されます。その

結果、属性次元には関連付けに関係なくすべてのメンバーが含まれます。

移行されないプロパティ
前述のアイテムの他にも、Essbase Studio 移行ユーティリティにより移行されない

Integration Services プロパティがいくつかあります。次のようなプロパティが含ま

れます(ただし、これに限定されません):

l 余分な結合

l ユーザー定義のデータ・ロード SQL

ガイドラインおよび制限 357



l ユーザー定義の属性

注： この制限は、演算子やパススルー SQL による変換ルールに適用されま

す。ただし、Q、DD、DM、DW、WM、WY、MMM、MM、MONTH、

YY および YYYY など、いくつかの日付関連の変換はサポートされていま

す。

l ガバナー

l サンプルストップ・インディケータの表示

l 一意キーの列

l 再帰階層のメンバー名列

l メタアウトライン・レベルのフィルタ

l 上書き

注： 前述のリストは、Essbase Studio の移行ユーティリティでサポートされてい

ない Oracle Essbase Integration Services プロパティを示していますが、これは

すべてではなく、その中で もよく使用されるプロパティを示しています。
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制限とガイドライン

この付録の内容
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概要
この付録では、Essbase Studio の操作時に適用される制限事項を説明します。

カタログおよびデータ・ソースのガイドライ
ン
次の各トピックでは、Essbase Studio カタログ、物理データ・ソース、およびデー

タ・ソース接続に関する制限について説明します。

l 360 ページの「カタログ・データベースにつき 1 つの Essbase Studio サーバー」

l 360 ページの「カタログ・アクセスのガイドライン」

l 360 ページの「カタログおよびデータ・ソース権限のガイドライン」

l 361 ページの「カタログ・エクスポート・ファイルに含まれないパスワード」

l 361 ページの「XML のインポートに関する制限」

l 361 ページの「Oracle クライアント・ドライバのガイドライン」

l 362 ページの「MySQL の制限」

l 362 ページの「Microsoft SQL Server の制限」

l 362 ページの「データ・ソースとしての Excel ファイルはサポートされていな

い」

l 362 ページの「Oracle Call Interface (OCI)の制限」
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l 362 ページの「列のデータ型のサポート」

l 363 ページの「Essbase Studio カタログのアップグレード」

l 364 ページの「ユーザー定義 SQL の検証」

l 364 ページの「ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権限」

l 364 ページの「カタログおよびデータ・ソースの一般的な制限事項とガイドラ

イン」

カタログ・データベースにつき 1 つの Essbase
Studio サーバー

Essbase Studio カタログ・データベースは、同時か連続かを問わず、複数の Essbase

Studio サーバー・インスタンスで使用しないでください。各 Essbase Studio サー

バーが固有のカタログ・データベースをポイントするようにすることを強くお薦

めします。

カタログ・アクセスのガイドライン
複数のクライアントが Essbase Studio サーバーの 1 つのインスタンスに対して要求

を行う際に、クライアントの 1 つがメタデータ要素のデータ・ソースを取得中で

ある場合、アクセスの問題が発生します。データ・ソースを取得する場合、取得

によって導出されたメタデータを追加するには、Essbase Studio でカタログへの排

他的アクセスが必要です。ログイン要求、階層または次元要素の表示または編集

など、Essbase Studio クライアントからのその他の要求は、取得が完了するまでは

Essbase Studio サーバーによって処理されません。

要求を実行できないことを示すプロンプトが表示されるまでクライアントが待機

する時間は、構成可能です。詳細は、46 ページの「server.readLockTimeOut」およ

び 46 ページの「server.writeLockTimeOut」を参照してください。

また、94 ページの「リレーショナル・ソースのテーブルの選択」の説明のよう

に、「接続ウィザード」の「テーブルの選択」ページの「参照時にカタログをロッ

ク」チェックボックスを選択することで、取得プロセス中にカタログをロック解

除することも選択できます。

カタログおよびデータ・ソース権限のガイドライ
ン
l Essbase Studio カタログ・データベース・ユーザーには、少なくとも Essbase

Studio カタログ・データベースへの書込み権限が必要です。カタログ・データ

ベース・ユーザーは、server.propertiesファイルの catalog.usernameお

よび catalog.passwordプロパティで指定したユーザーです。このユーザーに

は、少なくとも catalog.dbプロパティで指定したデータベースへの書込み権

限が必要です。
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l Essbase Studio カタログ・データベースに Oracle を使用する場合は、カタログ・

データベースへの接続に使用するユーザーに次の権限を設定することをお薦

めします。

            open_cursors=nnn SCOPE=MEMORY

         

nnn >= 300 です。

l 接続ウィザードでデータ・ソース接続を設定するときに、Essbase Studio ユー

ザーは、少なくとも接続先の外部データ・ソース(データベース)への読取り権

限があるユーザー名とパスワードを指定する必要があります。

l ドリルスルー・レポートのテンプレート SQL およびカスタム・データ・ロー

ド SQL を使用することで発生する問題を回避するために、外部データ・ソー

スへの読取り権限のみをユーザーに付与してください。

Oracle クライアント・ドライバのガイドライン

DataDirect Oracle ODBC ドライバでは、Microsoft Oracle ODBC ドライバとは異なる

接続文字列のフォーマットを使用します。Essbase Studio で使用する接続文字列の

フォーマットは、DataDirect Oracle ODBC ドライバ向けに設計されています。

非 DSN 接続を使用する場合、次のガイドラインに注意してください:

l Oracle への非 DSN 接続は、DataDirect Wire Protocol ODBC ドライバのみでの使

用を対象としています。

l IBM DB2 への非 DSN 接続は、DataDirect Wire Protocol ODBC ドライバのみで

の使用を対象としています。

l Microsoft SQL Server への非 DSN 接続は、Microsoft SQL Server ODBC ドライバ

と DataDirect Wire Protocol ODBC ドライバでの使用を対象としています。

l Teradata への非 DSN 接続は、ネイティブの Teradata ODBC ドライバのみでの

使用を対象としています。DataDirect Wire Protocol ODBC ドライバでの使用は

対象外です。

カタログ・エクスポート・ファイルに含まれない
パスワード
データ・ソース接続をエクスポートする際、ソース・データベースに対するパス

ワードは生成される XML ファイルに含まれません。XML ファイルをインポート

した後で、118 ページの「データ・ソース接続プロパティの編集」の説明に従っ

て、接続を編集してパスワードを追加し直します。

XML のインポートに関する制限

インポートする XML ファイルに含まれるデータ・ソース接続がターゲット・カタ

ログにも存在する場合、ミニスキーマおよび他のオブジェクト(表やビュー、シノ

ニムなど)はインポートされません。
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回避策: エクスポートされたデータ・ソースと既存のデータ・ソースに相違がある

場合は、次のタスクを完了します:

1. データ・ソース接続を右クリックして、「増分更新」を選択します。「増分更

新」ダイアログ・ボックスで、データ・ソース接続に追加する表、ビューお

よびシノニムを選択します。

2. データ・ソース接続内の個別の表、ビューおよびシノニムを右クリックして

「リフレッシュ」を選択し、列を追加または削除してプロパティを更新しま

す。

MySQL の制限

MySQL では、データベース・テーブルに対する変更(列の名前変更など)が、対応

する MySQL ビューに正しく反映されません。このため、Essbase Studio コンソー

ルでビューを含む MySQL データ・ソースをリフレッシュすると、予期しない結果

が発生します。

Microsoft SQL Server の制限

Essbase Studio では、Microsoft SQL Server の NTEXT データ型はサポートされませ

ん。

データ・ソースとしての Excel ファイルはサポート
されていない
Essbase Studio では、Microsoft Excel ファイルはデータ・ソースとしてサポートさ

れていません。

Oracle Call Interface (OCI)の制限

Essbase Studio では、Oracle Call Interface (OCI)を使用したデータ・ソース接続の作

成はサポートされません。

列のデータ型のサポート
Essbase Studio は JDBC インタフェースを使用して、リレーショナル列のデータ型

を抽出します。リレーショナル列と論理メタデータ要素のデータ型の間に次の関

連付けが作成されます。

l 整数との関連付け:

INTEGER

TINYINT

SMALLINT

BIT
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l long との関連付け:

BIGINT

l ブールとの関連付け:

BOOLEAN

l 日付との関連付け:

DATE

l 時間との関連付け:

TIME

l 日時との関連付け:

TIMESTAMP

l double との関連付け:

DOUBLE

FLOAT

REAL

DECIMAL

NUMERIC

l 文字列との関連付け:

CHAR

VARCHAR

NCHAR

NVARCHAR

LONGVARCHAR

CLOB

VARBINARY

l バイナリとの関連付け:

BINARY

BLOB

LONGVARBINARY

および、上記のリストに含まれていないその他の SQL データ型

Essbase Studio カタログのアップグレード

Essbase Studio カタログのエクスポート/インポートを使用して、あるリリースのカ

タログ・データベースを別のリリースのカタログ・データベースに移行すること

はできません。かわりに、Oracle Enterprise Performance Management System インス
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トールおよび構成ガイドに記載されているアップグレードの手順に従う必要があ

ります。

ユーザー定義 SQL の検証

Essbase Studio サーバーでは、データ・ロードやドリルスルー操作およびユーザー

定義テーブルに使用される SQL 文に対して、検証が実行されません。Essbase Studio

では文が記述どおりに実行されます。ユーザー定義 SQL を検証するには、それを

実行する必要があります。364 ページの「ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権

限」も参照してください。

ユーザー定義 SQL のデータ・ソース権限

Essbase Studio におけるユーザー定義 SQL に対する権限は、データ・ソース・ユー

ザーに割り当てられている権限から継承されます。データ・ソース・ユーザーの

権限の制限は、Essbase Studio 管理者が責任を持って設定する必要があります。364

ページの「ユーザー定義 SQL の検証」も参照してください。

カタログおよびデータ・ソースの一般的な制限事
項とガイドライン
l テキスト・ファイルのデータ・ソースのディレクトリ名と、個々のテキスト・

ファイル名にスペースを含めることはできません。

l テキスト・ファイルのデータ・ソース・ディレクトリのパスの長さには、次

の制限があります:

m ネイティブ・モード: 121 バイト

m Unicode モード: 1028 バイト

l 次のデータ・ソース・エンティティでは、単一引用符(')は使用できません:

m リレーショナル・データ・ソース・スキーマ、カタログ、テーブルまたは

列の名前。

m テキスト・ファイルのデータ・ソース・ディレクトリ、ファイルまたは列

の名前。

l データ・ソース名(DNS)では、英語以外の文字はサポートされていません。

l サンプル・データの表示ウィンドウが開いている間にソース・データが追加、

編集または削除されても、開いているウィンドウ内のデータは自動的にはリ

フレッシュされません。変更されたデータを表示するには、ウィンドウを閉

じて、「サンプル・データの表示」コマンドを再発行する必要があります。

イントロスペクションに関する制限
l イントロスペクションは、次のデータ・ソースではサポートされません:

m テキスト・ファイル
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m Oracle BI EE

メタデータ要素使用のガイドラインと制限
次の各トピックでは、メタデータ要素の使用制限を説明します。

l 365 ページの「導出テキスト・メジャーに関する制限」

l 365 ページの「サイクル依存関係のガイドライン」

l 365 ページの「Oracle BI EE のビジネス・モデル次元要素のキー・バインディ

ングとキャプション・バインディングの生成ルール」

導出テキスト・メジャーに関する制限
l テキスト・ファイルの接続の要素から導出テキスト・メジャーは作成できま

せん。

l キューブ・スキーマで導出テキスト・メジャーを使用して Essbase モデルを構

築する場合、そのモデルに対して「XOLAP モデル」オプションおよび「Oracle

OBIEE による XOLAP モデル」・オプションは使用できません。

サイクル依存関係のガイドライン
Essbase Studio では、メタデータ要素間のサイクル依存関係は確認されません。サ

イクル依存関係とは、自身に戻ってくるメタデータ要素間の関係です。

たとえば、メタデータ要素 A が式の定義にメタデータ要素 B を使用し、メタデー

タ要素 B が式の定義にメタデータ要素 C を使用し、メタデータ要素 C が式の定義

にメタデータ要素 A を使用するとします。この場合、これらの要素を定義する式

には、Essbase Studio で確認されないサイクル依存関係があります。

サイクル依存関係を持つメタデータ要素を作成すると、これらの要素間のサイク

ル依存関係を自己責任において検証し続ける必要があります。

Oracle BI EE のビジネス・モデル次元要素のキー・
バインディングとキャプション・バインディング
の生成ルール
Oracle BI EE のビジネス・モデル・データ・ソースの参照中に、Essbase Studio は、

選択された各 Oracle BI EE 次元に対して階層を作成します。少なくとも 1 つのプラ

イマリ・キー列を含む各 Oracle BI EE 次元レベルに対して、Essbase Studio は Oracle

BI EE 次元の指定されたレベルを表す次元要素を作成します。

次に、これらの次元要素用のバインディング式の生成に使用されるルールを示し

ます:
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キー・バインディング・ルール

l ルール 1 - Oracle BI EE 次元レベルに単一のプライマリ・キーが含まれる場合、

そのプライマリ・キー列が次元要素のキー・バインディングになります。

l ルール 2 - Oracle BI EE 次元レベルに複数のプライマリ・キーが含まれる場合、

キー・バインディング式は、区切り記号にアンダースコア(_)を使用してすべ

てのプライマリ・キー(単位が stringでない場合には stringに変換)を連結

した結果になります。

注： Oracle BI EE 次元レベルに論理プライマリ・キー列が含まれない場合、Essbase

Studio は指定された Oracle BI EE 次元レベルに対して次元要素を作成しませ

ん。

キャプション・バインディング・ルール

l ルール 1 - キー・バインディング式の単位が string (複数のプライマリ・キー

の連結結果ではない)の場合、次元要素のキャプション・バインディングは

キー・バインディング式と同一になります。

l ルール 2 - キー・バインディング式の単位が stringではない場合は、キー列

(プライマリ・キー列ではない)であり、型が CHAR または VARCHAR である

初の Oracle BI EE 論理列レベルが、指定された次元要素のキャプション・バ

インディング式として使用されます。

l ルール 3 - キー・バインディング式の単位が stringではない場合で、型が

CHAR または VARCHAR のキー列がない場合は、キー・バインディング変

換.toStringが指定された次元要素のキャプション・バインディング式とし

て使用されます。

l ルール 4 - キー・バインディング式の単位が複数のプライマリ・キーの連結結

果として stringである場合は、キャプション・バインディング式はキー・バ

インディング式と同一になります。

階層の使用方法のガイドラインと制限
次の各トピックでは、階層の使用に関するガイドラインと制限について説明しま

す:

l 366 ページの「階層のガイドライン」

l 367 ページの「標準階層およびメジャー階層に関する制限」

l 367 ページの「カレンダ階層に関する制限」

階層のガイドライン
標準階層およびメジャー階層には、次のガイドラインが適用されます:

l リレーショナル・データ・ソースを操作する場合:

m 「メタデータ・ナビゲータ」または「データ・ソース・ナビゲータ」の列

から階層の列を追加できます。
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m シングルチェーン階層の列は、単一データ・ソース内の 1 つ以上のテーブ

ルから取得する必要があります。

m マルチチェーン階層では、階層の各チェーンは異なるデータ・ソースから

取得できますが、マルチチェーン階層のシングルチェーンでは、単一デー

タ・ソース内の 1 つ以上のテーブルから列を取得する必要があります。

m 複数のデータ・ソースから構築されたマルチチェーン階層を使用してキュー

ブ・スキーマを作成する場合は、204 ページの「データ・ロード・マッピ

ングの定義」で説明しているように、階層の各チェーンの 下位レベル

(Gen1 またはリーフ・レベル)でデータ・ロード・バインディングをオー

バーライドする必要があります。

l テキスト・ファイルのデータ・ソースを操作する場合、階層内の列(シングル

チェーンまたはマルチチェーン)は、単一データ・ソース内の同一テキスト・

ファイルから取得する必要があります。

標準階層およびメジャー階層に関する制限
標準階層およびメジャー階層には、次の制限が適用されます:

l データ・ソースの列またはメタデータ要素がすでに階層チェーンに存在する

場合、列または要素を階層チェーンに追加できません。

l 階層チェーンに複数のデータ・ソースの列またはメタデータ要素をドラッグ・

アンド・ドロップする場合には注意が必要です。1 つ以上の列または要素がす

でにチェーンに存在する場合、ドロップは拒否されます。複数の列または要

素を階層チェーンにドラッグする場合、チェーンに存在していない列または

要素を選択してください。

カレンダ階層に関する制限
カレンダ階層には次の制限が適用されます:

l Essbase モデルにカレンダ階層から作成された次元が含まれている場合、次の

制限が適用されます:

m テキスト・ファイルのデータ・ソースはサポートされません。

m 配置の場合、Essbase Studio サーバーをストリーミング・モードで実行する

必要があります(42 ページの「server.essbase.streamingCubeBuilding」を参

照)。

m キューブ配置時、「データ・ロード・オプション」グループで「既存デー

タに上書き」オプションは選択できません。

キューブ・スキーマに関する制限
これらの制限はキューブ・スキーマに適用されます:

l 既存のキューブ・スキーマからすでに Essbase モデルが作成されている場合、

そのキューブ・スキーマにデータ・ロード・バインディングを追加すると、

キューブ・スキーマとモデルは非同期になります。既存の Essbase モデルから
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配置する場合、そのモデルは新しいデータ・ロード・バインディングをピッ

ク・アップしないため、配置結果は無効になります。新しいデータ・ロード・

バインディングを使用してキューブを配置するには、新しい Essbase モデルを

作成し、その新しいモデルから配置する必要があります。

Essbase プロパティの編集および用途に関す
る制限
次のトピックでは、Essbase モデル・プロパティの編集および用途に関する制限に

ついて説明します:

l 368 ページの「Essbase モデルの再構築のガイドライン」

l 369 ページの「カスタム・データ・ロード SQL のガイドライン」

l 369 ページの「重複するメンバー名のサポートの制限事項」

l 369 ページの「XOLAP の機能のガイドライン」

l 371 ページの「独立次元のバインディングに関する制限」

l 371 ページの「可変属性編集のガイドライン」

l 372 ページの「テキスト・ファイルのデータ・ソース・メンバーの変換の制

限」

Essbase モデルの再構築のガイドライン

このトピックでは、特定のメタデータ要素やキューブ・スキーマを変更する場合

の Essbase モデルの処理を説明します。変更にはモデルの再構築が必要かどうかも

記載します。

Essbase モデルの再構築が不要な操作

次の操作をメタデータ・フォルダ、次元要素、導出テキスト・メジャー、テキス

ト・リスト、階層、メジャー階層またはキューブ・スキーマに対して行った場合、

Essbase モデルの再作成または再構築は必要ありません:

l 名前変更

l 移動

さらに、次の操作を実行した場合も Essbase モデルの再作成または再構築は必要あ

りません:

l 次元要素のバインディング、フィルタ、ソート順または別名セット・バイン

ディングの変更

l 導出テキスト・メジャーのバインディング、範囲または別名セット・バイン

ディングの変更

l テキスト・リストの値バインディングまたは ID バインディングの変更

l キューブ・スキーマでの上書きデータ・ロード・バインディングの変更

l 可変属性を含むモデルの場合:
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m 可変属性バインディングを含む階層の名前の変更

m 可変属性次元でリーフ・レベルとして使用される次元要素の名前の変更

m 可変属性の独立次元である階層の名前の変更

Essbase モデルの再構築が必要な操作

次の操作を行った場合、Essbase モデルの再作成または再構築が必要であることに

注意してください:

l 階層コンテンツの変更; 階層またはメジャー階層でのメンバーの順序変更、追

加または削除など

l キューブ・スキーマでの次元性の変更; 階層の追加や削除など

l キューブ・スキーマでの緩いメジャーの追加または削除

l キューブ・スキーマでのメジャー階層の変更

l キューブ・スキーマでのデフォルトのデータ・ロード・バインディングの上

書き

カスタム・データ・ロード SQL のガイドライン

重複メンバー名がサポートされる Essbase モデルでカスタム・データ・ロード SQL

を使用しないでください。Essbase Studio では、内部的に特別なタグが生成され、

重複メンバーが一意に識別されます。

重複するメンバー名のサポートの制限事項
重複するメンバーのサポートが使用可能になっている Essbase モデルでは、遅延

キー・バインディングが含まれる文字列以外の次元要素がモデルに存在する場合、

検証エラーが発生します。Essbase Studio サーバーでは、配置時に必要な連結され

たキー・バインディングを生成できません。

この問題を回避するには、Essbase モデルの「重複するメンバー名のサポート」オ

プションの選択を解除します。ただし、これを実行できない場合でも、その他の

解決方法があります:

l 遅延キー・バインディングを含む次元要素に、キー・バインディングを設定

します。

159 ページの「次元要素のキー・バインディング・オプションの選択」を参照

してください。

l 使用されている場合は、階層の次元要素にキー・バインディングを設定しま

す。

182 ページの「階層での遅延キー・バインディング列の使用」を参照してくだ

さい。

XOLAP の機能のガイドライン

215 ページの「XOLAP を使用するためのガイドライン」も参照してください。
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次のガイドラインが XOLAP の機能に適用されます:

l すべてのチェーンの結合パスが次元テーブルの同じセットに由来している場

合、Essbase Studio では、XOLAP 対応の Essbase モデルの配置時に代替階層がサ

ポートされます。次に示すサンプルの代替階層では、説明のために TBC デー

タベースが使用されています。

m 次の例では、ファクト・テーブルへの結合パスは同じ次元テーブルに由来

しています。

                  - PKGTYPE             (TBC.PRODUCT)

   - SKU              (TBC.PRODUCT)

- OUNCES              (TBC.PRODUCT)

   - SKU_ALIAS        (TBC.PRODUCT)

               

この場合、SALES ファクト・テーブルへの結合パスは次のようになりま

す:

TBC.PRODUCT joins TBC.SALES.

m 次の例では、ファクト・テーブルへの結合パスは次元テーブルの同じセッ

トに由来しています。

                  - FAMILY              (TBC.FAMILY)

   - SKU              (TBC.PRODUCT)

- FAMILYID            (TBC.FAMILY)

   - SKU_ALIAS        (TBC.PRODUCT)

               

この場合、SALES ファクト・テーブルへの結合パスは次のようになりま

す:

TBC.FAMILY joins TBC.PRODUCT joins TBC.SALES.

m 次の例では、ファクト・テーブルへの結合パスは異なる次元テーブルに由

来しています。

                  - UDAMKTTYPE          (TBC.MARKET)

   - STATE            (TBC.MARKET)

- PKGTYPE             (TBC.PRODUCT)

   - SKU              (TBC.PRODUCT)

               

この場合、SALES ファクト・テーブルへの異なる結合パスが 2 つあるた

め、代替階層シナリオはサポートされません:

1. TBC.MARKET joins TBC.SALES

2. TBC.PRODUCT joins TBC .SALES

m 次の例では、ファクト・テーブルへの結合パスは次元テーブルの異なる

セットに由来しています。

                  - FAMILYID            (TBC.FAMILY)
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   - INTRODATE        (TBC.PRODUCT)

- SKU_ALIAS           (TBC.PRODUCTDIM)

   - CAFFEINATED      (TBC.PRODUCT)

               

この場合、SALES ファクト・テーブルへの異なる結合パスが 2 つあるた

め、代替階層シナリオはサポートされません:

1. TBC.FAMILY joins TBC.PRODUCT joins TBC.SALES

2. TBC.PRODUCTDIM joins TBC.PRODUCT joins TBC .SALES

l 「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスの「アウトライン構築」

タブで、代替階層が含まれる次元を「複合階層使用可能」としてタグ付けで

きます。

l Essbase Studio は XOLAP 対応の Essbase モデルに属性次元を作成できます; ただ

し、属性次元の子レベルは 1 つのみであることが必要です。

独立次元のバインディングに関する制限
これらの制限は、可変属性で使用される独立次元のバインディングの定義に適用

されます:

l 独立次元のバインディングを定義する式は、一意、または重複のアウトライ

ンの配置に適用されます。ただし、式は一意と重複のメンバーに同時には適

用できません。

l 一意のアウトライン配置の場合、式の結果は独立メンバーのクラスのキャプ

ション・バインディングと一致する必要があります。

l 重複アウトライン配置の場合、式の結果は独立メンバーのクラスのキー・バ

インディングと一致する必要があります。

可変属性編集のガイドライン
次のシナリオでは、可変属性の再定義または編集が必要です:

l カタログのエクスポート/インポートを実行すると、Essbase モデルの可変属性

情報が失われます。カタログのエクスポート/インポート後は、メンバーが含

まれる Essbase モデルですべての可変属性メンバーを再定義する必要がありま

す。

l モデル内で使用されるデータ・ソース接続の名前を変更すると、古い接続名

を参照するモデルの可変属性メンバーの同期が保たれなくなります。新しい

データ・ソース接続名を参照できるように可変属性メンバーを編集する必要

があります。「Essbase モデル・プロパティ」ダイアログ・ボックスで、可変属

性メンバーを探して「可変属性の編集」ダイアログ・ボックスにアクセスし

ます。「独立次元設定」グループで、次の処理を行います:

m 可変属性のタイプが個別の場合は、「開始」列で式を編集します。

m 可変属性のタイプが範囲の場合は、「開始」列および「終了」列で式を編

集します。
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可変属性の作成および編集の詳細は、249 ページの「メンバーの可変属性の設定」

を参照してください。

テキスト・ファイルのデータ・ソース・メンバー
の変換の制限
テキスト・ファイルのデータ・ソースに二重引用符("")が含まれている場合、変

換ルールの作成時にはそれらを無視します。キューブ配置プロセスでは、二重引

用符は Essbase によって削除されます。たとえば、二重引用符を含むテキスト値の

"2000-01-01"の場合、2000 という年値を導出するには substr(1,4)を使用しま

す。

Essbase ビジネス・モデル・ソースに基づく Essbase
モデル
Essbase ビジネス・モデル・データ・ソースに基づく Essbase モデルを使用する場

合は、「重複するメンバー名のサポート」オプションを有効化することをお薦めし

ます。「重複するメンバー名のサポート」オプションを選択すると、Essbase ビジ

ネス・モデルに基づいた Essbase キューブで発生する可能性が高いメンバー名の競

合を解消できます。

Essbase モデルの再同期のガイドラインと制
限
l 基本チェーンと属性チェーンを含むマルチチェーン階層で、基本チェーンを

削除すると、Essbase モデルの再同期操作は成功しますが、このモデルのキュー

ブの配置に失敗します。

Essbase モデルの再同期操作では、モデルの検証は行われません。再同期され

たモデルにエラーがあっても、ユーザーには通知されません。したがって、

モデルの検証を別途行う必要があります。そのためには、「Essbase モデル・プ

ロパティ」ダイアログ・ボックスでモデルを開き、282 ページの「モデル・プ

ロパティの検証」の手順を実行します。

l 基本チェーンと属性チェーンを含むマルチチェーン階層で、属性チェーンの

中間レベルを追加または削除し、モデルの再同期を実行すると、属性次元か

ら属性設定が削除されます。

属性チェーンのレベルを追加または削除するたびに、モデルの再同期を実行

し、影響を受ける Essbase モデルの属性プロパティまたは可変属性プロパティ

を確認して再設定する必要があります。また、キューブの配置を試行する前

にモデルを検証することをお薦めします。

l 可変属性に含まれる階層のリーフ・レベルを削除し、モデルの再同期を実行

すると、再同期は成功したように見えますが、可変属性が機能しなくなりま

す。この階層を使用するキューブの配置は失敗します。
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モデルの再同期を実行したら、影響を受ける Essbase モデルの属性プロパティ

または可変属性プロパティを確認し、必要に応じて再設定してください。ま

た、キューブの配置を試行する前に必ずモデルを検証してください。

キューブ配置の制限とガイドライン

サブトピック

l キューブ配置に関する一般的な制限

l 管理サービス・コンソールでのルール・ファイルの制限

l XOLAP キューブの Essbase Studio サーバーで生成された MaxL について

l Essbase Studio ルール・ファイルでの MaxL の Import Dimensions ステートメントの使用

キューブ配置に関する一般的な制限
次の一般的な制限がキューブの配置に適用されます:

l カレンダ階層から作成された次元が含まれる Essbase モデルからデータをロー

ドする場合、次の制限が適用されます:

m テキスト・ファイルのデータ・ソースはサポートされません。

m Essbase Studio サーバーをストリーミング・モードで実行する必要がありま

す(42 ページの「server.essbase.streamingCubeBuilding」を参照)。

m 「データ・ロード・オプション」グループでは、「既存データに上書き」オ

プションを選択することはできません。

l Essbase モデルの作成元のキューブ・スキーマにデータ・ロード・バインディ

ングを追加すると、キューブ・スキーマとモデルは非同期になります。既存

の Essbase モデルから配置する場合、そのモデルは新しいデータ・ロード・バ

インディングをピック・アップしないため、配置結果は無効になります。新

しいデータ・ロード・バインディングを使用してキューブを配置するには、

新しい Essbase モデルを作成し、その新しいモデルから配置する必要がありま

す。

l XOLAP 対応モデルの増分構築がサポートされています。

XOLAP 対応の Essbase モデルから再配置する場合、「増分ロード」オプション、

新しいアプリケーション名およびデータベース名、または「 初にすべての

メンバーを削除」オプションを使用して既存の XOLAP アプリケーションの上

に配置できます。

l Oracle BI EE データ・ソースに基づいた XOLAP 対応の Essbase モデルは配置で

きません。

l 非ストリーミング・モード(server.propertiesで

server.essbase.streamingCubeBuilding=false)の場合は、Essbase Studio は

リリース 10.1.3.4 以降の Oracle BI EE データ・ソースからのみキューブを配置

できます。server.essbase.streamingCubeBuildingプロパティがストリー

ミングに設定(server.essbase.streamingCubeBuilding=true)されている場

合にのみ、以前のリリースの Oracle Business Intelligence Enterprise Edition (リ

リース 10.1.3.3)からキューブを配置できます。
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このプロパティの詳細は、42 ページの「server.essbase.streamingCubeBuilding」

を参照してください。

l IBM DB2: SELECT DISTINCT 文での LONG VARCHAR データ型の処理における

IBM DB2 の制限により、キューブの配置が失敗します。この失敗を回避する

には、server.essbase.disableDistinctを true に設定します。

このプロパティの設定の詳細は、47 ページの「server.essbase.disableDistinct」を

参照してください。

l データ・ソース列がレベル 0 のメンバー・セットにバインドされており、基

本メンバーと共有メンバーの両方を含んでいる場合、(同じ次元内に共有メン

バーを持つ)特定の基本メンバーに対して Essbase Studio で生成されたデータ・

ロード SQL 内に集約されるデータは、共有メンバーの数に応じて増加する可

能性があります。この場合、211 ページの「標準データ・ロード SQL の上書

き」の説明に従って、ユーザー独自のカスタム・データ・ロード SQL を定義

することをお薦めします。

たとえば、TBC サンプルを使用すると、100-10 で Diet の下に共有メンバーが

あるため、100-10 に対して標準データ・ロード SQL 内に集約されるデータは

本来の量の 2 倍になります。正しい集約データを取得するには、手動でカス

タム・データ・ロード SQL に group by 列(Family)をもう 1 つ追加し、「データ・

ロードにカスタム SQL を使用」オプションを選択します。

管理サービス・コンソールでのルール・ファイル
の制限
管理サービス・コンソールでは、Essbase Studio により生成されたルール・ファイ

ルを使用する際に、次のガイドラインが適用されます:

l データ・ロードのルール・ファイルは読取り専用です; 編集はできません。

l 次元構築(メンバー・ロード)のルール・ファイルは開くことも表示することも

できません。

l メジャー階層のメンバーが 250 を超える場合、Essbase Studio は 250 のメンバー

ごとに 1 つのルール・ファイルを作成します。

XOLAP キューブの Essbase Studio サーバーで生成さ
れた MaxL について

「キューブ配置ウィザード」でオプションを選択し、選択内容を MaxL スクリプト

として保存することで、MaxL の deploy ステートメントを生成できます。

XOLAP キューブを再配置する際、Essbase Studio サーバーで生成された MaxL を編

集して配置設定を削除または変更すると、データに一貫性がなくなる可能性があ

ります。

XOLAP キューブを再配置するために、Essbase Studio サーバーで生成された MaxL

スクリプトを編集して配置設定を変更しないでください。かわりに、「キューブ配
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置ウィザード」を起動して必要な選択を行い、その選択内容を新しい MaxL スク

リプトに保存することをお薦めします。

Essbase Studio ルール・ファイルでの MaxL の Import
Dimensions ステートメントの使用

Essbase Studio で作成したルール・ファイルから、MaxL の Deploy ステートメント

を使用して Essbase にメンバーやデータをロードできます。このタスクは Deploy

ステートメントを使用すると も簡単に実行できます。

ただし、MaxL の Import Dimensions ステートメントを使用して Essbase Studio で生

成されたルール・ファイルからメンバーをロードすることも可能です。Import

Dimensions ステートメントを使用してアウトラインを構築する場合は、ファクト・

テーブルまたはユーザー定義メンバーのみが含まれる階層からの会計次元の構築

に問題があることに注意してください。この場合は、MaxL の Import Dimensions

ステートメントで呼び出せる、空のダミー・テキスト・ファイルを用意します。

例:

      import database 'tbc.MaxL1' dimension from local text data_file 'C:\dummy.txt' 

using server rules_file 'Account' on error append to 'C:\Hyperion\textUn1.log';

   

ドリルスルー・レポートの制限とガイドライ
ン

サブトピック

l ドリルスルー操作の一般的な制限事項

l ドリルスルーにおけるポート番号の制限

ドリルスルー操作の一般的な制限事項
l ドリルスルーのテンプレート SQL を使用するドリルスルー・レポートと重複

メンバー名をサポートする Essbase モデルを関連付けないでください。Essbase

Studio では、内部的に特別なタグが生成され、重複メンバーが一意に識別され

ます。

l ドリルスルーのターゲット URL の長さは、 大で 256 文字までです。

l Oracle Hyperion EPM Architect のソースから作成された階層は、ドリルスルー・

レポートでサポートされません。

l Essbase Studio で構築されたキューブでは、セル範囲に対するドリルスルーは

使用できません。

ドリルスルー・レポートの制限とガイドライン 375



ドリルスルーにおけるポート番号の制限
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System コンフィグレータを使用

した初期構成後に、server.propertiesファイルの transport.portプロパティ

を手動で変更した場合、ポートの変更前に構築されたキューブに対するドリルス

ルー接続は正しく機能しません。308 ページの「キューブ・リンケージの更新」

の手順に従って、キューブに保管されているポート番号をリフレッシュする必要

があります。

注： ポート変更後に構築されたキューブは正常に機能します。
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データベースとアプリケーションの命名規則
次の Essbase 命名ルールがデータベース名とアプリケーション名に適用されます:

l 非 Unicode モードのアプリケーションとデータベースの命名では 8 バイト以下

の文字列を使用します。

l Unicode モードのアプリケーションとデータベースの命名では 30 文字以下の

文字列を使用します。

l スペースは使用しません。

l 表 7 に記載されている文字は使用しません。

表 7 アプリケーション名とデータベース名で使用できない文字のリスト

文字 説明

* アスタリスク

[] 大かっこ

: コロン

; セミコロン

, カンマ

= 等号

> 大なり記号

< 小なり記号

. ピリオド

+ プラス符号

? 疑問符
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文字 説明

" 二重引用符

' 単一引用符

/ スラッシュ

\ 円記号(バックスラッシュ)

| 垂直棒

 タブ

l データベース名には、次の語を使用しないでください:

m 文字列 drxxxxxx(大文字と小文字は区別しない)

m Replay(予約語)

l 集約ストレージ・データベースの場合は、アプリケーション名またはデータ

ベース名に次の語を使用しないでください:

            DEFAULT

LOG

METADATA

REPLAY

TEMP

         

アプリケーション名とデータベース名では、大文字と小文字が区別されます。ア

プリケーション名またはデータベース名は、入力したとおりに作成されます。た

とえば、すべて大文字で名前を入力した場合(例: NEWAPP)、Essbase によって自動

的に、 初が大文字で後は小文字に変換されることはありません(例: Newapp)。

メタデータ要素の命名規則
次のトピックでは、メタデータ要素に適用する Essbase の命名ルールを説明しま

す:

l 378 ページの「Essbase 命名ルールの制限を受けるメタデータ要素」

l 379 ページの「メタデータ要素の命名規則」

Essbase 命名ルールの制限を受けるメタデータ要素

Essbase 命名ルールは、次のメタデータ要素に適用されます:

l すべての階層タイプ

l 次元要素

注： 列に基づいていない次元要素; つまり、文字列定数のバインディングは

Essbase 命名ルールの制限を受けます。
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l 導出テキスト・メジャー

l 別名セット名

l ドリルスルー・レポート

メタデータ要素の命名規則
次のトピックでは、メタデータ要素に適用される命名規則をリストします:

l 379 ページの「メタデータ要素の命名の一般的なガイドライン」

l 380 ページの「使用できない文字」

l 380 ページの「予約語」

メタデータ要素の命名の一般的なガイドライン

メタデータ要素の名前付けを行うときは、次のガイドラインに従います:

注： 通常、Essbase Studio のメタデータ要素の名前に疑問がある場合は、Essbase

命名ルールに従えば安全ですが、381 ページの「Essbase 命名規則の例外」

を参照してください。

l メタデータ要素の名前付けを行うときは、80 バイト以下の文字列を使用しま

す。

l 名前では、大文字と小文字の区別を使用可能にしていない場合には、大文字

と小文字は区別されません。

Oracle Essbase Administration Services Online Help のアウトライン・プロパティ

の設定を参照してください。

l 集約ストレージ・アウトラインで重複メンバー名が使用可能になっている場

合、大文字と小文字の区別が使用可能になっていても、同じ名前(大文字と小

文字のみが異なる)をメタデータ要素の名前として使用しないでください。た

とえば、次元に Product という名前を付けた場合、別の次元に product という

名前を付けないでください。

l 名前の中に、二重引用符(" ")、大かっこ([])またはタブを使用しないでくださ

い。

l 名前の先頭または末尾にスペースを入れないでください。Essbase では、その

ようなスペースは無視されます。

l 計算スクリプトのコマンド、演算子およびキーワード

l レポート・ライターのコマンド

l 関数名および関数の引数

l その他のメタデータ要素の名前(メンバーが共有でない場合)

注： 動的時系列メンバーを使用可能にしている場合は、関連する世代名の履歴、

年、季、期間、四半期、月、週および日は使用しないでください。
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使用できない文字

次元名やメンバー名の先頭では、表 8 の文字は使わないでください:

表 8 メタデータ要素名で制限されている文字のリスト

文字 説明

@ アット・マーク

\ 円記号(バックスラッシュ)

{ } 中かっこ

, カンマ

- ダッシュ、ハイフンまたはマイナス

= 等号

< 小なり記号

() 丸かっこ

. ピリオド

+ プラス符号

' 単一引用符

_ アンダースコア

| 垂直棒

予約語

次の名前の変更時には、予約語を使用できます:

l Essbase キューブ

l キューブ・スキーマ

l Essbase モデル

l メタデータ要素

次の語は、階層またはユーザー定義メンバーの名前に使用できません。

ALL AND ASSIGN AVERAGE CALC CALCMBR COPYFORWARD CROSSDIM CURMBRNAME DIM DIMNAME DIV DYNAMIC EMPTYPARM EQ EQOP EXCEPT EXP EXPERROR FLOAT FUNCTION GE GEN GENRANGE GROUP GT ID IDERROR INTEGER LE LEVELRANGE LOOPBLOCK LOOPPARMS LT MBR MBRNAME MBRONLY MINUS MISSING MUL MULOP NE NON NONINPUT NOT OR PAREN PARENPARM PERCENT PLUS RELOP SET SKIPBOTH SKIPMISSING SKIPNONE SKIPZERO TO TOLOCALRATE TRAILMISSING TRAILSUM UMINUS UPPER VARORXMBR XMBRONLY $$$UNIVERSE$$$ #MISSING #MI

ドリルスルー・レポートの命名ガイドライン
l ドリルスルー・レポートの名前を付けるときは、次のガイドラインに従いま

す:

m 末尾に円記号(バックスラッシュ)(\)は使用できません

m パイプ文字(|)は使用できません
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m 単一引用符(')は使用できません

Essbase 命名規則の例外
Oracle Essbase の大部分の命名規則は Essbase Studio にも適用されますが、特定の条

件下では、次のような一部の Essbase Studio エンティティに異なる命名ルールが存

在します:

l フォルダ

l データ・ソース

l ミニスキーマ

l キューブ・スキーマ
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CPL 式の概要
次元要素の「ドリルスルー・フィルタ」や「プロパティの編集」などの Oracle

Essbase Studio ツールで、共通プラットフォーム言語(Common Platform Language:

CPL)式を作成してデータ・ソースの情報にアクセスできます。式は、言語定義の

構文に従ったオペランドと演算子のシーケンスです。各式では値が戻され、その

値の型によって式の型が定義されます。

注： CPL 式のすべての部分式は、同じ接続から取得する必要があります。

CPL 式は次のものから構成されます:

l 383 ページの「オペランド」

l 388 ページの「演算子」

オペランド
オペランドとは、式の操作の対象となるオブジェクトです。また、データを表し、

データにアクセスするために使用される名前です。

構文の要素
オペランドには、次の要素が含まれます。構文は、値のタイプとデータ・ソース

によって異なります:

l <KEYWORD>

キーワードは、値のタイプを表します。たとえば、キーワードは、式の値の

タイプが connectionなのか classなのかを示します。

l :
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コロン(:)は、キーワードの値のタイプを式に割り当てます。

l \

円記号(バックスラッシュ)("\")は、フォルダを表します。フォルダは、その他

のオブジェクトを結合したり、その他のフォルダを含めたり、カタログのオ

ブジェクトの場所を定義したりするオブジェクトです。フォルダには、同じ

名前で同じタイプの 2 つのオブジェクトは含められませんが、同じ名前で異

なるタイプの 2 つのオブジェクトを含めることはできます。

フォルダは次のように表されます:

            <folder> 

            :: = 

            \ 

            |

             <folder> <folder_name> \

         

ルート・フォルダへのアクセス:

            \

         

フォルダへのアクセス:

            \'folder'\

         

サブフォルダへのアクセス:

            \'folder'\'subfolder'\

         

l '<NAMEx>'

要素名は単一引用符で囲む必要があります。名前はデータ・ソースに応じて、

接続、クラス、カタログ、スキーマ、テーブル、フォルダまたはサブフォル

ダになります。

l ::

2 つのコロン(::)は、データベース接続またはテキスト・ファイルにアクセスし

ます。たとえば、tbc というデータベース接続の情報にアクセスする場合は、

次のようになります:

            connection : \'tbc'

            ::

            'tbc.family'.'FAMILY'

         

l .

ドット(.)は、列など、テーブルやファイルに含まれている属性または値にア

クセスします。
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接続
接続では、リレーショナル・テーブル、多次元キューブまたはフラット・ファイ

ルなど、データを取得する物理データ・ソースにアクセスします。connection

キーワードは接続を示しており、ソースによって従う構文は異なります。

注： 接続はルート・フォルダにのみ存在します。

2 つのレベルを持つデータベース

データベース接続には、次の 2 つのレベルがあります:

      connection : \ '<CONNECTION_NAME>'::'<CATALOG/SCHEMA>.<TABLE>'.'<COLUMN>'

   

例:

      connection : \'tbc'::'tbc.family'.'FAMILY'

   

3 つのレベルを持つデータベース

データベース接続に 3 つのレベルがある場合があります:

      connection : \ '<CONNECTION_NAME>'::'<CATALOG>.<SCHEMA>.<TABLE>'.'<COLUMN>'

   

例:

      connection : \'tbc'::'tbc.tbc.family'.'FAMILY'

   

フラット・ファイル(1 レベル)

フラット・ファイルには、次のように 1 つのレベルのみが含まれます:

      connection : \ '<DATA_SOURCE_NAME>'::'<FILENAME>'.'<COLUMN>'

   

例:

      connection : \'DataFile'::'dmdemo.txt'.'Actual'

   

ユーザー定義テーブル

ユーザー定義テーブルには、任意の名前を付けられますが、単一引用符は使用で

きません:
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      connection : \ '<DATA_SOURCE_NAME>'::'<USER_DEFINED_FILE_NAME>'.'<COLUMN>'

   

例:

      connection : \'tbc'::'myTable'.'FAMILY'

   

クラス
クラスは、ビジネス・エンティティを表す論理要素で、物理データ・ソースにバ

インドできます。単純なクラスは、より複雑なクラスの基準になります。論理要

素には、整数、数値または文字列などの単位があります。各クラスには、そのデー

タを表す外部データ・ソースへのバインディングがあります。

クラスを示し、次の一般パターンに従う classキーワード:

      class :

       <folder> '<CLASS_NAME>'

   

例:

      class : \'folder1'\'folder2'\'My Object'

   

注： クラスはどのフォルダにも配置できます。

定数
定数および定数リテラルは、一時的な値を保管するオブジェクトです。定数は基

本値型を表し、定数リテラルは複合値型の値を表します。定数は、階層またはク

ラスで参照されます。

l 数値定数

数値定数の単位は数値です。

符号なし正数:

            31.27

         

符号付き負数:

            -10.4

         

指数:

            5.4e+4 
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l 正数定数

整数定数の単位は整数です。

符号なし正数:

            1

         

符号付き負数:

            -45

         

l long 型定数

long 型定数の単位は long 型です。

例:

            1L

         

例:

            100000000000001L

         

l ブール定数

ブール定数の単位はブールです。

ブールは、評価条件に応じて TRUEまたは FALSEのいずれかを戻します。

l 文字列定数

文字列定数の単位は文字列です。文字列定数は次の方法で表記できます:

m 引用符を使用する方法:

                  "Example of string value"

               

二重引用符を文字列内で使用する場合、文字列内の二重引用符を 2 つ続け

て入力する必要があります。例:

                  "Example of string value 

                  ""

                   with quote inside"

               

m 大かっこを使用する方法:

                  $[[Example of string value " with quote inside]]$

               

m かっこを使用する方法:
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                  $((Example of string value " with quote inside))$

               

大かっこおよびかっこ内の文字列定数には、引用符などの任意の記号を文字

列として含めることができます。パーサーからは特殊文字ではなく文字列と

して解釈されます。

演算子
演算子は、オペランドに対して実行され値が戻されるコマンド式です。各演算子

には、名前、優先度およびシグネチャがあります。シグネチャでは、複数のオペ

ランドの型の値とその値のタイプが定義されます。

計算の順序
表 9 に示す順序で複数の演算子を評価します。優先度 1 が 高で、優先度 8 が

低です。

表 9 演算子の優先度

優先度 演算子

1
                     ( )

                  

2
                     not   +     – (Unary)

                  

3
                     *     /     mod

                  

4
                     +     – (Binary)

                  

5
                     ||

                  

6
                     <     <=    >     >=    ==    !=

                  

7
                     and

                  

8
                     or

                  

同じ優先度のオペランドは、左から右の順に実行されます。
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グループ化
部分式を結合するには、グループ化演算子を使用します。

() グループ化-かっこ

カッコで囲まれたグループは、演算子の標準の優先度よりも優先度が高くなります。また、オペランドを
囲んで読みやすくするなど、式の要素を明確にするためにも使用できます。

例:

                     (7–2)*6

                  

例

判読を容易にするためにオペランドを囲む

      

(connection :

  \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'OPENINGINVENTORY') 

   

接続

      (

  (connection :

    \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'OPENINGINVENTORY')

-

  (connection :

    \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'SALES')

) 

* 

connection : \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'COGS'

   

論理演算子
条件を評価するには、論理演算子を使用します。

not ブール-単項 not。

戻り値:

l TRUE-条件が FALSE の場合

l FALSE-条件が TRUE の場合

例:

                     not true

                  

演算子 389



and ブール-2 項 and。可換。

戻り値:

l TRUE-両方の条件が TRUE の場合

l FALSE-いずれかの条件が FALSE の場合

例:

                     true and false

                  

or ブール-2 項 or。可換。

戻り値:

l TRUE-いずれかの条件が TRUE の場合

l FALSE-両方の条件が FALSE の場合

例:

                     true or false

                  

== 条件-等しい

例:

                     2 == 1

                  

!= 条件-等しくない

例:

                     "Denver" != "Maine"

                  

< 序数条件-より小さい

例:

                     0 < -0.1

                  

> 序数条件-より大きい

例:

                     10 > 0.1

                  

<= 序数条件-以下

例:

                     0 <= 50
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>= 序数条件-以上

例:

                     10 >= 0

                  

例

クラスの使用

      class : \'folder1'\'FAMILY' != "100"

   

接続

      connection :

  \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'SALES' < 25000

   

算術演算子
算術演算子は算術演算を行います。

+ 加算または正数-可換です。

l 単項: 正の整数

例:

                           +1

                        

l 2 項: 加算

例:

                           2 + 3
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- 減算または負数-非可換です。

l 単項: 負の整数

例:

                           -1

                        

l 2 項: 減算

例:

                           3 — 2

                        

* 乗算-可換です。

例:

                     5 * 10

                  

/ Division—非可換です。

例:

                     100 / 10

                  

mod 絶対値(整数)-除数と非除数の余りを戻します。

例:

                     18 mod 5

                  

3 を戻します。

例

接続

      (connection :

  \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'SALES') 

-

(connection :

  \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'COGS')

   

グループ化演算子

      (

  (connection :

    \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'OPENINGINVENTORY') 
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-

  (connection :

    \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'SALES')

) 

* 

connection : \'DB_conn'::'TBC.tbc.SALESFACT'.'COGS'

   

文字列演算子
文字列では、文字列演算子を使用します。

|| 連結

連結は、文字列式または文字セットのみに適用できます。複数の文字列を 1 つに組み合せます。非可換的

です。

例

接続を使用した文字列の構築

      connection : \'tbc'::'tbc.region'.'UDA' 

 || "_" 

 || connection : \'tbc'::'tbc.region'.'REGION'

   

変換された数値を持つ文字列の構築

      "Sales " || 

  (connection : \'tbc'::'tbc.salesfact'.'SALES' . toString)

   

CPL SQL 関数
SQL 関数は標準 SQL ルールをサポートしています。

日付
SQL の日時関数です。

dayOfMonth

与えられた日付の日付番号を戻します。

構文

      'dayOfMonth' ( <datetime> )
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パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

整数

例

      'dayOfMonth' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

month

与えられた日付の月番号を戻します。

構文

      'month' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

整数

例

      'month' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE'  ) 

   

monthName

与えられた日付の月名を戻します。

構文

      'monthName' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列
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例

      'monthName' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' )

   

monthShortName

与えられた日付の月の省略名を戻します。

構文

      'monthShortName' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列

例

      'monthShortName' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

quarter

与えられた日付の四半期番号を戻します。

構文

      'quarter' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

整数

例

      'quarter' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

quarterAsString

与えられた日付の四半期の名前を戻します。
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構文

      'quarterAsString' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列

例

      'quarterAsString' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' )

   

weekday

与えられた日付の曜日番号を戻します。

構文

      'weekday' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

整数

例

      'weekday' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

weekdayName

与えられた日付の曜日の名前を戻します。

構文

      'weekdayName' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。
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戻り値

文字列

例

      'weekdayName' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' )

   

weekdayShortName

与えられた日付の曜日のショート名を戻します。

構文

      'weekdayShortName' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列

例

      'weekdayShortName' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

年

与えられた日付の年を戻します。

構文

      'year' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列

例

      'year' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' )
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yearShort

与えられた日付の年の省略名を戻します。

構文

      'yearShort' ( <datetime> )

   

パラメータ

l <datetime>は、日時オペランドです。

戻り値

文字列

例

      'yearShort' ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.SALES'.'TRANSDATE' ) 

   

文字列
文字列は、SQL の文字列ルールに従います。したがって、文字列の 初の位置は

1 になります。たとえば、次の文字列では位置 1 に「A」があります。また、例の

下に各位置が示されています:

      “A   s t r i n g”

   

       | | | | | | | | 

   

       1 2 3 4 5 6 7 8

   

contains

文字列全体に該当の部分文字列が存在しているかどうかを判断します。

構文

      contains ( <fullStr> , <substr> ) 

   

パラメータ

l <fullStr>は、文字列全体です。

l <substr>は、文字列全体に含まれる検索対象となる部分文字列です。
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戻り値

ブール

l TRUE-部分文字列が文字列内に存在する場合

l false—文字列に部分文字列がない場合

例

      contains ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' , "e" ) 

   

index

文字列全体にある部分文字列の開始位置を示す数値を戻します。

構文

      index ( <fullStr> , <subStr> )  

   

パラメータ

l <fullStr>は、文字列全体です。

l <substr>は、文字列全体に含まれる検索対象となる部分文字列です。

戻り値

整数

例

      index ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' , "e" ) 

   

leftStr

入力したインデックス番号の左にある入力文字列の部分文字列を戻します。

構文

      leftStr ( <string> , <index> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

l <index>は、インデックス番号です。

戻り値

文字列
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例

      leftStr ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' , 2 ) 

   

length

入力文字列のスペースを含む文字数を戻します。

構文

      length ( <string> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

整数

例

      length ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' ) 

   

lower

入力文字列のアルファベット文字をすべて小文字に変換します。

構文

      lower ( <string> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      lower ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' )

   

lTrim

入力文字列の前のスペースを削除します。
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構文

      lTrim ( <string> )

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      lTrim ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET.STATE' ) 

   

rightStr

入力番号インデックスの右に入力文字列の部分文字列を戻します。

構文

      rightStr ( <string> <index> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

l <index>は、インデックス番号です。

戻り値

文字列

例

      rightStr ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' , 2 ) 

   

rTrim

入力文字列の末尾のスペースを削除します。

構文

      rTrim ( <string> ) 
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パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      rTrim ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' ) 

   

soundex

入力文字列の音声記号を戻します。

構文

      soundex ( <string> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      soundex (  connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' ) 

   

substr

入力文字列の部分文字列です。

構文

      substr ( <string> , <startNumber> , <numberOfCharacters> )

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

l <startNumber>は、部分文字列の開始位置を表す番号です。

l <numberOfCharacters>は、部分文字列の長さです。
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戻り値

文字列

例

      substr ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' , 1 , 5 )

   

trim

入力文字列の前後のスペースを削除します。

構文

      trim ( <string> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      trim ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' ) 

   

upper

入力文字列のアルファベット文字をすべて大文字に変換します。

構文

      upper ( <string> ) 

   

パラメータ

l <string>は、文字列です。

戻り値

文字列

例

      upper ( connection : \'DB'::'TBC.tbc.MARKET'.'STATE' ) 
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数値

abs

入力数値の絶対値を戻します。

構文

      abs ( <number> ) 

   

パラメータ

l <number>は数値です。

戻り値

数値

例

      abs ( connection : \'tbc'::'tbc.salesfact'.'SALES' ) 

   

exp

e(2.7182818)を arg 乗した値を戻します。

構文

      exp ( <number> ) 

   

パラメータ

l <number>は数値です。

戻り値

数値

例

      exp ( 3 ) 

   

ln

入力数値の自然対数を戻します。
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構文

      ln ( <number> ) 

   

パラメータ

l <number>は数値です。

戻り値

数値

例

      ln ( 46 ) 

   

log10

入力した数値の 10 を底とする対数を戻します。

構文

      log10 ( <number> ) 

   

パラメータ

l <number>は数値です。

戻り値

数値

例

      log10 ( 136 )

   

pow

y の累乗値 x を戻します。

構文

      pow ( <number_x> , <number_y> ) 

   

パラメータ

l <number_x>は数値です。
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l <number_y>は数値です。

戻り値

数値

例

      pow ( 25 , 2 ) 

   

sqrt

入力数値の平方根を戻します。

構文

      sqrt ( <number> ) 

   

パラメータ

l <number>は数値です。

戻り値

数値

例

      sqrt ( 16 ) 
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用語集

!「感嘆符」を参照してください。

#MISSING「欠落データ」を参照してください。

2 パス 他のメンバーの計算済の値に依存するメン

バーを再計算するために使用される、Essbase のプ

ロパティです。2 パスのメンバーは、2 番目のパス

の間にアウトラインから計算されます。

Calculation Manager Planning および Financial

Management のユーザーがグラフィカルな環境でビ

ジネス・ルールを設計、検証、管理するために使用

できる、Enterprise Performance Management

Architecture(EPMA)のモジュールの 1 つです。

CDF「カスタム定義関数」を参照してください。

CDM「カスタム定義マクロ」を参照してください。

Cookie Web サイトによってコンピュータ上に配置さ

れたデータのセグメントです。

EPM Oracle インスタンス EPM System 製品のアクティ

ブで動的なコンポーネント(実行時に変更できるコ

ンポーネント)が含まれているディレクトリです。

EPM Oracle インスタンス・ディレクトリの場所は

構成時に EPM System コンフィグレータを使用して

定義します。

EPM Oracle ホーム EPM System 製品で必要なファイル

を含むミドルウェア・ホームのサブディレクトリで

す。EPM Oracle ホームの場所は、EPM System イン

ストーラでのインストール中に指定されます。

essbase.cfg Essbase のオプションの構成ファイルで

す。管理者は、このファイルを編集して Essbase

サーバー機能をカスタマイズできます。一部の構成

は、Essbase クライアントで使用することにより、

Essbase サーバーの設定を上書きできます。

ESSCMD Essbase の操作を対話的に実行したり、バッ

チ・スクリプト・ファイルから実行したりするため

の、コマンドライン・インタフェースです。

ESSLANG テキスト文字を解釈するために使用される

エンコード方式を定義する Essbase 環境変数です。

「エンコード方式」も参照してください。

ESSMSH「MaxL シェル」を参照してください。

Extensible Markup Language (XML) データに属性を割り当

てるタグのセットで構成される言語です。スキーマ

に基づいて、複数のアプリケーションの間で解釈可

能です。

Extract-Transform-Load (ETL) データを抽出してアプリ

ケーションに移行するための、データ・ソース固有

のプログラムです。

GUI グラフィカル・ユーザー・インタフェース

ID 外部認証におけるユーザーまたはグループの固

有の ID です。

Interactive Reporting 接続ファイル(.oce) データベース

API(ODBC、SQL*Net、など)、データベース・ソフ

トウェア、データベース・サーバーのネットワー

ク・アドレス、データベース・ユーザー名などの

データベース接続情報を含むファイルです。管理者

は、Interactive Reporting 接続(.oce)ファイルを作成

して発行します。

Java アプリケーション・サーバー・クラスタ Java 仮想

マシン(JVM)のアクティブ-アクティブ・アプリケー

ション・サーバー・クラスタです。

Java データベース接続(JDBC) Java ベース・クライアン

トとリレーショナル・データベースにより使用され

るクライアントとサーバー間の通信プロトコルで

す。JDBC インタフェースにより、SQL ベースの

データベース・アクセスのための呼出しレベル API

が提供されます。

JSP Java Server Page です。
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KeyContacts ガジェット Smart Space ユーザーのグルー

プを含み、Smart Space Collaborator へのアクセスを

提供するガジェットです。たとえば、マーケティン

グ・チームおよび開発チーム向けに個別の

KeyContacts ガジェットを使用できます。「ガジェッ

ト」も参照してください。

LRO「リンク・レポート・オブジェクト」を参照し

てください。

MaxL Essbase で使用される多次元データベース向け

アクセス言語です。データ定義の言語(MaxL DDL)

とデータ操作の言語(MaxL DML)から構成されます。

「MaxL DDL」、「MaxL DML」および「MaxL シェル」

も参照してください。

MaxL DDL Essbase で、バッチまたは対話的なシステ

ム管理のタスクに使用されるデータ定義の言語で

す。

MaxL DML Essbase で、データのクエリーと抽出に使

用されるデータ操作の言語です。

MaxL DML の計算済メンバー 分析を目的として設計さ

れたメンバーです。MaxL DML クエリーのオプショ

ンの WITH セクションで定義されます。

MaxL Perl モジュール Essbase MaxL DDL の一部である

Perl モジュール(essbase.pm)です。このモジュールを

Perl パッケージに追加すると、Perl プログラムから

Essbase データベースにアクセスできます。

MaxL シェル MaxL ステートメントを Essbase サー

バーに渡すためのインタフェースです。MaxL シェ

ルの実行可能ファイル(UNIX は essmsh、Windows

は essmsh.exe)は、Essbase の bin ディレクトリに格

納されています。

MaxL スクリプト・エディタ 管理サービス・コンソー

ルのスクリプト開発環境です。MaxL スクリプトで

Essbase を管理するとき、テキスト・エディタと

MaxL シェルの代替として MaxL スクリプト・エ

ディタを使用できます。

MDX (多次元式) 多次元準拠データベースでクエリー

と計算に使用される言語です。

MIME タイプ オブジェクトを開くアプリケーション

をシステムが判断するための、アイテムのデータ・

フォーマットを示す属性。ファイルの

MIME(Multipurpose Internet Mail Extension)タイプは

ファイル拡張子または HTTP ヘッダーにより決定さ

れます。プラグインはブラウザに対して、サポート

される MIME タイプ、および各 MIME タイプに対

応するファイル拡張子を通知します。

NULL 値 データのない値です。NULL 値はゼロに等

しくありません。

ODBC Open Database Connectivity の略です。データ

ベース管理システム(DBMS)の情報処理方法に関係

なく、あらゆるアプリケーションにより使用される

データベース・アクセスの方法です。

OLAP メタデータ・カタログ Essbase 統合サービスにお

ける、リレーショナル・データ・ソースから引き出

されたデータの性質、ソース、場所および種別につ

いて説明するメタデータを含むリレーショナル・

データベースです。

OLAP モデル Essbase Integration Services における、リ

レーショナル・データベースのテーブルおよび列か

ら作成された論理モデル(スター・スキーマ)です。

OLAP モデルは多次元データベースの構造を生成す

るために使用されます。「オンライン分析プロセス

(OLAP)」も参照してください。

Open Database Connectivity (ODBC) 標準のアプリケーショ

ン・プログラミング・インタフェース(API)です。

これにより、アプリケーションから複数のサード

パーティ・データベースにアクセスできます。

Oracle ホーム 特定の製品に必要なインストール済

ファイルを含むディレクトリで、ミドルウェア・

ホームのディレクトリ構造内にあります。「ミドル

ウェア・ホーム」も参照してください。

PL 勘定(P&L) 損益勘定です。P&L は通常、会社の損

益計算書を構成する費用勘定と収益勘定の集合を指

します。
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POV (視点) 行、列、またはページ軸に割り当てられ

ていないメンバーを選択することにより、データ・

フォーカスを設定する機能です。たとえば、FDM

での POV の選択項目には、場所、期間、カテゴリ、

およびターゲット・カテゴリが含まれる可能性があ

ります。また、Smart View で POV をフィルタとし

て使用すると、Currency 次元を POV に割り当て、

Euro メンバーを選択できます。データ・フォーム

で POV を選択すると、ユーロ建でデータが表示さ

れます。

Production Reporting「SQR Production Reporting」を参

照してください。

PVA「期別価額メソッド」を参照してください。

root メンバー 次元分岐における 上位のメンバーで

す。

Shared Services レジストリ Shared Services リポジトリ

の一部です。ほとんどの EPM System 製品(インス

トール・ディレクトリ、データベース設定、コン

ピュータ名、ポート、サーバー、URL、依存サービ

ス・データなど)の EPM System 配置情報を管理しま

す。

SPF ファイル SQR Production Reporting Server で作成

される、プリンタに依存しないファイルです。フォ

ント、間隔、ヘッダー、フッターなど、フォーマッ

トされた実際のレポート出力を表します。

SQL スプレッドシート SQL クエリーの結果セットを

表示するデータ・オブジェクトです。

SQR Production Reporting データ・アクセス、データ操

作、および SQR Production Reporting ドキュメント

作成のための専用プログラミング言語です。

Structured Query Language (SQL) リレーショナル・デー

タベースに対する指示を処理するために使用される

言語です。

TCP/IP「Transmission Control Protocol/Internet

Protocol」を参照してください。

Transmission Control Protocol/Internet Protocol (TCP/IP) 異な

るオペレーティング・システムおよび内部アーキテ

クチャを持つコンピュータをリンクする標準的な通

信プロトコルのセットです。TCP/IP を使用すると、

LAN および WAN に接続する多様なコンピュータと

の間でのファイルの交換、メールの送信、および

データの格納が可能です。

Unicode モードのアプリケーション 文字テキストが

UTF-8 でエンコードされている Essbase アプリケー

ションです。様々な言語に設定されているコン

ピュータを使用するユーザーが、アプリケーショ

ン・データを共有できます。

WebLogic Server ホーム WebLogic Server インスタンス

で必要なインストール済ファイルを含むミドルウェ

ア・ホームのサブディレクトリです。WebLogic

Server ホームは、Oracle ホームのピアです。

WITH セクション MaxL DML で、オプションで使用で

きるクエリーのセクションです。セットまたはメン

バーを定義する再利用可能な論理を作成するために

使用されます。WITH セクションでセットまたはカ

スタムのメンバーを一度定義すると、クエリー中に

複数回参照できます。

Workspace ページ 複数のソース(ドキュメント、URL、

その他のコンテンツ・タイプ)からのコンテンツを

使用して作成されるページです。Oracle およびその

他のソースからのコンテンツを集約するために使用

できます。

ws.conf Windows プラットフォーム用の構成ファイ

ルです。

wsconf_platform UNIX プラットフォーム用の構成ファ

イルです。

XML「Extensible Markup Language」を参照してくだ

さい。

XOLAP アウトラインのメンバーのみを格納し、クエ

リー時にリレーショナル・データベースからすべて

データを取得する、Essbase の多次元データベース

です。XOLAP は、集約ストレージ・データベース

および重複メンバー名を含むアプリケーションをサ

ポートします。

Y 軸スケール「調査」セクションに表示される、

チャートの Y 軸上の値の範囲です。たとえば、各

チャートについて一意の Y 軸スケールを使用した

り、すべての詳細チャートに同一の Y 軸スケール

を使用したり、または列内のすべてのチャートに同

一の Y 軸スケールを使用することが可能です。多

くの場合、共通の Y 軸スケールを使用すると、一

目でチャートを比較できるようになります。

Zero Administration サーバー上のプラグインの 新バー

ジョン番号を識別するソフトウェア・ツールです。
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「OK」ステータス 集計ステータスの 1 つです。エン

ティティが集計済であり、階層の下にあるデータが

変更されていないことを示します。

「データなし」ステータス 集計ステータスの 1 つで

す。特定の期間と勘定科目のデータがこのエンティ

ティに含まれていないことを示します。

「ロック済」ステータス 集計ステータスの 1 つです。

変更できないデータがエンティティに含まれている

ことを示します。

「変更済」ステータス エンティティのデータが変更さ

れたことを示す集計ステータスです。

「影響」ステータス 親エンティティに連結する子エ

ンティティの変更を示すステータスです。

「非アクティブ」ステータス エンティティの当期の連

結が非アクティブ化されていることを示すステータ

スです。

お気に入りガジェット Reporting and Analysis ドキュメ

ントと URL へのリンクを含むガジェットです。「ガ

ジェット」も参照してください。

アウトライン 多次元データベースのデータベース構

造です。すべての次元、メンバー、タグ、タイプ、

集計、および算術的関係を含みます。データは、ア

ウトラインに定義された構造に応じてデータベース

に保管されます。

アウトライン同期 パーティション・データベース

で、データベースのアウトラインの変更を他のデー

タベースに伝播するプロセスです。

アクセス権 リソースに対してユーザーが実行できる

一連の操作です。

アクティビティ・レベルの承認 操作対象のデータに

依存せず、アプリケーションへのユーザー・アクセ

ス、およびアプリケーションで実行できるアクティ

ビティのタイプを定義します。

アクティブ-アクティブ高可用性システム すべての使用

可能メンバーが要求に対応でき、アイドル状態のメ

ンバーがないシステムです。通常、アクティブ-ア

クティブ・システムは、アクティブ-パッシブ・シ

ステムより豊富な拡張性オプションを備えていま

す。「アクティブ-パッシブ高可用性システム」と対

比してください。

アクティブ-パッシブ高可用性システム 常に要求に対応

するアクティブ・メンバーと、アクティブ・メン

バーに障害が発生した場合にのみアクティブ化され

るパッシブ・メンバーが存在するシステムです。「ア

クティブ-アクティブ高可用性システム」と対比し

てください。

アクティブ・サービス 実行タイプが保留ではなく開

始に設定されているサービスです。

アセンブリ EPM System 製品またはコンポーネント

のインストール・ファイルです。

アダプタ ターゲットおよびソース・システムのデー

タやメタデータにプログラムを統合するためのソフ

トウェアです。

アップグレード 新しいソフトウェアのリリースを配

置、アプリケーションやデータを移動、前の配置か

ら新しい配置へ情報をプロビジョニングするプロセ

スです。

アドホック・レポート エンド・ユーザーが動的に作

成するオンライン分析クエリーです。

アプリケーション 1)特定のタスクまたはタスクのグ

ループを実行するために設計されたソフトウェア・

プログラムです(スプレッドシート・プログラム、

データベース管理システムなど)。2)必要とされる

特定の分析のセットまたはレポートのセット、ある

いはその両方に対応するために使用される、次元お

よび次元メンバーの関連するセットです。

アプリケーションの通貨 アプリケーションのデフォ

ルトのレポート用通貨です。

アプリケーション・サーバー・クラスタ 同時に稼働

し、信頼性と拡張性を実現するために連携している

複数のアプリケーション・サーバーが緩やかに結合

したグループです。ユーザーには 1 つのアプリケー

ション・サーバー・インスタンスのように見えま

す。「垂直アプリケーション・クラスタ」および「水

平アプリケーション・クラスタ」も参照してくださ

い。

アプリケーション移行ユーティリティ アプリケーショ

ンとアーティファクトの移行に使用されるコマン

ド・ライン・ユーティリティです。

アプリケーション管理者 アプリケーションの設定、

構成、維持、および制御の担当者です。アプリケー

ションのすべての権限およびデータ・アクセス権を

持ちます。

アペンダ 宛先を意味する Log4j の用語です。
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アーティファクト 個別のアプリケーションまたはリ

ポジトリ・アイテムです(スクリプト、フォーム、

ルール・ファイル、Interactive Reporting ドキュメン

ト、財務レポートなど)。オブジェクトとも呼ばれ

ます。

イメージ・ブックマーク Web ページやリポジトリ・

アイテムへのグラフィック・リンクです。

インストール・アセンブリ EPM System インストーラ

にプラグインする製品インストール・ファイルで

す。

インデックス 1)疎データの組合せによりブロック・

ストレージ・データベースでデータを取得する方法

です。2)インデックス・ファイルを指します。

インデックス・キャッシュ インデックス・ページを

含むバッファです。

インデックス・ファイル ブロック・ストレージのデー

タ取得情報を格納する Essbase ファイルです。ディ

スクに常駐し、インデックス・ページを含みます。

インデックス・ページ インデックス・ファイルの下

位区分です。インデックス・ページには、データ・

ブロックを指すポインタが含まれます。

インデックス項目 疎次元の交差へのポインタです。

インデックス・エントリはディスク上のデータ・ブ

ロックをポイントし、オフセットを使用してセルを

検索します。

イントロスペクション データベース固有の関係に基

づいて階層を判断するために、データ・ソースを詳

細に検査することを指します。「スクレーピング」

と対比してください。

インポート・フォーマット FDM における、ソース・

ファイルの構造の定義です。これにより、ソース・

データ・ファイルを FDM データのロード位置に

ロードできます。

エクスプローラ クライアント/サーバー・ベースの

ツール。データ・ソースに直接アクセスしたり、リ

ポジトリに格納された構築済データ・モデルに編成

された情報を参照したりする必要がある上級ユー

ザーにクエリー、分析およびレポート作成機能を提

供します。

エンコード方式 テキストの作成、保管、表示のため

にビット組合せを文字にマッピングする方法の 1 つ

です。各エンコード方式には UTF-8 などの名前が

付けられています。各エンコード方式では、それぞ

れの値は特定のビット組合せにマッピングされてい

ます。たとえば、UTF-8 では大文字の A は HEX41

にマッピングされています。「コード・ページ」、「ロ

ケール」も参照してください。

エンタープライズ・ビュー Administration Services の

機能の 1 つです。グラフィカルなツリー・ビューを

使用して Essbase 環境を管理できます。エンタープ

ライズ・ビューを使用すると、Essbase アーティファ

クトを直接操作できます。

エンティティ 部門、子会社、工場、地域、製品な

ど、組織での財務報告単位例: 部門、子会社、工場、

地域、製品や財務報告単位。

エージェント アプリケーションやデータベースの開

始と停止、ユーザー接続の管理、ユーザー・アクセ

スのセキュリティ対策を行う Essbase サーバー・プ

ロセスです。このエージェントは、ESSBASE.EXE と

呼ばれます。

オンライン分析プロセス(OLAP) 複数ユーザーによりク

ライアントとサーバー間の計算を行える多次元の環

境です。集計された企業データをリアル・タイムで

分析するユーザーが使用します。OLAP システムに

は、ドリルダウン、データのピボット、複雑な計

算、トレンド分析およびモデリングの機能がありま

す。

カスケード メンバー値のサブセットに対して複数の

レポートを作成するプロセスです。

カスタム・カレンダ システム管理者が作成したカレ

ンダです。

カスタム・プロパティ ユーザーが作成した次元また

は次元メンバーのプロパティです。

カスタム・レポート 設計レポート・モジュールで作

成する複雑なレポートです。コンポーネントの様々

な組合せによって構成されます。

カスタム定義マクロ(CDM) Essbase のマクロです。

Essbase 計算機の関数および専用マクロ関数を使用

して記述されます。カスタム定義マクロが使用する

Essbase の内部マクロ言語により、計算関数を組み

合せることが可能となり、複数の入力パラメータが

処理されます。「カスタム定義関数」も参照してく

ださい。
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カスタム定義関数(CDF) Java で開発され、MaxL によ

り Essbase の標準計算スクリプト言語に追加された、

Essbase 計算関数です。「カスタム定義マクロ」も参

照してください。

カスタム次元 ユーザーが作成および定義する次元で

す。チャネル、製品、部署、プロジェクト、または

地域がカスタム次元になることがあります。

カタログ・ペイン アクティブ・セクションで利用可

能な要素のリストを表示する領域です。クエリーが

アクティブ・セクションの場合はデータベース・

テーブルのリストが表示されます。ピボットがアク

ティブ・セクションの場合は結果列のリストが表示

されます。ダッシュボードの場合は埋込み可能セク

ション、グラフィック・ツール、およびコントロー

ル・ツールが表示されます。

カテゴリ データ編成に使用するグループです(月な

ど)。

カレンダ ユーザー定義の期間、およびその関係で

す。暦年または会計年度は、Q1、Q2、Q3、および

Q4 から構成されます。

ガジェット EPM のコンテンツを容易に表示し、

Reporting and Analysis のコア機能にアクセスできる、

軽量で単純な専用アプリケーションです。

キャッシュ データを一時的に保持する、メモリー内

のバッファです。

キューブ 3 つ以上の次元を含むデータのブロックで

す。Essbase データベースはキューブです。

キューブ・スキーマ Essbase Studio におけるメジャー

および階層などのメタデータ要素です。キューブの

論理モデルを指します。

キューブ配置 Essbase Studio で、アウトラインを構築

してデータを Essbase アプリケーションおよびデー

タベースにロードするために、モデルのロード・オ

プションを設定するプロセスです。

クエリー・ガバナー Essbase Integration Server のパラ

メータまたは Essbase サーバーの構成設定です。

データ・ソースに対して実行されるクエリーの時間

とサイズを制御します。

クラスタ 単一リソースとして動作して、タスクの

負荷を共有し、フェイルオーバーのサポートを提供

する一連のサーバーまたはデータベースです。シス

テムにおける単一障害点となるサーバーやデータ

ベースを排除します。

クラスタ・サービス システムとしてクラスタ・メン

バーの操作を管理するソフトウェアです。クラス

タ・サービスを使用すると、一連のリソースやサー

ビスを定義して、クラスタ・メンバー間でのハート

ビート・メカニズムを監視し、これらのリソースや

サービスをできるだけ効率よくかつ透過的に別のク

ラスタ・メンバーに移動できます。

クラスタ内部接続 ノード障害を検出するためにハー

トビート情報についてハードウェア・クラスタで使

用されるプライベート・リンクです。

クラスタ棒グラフ カテゴリを横に並べたグラフで

す。垂直棒グラフでのみ使用されます。

クリーン・ブロック 計算スクリプトによってすべて

の次元が一度に計算された場合、または計算スクリ

プトで SET CLEARUPDATESTATUS コマンドが使用

された場合の、データベース全体の計算が完了して

いるデータ・ブロックを指します。

クロス集計レポート テーブル・フォーマットでデー

タの分類および集計を行うレポートです。テーブル

のセルには、交差する分類に合致するデータの集計

結果が保管されています。たとえば、製品販売情報

のクロス集計レポートに、列見出しとして Small や

Large などのサイズ属性、行見出しとして Blue や

Yellow などの色属性を表示できます。テーブルの中

で Large と Blue が交差するセルには、サイズが

Large のすべての Blue 製品の総売上げが表示されま

す。

グリッドの POV 行、列、またはページの交差に次元

を配置せずに、グリッド上で次元メンバーを指定す

る手段です。レポート設計者はグリッド・レベルで

POV の値を設定し、ユーザーの POV がグリッドに

影響を与えないように防ぐことができます。次元に

含まれるグリッドの値が 1 つのとき、その次元は

行、列、またはページではなくグリッドの POV に

配置します。

グループ 複数のユーザーに同様のアクセス権を割

り当てるためのコンテナです。

グローバル・レポート・コマンド 別のグローバル・コ

マンドに置き換えられるか、またはファイルが終了

するまで実行し続けるレポート・スクリプトのコマ

ンドです。

コミット・アクセス Essbase の取引の処理方法に影響

する Essbase カーネルの分離レベルです。コミッ

ト・アクセスでは、同時取引は書込みロックを長期

間保持し、予測可能な結果を生成します。
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コンテキスト変数 タスクフロー・インスタンスのコ

ンテキストを特定するために、特定のタスクフロー

に定義される変数です。

コンテンツ リポジトリに格納されたあらゆるタイプ

のファイルの情報です。

コンテンツ・ブラウザ コンテンツを参照して選択し、

Workspace ページに配置するために使用できるコン

ポーネントです。

コントリビューション 子エンティティから親に追加

される値です。それぞれの子は親に対するコントリ

ビューションを持ちます。

コード・ページ 一連のテキスト文字へのビット組合

せのマッピングです。コード・ページは、それぞれ

異なる文字セットをサポートします。各コンピュー

タには、ユーザーが必要とする言語の文字セットに

ついてのコード・ページ設定が含まれます。このド

キュメントでは、コード・ページは非 Unicode のエ

ンコードのビット組合せに文字をマッピングしま

す。「エンコード方式」も参照してください。

サイクル・スルー データベースを計算しながら、そ

のデータベース内で複数パスを実行します。

サイレント応答ファイル インストール管理者が提供

する必要があるデータをかわりに提供するファイル

です。応答ファイルによって、ユーザーが操作また

は入力しなくても EPM System インストーラや EPM

System コンフィグレータは実行されます。

サブスクライブ 項目またはフォルダが更新されると

きに自動的に通知を受け取るように、項目または

フォルダにフラグを付けることを指します。

サブ勘定科目のナンバリング 不連続の整数を使用し

てサブ勘定科目のナンバリングを行うためのシステ

ムです。

サポート詳細 セルの値を算出した計算および仮定で

す。

サンプリング エンティティの特性を判別するために

エンティティの代表的な部分を選択するプロセスで

す。「メタデータのサンプリング」も参照してくだ

さい。

サービス ビジネス項目を取得、変更、追加、およ

び削除するためのリソースです(権限付与、認証な

ど)。

サーブレット Web サーバーが実行可能なコンパイル

されたコードです。

システム抽出 アプリケーションのメタデータから

ASCII ファイルにデータを変換する機能です。

シナリオ データを分類するための次元です(Actuals、

Budget、Forecast1、Forecast2 など)。

シリアル計算 デフォルトの計算設定です。1 つの計

算を複数のタスクに分割して、一度に 1 つのタスク

を計算します。

シングル・サインオン(SSO) 一度ログオンすれば、認

証を再度求められることなく複数のアプリケーショ

ンにアクセスできる機能です。

シングル・ポイント障害 障害が発生した場合にユー

ザーが通常の機能にアクセスできなくなる、システ

ムのコンポーネントです。

ジョブ 出力生成のために起動できる特殊なプロパ

ティを持つドキュメントです。ジョブには

Interactive Reporting、SQR Production Reporting、ま

たは汎用ドキュメントを含めることができます。

ジョブの出力 ジョブの実行によって生成されたファ

イルやレポートです。

スキーマ リレーショナル・データベースにおける、

データおよびデータ間の関連を表す論理モデルで

す。

スクレーピング データ・ソースを検査して、 も基

本的なメタデータ要素を得ることを指します。「イ

ントロスペクション」と対比してください。

スケール スケールによって値の表示方法を決定し

ます(整数、十単位、百単位、千単位、百万単位な

ど)。

スコア ターゲットを達成するレベルです。通常は

ターゲットのパーセンテージとして表されます。

スコアカード 目標を達成する上での、従業員、戦略

要素、または責任要素の進行状況を示すビジネス・

オブジェクトです。スコアカードに追加された各メ

ジャーおよび子スコアカードについて収集される

データに基づいて、進行状況が確認されます。

スコープ Essbase の操作または設定により包含され

るデータ領域です(セキュリティ設定の影響を受け

るデータ領域など)。通常、スコープには 3 レベル

の粒度があり、上位レベルが下位レベルを包含しま

す。これらのレベルは上位から下位の順で、システ

ム全体(Essbase サーバー)、Essbase サーバー上のア

プリケーション、Essbase サーバー・アプリケーショ

ン内のデータベースとなります。「持続性」も参照

してください。
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ステージ 1)通常は個別のユーザーにより実行され

る、タスクフロー内の 1 つの論理ステップを形成す

るタスクの説明です。ステージには手動と自動の 2

つのタイプがあります。2)Profitability では、組織内

での割当てプロセスのステップを表す、モデル内の

論理区分です。

ステージング・テーブル 特定のアプリケーションの

必要性に対応するために作成するデータベースで

す。ステージング領域は、1 つ以上の RDBMS のス

ナップショット(再構築されたバージョン)です。

ステージング領域 特定のアプリケーションの必要性

に対応するために作成するデータベースです。ス

テージング領域は、1 つ以上の RDBMS のスナップ

ショット(再構築されたバージョン)です。

ステージ・アクション 自動ステージで、ステージを

実行するために呼び出されたアクションです。

ステージ内割当て 同じステージ内のオブジェクトに

対する財務フローの割当てです。

ステージ後割当て 割当てモデルにおける割当てで

す。後に続くモデル・ステージの場所に割り当てら

れます。

ステータス・バー コマンド、勘定科目、およびデー

タ・ファイルの現在のステータスに関する有用な情

報が表示される画面下部のバーです。

スナップショット 特定の時点の読取り専用データで

す。

スポットライタ 選択された条件に基づくカラー・

コーディングを可能にするツールです。

スマート・カット URL フォームのリポジトリ項目へ

のリンクです。

スマート・タグ Microsoft Office アプリケーションで

のキーワードです。スマート・タグのメニューから

使用可能な定義済アクションに関連付けられていま

す。Oracle EPM System 製品でも、スマート・タグ

を使用して Reporting and Analysis のコンテンツのイ

ンポートや Financial Management および Essbase の

機能へのアクセスが可能です。

スーパーバイザ サーバーのすべてのアプリケーショ

ン、データベース、関連ファイル、セキュリティ機

構にフル・アクセスできるユーザーです。

ズームチャート チャートを拡大することにより詳細

情報を表示するためツールです。ズームチャート

は、チャートに表示されるメトリックについて数値

情報を詳細に表示できます。

セカンダリ・メジャー プライマリ・メジャーよりも

優先度の低いメジャーです。セカンダリ・メジャー

には業績レポートがありませんが、スコアカードで

使用したり、次元メジャーのテンプレートを作成す

るために使用できます。

セキュリティ・エージェント Web アクセス管理プロ

バイダ(Oracle Access Manager、Oracle Single Sign-On

または CA SiteMinder など)です。企業の Web リ

ソースを保護します。

セキュリティ・プラットフォーム Oracle EPM System

製品で外部認証とシングル・サインオン機能を使用

するためのフレームワークです。

セル 1)多次元データベースの次元の交差を表すデー

タ値です。ワークシート上の行および列の交差を指

します。2)管理ドメインに属するノードの論理グ

ループです。

セル・ノート Essbase データベースでセルに付けら

れるテキスト注釈です。セル・ノートは LRO の一

種です。

タイトル・バー Strategic Finance 名、ファイル名、お

よびシナリオ名のバージョン・ボックスを表示する

バーです。

タイムライン・ビューア 特定の場所について、完了

したプロセス・フロー・ステップの日時を表示する

ための FDM の機能です。

タイム・イベント ジョブの実行をトリガーします。

タイム・スケール 指定された期間別(毎月、四半期

ごとなど)にメトリックを表示するスケールです。

タスクフロー ビジネス・プロセスの自動化を指しま

す。手続きのルールに従って、あるタスクフロー参

加者から別の参加者にタスクが渡されます。

タスクフロー・インスタンス タスクフローの状態と

関連データが含まれる、タスクフローの単一のイン

スタンスです。

タスクフロー参加者 手動ステージおよび自動ステー

ジの両方について、タスクフローのステージのイン

スタンスに関連付けられているタスクを実行するリ

ソースです。

タスクフロー定義 ステージとステージ間の関係の

ネットワーク、タスクフローの開始と終了を示す基

準、および個別のステージに関する情報(参加者、

関連アプリケーション、関連アクティビティなど)

から構成される、タスクフロー管理システムのビジ

ネス・プロセスです。
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タスクフロー管理システム タスクフローを定義およ

び作成し、その実行を管理するシステムです。定義

付け、ユーザーまたはアプリケーションのやりと

り、およびアプリケーションの実行可能ファイルが

含まれます。

タスク・リスト 特定のユーザーについて、タスクの

詳細ステータスを示すリストです。

タブ Strategic Finance で、勘定科目とレポートのナ

ビゲーションを行うことができるビューです。

タプル MDX 構文の要素です。セルは、各次元から

のメンバーの交差として参照されます。次元が削除

されている場合、 上位のメンバーが示されます。

次に例を示します: (Jan); (Jan, Sales); ( [Jan], [Sales],

[Cola], [Texas], [Actual] )。

ダッシュボード 業務の要約を対話的に示すメトリッ

クと指標の集まりです。ダッシュボードにより分析

アプリケーションを構築して配置できます。

チャート・テンプレート ワークスペース・チャート

に表示するメトリックを定義するテンプレートで

す。

テキスト・メジャー Essbase では、メジャーが示され

ている次元で Text としてタグ付けされたメンバー

を指します。セルの値は定義済テキストとして表示

されます。たとえば、Satisfaction Index というテキ

スト・メジャーについては、Low、Medium、およ

び High という値を含めることがあります。「型付き

メジャー」、「テキスト・リスト」および「導出テキ

スト・メジャー」も参照してください。

テキスト・リスト Essbase で、数値の識別子にマッピ

ングされたテキストの値を保管するオブジェクトで

す。テキスト・リストではテキスト・メジャーを使

用できます。

デフォルト通貨単位 データの単位スケールです。た

とえば、千単位で分析を定義するように選択して

10 を入力すると、10,000 と解釈されます。

データベース接続 データ・ソースへの接続に使用す

る定義とプロパティを保管し、データベース参照を

移動可能にして広く使用できるようにするファイル

です。

データ・キャッシュ 非圧縮データ・ブロックを保持

するメモリー内のバッファです。

データ・セル「セル」を参照してください。

データ・ファイル・キャッシュ 圧縮データ(PAG)ファ

イルを保持する、メモリー内のバッファです。

データ・フォーム Web ブラウザなどのインタフェー

スからデータベースにデータを入力でき、データま

たは関連テキストを表示して分析できるグリッド表

示です。一部の次元メンバー値は固定され、データ

が特定の視点から表示されます。

データ・モデル データベース・テーブルのサブセッ

トを示します。

データ・ロック 指定された基準(期間、シナリオな

ど)に従ってデータの変更を防ぐ機能です。

データ・ロードのルール テキストベース・ファイル、

スプレッドシート、またはリレーショナル・デー

タ・セットからのデータをデータベースにロードす

る方法を決定する一連の基準です。

データ・ロード位置 FDM で、ソース・データをター

ゲット・システムに送信する報告単位です。通常、

ターゲット・システムにロードされる各ソース・

ファイルに対して FDM のデータ・ロード位置が 1

つあります。

データ値「セル」を参照してください。

データ関数 データを集約する関数です。データの平

均、 大値、カウントを求めたり、他の統計値によ

りデータのグループを集約します。

トップ・ラベルとサイド・ラベル 列と行の見出しで

す。ピボット・レポートの上部とサイドにそれぞれ

表示されます。

トラフィック・ライト 2 つの次元メンバーの比較、

または一定の制限値に基づいて、レポートのセルま

たはピンを色分けする機能です。

トリガー ユーザーが指定した基準に従ってデータ

を監視するための、Essbase の機能の 1 つです。基

準に一致すると、Essbase はユーザーまたはシステ

ム管理者にアラートを送信します。

トレーサビリティ メタデータ要素を物理ソースまで

追跡する機能です。たとえば Essbase Studio の場合、

キューブ・スキーマをそれ自体の階層およびメ

ジャー階層から次元要素、日付/時間要素、メ

ジャー、そして 終的には物理ソース要素まで追跡

できます。「系列」も参照してください。

トレース・レベル ログ・ファイルに取り込まれた詳

細のレベルです。

トレース割当て 財務データのフローに対する視覚的

な追跡を可能にする Profitability の機能です。この

追跡は単一の交差から、モデル内の前方または後方

に実行できます。
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トークン 外部認証システム上の 1 つの有効なユー

ザーまたはグループの暗号化された ID です。

トースト・メッセージ 画面右下の隅で消えていくメッ

セージです。

ドライバ Profitability and Cost Management で、ドラ

イバを使用する複数ソース間の数学的関係、および

これらのソースがコストや収益を割り当てる宛先を

示す、割当て方法の一種です。Business Modeling に

ついては、「コスト・ドライバ」および「アクティ

ビティ・ドライバ」も参照してください。

ドリルスルー あるデータ・ソースの値から別のソー

スの対応するデータに移動することです。

ドリルダウン 次元の階層を使用してクエリー結果

セット内をナビゲートすることです。ドリルダウン

により、ユーザーのパースペクティブが集約データ

から詳細に移ります。たとえば、ドリルダウンによ

り年と四半期の階層関係、または四半期と月の階層

関係が明らかになります。

ネイティブ認証 サーバーまたはアプリケーション内

で、ユーザー名とパスワードを認証するプロセスで

す。

ネスト列見出し 複数の次元からのデータを表示する

レポート列の列見出しのフォーマットです。たとえ

ば、Year と Scenario のメンバーが含まれる列見出し

はネスト列です。ネスト列見出しでは、見出しの一

番上の行の Q1(Year 次元)が、見出しの一番下の行

の Actual および Budget(Scenario 次元)で修飾されま

す。

ハイパーテキスト・マークアップ言語(HTML) Web ブラ

ウザでのデータ表示を指定するプログラミング言語

です。

ハイパーリンク ファイル、Web ページまたはイント

ラネット HTML ページへのリンクです。

ハイブリッド分析 リレーショナル・データベースに

格納された下位のデータを、Essbase に格納された

要約レベルのデータにマッピングする分析です。リ

レーショナル・システムの大規模スケーラビリティ

と多次元データを組み合せます。

ハードウェア・クラスタ ネットワーク・サービス(た

とえば IP アドレス)やアプリケーション・サービス

(データベースや Web サーバーなど)のシングル・

ビューを、これらのサービスのクライアントに提供

するコンピュータの集合です。ハードウェア・クラ

スタの各ノードは、独自のプロセスを実行するスタ

ンドアロン・サーバーです。これらのプロセスは互

いに通信して、連携してアプリケーション、システ

ム・リソースおよびデータをユーザーに提供する 1

つのシステムのようなものを形成します。

バックアップ アプリケーション・インスタンスの複

製コピーです。

バッチ POV ユーザーの POV において、バッチに含

まれる各レポートおよびブックのすべての次元の集

合です。バッチのスケジュールを立てる際は、バッ

チ POV で選択されたメンバーを設定できます。

バッチ・ファイル 複数の ESSCMD スクリプトを呼び

出して複数の ESSCMD セッションを実行できるオ

ペレーティング・システム・ファイルです。

Windows システムの場合、バッチ・ファイルには

BAT というファイル拡張子が付けられます。UNIX

の場合、バッチ・ファイルはシェル・スクリプトと

して記述されます。

バッチ・ローダー 複数ファイルの処理を可能にする

FDM コンポーネントです。

バッチ処理モード サーバー管理や診断のルーチン・

タスクを自動化するために使用できるバッチやスク

リプト・ファイルを記述するために、ESSCMD を使

用する方法です。ESSCMD スクリプト・ファイルは

複数のコマンドを実行でき、オペレーティング・シ

ステムのコマンドラインから実行したり、オペレー

ティング・システムのバッチ・ファイルから実行し

たりすることが可能です。バッチ・ファイルを使用

すると、複数の ESSCMD スクリプトを呼び出した

り、ESSCMD の複数インスタンスを実行したりでき

ます。

バッチ計算 データベースにおいてバッチで実行され

る計算です(計算スクリプト、すべてのデータベー

ス計算など)。動的計算はバッチ計算とはみなされ

ません。

バージョン データのシナリオのコンテキスト内で使

用される、起こりうる結果です。たとえば、Budget

- Best Case と Budget - Worst Case では、Budget がシ

ナリオであり、Best Case と Worst Case がバージョ

ンです。
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パターン照合 条件として入力されるアイテムの一部

またはすべての文字と値を照合する機能です。欠落

文字は、疑問符(?)またはアスタリスク(*)などのワ

イルド・カード値で表せます。たとえば、「Find all

instances of apple」では apple が戻されるのに対し

て、「Find all instances of apple*」では apple、

applesauce、applecranberry などが戻されます。

パフォーマンス・インディケータ ユーザーが指定した

範囲に基づくメジャーおよびスコアカード・パ

フォーマンスを示すために使用されるイメージ・

ファイルです。ステータス記号とも呼ばれます。デ

フォルトのパフォーマンス・インディケータを使用

することもできますが、無制限に独自のパフォーマ

ンス・インディケータを作成することも可能です。

パブリック・ジョブ・パラメータ 管理者が作成する再

利用可能な名前付きジョブ・パラメータです。必要

なアクセス権を持つユーザーがアクセスできます。

パブリック反復タイム・イベント 管理者が作成する再

利用可能なタイム・イベントです。アクセス・コン

トロール・システムからアクセスできます。

パレット JASC に準拠し、.PAL 拡張子を持つファイ

ルです。各パレットには相互に補完し合う 16 色が

含まれ、ダッシュボードの色要素の設定に使用する

ことが可能です。

パースペクティブ スコアボードのメジャーやアプリ

ケーションにおける戦略目標をグループ化するため

に使用されるカテゴリです。パースペクティブによ

り、主要な利害関係者(顧客、従業員、株主、金融

関係者など)またはキー・コンピテンシ領域(時間、

コスト、品質など)を示すことができます。

パーティション化 データ・モデルの間で共有または

リンクされるデータの領域を定義するプロセスで

す。パーティション化は Essbase アプリケーション

のパフォーマンスとスケーラビリティに影響するこ

とがあります。

パーティション領域 データベース内のサブ・キュー

ブです。パーティションは、データベースの一部か

らの 1 つ以上のセル領域から構成されます。複製

パーティションおよび透過パーティションの場合、

2 つのパーティションが同じ形状となるために、領

域内のセルの数がデータ・ソースとターゲットで同

一となる必要があります。データ・ソース領域に

18 個のセルが含まれる場合、データ・ターゲット

領域にも対応する 18 個のセルが含まれている必要

があります。

ビジネス・プロセス 集合的にビジネス上の目標を達

成するための一連のアクティビティです。

ビジネス・ルール 期待される一連の結果値を生成す

るためにアプリケーション内に作成される論理式ま

たは式です。

ビジュアル・キュー 特定のタイプのデータ値をハイ

ライトする、フォントや色などのフォーマットが設

定されたスタイルです。データ値は、次元メン

バー、親メンバー、子メンバー、共有メンバー、動

的計算、式を含むメンバー、読取り専用データ・セ

ル、読取りおよび書込みデータ・セル、またはリン

ク・オブジェクトのいずれかになります。

ビュー 年次累計または期別のデータ表示です。

ピボット 取得したデータのパースペクティブを変

更します。Essbase では、まず次元が取得され、デー

タが行に展開されます。その後、データのピボット

(並替え)を行うことにより、異なる視点を得ること

ができます。

ピン ピンボードと呼ばれるグラフィック・レポー

ト上に配置される対話型アイコンです。ピンは動的

です。ピンは、基盤となるデータ値や分析ツールの

基準に基づいて、イメージやトラフィック・ライト

の色を変更できます。

ピンボード 3 種類のデータ・オブジェクトの表示タ

イプの 1 つです。ピンボードは、背景およびピンと

呼ばれる対話型アイコンから構成されるグラフィッ

クです。ピンボードを使用するにはトラフィック・

ライトを定義する必要があります。

ファイル区切り記号 データ・ソース内のフィールド

を区切る文字です(カンマ、タブなど)。

ファクト・テーブル スター結合スキーマの中心の

テーブルです。外部キー、および次元テーブルから

取得した要素により特徴付けられます。通常、この

テーブルにはスキーマの他のすべてのテーブルに関

連する数値データが含まれます。

フィルタ データ・セットで、特定の基準に従って

値を制限する制約です。たとえば、特定のテーブ

ル、メタデータ、または値を除外したり、アクセス

を制御したりする場合に使用されます。
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フェイルオーバー プライマリ・データベース、サー

バーまたはネットワークに障害が発生したり、これ

らがシャットダウンしたりする場合に、冗長性のあ

るスタンバイ・データベース、サーバーまたはネッ

トワークに自動的に切り替える機能です。フェイル

オーバー用にクラスタリングされているシステム

は、高可用性、サーバーの冗長性を利用したフォル

ト・トレランス、および共有ディスクなどのフォル

ト・トレラント・ハードウェアを提供します。

フォーマット文字列 1) Essbase では、セル値の表示方

法を変換する方法です。2) Data Relationship

Management では、Format または Formatted Date 派

生プロパティのパラメータで、返すプロパティ値の

フォーマットを指定します。

フッター レポート・ページ下部に表示されるテキ

ストまたはイメージです。ページ番号、日付、ロ

ゴ、タイトル、ファイル名、作成者名など、動的な

関数や静的なテキストが含まれます。

フリーフォーム・グリッド 動的計算のために、複数

のソースからのデータを提示、入力、および統合す

るためのオブジェクトです。

フリーフォーム・レポート作成 ワークシートに次元

メンバーまたはレポート・スクリプト・コマンドを

入力することにより、レポートを作成することを指

します。

フレーム デスクトップ上の領域です。ナビゲーショ

ン・フレームとワークスペース・フレームが 2 つの

主要な領域となります。

フロー勘定科目 期別と年次累計の符号なしの値を格

納する勘定科目です。

ブック 1) Financial Reporting では、類似したドキュ

メントのグループを保持するコンテナです。ブック

は、次元セクションまたは次元の変更を指定する場

合があります。2) Data Relationship Management で

は、グループとして同時に実行できるエクスポート

の集合です。エクスポート結果は、結合すること

も、個別に出力することもできます。

ブックの POV ブックが実行される次元のメンバーで

す。

ブックマーク ユーザー個人のページに表示されるレ

ポート・ドキュメントまたは Web サイトへのリン

クです。ブックマークのタイプには、マイ・ブック

マークとイメージ・ブックマークがあります。

ブロック プライマリ・ストレージ・ユニットです。

多次元配列であり、すべての密次元のセルを表しま

す。

ブロックされた勘定科目 手動で入力する必要がある

ために連結ファイルの計算に含めない勘定科目で

す。

ブロック・ストレージ・データベース 疎次元に定義さ

れたデータ値の密度に基づいてデータを分類および

格納する、Essbase のデータベース・ストレージ・

モデルです。データ値はブロック単位で格納され、

ブロックは値を含む疎次元メンバーについてのみ存

在します。

ブロードキャスト・メッセージ Planning アプリケー

ションにログオンしているユーザーに対して管理者

が送信する単純なテキスト・メッセージです。メッ

セージには、システムの可用性、アプリケーショ

ン・リフレッシュの通知、アプリケーションのバッ

クアップなどの情報が詳細に表示されます。

プライマリ・メジャー 企業および事業のニーズにとっ

て重要な、優先度の高いメジャーです。コンテン

ツ・フレームに表示されます。

プランナ データの入力と送信、他のプランナが作

成したレポートの使用、ビジネス・ルールの実行、

タスク・リストの使用、電子メール通知の使用、お

よび Smart View の使用が可能なユーザーです。プ

ランナは、大多数のユーザーから構成されます。

プランニング・ユニット シナリオ、バージョン、お

よびエンティティの交差におけるデータ・スライス

です。プラン・データの準備、確認、注釈付け、お

よび承認のための基本単位です。

プレゼンテーション Web Analysis ドキュメントのプ

レイリストです。レポートの分類、整理、並べ替

え、配布、および確認を行うことができます。リポ

ジトリ内のレポートを参照するポインタを含みま

す。

プロキシ・サーバー セキュリティを保証するため

に、ワークステーション・ユーザーとインターネッ

トの間で仲介を行うサーバーです。

プロジェクト 実装でグループ化された Oracle

Hyperion 製品のインスタンスです。たとえば、

Planning プロジェクトには Planning アプリケーショ

ン、Essbase キューブ、Financial Reporting サー

バー・インスタンスが含まれることがあります。
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プロセス監視レポート FDM データ変換プロセスにお

ける、場所とその位置のリストです。プロセス監視

レポートを使用して、決算手続のステータスを監視

できます。レポートにはタイム・スタンプが付けら

れるので、時間データがロードされた場所を判断す

るために使用できます。

プロット領域 X 軸、Y 軸、および Z 軸で囲まれてい

る領域です。円グラフの場合は、その周りに表示さ

れる長方形の領域です。

プロビジョニング ユーザーおよびグループに対し

て、リソースへのアクセス権限を付与するプロセス

です。

ページ グリッドまたはテーブルでの情報表示の一

種です。しばしば Z 軸により示されます。ページ

には、1 つのフィールドからのデータ、計算により

得られるデータ、またはテキストを含めることがで

きます。

ページ・ファイル Essbase のデータ・ファイルです。

ページ・メンバー ページ軸を決定するメンバーで

す。

ページ見出し レポートの現在のページで表示されて

いるメンバーをリストした、レポート見出しの一種

です。ページ上のすべてのデータ値には、ページ見

出し内のメンバーが共通属性として適用されていま

す。

ホスト アプリケーションとサービスがインストー

ルされているサーバーです。

ホスト・プロパティ ホストに関係するプロパティで

す。ホストに複数の Oracle EPM ホームが含まれる

場合は、いずれかの Oracle EPM ホームに関係する

プロパティとなります。

マイ Workspace ページ ユーザーが作成するカスタマ

イズ可能な Workspace ページです。リポジトリを参

照することなく 1 つの場所から簡単にアクセスでき

るように特別なマークが付いています。

マスター・データ・モデル 複数のクエリーによりソー

スとして参照される独立するデータ・モデルです。

このモデルが使用される場合は、「クエリー」セク

ションのコンテンツ・ペインに「ロック済データ・

モデル」と表示されます。データ・モデルは「デー

タ・モデル」セクションに表示されるマスター・

データ・モデルにリンクされています(管理者によっ

て非表示になっていることがあります)。

マップ・ナビゲータ 戦略、責任、および因果関係の

各マップに現在の位置を示す機能です。赤色のアウ

トラインで示されます。

マップ・ファイル 外部データベースとの間でのデー

タの送信や取得に使用される定義を格納するファイ

ルです。マップ・ファイルの拡張子は、データ送信

用が.mps、データ取得用が.mpr です。

マルチロード 複数の期間、カテゴリ、および場所を

同時にロードすることを可能にする FDM の機能で

す。

マージ データ・ロード・オプションの 1 つです。

データ・ロード・ファイルで指定された勘定科目の

値のみを消去し、データ・ロード・ファイルの値で

置換します。

ミドルウェア・ホーム Oracle WebLogic Server ホーム

を含み、EPM Oracle ホームおよびその他の Oracle

ホームも含むことができるディレクトリです。ミド

ルウェア・ホームは、ローカル・ファイル・システ

ム、または NFS を介してアクセス可能なリモート

共有ディスク上に配置できます。

ミニスキーマ データ・ソースからのテーブルのサブ

セットをグラフィカルに示したものです。データ・

モデリングのコンテキストを表します。

ミニレポート レイアウト、コンテンツ、ハイパーリ

ンク、およびレポートのロード用の 1 つまたは複数

のクエリーを含みます。各レポートには、1 つ以上

のミニレポートを含めることができます。

メジャー OLAP データベースのキューブに含まれる

数値で、分析に使用されます。メジャーには、利益

幅、売上原価、売上数量、予算などがあります。

「ファクト・テーブル」も参照してください。

メタアウトライン Essbase Integration Services におけ

る、OLAP モデルから Essbase アウトラインを作成

するための構造とルールを含んでいるテンプレート

です。

メタデータ データベースに格納された、またはアプ

リケーションにより使用されるデータのプロパティ

と属性を定義および説明するデータ・セットです。

メタデータには、次元名、メンバー名、プロパ

ティ、期間、およびセキュリティなどが含まれま

す。

メタデータのサンプリング ドリルダウン操作で次元

に含まれるメンバーのサンプルを取得するプロセス

です。
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メタデータ・セキュリティ ユーザーにより特定のア

ウトライン・メンバーへのアクセスを制限するため

の、メンバー・レベルのセキュリティ・セットで

す。

メタデータ要素 データ・ソースから算出されるメタ

データ、および Essbase Studio で使用するために格

納され、カタログが作成されるおよびその他のメタ

データです。

メンバー 次元内の個別のコンポーネントです。メ

ンバーにより、類似する単位の集まりが個別に特定

および区別されます。たとえば、時間次元には Jan、

Feb、および Qtr1 などのメンバーが含まれることが

あります。

メンバー・リスト 次元のメンバー、関数、他のメン

バー・リストを示す名前付きのグループです。シス

テムまたはユーザーにより定義されます。

メンバー・ロード Essbase 統合サービスにおける、次

元およびメンバーを(データなしに)Essbase アウトラ

インに追加するプロセスです。

メンバー専用レポート・コマンド レポート・ライター

のフォーマット・コマンドの 1 つです。レポート・

スクリプトで現れると実行されます。このコマンド

は関連するメンバーにのみ影響し、メンバーを処理

する前にフォーマット・コマンドを実行します。

メンバー選択レポート・コマンド 兄弟、世代、レベル

などのアウトラインの関係に基づいて、メンバーの

範囲を選択するレポート・ライター・コマンドの一

種です。

モデル 1)アプリケーション固有のデータ表現を含む

ファイルまたはコンテンツの文字列です。モデルは

Shared Services により管理される基本データであり、

次に示す 2 つの主要なタイプがあります: 次元およ

び非次元のアプリケーション・オブジェクト; 2)ビ

ジネス・モデリングで、検査対象の領域からの業務

および財務上のフローを示し、計算するために接続

されたマシン・ネットワークです。

ユーザー・ディレクトリ ユーザーおよびグループの

情報を集中管理する場所です。リポジトリまたはプ

ロバイダとも呼ばれます。一般的に使用されている

ユーザー・ディレクトリには、Oracle Internet

Directory (OID)、Microsoft Active Directory (MSAD)

および Sun Java System Directory Server があります。

ユーザー変数 ユーザーのメンバー選択に基づいて

データ・フォームを動的に配置し、指定されたエン

ティティのみを表示する変数です。たとえば、

Department というユーザー変数を使用すると、特

定の部署および従業員を表示できます。

ユーザー定義メンバー・リスト ユーザー定義による、

特定の次元に含まれるメンバーの静的なセットで

す。

ユーザー定義属性(UDA) アウトラインのメンバーに関

連付けられ、メンバーの特性を説明する属性です。

これを使用すると、指定された UDA が関連付けら

れているメンバーのリストが戻されます。

ライトバック 取得を行うスプレッドシートなどのク

ライアントが、データベースの値を更新する機能で

す。

ライフサイクル管理 製品環境間でアプリケーショ

ン、リポジトリまたは個別のアーティファクトを移

行するプロセスです。

ライン・アイテムの詳細 勘定科目で も下位の詳細

レベルです。

リソース システムにより管理されるオブジェクト

またはサービスです(役割、ユーザー、グループ、

ファイル、ジョブなど)。

リポジトリ ビューおよびクエリーに使用するための

メタデータ、フォーマットおよび注釈の情報を格納

します。

リレーショナル・データベース 関連する 2 次元テー

ブルにデータを保管するデータベースです。「多次

元データベース」と対比してください。

リンク 1)リポジトリ・オブジェクトへの参照です。

リンクは、フォルダ、ファイル、ショートカットお

よび他のリンクを参照できます。2)タスクフロー

で、あるステージのアクティビティが終了して次の

アクティビティが開始するポイントです。

リンク・データ・モデル リポジトリのマスター・コ

ピーにリンクされたドキュメントです。

リンク・パーティション データ・セルを使用して 2

つのデータベースをリンクするための共有パーティ

ションです。ワークシートのリンク・セルをクリッ

クすると、リンク・データベースの次元を示す新し

いシートが開きます。これにより、表示される次元

をドリルダウンできます。
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リンク・レポート・オブジェクト(LRO) セル・ノート、

URL、またはテキスト、オーディオ、映像、画像を

含むファイルなどの外部ファイルへのセルベースの

リンクです。Financial Reporting では、Essbase LRO

向けにサポートされるのはセル・ノートのみです。

「ローカル・レポート・オブジェクト」と対比して

ください。

リンク条件 タスクフローのステージを順序付けるた

めにタスクフロー・エンジンにより評価される論理

式です。

レイアウト領域 コンテンツを配置できる Workspace

ページの領域です。

レイヤー 1)階層構造内で横並びにメンバーを含む場

所です。世代(上から下へ)またはレベル(下から上

へ)により指定されます。2)他のオブジェクトに対

して相対的なオブジェクトの場所です。たとえば、

Sample Basic データベースでは Qtr1 と Qtr4 は同じ

年に含まれるので、世代が同一であることになりま

す。しかし、不均衡階層を含むデータベースの場

合、Qtr1 と Qtr4 は同一世代であっても同じレイ

ヤーに位置しないことがあります。

レコード データベースで、1 つの完全な入力項目を

形成するフィールドのグループです。たとえば、顧

客レコードには、名前、住所、電話番号、および販

売データのフィールドが含まれることがあります。

レベル 階層ツリー構造において、データベース・

メンバーの関係を定義するレイヤーです。レベルは

一番下の次元メンバー(レベル 0)から上位の親メン

バーへと並べられます。

レベル 0 のブロック 疎のレベル 0 メンバーの組合せ

に使用されるデータ・ブロックです。

レベル 0 のメンバー 子の存在しないメンバーです。

レポートの設計 コンポーネント・ライブラリを使用

してカスタム・レポートを作成するための Web

Analysis Studio のインタフェースです。

レポートの通貨 財務諸表を準備するために使用され

る通貨です。現地通貨からレポートの通貨に変換さ

れます。

レポート・エクストラクタ スクリプトの実行時に、

Essbase データベースからのレポート・データを取

得する Essbase コンポーネントです。

レポート・オブジェクト レポートの設計において、

テキスト・ボックス、グリッド、イメージ、チャー

トなどの動作や外観を定義するプロパティを持つ基

本要素です。

レポート・スクリプト 1 つまたは複数の運用レポー

トを生成する、Essbase レポート・ライター・コマ

ンドを格納したテキスト・ファイルです。

レポート・ビューア レポート・スクリプトの実行後

に完全なレポートを表示する Essbase コンポーネン

トです。

ログ・アナライザ Essbase ログのフィルタ、検索、お

よび分析を行うための Administration Services の機

能です。

ロケーション別名 データ・ソースを特定する記述子

です。ロケーション別名により、サーバー、アプリ

ケーション、データベース、ユーザー名、およびパ

スワードが指定されます。ロケーション別名は、

DBA のデータベース・レベルで管理サービス・コ

ンソール、ESSCMD、または API を使用して設定さ

れます。

ロケール コンピュータで使用される言語、通貨お

よび日付のフォーマット、データのソート順、およ

び文字セットのエンコード方式を指定するコン

ピュータ設定です。Essbase ではエンコード方式の

みが使用されます。「エンコード方式」、

「ESSLANG」も参照してください。

ロケール・ヘッダー・レコード スクリプトなど、一

部の非 Unicode でエンコードされたテキスト・ファ

イルの先頭で、エンコード・ロケールを特定するテ

キスト・レコードです。

ロック済 ユーザーやプロセスがデータを変更する

のを防ぐために、ユーザーが呼び出すプロセスで

す。

ロック済データ・モデル ユーザーが変更できないデー

タ・モデルです。

ローカル・レポート・オブジェクト Explorer で

Financial Reporting レポート・オブジェクトにリン

クされていないレポート・オブジェクトです。「リ

ンク・レポート・オブジェクト」と対比してくださ

い。

ローカル結果 データ・モデルのクエリー結果です。

ローカルの結合で結果を使用する場合は、結果を

データ・モデルにドラッグして挿入できます。ロー

カルの結果を要求すると、カタログに表示されま

す。
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ロード・バランサ 要求をクラスタの個々のアプリ

ケーション・サーバーに分散するハードウェアおよ

びソフトウェアであり、システムへの唯一のエント

リ・ポイントです。

ロード・バランシング サーバー・グループ全体で要

求を分散することです。これによって、エンド・

ユーザーのパフォーマンスが 適化されます。

ロールアップ「連結」を参照してください。

ワイルド・カード 検索文字列で単一の文字(?)または

文字グループ(*)を示す文字です。

ワークフロー FDM でデータを 初から 後まで処

理するために必要なステップです。ワークフロー

は、インポート(GL ファイルからのデータ・ロー

ド)、検証(すべてのメンバーが有効なアカウントに

マッピングされていることの確認)、エクスポート

(マッピングされたメンバーのターゲット・アプリ

ケーションへのロード)、およびチェック(ユーザー

定義の検証ルールを使用してデータを処理すること

により、データの精度を確認)から構成されます。

ワークブック 多数のワークシートを含むスプレッド

シート・ファイル全体です。

一意でないメンバー名「重複メンバー名」を参照して

ください。

一意のメンバー名 データベース・アウトライン内に

一度のみ存在する、共有されないメンバーの名前で

す。

一意メンバーのアウトライン 重複メンバー名を使用

できないデータベース・アウトラインです。

三角換算法 残高をある通貨から別の通貨へ第三の共

通通貨を介して変換する方法です。たとえば、デン

マーク・クローネから英国ポンドへ残高を変換する

には、残高をクローネからユーロへ、ユーロからポ

ンドへ変換できます。

上位レベル・ブロック 少なくとも 1 つの疎メンバー

が親レベルのメンバーになっているデータ・ブロッ

クです。

世代 データベースでのメンバー関係を定義する階

層ツリー内のレイヤーです。世代は、次元の 上位

のメンバー(世代 1)から子メンバーへと 1 世代ずつ

下に配置されていきます。一意の世代名を使用する

と、階層ツリー内のレイヤーを特定できます。

並列エクスポート Essbase データを複数のファイルに

エクスポートする機能です。並列エクスポートは、

1 つのファイルにエクスポートした場合に比べて時

間を短縮できます。また、1 つのデータ・ファイル

でサイズが大きくなりすぎた場合の、オペレーティ

ング・システムでの操作上の問題を解決できます。

並列データ・ロード Essbase で、複数プロセスのス

レッドによりデータ・ロードのステージを同時に実

行することを指します。

並列計算 計算オプションの 1 つです。Essbase では

計算がタスクに分割され、一部のタスクは同時に計

算されます。

事前計算 ユーザーが取得する前にデータベースの

計算を実行することです。

交差 多次元データベース内の次元の交差を表すデー

タの単位。ワークシートのセル。

仕訳(JE) シナリオと期間の勘定科目残高の借方また

は貸方に計上する調整の集合です。

代替階層 共有メンバーの階層です。代替階層はデー

タベース・アウトラインの既存の階層に基づきます

が、次元に代替レベルを持ちます。代替階層によ

り、異なる視点(POV)から同一データを表示できま

す。

会社間消去「消去」を参照してください。

会社間照合 アプリケーション内の会社間勘定科目の

対の残高を比較するプロセスです。会社間の受取勘

定科目は、対応する会社間の支払い勘定科目と比較

されます。一致する勘定科目は、組織の連結合計か

ら会社間のトランザクションを消去するために使用

されます。

会社間照合レポート 会社間勘定科目の残高を比較し

て、勘定の収支が合っているかどうかを示すレポー

トです。

使用済ブロック 後に計算された後に変更されたセ

ルを含むデータ・ブロックです。子ブロックが使用

済である場合(つまり更新されている場合)、上位の

ブロックにも使用済のマークが付けられます。

例外 事前定義済の条件を満たす値です。フォーマッ

ト・インディケータを定義したり、例外が生成され

たときに登録ユーザーに通知したりできます。

依存エンティティ 組織内の他のエンティティに属す

るエンティティです。
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保存された仮定 ビジネス上の主要な計算を推進する

ための、Planning でのユーザー定義の仮定です(事

業所の床面積 1平方フィート当たりのコストなど)。

保管階層 集約ストレージ・データベースのアウト

ラインのみで、アウトラインの構造に従ってメン

バーが集約される階層を指します。保管階層のメン

バーには、式を含められないなどの一定の制限があ

ります。

信頼できるユーザー 認証されたユーザーです。

修飾名 定まったフォーマットのメンバー名です。

重複メンバーのアウトラインにおいて、重複メン

バー名を区別します([Market].[East].[State].[New

York]、[Market].[East].[City].[New York]など)。

個人の反復タイム・イベント 再利用可能なタイム・

イベントです。作成したユーザーのみがアクセスで

きます。

個人用ページ リポジトリ情報を参照するための個人

用ウィンドウです。表示する情報、およびレイアウ

トと色を選択します。

個人用変数 複雑なメンバー選択の特定の選択ステー

トメントです。

値次元 入力値、換算値および連結の詳細を定義す

るために使用される次元です。

兄弟 他の子メンバーと同じ世代で、すぐ上に同じ

親を持つ子メンバーです。たとえば、メンバー

Florida とメンバー New York はメンバー East の子で

あり、互いの兄弟です。

入力データ 計算されるのではなくソースからロード

されるデータです。

共有 Workspace ページ 専用のシステム・フォルダに

格納され、組織全体で共有する Workspace ページで

す。権限を持つユーザーが共有 Workspace ページの

「ナビゲート」メニューからアクセスできます。

共有ストレージ フェイルオーバー・クラスタのすべ

てのノードに対して使用できる必要のあるデータを

含むディスク・セットです。共有ディスクとも呼ば

れます。

共有ディスク「共有ストレージ」を参照してくださ

い。

共有メンバー ストレージ・スペースを別の同名メン

バーとの間で共有するメンバーです。Essbase アウ

トラインに複数回現れるメンバーが重複して計算さ

れることを防ぎます。

再構成 URL ユーザーが Workspace にログオンしてい

るときに、サーブレット構成設定を動的に再ロード

するための URL です。

再構築 データベース・インデックス、また場合に

よってはデータ・ファイルの再生成もしくは再構築

を行う操作です。

冗長データ 重複データ・ブロックです。Essbase で

更新されたブロックがコミットされるまで、取引の

間保持されます。

凡例ボックス 次元のデータ・カテゴリを特定するた

めのラベルを含むボックスです。

出資比率 エンティティが親によって所有される程

度です。

分離レベル データベース操作のロックとコミットの

動作(コミット・アクセスまたはアンコミット・ア

クセス)を決定する Essbase Kernel の設定です。

列 Data Relationship Management における、イン

ポート・ソース、またはクエリー、比較、検証また

はエクスポートの結果に関連付けられたデータの

フィールドです。

別名テーブル メンバーの代替名を含むテーブルで

す。

割当て 割当てモデルでのソースと宛先の関連付け

です。割り当てられたコストや収益のフローの方向

を制御します。

加重 スコアカードのアイテムに割り当てられた値

です。スコアカード全体のスコアの計算において、

そのアイテムの相対的な重要性を示します。スコア

カードのすべてのアイテムの加重を総計すると 100%

になります。たとえば、ある製品について新機能を

開発する重要性を認識する場合、開発者のスコア

カード上の New Features Coded のメジャーに

Number of Minor Defect Fixes のメジャーよりも大き

な加重が割り当てられます。

動的ビュー勘定科目 勘定科目の 1 つです。勘定科目

の値は、表示されているデータから動的に計算され

ます。

動的メンバー・リスト システムにより作成される名

前付きメンバー・セットです。ユーザーが定義した

基準が使用されます。アプリケーションでリストが

参照されるとき、リストは自動的にリフレッシュさ

れます。次元メンバーの増減に応じて基準が自動的

にリストに適用され、変更内容が反映されます。
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動的レポート レポートを実行するときに更新される

データを含むレポートです。

動的参照 データ・ソース内のヘッダー・レコード

を指すルール・ファイル内のポインタです。

動的時系列 ブロック・ストレージ・データベース

で、期間累計のレポート作成を実行するプロセスで

す。

動的計算 Essbase で、動的計算メンバー、または動

的計算および保管メンバーとしてタグ付けされてい

るメンバーについてデータを取得する場合にのみ実

行される計算です。メンバーの値は、バッチ計算で

事前に計算されるのではなく、取得時に計算されま

す。

動的計算および保管メンバー ブロック・ストレージ・

アウトラインで、値を 初に取得したときにのみ

Essbase によって計算されるメンバーです。計算さ

れた値はデータベースに保管され、2 回目以降の取

得では計算を実行する必要がありません。

動的計算メンバー ブロック・ストレージ・アウトラ

インで、Essbase により取得時にのみ計算が行われ

るメンバーです。取得要求の処理が完了すると、計

算された値は破棄されます。

動的階層 集約ストレージ・データベースのアウト

ラインに限定して、取得時に値が計算されるメン

バーの階層です。

勘定科目のブロック 連結ファイルで勘定科目が入力

データを受け入れるプロセスです。ブロックされた

勘定科目は加算連結プロセスで値を受け取りませ

ん。

勘定科目の消去 連結時に連結ファイル内で値がゼロ

に設定された勘定科目です。

勘定科目タイプ 時間の経過に伴う勘定科目の値のフ

ロー、およびその符号の振舞いを決定するプロパ

ティです。勘定科目の種別のオプションには、支

出、収益、資産、負債、および資本が含まれます。

単項演算子 アウトラインのメンバーに関連付けられ

ている算術インディケータ(+、-、*、/、%)です。

単項演算子では、データベースのロールアップ中の

メンバーの計算方法が指定されます。

原点 2 つの軸の交差です。

反復タイム・イベント ジョブの実行開始点と実行頻

度を指定するイベントです。

反復テンプレート 各期間に対して同一の調整を行う

ための仕訳テンプレートです。

収益勘定科目 期別の値と年次累計値を格納する勘定

科目です。値が正の場合は純利益が増えます。

同期 Shared Services とアプリケーション・モデルの

同期です。

同期済 モデルの 新バージョンがアプリケーショ

ンと Shared Services の両方に存在する状態を指しま

す。「モデル」も参照してください。

名前付きセット MaxL DML で、MaxL DML クエリー

のオプションの WITH セクションに定義された論

理を使用するセットです。名前付きセットはクエ

リー内で複数回参照することが可能です。

因果関係マップ 企業戦略を形成する要素の関連、お

よびこれらの要素が組織の戦略目標を達成するため

にどのように連動するかを示すマップ。因果関係

マップのタブは、各戦略マップについて自動的に作

成されます。

垂直アプリケーション・クラスタ 複数のアプリケー

ション・サーバー・インスタンスが同じマシン上に

あるクラスタです。

型付きメジャー Essbase で、メジャーが示されている

次元で Text または Date というタグが付けられたメ

ンバーです。セルの値は事前定義されたテキストま

たは日付として表示されます。

基本エンティティ 組織の構造の一番下に位置し、他

のエンティティを持たないエンティティです。

基本次元 1 つまたは複数の属性次元に関連付けられ

ている標準次元です。たとえば、製品に香りがある

とすると、Product 次元が Flavors 属性次元の基本次

元となります。

基本通貨 日常の業務取引が行われる通貨です。

変換 アプリケーションの移行後に移行先環境で正

しく機能するように、アーティファクトを変換する

プロセス。

変換元通貨 為替レートを使用して変換先通貨に変換

される前の、値の元の通貨です。

変換先通貨 残高の変換後の通貨です。為替レートを

入力して、変換元通貨から変換先通貨に変換しま

す。たとえばユーロから米ドルに変換する場合、変

換先の通貨は米ドルです。

外部でトリガーされるイベント ジョブの実行をスケ

ジュールするための、時間ベースでないイベントで

す。
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外部認証 アプリケーションの外部に格納されたユー

ザー情報を使用して、Oracle EPM System 製品にロ

グオンすることを指します。ユーザー・アカウント

は EPM System で維持されますが、パスワード管理

およびユーザー認証は Oracle Internet Directory (OID)

や Microsoft Active Directory (MSAD)などの企業ディ

レクトリを使用して外部サービスで実行されます。

多次元データベース 3 つ以上の次元でデータを整理、

保管、および参照する方法です。次元のセットが交

差するポイントが個別の値となります。「リレーショ

ナル・データベース」と対比してください。

子 データベース・アウトライン内で親を持つメン

バーです。

子孫 データベース・アウトラインで親の下に位置

するメンバーです。たとえば、年、四半期および月

を含む次元では、メンバー第 2 四半期およびメン

バー 4 月がメンバー年の子孫となります。

安全率 より安全な投資から期待される利回りです

(米国の長期国債など)。

定義済ドリル・パス データ・モデルでの定義に従っ

て次の詳細レベルにドリルするために使用されるパ

スです。

宛先 1) Business Rules では、計算済の値が格納され

るデータベースのブロックです。2) Profitability and

Cost Management では、割当てモデルでのソースと

宛先の関連付けです。割り当てられたコストや収益

のフローの方向を制御します。

実績の頻度 日付のセットを作成して結果を収集およ

び表示するために使用されるアルゴリズムです。

実行時プロンプト ビジネス・ルールが実行される前

にユーザーが入力または選択する変数です。

密次元 ブロック・ストレージ・データベースでは、

次元メンバーのすべての組合せについてデータを含

んでいる可能性があります。たとえば、時間次元は

しばしば密ですが、これは時間次元がすべてのメン

バーのあらゆる組合せを含んでいる可能性があるか

らです。「疎次元」と対比してください。

対称トポロジ 運用サイトとスタンバイ・サイトの層

全体で同一である Oracle Fusion Middleware 障害回

復構成です。対称トポロジでは、運用サイトとスタ

ンバイ・サイトにあるホスト、ロード・バランサ、

インスタンス、アプリケーションの数は同じです。

両方のサイトで同じポートが使用されます。システ

ムは同一に構成され、アプリケーションは同じデー

タにアクセスします。

対称型マルチプロセッシング(SMP) マルチプロセッシ

ングとマルチスレッディングを使用可能にするサー

バーのアーキテクチャです。多数のユーザーが単一

のインスタンスに同時に接続した場合でも、パ

フォーマンスが大きく低下することはありません。

導出テキスト・メジャー Essbase Studio で、範囲とし

て表現された定義済ルールによって管理される値を

持つテキスト・メジャーです。たとえば、販売高メ

ジャーに基づく導出テキスト・メジャー「販売実績

インデックス」は、「高」、「中」、および「低」の値

で構成できます。この導出テキスト・メジャーは、

個々の販売高の値を「高」、「中」、「低」の範囲に分

類して表示するように定義されます。「テキスト・

メジャー」も参照してください。

属性 次元メンバーの特性です。たとえば、従業員

次元メンバーには、名前、年齢、または住所の各属

性がある場合があります。Product 次元のメンバー

はサイズ、味などの複数の属性を持つ可能性があり

ます。

属性の関連付け データベース・アウトラインでの関

係です。これにより、属性次元のメンバーが基本次

元のメンバーの特性を表します。たとえば、製品

100-10 がグレープ味である場合、製品 100-10 は

Flavor 属性の関連付けがグレープになります。した

がって、Product 次元のメンバー 100-10 は Flavor 属

性次元のメンバー Grape に関連付けられることにな

ります。

属性タイプ 様々な関数(データのグループ化、選択、

または計算)を使用可能にするためのテキスト、数

値、ブール値、日付、またはリンク属性タイプで

す。たとえば、Ounces 属性次元は数値タイプを持

つので、各製品の属性として指定されるオンス数を

使用して当該製品のオンス当たりの収益を計算でき

ます。

属性レポート 基本次元メンバーの属性に基づくレ

ポート作成プロセスです。「基本次元」も参照して

ください。

属性次元 次元の一種です。次元のメンバーの属性

や特質に基づいて分析できます。

属性計算次元 メンバーのグループに対して、合計、

カウント、平均、 小、および 大を計算するシス

テム定義の次元です。この次元は動的に計算され、

データベース・アウトラインでは表示されません。

たとえば、メンバー Avg を使用すると、製品 Red

についてニューヨークでの 1 月の平均売上の値を計

算できます。
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履歴平均 多数の履歴期間にわたる勘定科目の平均

です。

差異 プラン値と実績値などの 2 つの値の差です。

市場リスク割増額 国債よりもリスクの高い投資を投

資家に呼びかけるための、安全率に追加して支払わ

れる利回りです。予測される市場利回りから安全率

を差し引いて計算されます。この数字が示すモデル

は将来の市況に近いものとなる必要があります。

式 Data Relationship Management で、プロパティ値

を動的に計算するために派生プロパティによって使

用されるビジネス・ロジックです。

式の保存 データ取得中にワークシート内に保持さ

れる、ユーザーが作成した式です。

役割 リソースへのアクセス権をユーザーおよびグ

ループに付与する際に使用される手段です。

従業員 特定のビジネス・オブジェクトに対して責

任を負う(または関与する)ユーザーです。従業員は

組織に勤めている必要はありません(コンサルタン

トなど)。従業員は、認可のためにユーザー・アカ

ウントに関連付けられている必要があります。

復元 データベースが破損または破壊された場合に

データおよび構造の情報を再ロードする操作です。

通常、データベースをシャット・ダウンおよび再起

動した後で実行されます。

感嘆符(!) 一連のレポート・コマンドを終了して、

データベースからの情報を要求する文字です。レ

ポート・スクリプトは感嘆符を使用して終了する必

要があります。レポート・スクリプト内では複数の

感嘆符を使用できます。

戦略マップ 上位レベルのミッションおよびビジョン

のステートメントを、構成要素である下位レベルの

戦略的達成目標に組入れる方法を示します。

戦略目標(SO) 測定可能な結果によって定義された長

期目標です。各戦略目標は、アプリケーション内の

1 つのパースペクティブに関連付けられ、1 つの親

(エンティティ)を持ち、重要成功要因または他の戦

略目的の親になります。

手動ステージ ユーザーの操作が必要なステージで

す。

抽出コマンド Essbase レポート作成コマンドの 1 つ

です。データベースから抽出される RAW データの

選択、向き、グループ分け、および配列を処理しま

す。小なり記号(<)から始まるコマンドです。

拡張リレーショナル・アクセス リレーショナル・デー

タベースと Essbase 多次元データベースの統合を指

します。これにより、すべてのデータがリレーショ

ナル・データベースに保持され、Essbase データベー

ス内の要約レベルのデータにマッピングされます。

持株会社 法的エンティティ・グループの一部であ

るエンティティです。グループ内のすべてのエン

ティティに対して直接的または間接的に投資してい

ます。

持続性 Essbase の操作や設定に対する継続的または

長期的な影響です。たとえば、ユーザー名やパス

ワードの有効性について、Essbase 管理者がその持

続性を制限することがあります。

接続ファイル「Interactive Reporting 接続ファイル

(.oce)」を参照してください。

換算「通貨換算」を参照してください。

換算レート「為替レート」を参照してください。

支出勘定科目 期別の値と年次累計値を保管する勘定

科目です。値が正の場合は、純利益が減ります。

支配比率 所属するグループのコンテキスト内でエ

ンティティが受ける支配の程度です。

数値属性範囲 基本次元メンバーを関連付けるために

使用される機能です。メンバーは個別の数値を含

み、値の範囲を示す属性を持ちます。たとえば、顧

客を年齢別に分類する場合、Age Group 属性次元に

0-20、21-40、41-60、および 61-80 という年齢範囲

に該当するメンバーを含めることができます。各

Customer 次元メンバーは Age Group 範囲に関連付

けられます。データを取得する際は、個別の年齢の

値ではなく年齢範囲に基づいて処理されます。

日付メジャー Essbase で、メジャーが示されている

次元で「日付」のタグが付けられているメンバーで

す。セルの値はフォーマット済の日付として表示さ

れます。メジャーとしての日付は時間次元を使用し

て示すことが困難なタイプの分析に役立つことがあ

ります。たとえば、一連の固定資産の取得日をアプ

リケーションで追跡する必要がある場合、取得日の

範囲が実現可能な時間次元モデリングの範囲を超え

て長期にわたってしまうことがあります。「型付き

メジャー」も参照してください。

時系列レポート作成 カレンダの日付(年、四半期、

月、週など)に基づくデータのレポート作成プロセ

スです。

426 用語集



時間次元 データが示す期間です(会計期間、暦時間

など)。

暗黙の共有 メンバーが 1 つ以上の子を持ち、連結さ

れている子は 1 つのみである場合、親と子が値を共

有します。

上位メンバー 次元のアウトラインで、階層ツリー

の一番上に位置する次元メンバーです。次元メン

バー間に階層の関係がない場合は、ソート順で 初

のメンバーを指します。階層の関係がある場合、

上位メンバーの名前が次元名と同一となるのが一般

的です。

新 新の期間として定義されたメンバーからデー

タ値を抽出するために使用される、スプレッドシー

トのキー・ワードです。

期別価額メソッド(PVA) 通貨換算プロセスの 1 つで

す。一定期間における期別の為替レート値を適用し

て通貨を算出します。

期末 チャートの日付範囲を調整できる期間です。

たとえば、月の期末の場合、当月末までの情報が

チャートに表示されます。

株式ベータ 株のリスクを指します。その株の収益と

市場利益率の差異により測定され、ベータと呼ばれ

るインデックスで示されます。たとえば、市場利益

率が 1%変動するのに伴って株の収益が通常 1.2%変

動するのであれば、その株のベータ値は 1.2 です。

検証 アウトラインに対してビジネス・ルール、レ

ポート・スクリプトまたはパーティション定義を

チェックして、チェック対象のオブジェクトが有効

であることを確認するプロセスです。

検証ルール データの整合性を強化するために FDM

で使用されるルールです。たとえば、FDM では、

検証ルールによって、FDM からターゲット・アプ

リケーションにデータがロードされた後に、特定の

条件が満たされていることが保証されます。

構築方法 データベース・アウトラインを変更する

ために使用するメソッドの一種です。データ・ソー

ス・ファイルのデータ・フォーマットに基づいて構

築メソッドを選択します。

構造ビュー トピックをコンポーネントのデータ項目

の単純なリストとして表示します。

標準仕訳テンプレート 各期間に共通する調整を転記

するために使用する仕訳の機能です。たとえば、共

通する勘定科目 ID、エンティティ ID、または金額

を含む標準テンプレートを作成すると、これを多数

の通常仕訳の基準として使用できます。

標準次元 属性次元以外の次元です。

権限 データまたは他のユーザーとグループを管理

するために、ユーザーおよびグループに付与される

アクセス・レベルです。

欠落データ(#MISSING) ラベル付けされた場所のデー

タが存在しないか、値が含まれていないか、データ

が入力されていないかまたはロードされていないこ

とを示すマーカーです。たとえば、勘定科目に当期

ではなく過去または将来の期間のデータが含まれて

いる場合は、欠落データが存在します。

次元 ビジネス・データを整理して値の抽出や保持

のために使用されるデータ・カテゴリです。通常、

次元には関連するメンバーをグループ化した階層が

含まれます。たとえば、多くの場合、年次元には四

半期や月などの期間ごとのメンバーが含まれます。

次元タイプ 定義済の機能を使用可能にする次元のプ

ロパティです。時間のタグが付けられた次元は、定

義済のカレンダ機能を持ちます。

次元タブ「ピボット」セクションで、行と列の間で

データのピボットを実行するためのタブです。

次元テーブル 1)特定のビジネス・プロセスに関する

多数の属性を含むテーブルです。2)Essbase

Integration Services では、Essbase の潜在的な次元を

定義する 1 つ以上のリレーショナル・テーブルのた

めの、OLAP モデルのコンテナを指します。

次元性 MaxL DML において、セットで示された次

元およびその順序です。たとえば、{ (West, Feb),

(East, Mar) }というセットの場合は、含まれている 2

つのタプルはいずれも次元(Region, Year)を反映して

いるため、同一の次元性であることになります。

次元構築 Essbase アウトラインに次元およびメンバー

を追加するプロセスです。

次元構築のルール データ・ロードのルールに似た仕

様です。Essbase でアウトラインを変更するために

使用されます。変更は外部データ・ソース・ファイ

ルのデータに基づきます。
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次元間の無関係性 次元が他の次元と交差しない状況

を指します。次元に含まれるデータは、交差しない

次元からはアクセスできないため、交差しない次元

はその次元とは無関係となります。

残高勘定科目 特定の時点に関連する符号なしの値を

格納する勘定科目の種別です。

水平アプリケーション・サーバー・クラスタ 複数のア

プリケーション・サーバー・インスタンスがそれぞ

れ異なるマシン上にあるクラスタです。

汎用ジョブ SQR Production Reporting または

Interactive Reporting 以外のジョブを指します。

消去 組織内のエンティティ間での取引をゼロに設

定(消去)するプロセスです。

消去済勘定科目 連結ファイルに表示されない勘定科

目です。

為替レート・タイプ 為替レートの識別子です。異な

るレートのタイプが使用されるのは、一定期間およ

び年間について複数のレートが存在することがある

ためです。従来より、期末時点でのレートを当期の

平均レートおよび期末レートとして定義します。そ

の他、ヒストリカル・レート、予算レート、予測

レートなどのレート・タイプがあります。レート・

タイプは特定の時間に適用されます。

現地通貨 入力通貨タイプです。入力通貨タイプが

指定されていない場合は、現地通貨がエンティティ

の基本通貨に一致します。

疎次元 ブロック・ストレージ・データベースで、

他の次元と比較した場合に、すべてのメンバーの組

合せのデータを含んでいる可能性の低い次元です。

「密次元」と対比してください。たとえば、すべて

の顧客がすべての製品のデータを持っているわけで

はありません。

目標 指定された期間(日、四半期など)についてメ

ジャーに期待される結果です。

直接レート 為替レート・テーブルに入力する通貨

レートです。直接レートは通貨換算に使用されま

す。たとえば、残高を日本円から米ドルに変換する

場合、変換元通貨を日本円、変換先通貨を米ドルと

して、為替レート・テーブルに期間またはシナリオ

のレートを入力します。

相互割当て 財務フローの割当ての一種です。宛先の

1 つとしてソースが含まれます。

相関サブクエリー 親クエリーの各行で一度評価され

るサブクエリーです。サブクエリーのトピック・ア

イテムを親クエリーのトピックに結合することによ

り作成されます。

確認レベル プロセス管理の確認ステータス・イン

ディケータの 1 つです。「開始していません」、「第

1 パス」、「送信済」、「承認済」、「発行済」など、プ

ロセス単位のレベルを示します。

祖先 その下にメンバーを含む分岐メンバーです。

たとえば、メンバー Qtr2 とメンバー 2006 はメン

バー April の祖先です。

移行スナップショット アプリケーションの移行のス

ナップショットです。移行ログに取り込まれます。

移行ログ アプリケーションの移行のすべてのアク

ションとメッセージを取込むログ・ファイルです。

移行定義ファイル(.mdf) アプリケーションの移行に使

用される移行パラメータを含むファイルです。これ

によりバッチ・スクリプトを処理できます。

移行監査レポート 移行ログから生成されるレポート

です。アプリケーションの移行に関する追跡情報を

提供します。

税金の初期残高 Strategic Finance では、損失の初期残

高、収益の初期残高、および納税の初期残高のエン

トリは、Strategic Finance の 初の期間に先立つ期

間に発生していることを前提とします。

算出ステータス 一部の値または式の計算が変更され

たことを示す集計ステータスです。影響を受けるエ

ンティティについて正しい値を取得するには、再集

計する必要があります。

算術データ・ロード データベース内の値に対して演

算(たとえば各値に 10 を加算するなど)を実行する

データ・ロードです。

算術演算子 式およびアウトラインでのデータの計算

方法を定義する記号です。標準的な算術演算子また

はブール演算子が使用されます(+、-、*、/、%な

ど)。

管理対象サーバー 内蔵された Java 仮想マシン(Java

Virtual Machine: JVM)で実行されるアプリケーショ

ン・サーバー・プロセスです。

精度 数値に表示される小数点以下の桁数です。
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系列 異なるメタデータ要素間の関係です。メタデー

タ要素が他のメタデータ要素からどのように導き出

されるかを示し、メタデータ要素を物理ソースまで

トレースします。Essbase Studio では、この関係を

系列ビューアでグラフィカルに表示できます。「ト

レーサビリティ」も参照してください。

系統データ 割当ての計算後にオプションで生成され

る追加データです。このデータにより、すべての割

当てステップにわたるコストまたは収益のフローに

ついてレポートを作成できます。

組織 各エンティティ、およびその関係を定義する

エンティティの階層です。

結合 特定の列または行の共通のコンテンツに基づ

く 2 つのリレーショナル・データベース・テーブル

またはトピックの間のリンクです。通常、異なる

テーブルまたはトピック内の同一または類似するア

イテムの間で結合が起きます。たとえば、Customer

テーブルと Orders テーブルで Customer ID の値が

同一である場合、Customer テーブル内のレコード

が Orders 内のレコードに結合します。

統制グループ 証明書および評価の情報を維持および

整理するために FDM で使用されるグループです。

サーベンス・オクスリ(Sarbanes-Oxley)法の規定に準

拠する上で特に役立ちます。

統合 Shared Services を使用して Oracle Hyperion アプ

リケーションでデータを移動するために実行される

プロセスです。データ統合の定義によりソース・ア

プリケーションと宛先アプリケーションの間での

データの移動が指定され、データの動きのグループ

化、順序付けおよびスケジュールが決定されます。

繰返し 同じバージョンのデータを修正して移行す

る予算またはプランニング・サイクルのパスです。

置換 データ・ロードのオプションの 1 つです。デー

タ・ロード・ファイルに指定された期間のすべての

勘定科目からの既存の値を消去し、データ・ロー

ド・ファイルからの値をロードします。ロード・

ファイルに勘定科目が指定されていない場合、指定

された期間に該当する値が消去されます。

耳折れ 折り曲げられたページの角です。チャート

のヘッダー領域の右上の隅に表示されます。

自動ステージ ユーザーの操作を必要としないステー

ジです(データ・ロードなど)。

自動逆仕訳 次期に逆仕訳する調整を入力するための

仕訳です。

行の抑制 欠落値を含む行を除外し、スプレッドシー

ト・レポートからの文字にアンダースコアを付ける

設定です。

表示タイプ リポジトリに保存された 3 種類の Web

Analysis フォーマット(スプレッドシート、チャー

ト、ピンボード)のいずれかを指します。

製品 Shared Services における、Planning や

Performance Scorecard などのアプリケーション・タ

イプです。

複製パーティション パーティション・マネージャに

より定義されるデータベースの一部。あるサイトで

管理されるデータの更新を別のサイトに伝播するた

めに使用されます。ユーザーは、ローカルのデータ

ベースと同じようにデータにアクセスできます。

要約チャート「調査」セクションで、同じ列内で下

に表示される詳細チャートをロール・アップする

チャートです。各チャート列 上位の要約レベルに

メトリックを描画します。

親 直接レポートする依存エンティティを 1 つ以上

含むエンティティです。親は少なくとも 1 つのノー

ドに関連付けられたエンティティであるため、エン

ティティ、ノード、および親の情報が関連付けられ

ています。

親の調整 親に関連して子に転記される仕訳エント

リです。

計算スクリプト データベースの集計方法や集約方法

を定義する一連のコマンドです。集計プロセスとは

別に、割当てや他の計算ルールを指定するコマンド

が計算スクリプトに含まれることもあります。

計算済勘定科目 計算式を変更することができない勘

定科目です。計算式は、構築するモデルの勘定科目

の整合性を保つために固定されています。たとえ

ば、当期純利益、計算済勘定科目の計算式は戦略的

財務に組み込まれており、履歴期間または予測期間

で変更はできません。

計算結果アイテム データベースやキューブに物理的

に格納される列に対して、仮想の列を指します。ク

エリー実行時にデータベースにより、または

Interactive Reporting Studio の「結果」セクションで

計算されます。計算結果アイテムは、関数、データ

項目、およびダイアログ・ボックスで提供される演

算子に基づくデータ計算であり、レポートに含まれ

たり他のデータの計算に再利用されることがありま

す。
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詳細チャート 要約チャートで、詳細な情報を提供す

るチャートです。詳細チャートは要約チャートの下

にある「調査」セクションに列で表示されます。要

約チャートに円グラフが表示される場合、その下の

詳細チャートには円の各区分が示されます。

認証 安全対策としての ID の確認です。一般に、認

証はユーザー名およびパスワードに基づきます。パ

スワードおよびデジタル・シグネチャは認証の

フォームです。

認証サービス 単一の認証システムを管理するコア・

サービスです。

調整「仕訳」を参照してください。

調整勘定科目 会社間勘定科目の消去プロセスで均衡

しない差額が格納される勘定科目です。

調査「ドリルスルー」を参照してください。

論理 Web アプリケーション Web アプリケーションの

内部ホスト名、ポートおよびコンテキストの識別に

使用される、別名が付けられた参照です。クラスタ

環境または高可用性環境では、分散コンポーネント

に対する単一の内部参照を確立する別名です。EPM

System では、クラスタ化されていない論理 Web ア

プリケーションは Web アプリケーションを実行す

る物理ホストにデフォルトで設定されています。

論理グループ FDM で、ソース・ファイルが FDM に

ロードされた後に生成される 1 つ以上の論理勘定で

す。論理勘定はソース・データから導き出される計

算済勘定です。

負債勘定科目 一定時点における会社の負債残高を格

納する勘定科目タイプです(未払費用、買掛金勘定、

長期借入金など)。

責任マップ 組織内の責任チーム(重要事業領域とも

呼ばれます)の責任、報告、および依存関係の構造

を視覚的、階層的に示します。

貸借一致の仕訳 借方の合計と貸方の合計が等しい仕

訳です。

資産勘定科目 勘定科目タイプの 1 つです。会社の資

産の値を保管します。

軸 1)測定と分類に使用されるグラフィックを貫通

する直線です。2)多次元のデータを整理および関連

付けるために使用されるレポートのアスペクトです

(フィルタ、ページ、行、列など)。たとえば、Simple

Basic でデータ・クエリーを実行する場合、軸では

Qtr1、Qtr2、Qtr3、および Qtr4 の値の列を定義で

きます。Market と Product の階層による合計が行

データとして取得されます。

透過パーティション ローカルのデータベースの一部

であるかのように、リモート・データベースのデー

タにアクセスして変更できるようにする共有パー

ティションです。

透過ログイン ログイン画面を起動せずに認証された

ユーザーをログインさせるプロセスです。

通常仕訳 特定の期間に一度かぎりの調整を入力す

るための機能です。通常仕訳は、貸借一致、エン

ティティごとに貸借一致、貸借不一致のいずれかに

なります。

通貨の上書き 任意の入力期間について選択した入力

メソッドを上書きして、デフォルトの通貨/アイテ

ムとして該当期間の値の入力を使用可能にする機能

です。入力メソッドを上書きするには、数値の前ま

たは後にシャープ(#)を入力します。

通貨パーティション アプリケーションでの定義に

従って、基本通貨から現地通貨メンバーを隔離する

次元タイプです。通貨タイプ(実績、予算、予測な

ど)を特定します。

通貨換算 データベースの通貨の値を別の通貨に変

換するプロセスです。たとえば、1 米ドルをユーロ

に変換するには、ドルに為替レート(たとえば、

0.923702)を乗じます(1*0.923702)。変換後のユーロ

の額は 0.92 になります。

連結 従属するエンティティからのデータを親エン

ティティに集約するプロセスです。たとえば、次元

Year に Qtr1、Qtr2、Qtr3、および Qtr4 というメン

バーが含まれている場合、この連結は Year になり

ます。

連結ファイル(*.cns) 集計のプロセスでチャートまた

はツリー・ビューを使用して Strategic Finance ファ

イルを追加、削除または移動するためのグラフィカ

ル・インタフェースです。集計ファイルを使用し

て、集計を定義したり変更したりすることも可能で

す。

連結ファイル(親) 事業部門のすべてのファイルが連

結されたファイルです。連結の定義を含みます。
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連結比率 親に連結された子の値の割合です。

適応状態 Interactive Reporting Web Client の権限レベ

ルです。

選択リスト レポート設計者がレポートの視点(POV)

を定義する際に各次元に指定するメンバーのリスト

です。定義されたメンバー・リストに指定されたメ

ンバーを選択するか、または動的リストの関数に定

義された条件に一致するメンバーを選択するだけ

で、選択リストを使用する次元の POV を変更でき

ます。

重複する別名 別名テーブルに複数存在し、データ

ベース・アウトラインの複数メンバーに関連付けら

れている可能性のある名前です。重複する別名は、

重複メンバーのアウトラインでのみ使用できます。

重複メンバーのアウトライン 重複メンバー名を格納

しているデータベース・アウトラインです。

重複メンバー名 データベース内に複数存在する、そ

れぞれ異なるメンバーを表す同一のメンバー名で

す。たとえば、ニューヨーク州を示すメンバーと

ニューヨーク市を示すメンバーが存在する場合、

データベースに New York という名前のメンバーが

2 つ含まれることがあります。データベースに New

York という名前のメンバーが 2 つ含まれることが

あります。

重要事業領域(CBA) 部門、地域、工場、コスト・セン

ター、プロフィット・センター、プロジェクト・

チーム、またはプロセスに編成された個人またはグ

ループです。責任チームまたはビジネス領域とも呼

ばれます。

重要成功要因(CSF) 戦略目標を達成するために確立お

よび維持する必要のある能力です。戦略目標または

重要プロセスにより所有され、1 つ以上のアクショ

ンに対する親となります。

関数 Data Relationship Management で、パラメータ

を受け入れ動的値を返す、派生プロパティ式の構文

要素です。

関連勘定科目 メイン勘定科目に関連する、同一のメ

イン勘定科目番号でグループ化された勘定科目で

す。勘定科目の構造体では、すべてのメイン勘定科

目および関連勘定科目は同一のメイン勘定科目番号

にグループ化されます。メイン勘定科目と関連勘定

科目は、勘定科目番号の 初の接尾辞により区別さ

れます。

限界税率 税引き後の負債コストを計算するために

使用されるレートです。 近計上された所得に適用

される税率(所得額に適用される 高の税率区分の

税率)を示し、連邦税、州税、および地方税を含み

ます。課税対象所得と税率区分の現在のレベルに基

づいて、限界税率を予測できます。

障害回復 地理的に離れたスタンバイ・サイトへの

アプリケーションおよびデータに対する回復戦略を

備えることで、運用サイトでの自然災害や予定外の

停止から守る機能です。

隣接する四角形 Interactive Reporting ドキュメントの

セクションを個人用ページに埋め込む場合に、

Interactive Reporting ドキュメントのコンテンツをカ

プセル化する必須のパラメータです。高さと幅を表

すピクセル、または 1 ページ当たりの行数により指

定されます。

集約 集約ストレージ・データベースの値をロール・

アップおよび格納するプロセスです。または集約プ

ロセスによって格納された結果を指します。

集約スクリプト 集約を構築するための集約ビューの

選択を定義するファイルです。集約ストレージ・

データベースのみで使用されます。

集約ストレージ・データベース 潜在的に大きな多数

の次元に分類される疎に分散した大規模なデータを

サポートするように設計されたデータベースのスト

レージ・モデルです。上位のメンバーと式は動的に

計算され、選択されたデータ値は集約、格納されま

す。通常、集約の合計所要時間が改善されます。

集約セル 複数のセルから構成されるセルです。た

とえば、Children(Year)を使用するデータ・セルは、

Quarter 1、Quarter 2、Quarter 3、および Quarter 4

のデータを含む 4 つのセルに展開されます。

集約ビュー 各次元内のメンバーのレベルに基づく集

約セルの集合です。計算時間を短縮するため、値は

事前に集約されて集約ビューとして格納されていま

す。取得は集約ビューの合計から開始され、合計に

追加されます。

集約制約 集約要求ライン・アイテムや集約メタト

ピック・アイテムに設定する制約です。

集約関数 関数の一種です。合計、平均の計算など、

データの要約や分析を実行します。

集計ルール 階層のノードを集計する際に実行される

ルールです。親の残高が正しく集計されるように、

顧客固有の適切な式を含めることができます。消去

プロセスは、このルール内で制御できます。

用語集 431



非アクティブ・グループ 管理者によりシステムへの

アクセスが非アクティブにされているグループで

す。

非アクティブ・ユーザー 管理者によりアカウントが

非アクティブ化されているユーザーです。

非対称トポロジ 運用サイトとスタンバイ・サイトの

層全体で異なる Oracle Fusion Middleware 障害回復

構成です。たとえば、非対称トポロジでは、運用サ

イトよりも少ないホストとインスタンスがあるスタ

ンバイ・サイトが含まれることがあります。

非次元モデル Shared Services のモデル・タイプの 1

つです。セキュリティ・ファイル、メンバー・リス

ト、計算スクリプト、Web フォームなどのアプリ

ケーション・オブジェクトが含まれます。

領域 メンバーおよび値の定義済のセットであり、

パーティションを構成します。

高可用性 障害が発生した場合でもアプリケーショ

ンが継続してサービスを提供できるようにするシス

テム属性です。これは、シングル・ポイント障害の

除去、フォルト・トレラント・ハードウェアおよび

サーバー・クラスタにより実現されます。1 つの

サーバーで障害が発生すると、処理要求は別のサー

バーにルーティングされます。

高機能計算 後に実行された計算以降に更新された

データ・ブロックを追跡する計算方法です。
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記号
2 パス計算

メンバー内, 256

概要, 232

次元, 231

次元に選択, 231

2 レベル・データベース(CPL 式), 385

3 レベル・データベース(CPL 式), 385

<data-source-type>.cache.size, 51

<data-source-type>.pool.maxsize, 52

「Essbase プロパティ」ダイアログ・ボックス,

209

「ドリルスルー・レポート・プロパティ」ダイ

アログ・ボックス

「メイン」タブ, 319

「レポート・コンテンツ」タブ, 321

「関連付け」タブ, 340

「ラベルのみ」オプション, 257

A - Z
abs(SQL 関数), 404

catalog.db, 39

catalog.password, 40

catalog.url, 36

catalog.username, 40

classes(CPL 式), 386

contains(SQL 関数), 398

CPL

SQL 関数

abs, 404

contains, 398

dayOfMonth, 393

exp, 404

In, 404

index, 399

ITrim, 400

leftStr, 399

length, 400

log10, 405

lower, 400

month, 394

monthName, 394

monthShortName, 395

pow, 405

quarter, 395

quarterAsString, 395

rightStr, 401

rTrim, 401

soundex, 402

sqrt, 406

substr, 402

trim, 403

upper, 403

weekday, 396

weekdayName, 396

weekdayShortName, 397

yearShort, 398

年, 397

数値, 404

文字列, 398

日付, 393

式

1 レベルのフラット・ファイル, 385

2 つのレベルを持つデータベース, 385

2 レベル・データベース, 385

2 項、使用, 391

3 つのレベルを持つデータベース, 385

3 レベル・データベース, 385

classes, 386

long 型定数, 387

オペランド, 383

グループ化, 389

データ・ソース接続, 385

フラット・ファイル(1 レベル), 385

ブール定数, 387

ユーザー定義テーブル, 385
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判読, 389

単項、使用, 391

定数, 386

定数リテラル, 386

定義および使用, 383

数値定数, 386

整数定数, 387

文字列定数, 387

文字列演算子, 393

構文の要素, 383

演算子, 388

演算子、文字列, 393

演算子、算術, 391

演算子、論理, 389

算術演算子, 391

複数の演算子, 388

要素、構文, 383

計算の順序, 388

計算順序, 388

論理演算子, 389

概要, 383

Date(SQL 関数), 393

dayOfMonth(SQL 関数), 393

Essbase Studio

カタログ・データベース, 29

カタログ・データベースの設定, 29

サーバー。「Essbase Studio サーバー」を参照

サーバーおよびコンソールの停止, 67

サーバーおよびコンソールの開始, 67

データ・ソース・ナビゲータ, 24

ドリルスルー, 21

メタデータ・カタログ, 21

メタデータ・ナビゲータ, 25

ユーザー・インタフェース, 23

ログイン, 26

導入, 21

概要, 21

管理の概要, 29

系列の追跡, 21

Essbase Studio へのログイン, 26

Essbase Studio コンソール

Essbase Studio サーバーへの再接続, 26

停止, 67

開始, 67

Essbase Studio サーバー

Essbase Studio コンソールからの再接続, 26

アクセスの制限, 359

アクセス制限, 359

コマンド

dumps, 70

exit, 72

pconf, 70

squeue, 71

sres, 72

sthd, 71

version, 69

概要, 69

停止, 67

開始, 67

Essbase Studio サーバーの起動ファイル

タイム・ゾーン構成の問題, 58

Essbase Studio サーバーの起動ファイル、構成,

57

Essbase Studio サーバーへの再接続, 26

Essbase、接続の作成, 101

Essbase サーバー

再ホスト後の参照の更新, 81

再ホスト後の参照の更新について, 80

Essbase モデル

2 パス計算, 231

Unicode、使用可能にする, 211

XOLAP、使用可能にする, 211

XOLAP で使用可能にする, 216

アウトライン構築オプション, 240

カスタム SQL、使用, 211

カスタム・データ・ロード設定, 211

キューブ・リンケージ, 308

コンポーネント, 208

スキップ・オプション

メンバー内, 261

次元, 236

タイム・バランス

メンバー内, 260

次元, 234

ダイアログ・ボックスのタブ, 209

ツール・チップ, 284

データ・ロード、 適化, 244

データ・ロードの 適化, 244

ドリルスルー・レポートの関連付け, 340

ブール範囲, 223

プロパティの検証, 282

プロパティの設定, 209

メンバー

プロパティ, 245
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別名, 265

ユーザー定義属性, 239

会計次元プロパティ, 234

作業領域, 281

作業領域を使用, 281

作業領域を開く, 281

保存, 211

再使用, 208

再構築、ガイドライン, 368

再構築のガイドライン, 368

列

タグ付け, 208

属性, 208

別名プロパティ、設定, 217

動的時系列, 230

参照, 284

変更、確認, 283

変更の確認, 283

定義済, 208

属性

メンバー名のフォーマット, 221

定義, 218

計算メンバー名フォーマット, 221

差異レポートの作成方法

メンバー内, 262

次元, 235

式

メンバーへの追加, 264

次元への追加, 237

情報, 208

操作, 280

数値範囲, 223

既存のキューブ・スキーマからの作成, 206

日付範囲, 223

概要, 208

次元

タイプ, 229

プロパティ, 224

モデルでの使用, 208

保管方法, 231

別名, 238

特徴, 208

表示, 281

重複するメンバー設定、移動, 242

重複メンバー名、使用可能にする, 210

階層ストレージ設定, 241

Essbase モデルのプリファレンス、設定, 348

Essbase モデルの再構築、ガイドライン, 368

Essbase モデルの再構築のガイドライン, 368

Essbase モデル・プロパティ

ダイアログ・ボックスのタブ, 207

ダイアログ・ボックスへのアクセス, 209

制限, 368

設定, 209

exp(SQL 関数), 404

FDM URL ドリルスルー・レポート・ターゲッ

ト, 333, 334

In(SQL 関数), 404

index(SQL 関数), 399

Integration Services カタログの移行

Essbase エクスポート・モデル, 353

Integration Services モデル, 354

ダイアログ・ボックス、アクセス, 353

メジャー列、マッピング, 353

メタアウトライン, 352, 354

メタデータ, 351

モデル, 351

ユーザー定義メンバー、マッピング, 353

レポート、マッピング, 353

会計次元, 353

共有メンバー処理, 356

別名、マッピング, 353

制約, 356

制限, 356

属性処理, 357

手順, 354

概要, 351

次元, 352

移行されないプロパティ, 357

階層、マッピング, 352

ISO カレンダ階層, 193

ITrim(SQL 関数), 400

Java メソッド、ドリルスルー・レポート・タイ

プ, 337

JDBC ドライバ

MySQL, 66

Netezza, 66

Teradata, 67

構成, 66

leftStr(SQL 関数), 399

length(SQL 関数), 400

log10(SQL 関数), 405

long 型定数(CPL 式), 387

lower(SQL 関数), 400
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MaxL スクリプト、キューブ配置オプションに

名前を付けて保存, 302

month(SQL 関数), 394

monthName(SQL 関数), 394

monthShortName(SQL 関数), 395

MySQL JDBC ドライバ, 66

MySQL の制限, 362

ビューを含むデータ・ソースのリフレッ

シュ, 362

Netezza JDBC ドライバ, 66

OBI EE, 336。「Oracle BI EE」も参照

OBI EE URL ドリルスルー・レポート・ターゲッ

ト, 333, 336

OCI の制限, 362

OLAP

多次元データベースでの使用, 214

概要, 213

Oracle BI EE

接続ウィザードでの Essbase モデルの作成,

100

接続ウィザードでのキューブ・スキーマの作

成, 100

接続ウィザードでの次元の作成, 98

Oracle Diagnostic Logging (ODL), 57

oracle.jdbc.ReadTimeout, 50

Oracle ユーザー

タイム・ゾーン構成の問題, 58

Performance Management Architect ソース

メタデータ要素の作成, 103

接続の作成, 102

接続パラメータの定義, 102

pow(SQL 関数), 405

quarter(SQL 関数), 395

quarterAsString(SQL 関数), 395

reinit コマンド

アップグレード, 32

rightStr(SQL 関数), 401

rTim(SQL 関数), 401

server.charset, 45

server.css.URL, 38

server.datafile.dir, 41

server.essbase.blindShare, 50

server.essbase.disableDistinct, 47

server.essbase.disableDistinct、IBM DB2 の制限,

48, 374

server.essbase.streamingCubeBuilding, 42

server.essbase.TPTapi, 47

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBindin

g, 53

server.hss.bpmApplication, 40

server.httpPort, 48

server.properties

<data-source-type>.cache.size, 51

<data-source-type>.pool.maxsize, 52

catalog.db, 39

catalog.password, 40

catalog.url, 36

catalog.username, 40

oracle.jdbc.ReadTimeout, 50

server.charset, 45

server.css.URL, 38

server.datafile.dir, 41

server.essbase.blindShare, 50

server.essbase.disableDistinct, 47

server.essbase.streamingCubeBuilding, 42

server.essbase.TPTapi, 47

server.essbase.uniqueMemberFromCaptionBind

ing, 53

server.hss.bpmApplication, 40

server.httpPort, 48

server.queueSize, 43

server.readLockTimeOut, 46

server.resourceCount, 44

server.runInBackground, 49

server.sql.fetchSize, 44

server.tempDir, 45

server.threadCount, 43

server.timeoutPeriod, 43

server.writeLockTimeOut, 46

transport.port, 48

カタログ・データベース、使用, 30

パラメータ, 33

プロパティ・リスト, 35

例

IBM DB2, 55

Oracle, 54

SQL Server, 56

保存, 33

構成, 33

構成可能なプロパティのリスト, 35

編集, 33

server.properties ファイル。「server.properties」

を参照

server.queueSize, 43
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server.readLockTimeOut, 46

server.resourceCount, 44

server.runInBackground, 49

server.sql.fetchSize, 44

server.tempDir, 45

server.threadCount, 43

server.timeoutPeriod, 43

server.writeLockTimeOut, 46

soundex(SQL 関数), 402

SQL 関数。「CPL SQL 関数」を参照

sqrt(SQL 関数), 406

startServer.bat, 57

substr(SQL 関数), 402

Teradata JDBC ドライバ, 67

transport.port, 48

trim(SQL 関数), 403

UMC。「キューブ・リンケージの更新」を参照

Unicode、Essbase モデル, 211

upper(SQL 関数), 403

URL ドリルスルー・レポート・タイプ, 332

URL ドリルスルー・レポート・ターゲット,

333

weekday(SQL 関数), 396

weekdayName(SQL 関数), 396

weekdayShortName(SQL 関数), 397

XML のインポートに関する制限, 361

XOLAP

Essbase モデル内で使用可能にする, 211

モデルの制限, 365

モデルの指定, 216

ワークフロー, 215

使用方法のガイドライン, 215

概要, 214

year(SQL 関数), 397

yearShort(SQL 関数), 398

あ行
アウトライン構築オプション, 240

アップグレード

Essbase 接続プロパティ、移行後, 31

reinit コマンド, 32

カタログの制限, 363

カタログ・データベース, 31

キューブ・リンケージ、移行後, 31

データ・ソース接続プロパティ、移行後, 31

アプリケーション

命名ルール, 377

イントロスペクション

制限, 364

既存のデータ・ソースでの実行, 118

概要, 147

選択

ファクト・テーブル, 148

ミニスキーマ・オプション, 148

次元テーブル, 149

階層, 150

インポート

カタログ XML ファイル, 76

エクスポート

カタログ・データベース全体, 74

別名セット, 176

選択したカタログ要素, 74

オペランド(CPL 式), 383

か行
カウント・メンバー, 222

カスタマイズ

ドリルスルー・レポート, 321

リレーショナル・ソースのドリルスルー・レ

ポート, 322

カスタム・データ・ロード設定

SQL に関する制限, 369

モデル・プロパティ, 211

カタログ。「カタログ・データベース」を参照

カタログのインポート

カタログ XML ファイルのインポート, 76

情報, 72

カタログのエクスポート

カタログ・データベース全体のエクスポー

ト, 74

情報, 72

選択したカタログ要素のエクスポート, 74

カタログの移行。「Integration Services カタログ

の移行」を参照

カタログ・データベース

server.properties ファイル、使用, 30

アップグレード, 31

制限, 359

定義済, 30

構成, 30

権限, 360

移行, 31

設定, 29
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カレンダ階層

ISO, 193

グレゴリオ暦, 190

リテール, 192

会計, 190

制限, 367

製造, 194

キューブの配置履歴の消去, 79

キューブ・スキーマ

Essbase モデル, 208

キューブ・スキーマ・ウィザードでの Essbase

モデルの作成, 202

データ・ロード・バインディング、定義,

204

データ・ロード・マッピング、定義 , 204

メジャー、指定, 200

会計次元の指定, 202

作成, 199

Oracle BI EE ソース, 100

既存のキューブ・スキーマからの Essbase モ

デルの作成, 206

概要, 199

編集, 199

設定オプション, 202

階層

プレビュー, 201

指定, 200

キューブ・スキーマでのデータ・ロードのバイ

ンディング, 204

キューブ・スキーマでのデータ・ロードのマッ

ピング, 204

キューブ・リンケージ

個々のキューブ, 309

個々のキューブの事前の手順, 309

再ホスト後の更新, 311

定義済, 308

情報, 308

更新, 308

キューブ・リンケージの更新, 308

キューブ配置

Essbase サーバーへの接続, 295

Essbase サーバー接続, 295

MaxL スクリプトとして保存, 302

ウィザード, 295

キューブ配置ウィザードのストリーミング・

モードオプション, 297

サーバー情報, 297

シナリオ, 292

スケジュール・オプション, 299, 302

ストリーミング・キューブ・ビルディング,

292

データベースの復元, 300

データ・ソース設定情報, 297

データ・ロード・オプション, 299

メンバー、削除, 300

モデル・プロパティ

変更, 299

情報の提供, 297, 299

ルールおよびルール・ファイル, 301

ルール・ファイル、作成, 300

レコードの拒否、キューブ配置中の設定,

301

レコード拒否の設定, 299

ロード・オプション, 291, 299

制限, 373

削除

データベース, 300

メンバー, 300

増分ロード

次元およびメンバーの選択, 300

設定, 304

履歴, 307

履歴、消去, 79

履歴の消去, 79

情報, 291

接続情報, 297

概要, 291

表示履歴, 307

非ストリーミング・キューブ・ビルディン

グ, 292

キューブ配置のシナリオ, 292

キューブ配置のスケジュール・オプション,

302

キューブ配置のデータ・ロード・オプション,

299

キューブ配置のロード・オプション, 299

キューブ配置中のメンバーの削除, 300

キューブ配置中のレコードの拒否、設定, 301

グループ化(CPL 式)

例, 389

判読の支援, 389

接続, 389

部分式を関連付ける方法, 389

グレゴリオ暦カレンダ階層, 190
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コピー

メタデータ要素, 166

別名セット, 175

さ行
サイクル依存関係の制限, 365

サポート

列のデータ型, 362

サンプル・データ

データ・ソースの表示, 123

ミニスキーマでの表示, 138

次元要素の表示, 124

サーチ, 344。「検索」も参照

オプションの検索, 345

タイプ, 344

メタデータ要素, 344

メタデータ要素、概要, 343

シングルチェーン階層, 185

スキップ・オプション

メンバー内, 261

次元, 236

スキーマ。「ミニスキーマ」を参照

スキーマ・プリファレンス、設定, 347

スクレーピング。「イントロスペクション」を

参照

スケーリング、データ・ロード, 263

ストリーミング・モード

server.properties での設定, 42

キューブ配置ウィザードでの設定, 297

ソース・テーブルおよび列、プロパティの表

示, 121

ソート

別名セットのバインディング, 173

別名セットの次元要素, 173

た行
タイム・ゾーン構成の問題

Essbase Studio サーバーの起動ファイル, 58

Oracle ユーザー, 58
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削除

データ・ソース接続, 24, 125

データ・ソース接続、テーブル , 115

データ・ソース接続からのテーブル, 115

ミニスキーマ, 145

ミニスキーマでの結合, 136

ミニスキーマのテーブル, 144

別名セット, 176

別名セットからのバインディング, 174

動的時系列, 230

動的計算

メンバー, 257

属性メンバー名, 221

次元のデータ保管, 232

可変属性

エクスポート/インポート後の再定義, 371

シナリオ例, 220

メンバーの設定, 249

履歴テーブル、設定, 247

概要, 219

独立次元のバインディング、定義, 251

独立次元バインディング、制限, 371

編集ガイドライン, 371

可変属性の履歴テーブル, 247

合計メンバー, 222

名前で制限されている文字, 380

名前の予約語, 380

名前変更

メンバー, 277

別名セット, 175

変換シーケンス, 274

命名ルール

アプリケーション, 377

データベース, 377

ドリルスルー・レポート, 380

メンバー, 378

予約語, 380

使用できない文字, 380

別名, 378

導出テキスト・メジャー, 378

次元, 378

次元要素, 378

増分更新

既存のテキスト・ファイルのデータ・ソー

ス, 113

既存のリレーショナル・データ・ソース,

111

既存データ・ソース, 111

変更。「編集」を参照

大文字と小文字を区別する名前, 378

子メンバーの集計

メソッド, 253

概要, 254

定数(CPL 式), 386

定義

Essbase の接続パラメータ, 101

キューブ・スキーマでのデータ・ロードのバ

インディング, 204

キューブ・スキーマでのデータ・ロードの

マッピング, 204

データ・ソース接続パラメータ

Performance Management Architect ソース,

102

テキスト・ファイル・ソース, 105

リレーショナル・ソース, 91

接続ウィザード, 88

ドリルスルー・レポート・タイプ, 321

ドリルスルー・レポート用のテンプレート

SQL, 325

リレーショナル・ソースのドリルスルー・レ

ポート・タイプ, 322

密次元, 231

導出テキスト・メジャー

作成, 154, 162

制限, 365

命名ルール, 378

編集, 154, 162

属性

Essbase Studio と Integration Services の処理の

違い, 357

Essbase モデルでの定義, 218

タイプ, 219

メンバー名のフォーマットの設定, 221

使用方法のガイドライン, 219

属性計算メンバー名のフォーマットの設定,

221

概要, 218

次元のユーザー定義, 239

集計メソッド, 218

属性次元を持つマルチチェーン階層, 186

属性計算の概要, 223

属性計算メンバー名のフォーマット
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設定, 221

属性計算次元, 222

差異レポートの作成方法

メンバー内, 262

次元, 235

平均メンバー, 222

式

メンバーへの追加, 264

情報, 237

概要, 237

次元への追加, 237

拡張オプション要素のドリルスルー・テストの

例, 329

指定

Essbase モデルのメンバー・プロパティ, 246

キューブ・スキーマのメジャー, 200

キューブ・スキーマの階層, 200

ドリルスルー・レポートの交差レベル, 319

ドリルスルー・レポートの列の順序, 322

リレーショナル・ソースのドリルスルー・レ

ポート・フィルタ, 327

リレーショナル・ソースの行ガバナー, 326

接尾辞

メンバー、追加, 276

別名、追加, 272

接続。「データ・ソース接続」を参照

接続ウィザード

ワークフロー, 88

概要, 87

接頭辞

メンバー、追加, 275

別名、追加, 271

数値(SQL 関数), 404

数値定数(CPL 式), 386

数値範囲、指定, 223

整数定数(CPL 式), 387

文字列(SQL 関数), 398

文字列定数(CPL 式), 387

日付範囲、指定, 223

日付要素、作成, 165

日付要素から構築された時間階層, 189

時間次元, 225, 229

大メンバー, 222

小メンバー, 222

後に配置したフィールド, 210

検索, 343。「サーチ」も参照

メタデータ要素, 343

メタデータ要素、概要, 343

単語の一致, 344

大文字/小文字の一致, 344

現在の選択項目への適用, 344

検索とサーチ

概要, 343

機能の違い, 343

検索ルール

メンバー, 277, 278

別名, 268, 269

構成

Essbase Studio サーバーの起動ファイル, 57

JDBC ドライバ, 66

ODL, 57

server.properties, 33

ロギング, 57

仮想メモリー, 78

構文の要素(CPL 式), 383

標準次元, 229

標準階層, 180

権限

カタログ・データベース, 360

データ・ソース, 360

ユーザー定義 SQL データ・ソース, 364

次元

「プロパティ」ダイアログ・ボックスのタブ,

224

アウトライン構築オプション, 240

スキップ・オプション, 236

ソート順, 244

タイプ, 225, 229

タイム・バランス, 234

タブ、アクセス, 226

データの保管方法, 232

データ・ロード、 適化, 244

ファクト, 208

プロパティ, 224

ユーザー定義属性, 240

ユーザー定義属性、割当て, 239

会計次元の使用, 226

作成

Oracle BI EE ソース, 98

保管方法, 231

別名, 238

勘定科目, 229

勘定科目、プロパティの編集, 234

命名ルール, 378
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定義, 208

密, 231

差異レポートの作成方法, 235

式、追加, 237

時間, 229

時間次元の使用, 225

概要, 224

標準, 229

疎, 231

編集, 228

計算の解決順, 233

重複するメンバー設定, 242

階層ストレージ設定, 241

次元のソート, 244

次元の順序付け, 244

次元要素

キー・バインディング, 160

サンプル・データの表示, 124

ソート順, 157

フィルタ, 156

一般プロパティの定義, 156

作成

「データ・ソース・ナビゲータ」から, 155

メタデータ・ナビゲータ, 155

別名セットでのソート, 173

命名ルール, 378

概要, 153

編集

一般プロパティ, 156

演算子

CPL 式, 388

グループ化, 389

シーケンス, 388

文字列, 393

算術, 391

複数, 388

論理, 389

関数, 388

順序, 388

独立次元のバインディング

制限, 371

定義, 251

疎次元, 231

移行。「Integration Services カタログの移行」を

参照

カタログ・データベース, 31

系列

作業領域

使用, 315

移動, 315

要素の表示, 315

開く, 315

概要, 313

要素の表示, 313

結合

ミニスキーマでの検査による追加, 137

ミニスキーマでの編集, 134

ミニスキーマでの追加, 134

編集

キューブ・スキーマ, 199

データ・ソース接続プロパティ, 118

ミニスキーマ

テーブルの削除, 131

テーブルの追加, 131

フィルタの指定, 131

プロパティ, 144

結合, 134

関連テーブルの追加, 131

メンバー, 253

別名セット, 172

別名セットのバインディング, 173

勘定科目、次元プロパティ, 234

次元, 228

階層, 197

色、ミニスキーマへの適用, 139

行ガバナー、リレーショナル・ソースの定義,

326

表示

キューブ配置の履歴, 307

ソース・テーブルのプロパティ, 121

データ・ソースのサンプル・データ, 123

ミニスキーマ

ズーム・アウト, 143

ズーム・イン, 143

作業領域, 140

ミニスキーマのサンプル・データ, 138

ミニスキーマ作業領域の 大化, 143

ミニスキーマ作業領域の 小化, 143

次元要素のサンプル・データ, 124

製造カレンダ階層, 194

親子階層。「再帰階層」を参照

解決順、メンバー, 255

計算の解決順

メンバー, 255
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次元, 233

設定

Essbase モデルのプリファレンス, 348

キューブ・スキーマ・オプション, 202

キューブ配置中のレコードの拒否, 301

スキーマ・プリファレンス, 347

一般プリファレンス, 347

追加

ミニスキーマでの検査による結合, 137

ミニスキーマでの結合, 134

別名セットへのバインディング, 174

遅延オプション要素のドリルスルー・テストの

例, 330

重複するメンバー設定、移動, 242

重複メンバー名

サポート制約事項, 369

使用可能にする, 210

開く

ミニスキーマ, 133

階層

Essbase モデル構造の決定, 177

ISO カレンダ、作成, 193

アウトライン構築の代替, 240

カレンダ

ISO, 193

グレゴリオ暦, 190

リテール, 192

会計, 190

作成, 189

製造, 194

キューブ・スキーマでのプレビュー, 201

キューブ・スキーマの指定, 200, 208

キューブ配置、使用, 304

キューブ配置での更新, 304

グレゴリオ暦カレンダ、作成, 190

シングルチェーン, 185

シングルチェーン、多世代, 185

ストレージ設定、選択, 241

タイプ, 184

マルチチェーン, 185

メジャー、作成, 180

メタデータ要素、追加, 180

リテール・カレンダ、作成, 192

リンク値属性, 196

代替, 185

会計カレンダ、作成, 190

例

シングルチェーン, 185

シングルチェーン、多世代, 185

マルチチェーン, 185

代替, 185

再帰, 187

属性次元を持つマルチチェーン, 186

日付要素から構築された時間, 189

再帰, 187

制限, 366, 367

子および兄弟、追加, 181

属性次元を持つマルチチェーン, 186

日付属性, 196

日付要素から構築された時間, 189

概要, 177

標準、作成, 180

物理要素、追加, 181

編集, 197

製造カレンダ、作成, 194

要素、追加, 180

階層での遅延キー・バインディング列, 182

階層の日付属性, 196

階層内のリンク値属性, 196

集約ストレージ

Essbase モデル内で使用可能にする, 210

メンバーのオプション, 258
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